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このマークは「若い力とわざと明朗な精神」を象徴するもので高体連のシンボルマークと

されています。真紅の色彩は「高い理想」と「希望に燃える若人の情熱」の象徴であり、こ

のマークを構成している3つの「K」 は、次のドイツ語の頭文字をとったものです。
KRAFT         KUNST         KLARHEIT
「力」        「技」       「明朗な精神」

「 2015君が創る 近畿総体 」
選手とその応援をする人たちが一体となり、創られる大会に

なればいいなと思い、この愛称にしました。

和歌山県立和歌山高等学校 梅木 智妃呂

「 風になれ 今青春が 走りだす 」 風になって青春を味わうイメージを表現しました。

兵庫県神戸朝鮮高級学校 金 太費
ト

ー

′

今
オ
ネ
ゲ

ネ
■

次伽今そ春サヾ趙だす
スローガン毛筆作品 (縦)

和歌山県立新宮高等学校 前 ネL美
スローガン毛筆作品 (横 )

和歌山県立星林高等学校 黒田 珠由

●2a5

本大会の主役である選手の立ち姿と人の輪を描きました。

足を近畿6府県をイメージした6色の帯で表現し、その帯が人の輪を通って重なり合い人間

の姿になるよう工夫しました。こうすることで舞台となる近畿6府県とまわりの人々の支え

があってこそ選手一人一人が輝ける様子を表現しています。

和歌山県立日高高等学校 東 ひかり

輝く空を背景に、近畿の地図に向かって疾走するリレーランナーを描きました。

ランナーはバトンをつなごうとしているところで、その気持ちと力強く走つている感じを

画面に出すことに特に力をいれました。

兵庫県立東播磨高等学校 三好 '零子

近畿6府県を舞台に、全国から若きアスリートが集い、熱戦を繰り広げ旋風を巻き起こし

頂点に登りつめていくイメージを表現しました。(写真は完成品です。)

和歌山県立笠田高等学校 堀 結衣子
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(学校名は応募当時)

高体連マーク

大会スローガン

シンボルマーク
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公益財 団法人全 国高等学校体育連盟

会 長 小 野  力

皇太子殿 下 の ご臨席 を仰 ぎ、平成 27年 度全 国高等学校 総合 体 育大会
「2015君 が創 る 近畿総体」が、和歌 山県、滋賀県、京都府 、大阪府 、兵
庫県、奈 良県 において 「風 になれ 今青春 が 走 りだす」 を大会 のス ローガ

ン として、 この よ うに盛 大 に開催 で きます こ とを大変 うれ しく思います。

国内最大の高校 生スポー ツの祭典 であ るこの大会 に出場 され る、選手・

監督及び学校 関係者 の皆 さん、出場お めで と うございます。 これ までの ご

努力 に対 し心か ら敬意 を表 します。 この大会 に参加 で きる栄誉 と自信 を胸

に、 日頃の練習の成果 を遺憾 な く発揮 して くだ さい。そ して、 トップアス
リー トとしての誇 りと感謝 の気持 ちを持 って、最後 まで諦 めることな く全

力で試合 に臨んで くだ さい。皆 さんの力強い若 さ浴れ るプ レーで、全 国の

方 々に元気 と勇気 、感動 を発信 して くだ さい。

東京 オ リンピック・パ ラ リン ピック競技大会 の開催 を 5年後 に控 え、本
大会 に出場す る選手の皆 さんには、次代 を担 う我 が国スポー ツ界 の精鋭 と

して、多 くの関係者 か ら期待 をこめた熱 い視線 が注がれ ています。今年 も

この大会か ら数多 くの新記録 と素晴 らしいプ レーが生 まれ 、 5年後 の東京
オ リンピックの大舞台 に立つ選手が数多 く育つ事 を願 っています。

また、この機会 に各競技会場 で競い合 った仲 間たちや会場地の方 々 との

交流 を深 め、信頼 と友情 の輪 を広 げ る とともに、地元の 自然や産業 に も触

れ 、貴重 な青春 の 1ペ ー ジを飾 って くだ さい。

結び に、本大会 開催 にあた りご尽力 を賜 りま した、近畿ブ ロックの各府

県実行委員会 、会場地市町村 、各競技 団体 をは じめ多 くの関係 の皆 さま と、

本 大会 の準備 と運 営 に携 わ ってい る地元 高校 生 の皆 さまに心 よ り御 礼 申

し上げ、大会会長 のあい さつ といた します。

-8-
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あ い さ つ

公益財 団法人  日本バ ドミン トン協会

会 長 綿 貫 民 輔

全 国各 地 区か ら 日本 の将 来 を担 う高校 生諸 君 な らび に関係 の皆様 をお

迎 え して、 ここ長 岡京市 で平成 27年 度全 国高等学校総合体育大会高松宮
記念杯 第 66回 全 国高等 学校 バ ドミン トン選 手権 大会 が 開催 され ます こ
とは、誠 に喜び にたえませ ん。

本大会 は、高校生最大 のスポー ツの祭典 です。「風 になれ  今青春 が 走
りだす」のス ローガ ンの もと、全力 を尽 くして競技 していただ きたい と思

います。

本会 は、最重要施策 としてジュニア強化育成 に取 り組み、 これ までに大

きな成果 をあげてまい りま した。 昨年 は、世界 ジュニア選手権大会 での女

子 シングル ス 2連覇、男子 ダブル ス準優勝 、 トマスカ ップ優勝 、ユーバー
カ ップ準優勝 、今年 5月 に中国で行 なわれ た世界 国別対抗選手権大会 では

史上初 とな るメダル獲得 な ど、 日本 か ら世界へ と活躍 の場 を広 げた皆 さん

の先輩 の活躍 は私た ちに大 きな希望 を与 えて くれ ま した。来年 ブラジル で

開催 され る リオデ ジャネイ ロオ リン ピック、そ して 2020年 に開催 され
る東京 オ リン ピックのメダル獲得 に向け、今大会 か らも多 くの選手が 日本

代表 として出場 し、活躍 され ることを期待 してお ります。

各県 を代表 して参加 され てい る選手の皆 さんは、一人ひ と りが地道 な努

力 と、厳 しい予選 を乗 り越 え本大会 に参加 され てい るもの と思います。万

全 の状態 で最高のパ フォーマ ンスを発揮 し、高校 生 らしくはつ らつ とした

競技が展 開 され ることを期待す る とともに、全 国各地か ら集 まった仲 間 と

健 闘 をたた え合 い、親睦 を大いに深 め、新 たな歴 史 を創 る大会 とな ること

を祈念 してお ります。

終わ りに、本大会の開催 にあた り、深 い御理解 と御協力 をいただき、そ

の準備 のために格別 な る御尽力 を賜 りま した長 岡京市 は じめ、地元 関係各

位 、並びに大会役員 の皆様 に心か ら敬意 を表 します とともに感謝 申 し上げ、

挨拶 といた します。
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祝 辞

文部科学大臣 下 村 博  文

平成 27年 度全 国高等学校総合体育大会「2015君 が創 る 近畿総体」が、
全 国か ら多数 の参加者 を得 て、開催 され ます こ とを心か らお祝 い 申 し上 げ

ます。

全 国各地の厳 しい予選 を勝 ち抜 き、本大会への出場 を果 た され た選手の

皆 さん、本 当にお めで と うございます。これ までの皆 さんの懸命 な努力 と、

それ を支 えた御家族や指導者 をは じめ、関係 の方 々の御尽力 に心か ら敬意

を表 します。

本大会 は、国内最大規模 の高校 生スポー ツの祭典 である とともに、スポ

ー ツを愛す る全 国の高校 生 に とって憧れ の舞台で もあ ります。そ して、 こ

れ までの長 い歴史 の中で、数多 くの熱 い ドラマや感動 を呼び、我 が国のス

ポー ツの発展 に大 きな役割 を果 た してきま した。

本大会 のス ローガ ンである「風 になれ  今青春 が 走 りだす」の とお り、
夢や希 望 に満 ちあふれ る選 手 の皆 さんが仲 間 とともに 自 らの 日標 に向か

って躍動す る姿は、多 くの人 に感動 を与 えることで しょ う。 日頃努力 して

きた成果 を最大限発揮 し、全国各地か ら集 まった仲 間た ち との交流 を大い

に深 め、生涯 の思い出 とな る大会 とな り、皆 さんの今後 の人生 にお ける大

きな財産 とな ることを祈 ってお ります。

本年 10月 にはスポー ツ庁 が発足いた します。 トップアス リー ト、スポ
ー ツ関係者 だ けでな く、スポー ツを通 じ全 ての国民の皆 さんが生涯 にわた

り心身 ともに健 康 で文化 的 な生活 を営む こ とが で きる社 会 の実現 を 目指

してまい ります。そのため、 これ まで以上 に、スポー ツによる健康増進や

地域活性 化 、 国際的地位 の向上 な どを図 り、新 たなスポー ツ施策 を総合

的 。一体的に推進 してまい りたい と思います。

結び に、本大会 の開催 に御尽力 いただいてお ります 関係 の皆様 、そ して、
一致 団結 して本 大会 の準備 と運 営 に携 わ ってい る多 くの地 元高校 生 の皆

さんに敬意 を表 し、心 よ りお礼 を申 し上 げます とともに、本大会の成功 を

祈念 して、お祝 いの言葉 といた します。
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歓迎のことば

京都府知事 山 田 啓  二

全 国各地か ら厳 しい予選 を勝 ち抜 かれ た選手・指導者 の皆様 をお迎 え し、

ここ京都 において、平成 27年度全 国高等学校総合体育大会 「2015君 が創

る 近畿総体」の水泳 、バ スケ ッ トボール 、バ ドミン トン、 レス リング、

ホ ッケー、カヌー競技が開催 され ます ことを大変嬉 しく思います とともに、

心か ら歓迎 申 し上 げます。

本大会へ の出場権 を手 にす るためには、多 くの時間を練習 に費や し、努

力 を積み重ね、また、多 くの方 々か らのサポー トがあった こ とと思います。

高校生 アス リー トの憧れ で あるこの大舞 台 に感謝 の気持 ちを持 って立 ち、

「風 になれ  今青春 が 走 りだす」のス ローガ ンの もと、持 て る力 を十分
に発揮 され 、熱戦 が繰 り広 げ られ る ことを心 よ り楽 しみ に してお ります。

そ して、試合終了後 は ともに競 った ライバルや 同 じ目標 に向か って切磋琢

磨 した仲 間 との友情 を育み、青春 の 1ペー ジ として心 に刻 んでいただ くと

ともに、ボ ランテ ィア として参加 してお ります京都 の高校 生 をは じめ府 民

の皆 さん とも交流 を深 めていただ きたい と思います。また、これ を機 会 に、

悠 久の歴 史 と美 しい 自然や豊 かな食材 に恵 まれ た、京都府 北部 の 「海 の京

都 」、中部 の 「森 の京都」、南部 の 「お茶 の京都」 を存分 に堪能 して くだ さ

い。

2019年 にはラグ ビーーワーール ドカ ップ、2020年 には東京 オ リン ピック・
パ ラ リン ピックが開催 され 、その翌年 には生涯 スポー ツの世界的祭典 であ

るワール ドマス ターズゲー ムズが関西で開催 され ます。皆 さんの 中か ら、

スポー ツ界 の リー ダー として、また、 日本 を代表 し国際舞台で活躍す る選

手が一人で も多 く誕生 され 、子 どもたちに夢や希望 を与 えていただ けるこ

とを願 ってお ります。

結び に、本大会 の開催 に御尽力いただきま した多 くの関係者 の皆様 に深

く敬意 を表 します とともに、選手の皆 さんの御健 闘 とます ます の御活躍 を

祈念 して、歓迎 の ことば といた します。
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歓迎のことば

長岡京市長  中 小 路  健 吾

緑 と歴 史のまち長 岡京市 に全 国各地か ら多 くの参加者 をお迎 え し、平成

27年 度全 国高等 学校 総合 体 育大会バ ドミン トン競技 大会 を盛 大 に開催
できます ことを、大変嬉 しく思います。 また、参加 され ます皆様 を心か ら

歓 迎いた します。

メイ ン会場 の西 山公 園体育館 では、つい先 日まで若葉 カ ップ全 国小学生

バ ドミン トン大会 が開催 され てお りま した。本大会 に参加 され る選手の皆

様 の中には、小学生の時 に若葉 カ ップに出場 され た方 もお られ るのではな

いで しょ うか。小学生 の元気 いっぱいのプ レー には、見てい る人 も元気づ

け られ ますが、本大会 では、見 るものを感動 させ るよ うな、躍動感 あふれ

るプ レーが見 られ ることを、 とて も楽 しみ に しています。

本大会 には 「風 になれ  今青春 が 走 りだす」 とい うス ローガ ンが掲 げ
られています。選手の皆様 の青春 といえば、ま さにバ ドミン トンに打 ち込

んだ 日々にな るこ とで しょ う。 お互い コー トに入れ ば試 合 の相手 です が、

それ以前 にバ ドミン トン とい う同 じスポー ツを愛好す る仲 間です。多 くの

仲間 との交流が、皆様 の青春 に さらなる彩 りを もた らす ことを、大いに期

待 しています。

さて、冒頭 で も申 しま した とお り、長 岡京市は緑 と歴 史のあふれ るまち

です。西 山公 園体育館 の眼前 には、西 山の豊かな緑 が広 がっています。市

の南西部 には、戦国武将の明智光秀 の娘で ある細川 ガ ラシャが輿入れ した

勝竜寺城跡や 、昨年度 に復元整備 した恵解 山古墳公 園な どの史跡 があ りま

す。本大会 に参加 され ます皆様 におかれ ま しては、 この機会 にぜ ひ長 岡京

市の緑 と歴 史 を堪能 して くだ さい。 また、本大会 に会場 の提供 で ご協力い

ただいてい る宇治市、向 日市 に もそれぞれ魅力 的な観光 スポ ッ トがあ りま

す ので、ぜひお立 ち寄 りくだ さい。

結び にあた り、本大会の開催 にあた り多大 な ご尽力 を賜 りま した関係者

の皆様 に心か ら感謝 申 し上げます とともに、出場選手の皆様 の ご健 闘 を祈

念いた しま して、歓迎 の ことば といた します。
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あ い さ ″
1)

公益財 団法人   全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部長 田 部 井 秀 郎

全 国各地 で厳 しい予選 を勝 ち抜 かれ た 1,100余 名 の選手 を迎 え、「風
になれ  今青春 が 走 り出す」のス ローガ ンの もと、平成 27年度全 国高
等学校総合体育大会バ ドミン トン競技  高松宮記念杯  第 66回 全 国高等
学校バ ドミン トン選手権大会が京都府長 岡京市、向 日市、宇治市 に於 いて

関係各位 の ご協力 とご援助 の もとに盛大 に開催 され ます ことは誠 に喜び に

た えませ ん。

昨年 は トマス杯初優勝 、ユーバ杯 準優勝 とい う快挙 を成 し遂 げ、千葉 ポ

ー トア リーナに JAPANと 刻 まれ た トマスカ ップを展示す ることができま
した。今年 に入 り、第 14回 スデ ィルマ ンカ ップでは大会史上初 とな るメ
ダル 、銀 メダル の獲得 を果 た しま した。個人戦 において も、桃 田選手 によ

る SSPイ ン ドネ シアオー プ ン男子 シ ングル スの初優勝 をは じめ多 くの
選手が活躍 しています。来年 に開催 され る リオオ リン ピックでの 日本勢の

活躍、 メダルヘ の期待 が大 き く膨 らんでい る ところです。

現在 、チー ムジャパ ン として戦 う選手達 も、かつては このイ ンターハイ

に向けて 日々汗 を流 してお りま した。 この時の努力 の積み重ねが今 日の成

果 の原動力 になってい る と確信 してお ります。 ここに参加 してい る皆 さん

の中か ら、2020年 東京オ リンピックで活躍す る選手が誕生す る事 を期待 し
てお ります。

また、高校時代 にお ける運動部活動 は、生涯 スポー ツ としての橋渡 しと

して重視 され ています。体力・技能・精神力 は も とよ り、生涯 にわた る友

人 との心の絆、人生 に不可欠 な忍耐力や思いや りな ど 「心の成長 の場」 と

して、大変貴重 な機会 であ ります。選手諸君 のバ ドミン トンに対す る情熱

とひたむ きな努力 、はつ らつ としたプ レーが、多 くの人 に感動 を与 える と

ともに、 日頃鍛 え られ た力が十分 に発揮 され るよ う健 闘 を祈 ります。

結び に、平素 よ り熱心 に指導 され てい る指導者 の皆様 に心 よ り敬意 を表

す る とともに、本大会 開催 にあた りご指導 ご協力 を賜 りま した関係 各位 と

地 元高校 生諸 君 の献身 的 な活動 に対 しま して心 よ りお礼 を 申 し上 げあい

さつ といた します。
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歓迎のことば

京 都 府 バ ドミン トン協 会

会 長 田 中 田 鶴 子

全 国各地の厳 しい予選 を勝 ち抜 かれた監督・選手の皆 さん を歴 史のある

自然豊かな京都府長岡京市 にお迎 え し、「平成 27年 度全 国高等学校総合体

育大会バ ドミン トン競技大会、高松宮記念杯第 66回 全 国高等学校バ ドミ

ン トン選手権大会」が開催 され ます ことは、誠 に喜 ば しい こ とであ り、心

か ら歓迎 申 しあげます。

選手の皆様 におかれ ま しては、 日頃の練習 の成果 を発揮 され 「風 になれ

今青春 が走 りだす」の大会 ス ローガ ンの もと、青春 の 1ペ ー ジを刻 む素晴

らしい大会 とな ります よ うご健 闘 をお祈 り申 しあげます。

京都府 では平成 9年 に もこの大会 を長 岡京市で開催 してお り、再び この

地で熱戦 が繰 り広 げ られ ることは感無量で ございます。 また、 この長 岡京

市 では毎年 「若葉 カ ップ全 国小学生バ ドミン トン大会」 を開催 してお り、

そ の大会 に出場 され た選 手 も今 大会 に多数 出場 して くだ さってい る こ と

と思います。

いま、 日本 のバ ドミン トン界 は素晴 らしい成績 を収 めています。昨年度

は、 トマス杯優勝・ユーバー杯 準優勝 、BWFワ ール ドスーパー シ リーズ

ファイナル ズ 2014で は高橋 0松 友組 が優勝。今年度 に入 って も 5月 に

開催 され たスデ ィルマ ンカ ップ 2015で 準優勝 、メンバー には山 口茜 さ
んが入 っています。 ここに参加 され てい る選手の皆 さんが 2020年 東京
オ リン ピ ックで 日本 の代表選 手 と して世 界 に羽 ばたいて くだ さる こ とを

祈 ってお ります。

最後 に本大会 開催 に当た り尽力 を賜 りま した全 国高体連 、京都府 高体連

の役員 の先生方、また京都府 、長 岡京市の役員各位 に感謝 を申 しあげます

とともに、 この大会 が成功裡 に終 了す ることとバ ドミン トン競技 のます ま

す の発展 を祈念 申 しあげ、歓迎 の言葉 とさせ ていただ きます。
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京都府 立 乙訓高等学校

橋 本 胡 太 郎

全国の高校アスリー トの皆さん、ようこそ京都へお越 しくださいました。
心から歓迎いたします。京都は、 794年 に遷都 された平安京の都 として
建設されて以来、長きにわたって繁栄 してきた歴史的文化都市です。室町
代 将 軍足利 義満創 建 の鹿苑 寺金 閣 をは じめ とす る 17の 世 界文化
、その悠 久の歴史 を物語 り、風情 ある街並 は、京都 を訪れ た人の心

してやみ ませ ん。 この時期 に見 られ る鴨川 沿いの納涼床 は、京 の夏

詩 です。 時間があれ ば、ぜ ひお立 ち寄 りくだ さい。

会場 とな るのは、私 の通 う乙訓高校 がある街 、長 岡京市、そ して向

宇治市です。いずれ も由緒 ある地で、平安京 が遷都 され る前 の都 で

長 岡京 は、現在 の長 岡京市 と向 日市 にまたが る地域 に存在 しま した。

会場 である長 岡京市 は、浄 土宗西 山派総本 山光 明寺、弘法大師空海

縁 の 乙訓寺 、菅原道真公 を御祭神 とす る長 岡天満 宮 も所在 します。 毎春 、

長 岡天満宮 には霧 島つつ じ、乙訓寺 にはばたんが咲 き乱れ 、今年 も多 くの

観光客で賑 わいま した。

源氏物語宇治十帖の舞台である宇治市は、広大な茶畑 を有 し、日本茶 (宇

治茶 )の 産地 として有名 です。 また、西 日本一面積 の小 さい市である向 日

が、い よい よ始 まろ うとしています。バ ドミン トンは、幅広 い年齢層 の間

で親 しまれ てい る 「生涯 スポー ツ」 であ る と同時 に、「競技 スポー ツ」 と

しては、運動量 も多 く、その 中で瞬間の判断力が求 め られ る最 も過酷で激

しい競技 の一つ で もあ ります。『 風 になれ  今青春 が 走 り出す』 とい う
今年度 の このス ローガ ンの とお り、皆 さんが風 の よ うに速 い ラ リー展開で

観 客 を圧倒 し、高校生 らしく白熱 した試合 を され るもの と確信 しています。

私 も野球部 に所属 し、スポー ツの素晴 らしさを知 る者 の一人 です。皆 さん

の試合 にか け る思 いが大 きな感 動 と興奮 を もた ら して くだ さる こ とと大

いに期待 しています。

皆 さんは各都道府県の代表 であ り、一人一人が この大会 の主役 です。 自

分 を信 じ、仲間を信 じて、悔 いの残 らない戦いに して くだ さい。 乙訓高校

の選手た ちも本大会 に出場 し、全 国の選手 と対戦で きることを楽 しみ に し

ています。最後 にな りま したが、皆 さんのそれぞれ の御活躍 と、本大会 が

今 までにない最 高の大会 にな ることを祈念 し、私の歓迎の こ とば とさせ て

いただ きます。
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平成 27年度全国高等学校総合体育大会 大会役員
(順不同、敬称略)

名 誉 会 長 張 富 士 夫

名 誉 副 会 長 三 日月 大造  山 田 啓 二  松 井  一 郎 敏井 戸仁 坂

荒 井

大 井

永 井

問  藤 井

久 保

鈴 木

横 田

橋 本

表

徳 田

福 田

新 井

内 山

大 河

川 上

高 橋

尾 形

畠瀬

西 嶋

山 下

小 河

吉 本

吉 田

藤 岡

本 廣

森 本

深 井

吉 田

甘 →左‐こ

公 人

大 地

努

聖 子

孟 宏

寛

康 夫

庸 弘

勝

昌 明

憲 太

清 生

好 雄

美佐子

栄 治

晃 正

保 之

知 之

育 弘

二 朗

淳 範

新 一

隆 三

荘 治

秀 樹

竜一郎

邦 爾

明

富 昭

貞 慶

民 輔

晴 男

貝

新

好 人

達 夫

欽 治

徹 正

雅 嗣

義 嗣

康 博

禎 一

正 弘

昇

龍 城

博 昭

直 樹

次 郎

卓 男

赤 池

泉

鈴 木

本 村

河 野

松 尾

石 川

笹 川

坂 元

寺 本

高 田

前 原

中塚

宮 崎

下

河 原

畑

植 田

高 井

増 田

小 野

奈 良

猪 飼

増 田

唐 松

誠 章

正 文

洋 一

憲 治

博 文

新 吾

武 夫

尭

要

祐 治

裕 司

正 浩

祥一郎

利 帳

宏

恵

正 高

浩

芳 朗

明 美

文 生

隆

和 雄

潔

秀 幸

山 中

横 川

大久保

川 淵

渡 邊

宗 岡

人木原

佐 藤

岡山

渡 辺

篠 官

近 石

坂 本

大 越

西 村

山 内

今 井

石 川

前 田

田 邊

杉浦

藤 井

中 井

岡 本

濱 田

囲明

浩 市

紘一郎

守 成

稔

康 宏

典 幸

孝 爾

久 子

修 一

ニユ

憲 幸

努

禎 明

慶一郎

健 平

敏 勝

忠 行

浩 嗣

吉 伸

正 吾

△

=
長  小 野  力

副  会  長 官 本  和 幸  前 田 光 治  渡 邊  孝俊 博

邦 治

江 畑

柴 田

政 彦

秀 治

名 誉 顧 問  下 村 博 文  三 田 清 白石 興 郎  籾 井  勝 人

｛
甲顧 メ1‐ 11

白間

大 仁

山 根

福 田

藤 重

綿 貫

島 田

尾 縣

木 村

天 野

笠 井

銭 谷

山 口

前 芝

藤 田

岡 西

小 西

高 崎

荒 川

山 口

ラ(: 11

勝 見

栢 分

開 本

山本 ともひろ

河 内  由 博

畔 柳  信 雄
二 木  英 徳

小池 百合子

星 野  正 史

岡 村  正

堀 口 卓司郎

原  博 実

吉 森  照 夫

鈴 木  修

大 野  孝 弘

福 本  修 二

有 竹  隆 佐

宮 下  和 己

植 田 喜 裕

小 田 垣 勉

向 井  正 博

中 村  昭

澁 谷  有 人

矢島 富士雄

野 口 敏 朗

草 野  圭 司

吉 本  勉

山 本  誠 三

浩

武

郎

英

二

尚
　
・二
　
佳
　
正
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沼 田

桑 原

立 谷

大 橋

土 田

大 桑

伊 藤

大 崎

畠 中

大原

松 本

尾 花

津 田

中小路

岩 城

竹 山

松 井

中 井

溝 口

オi請 口

森 岡

宮 崎

栗 山

岩 橋

角 井

中

宮 田

岸 田

新 井

井 上

高 橋

森 島

平 田

松 井

竹 内

赤 星

樫 葉

永 石

竹 田

守 弘

一 良

誠 一

忠 晴

敏 朗

埼 嗣

克 己

勲

健 二

人十人

薫

新 三

健吾

一 夫

修 身

正 剛

章 太

烈

昌 之

裕 策

泉

隆 博

良 晃

弘 之

幸 司

真 克

吉 史

研 二

宏

昭 博

幸 男

正 樹

和 子

秀 夫

隆 弘

直

不日

昌 弘

井 岡

村 上

下 田

西 村

植 村

世 耕

加 藤

荒 巻

斧

寺 山

西 中

尾 崎

池 田

中 山

三 崎

末 松

竹 内

藤 井

河 田

小 野

陽 子

恒 夫

隆 文

見 一

家 忠

弘 成

和 春

隆 三

隆 夫

正 道

正

方 哉

県 _

泰

政 直

則 子

幹 郎

孝 博

卓 司

昭 一

神前

野 見

河 本

山 下

松 本

中 井

見 玉

山 田

宮 川

黒 川

荻 田

越

廣 本

寺 尾

野 口

森 川

森 下

多 田

田 口

宮 本

美津男

典 展

英 典

力

宗 弘

国 雄

幸 長

正 夫

祥 子

治

義 雄

直 美

昌 久

豊 爾

久 之

裕 一

基量

興 四朗

晃 也

久 也

下 川

島

武 田

松 村

小 林

清 水

田中

中 川

稲 垣

瀧 川

中 村

宮 本

門 川

津 田

橋 下

並 河

福 田

細 川

橋 本

金 沢

市 川

鎌 塚

志 場

船 田

杉 山

野 口

桑 山

品 田

梅 村

長 岐

越 川

直 正

片 寄

徳 重

堂 園

藤 村

橋 爪

三 木

俊 樹

正 博

遅

佳 子

哲 也

忠 和

田鶴子

和 雄

嗣 夫

博 司

正 明

和 宏

徹

健

勇 次

佳 秀

誠 司

敬

靖 之

拓 夫

紀 之

一 彦

茂

剛 彦

靖 幸

奥 義

不ロ イ申

博

均

修 一

進

忠 彦

弘 之

利 行

健 治

孝 史

片 山

泉

牧 野

東 川

中 山

出 原

川 端

多 田

吉 岡

楠

加 藤

福 井

多々見

桐 野

信 貴

北 岡

大 橋

杉 山

板 野

博 臣

正 徳

明 次

裕

正 昭

博

憲 彰

征 洋

正 治

正 明

良三

正 明

芳 則

篤

基 之

美 邦

裕 爾

岩 田 史 昭

高 瀬  一 郎

石 原  康 弘

川 村  智

北 川  稔 男

高 橋  伍 郎

堀 越  英 範

坂 井  欣 吾

林  義 治

和 山 博 人

斎 藤  文 夫

仙洞田 一郎

鈴 木  賢 治

清 水  利 宏

野 中 通 兼

棚 原  秀 則

阪 口 雅 則

茶谷 不二雄

伊 藤  義 孝

司

三

善

逸

正 啓

作

三

大

大

参 与 先 崎

若 宮

幸 前

小 滝

植 山

榎 原

赤 坂

加 藤

河 野

芦 川

佐 藤

林

米 谷

竹 森

森 岡

渚

坂 田

北 村

卓 歩

茂 樹

裕 之

正 孝

勝 秀

邦 員

テ

敦

安 雄

裕 一

利 正

康 宏

和 也

得 _

宏

洋 行

雅 彦

和 彦

聡

日 向

和 歌

藤 本

岩 井

井 上

西 川

津 田

竹 宮

後 藤

伊 東

奥 山

杉 山

濱 辺

小 倉

川 島

谷 口

高 垣

水 野

福 井

信 和

哲 也

陽 司

達 之

博 司

浩 至

宣 彦

直 孝

明 男

茂 治

雅 信

剛 士

正 美

健 一

祥 嗣

英 彦

正 儀

禎 美

真 介
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瀬 村  明 彦

浅 井  伸 行

南  正 晃

久保  九二雄

辻  浅 夫

篠 崎  治

西 口 廣 宗

田代 弥三平

在 田 正 秀

山 本  晋 次

木 村  雅 年

石 田 泰 敏

野津手 重信

田 原  稔

寺 井  友 秀

平 賀  和 幸

員  森 田 敏 行

森 口 浩 紀

山 本  嘉 一

嶋 田 博 文

横 山  達 伸

牧 野  行 治

中 居  康 一

市 田  幸 治

佐 々木 昌弘

島名 きよみ

中 村  光 男

竹 内 通 弘

田 中  章 博

小 橋  浩 一

河 上  和 慶

石 井  茂 光

人 木 橋  努

佐 藤  至 貞

片 山  忠 政

山 口 裕 市

東  芳 生

水野 加余子

桂  千 恵 子

尾 山  基

中 村  裕

小 松  慶 三

米 田 敦 弘

長谷川 正人

森 継  隆

上 平  喜 英

廣 中  秀 紀

員 貝  昌 洋

村 田 直 樹

村 上

飯 降

中 嶋

橋 本

平 岡

植 月

池 田

城 戸

佐 藤

樋 口

畔 岡

福 田

滝 鼻

大 美

正 離

靖 平

成 彦

淳 行

俊 和

英 信

正 章

誠 也

重 臣

裕 之

利 彦

良 民

裕 光

太 郎

慶 昌

聡

尾 崎

浦 井

大 道

木 下

新 堂

川 島

土 佐

富 永

山 本

石 井

網 代

田 中

山 田

品 川

槙 山

文 雄

善 宏

良 夫

宗 昭

友 衛

龍 一

忠 雄

雄 教

不口 糸己

雅 彦

晃 子

祐 二

隆

和 彦

得

住 友

山 下

河上

納 屋

平 松

出 口

原

大 西

朝 子

米川

音 本

永 田

草 間

赤 木

松 隈

正 博

郁 夫

ひ とみ

嘉 人

純 子

武 男

一 起

弘 二

照 夫

日出子

重 男

広 道

浩 人

俊 夫

天

大 会 委 員 長  江 畑  政 彦

大会副委 員長 石川 恵一郎

山 根  尚

明 広  小 田 隆 司  村 上  昌 司  岸 田 吉 史

昭 栄

山 本

坂 東

委 井 上

坂 口

西 原

西 岡

鈴 木

岡 野

大 西

山 根

阪 本

宮 崎

久 元

中 貝

川 添

雪村

石 高

山 口

F可 音5

浜 田

慎 治

邦 嗣

英 男

大 修

孝 志

充 伸

保

武

龍 一

良 宣

喜 造

宗 治

孝 史

新之助

雅 信

彦 則

浩

天 真

寺 下

西 倉

藤 田

上 田

中 島

楠

千 葉

宮 崎

多 田

江 戸

石 見

藪 本

井 崎

中 杉

松 本

須 藤

横 田

保 坂

浩 彰

匡

清 司

優 人

寛 和

義 隆

一 夫

寛

悦 章

善 信

利 勝

吉 秀

昭

隆 夫

明 紀

聡

智 雄

慶 蔵

東 山

中 嶋

三反 田

稲 葉

亀 位

長 瀬

草 間

梅須磨

今 浦

水 守

今 村

平 野

中 野

伊 藤

飛 田

後 藤

田部井

千 葉

泰 清

賞 矢

和人

信

義 之

正 弘

浩 人

源博

千 信

勝 裕

岳 司

武 彦

憲 二

博 章

具 美

泰 之

秀郎

浩 次

古 川  紀 子

横 尾  英 治

藤 本  禎 男

中 村  一 人

江 南  拓 哉

田 村  光 穂

大 竹  岳 史

上 倉  鉄 平

堀 田 隆 志

直  清 司

泉  房 穂

藤 本  百 男

五百蔵 征幸

公 家  裕

清 瀬  欣 之

土 田 忠 男

伊 藤  義 孝

米窪 伸一郎
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月 本  真

北 村  泰 生

釜 井  昭 人

五十嵐善一郎

増 渕  敦 人

井 筒  秀 明

木 官  浩 二

穐 本  哲 哉

今 村  勇 二

横 山  清 嗣

船 木  茂

阿 南  孝 也

源 野  幸 次

津 田 富美男

松 長  一 樹

堀 内  安 宏

小 国  久 美

柿 木  章

中 桐  俊 男

木 村  恵 昭

小 林  辰 夫

福 田

大人木

近 藤

大 西

高 木

友 澤

福 本

堀 越

岩 井

池 田

田 里

小 島

岡 峙

河 内

植 島

西 川

伊 藤

繁 田

真 利

川 西

山 田

佐 藤  建 治

高 保  裕 樹

下 屋  浩 実

下川原 堅蔵

釜 田  渉

吉 岡  直 彦

丸 山  正 広

相 坂  賢 将

小 林  正 純

染 矢  淳

堀 井  善 之

北 川  鯉 平

吉 田  直 人

五 味  仁 志

松 尾  孝 司

片 岡  幸 一

野 々 村 守

松 尾  孝 義

芦 田 文 雄

梶 原  敏 孝

耕 治

淳史

彰 郎

修

直 樹

邦 明

和 宏

ユ2日

智 幸

昌 隆

一 美

博 幸

守 夫

孝 夫

幹 雄

良 夫

敦

順 子

順 一

斎

衛

家 弓

秋 山

本 多

會 田

小 原

渡 邊

阿 部

大 本

野 田

清 水

り|1 山言3

長谷川

河 村

櫻 井

中 嶋

奥

中 井

奥 田

友 野

阪 中

明 丈

静 男

正 美

敏

勝 則

浩 司

イ申

静 代

正 明

耕 三

典 明

清隆

繁

重 宏

良 立

芳 文

雅 夫

悦 司

聡 一

計 夫

荒 木

岡 嶋

高 橋

久 保

藤 嶋

白 石

岩 田

坂 本

宇 田川

鳴 瀬

内 林

平 野

林

山 本

福 井

湯 浅

武 田

酒 井

小 高

村 田

保 幸

佳 治

尚 史

佳 彦

典 弘

邦 俊

正 巳

糸己典

貴生

幸 裕

善 彦

正 樹

啓 司

肇 一

基 雄

暢 宏

庄 治

千 波

正 宏

敬 史

(平成 27年 6月 30日  現在 )
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平成 27年度全国高等学校総合体育大会 バ ドミントン競技大会役員
(順不同、敬称略 )

名 誉 会 長  綿 貫 民 輔

名 誉 副 会 長  中小路 健吾

名 誉 顧 間  山 田 啓 二  三 田 清 一  武  田  遅  白石 興二郎

ノゝ
アヽ 長  小 野  力

副 会 長 福 田 達 夫

小 田 垣 勉

山 本  和 紀

顧 間  森

権 田

福  田

三 宅

竹 林

川 島

加 藤

真 壁

上 原

増 田

小 野

上 村

森 本

川 本

松 見

勝 田

増  田

唐 松

冨 田

大 伴

武 山

上 村

竹  下

河 田

関 谷  勝 嗣

原  二 三 雄

内 多 小 五 郎

漬  中  誠

野 村  嘉 明

油 井  秀 男

板 垣  隆 房

原  紀 征

野 村  安 忠

安藤 実紀子

澁 谷  有 人

矢島 富士雄

奈  良  隆

木 下  宗 昭

佐 藤  武 人

桐 村  俊 昭

久 保  正 人

吉 本  勉

山 本  誠 三

白石 多 津 子

近 藤 麻 衣 子

野 坂 京 子

人  木  浩

藤原 有希子

田 口 晃 也

森  田  一

平 田 登 志 郎

小 官  淳 宏

福 岡  幸 一

里 見  光 徳

木  村  寛

星 野  忠 男

鈴 木  勝 之

植 田 喜 裕

石川 恵一郎

田 邊  禎 明

杉浦 慶一郎

野 口 敏 朗

水野 加余子

山 本  博

松浦 美津雄

根岸 光一郎

岡 本  忠 行

岩 城  一 夫

藤 本 秀 延

田 村 直 義

住 田 初 恵

藤 井 俊 一

安久井 由紀子

橋 本  誠 司

林  芳 正

青 木  昭 二

吹 田 修 一

岡 本  武 利

山 根  怜

遠 井  稔 男

藤 本  滋

中 山 紀 子

冷泉 貴実子

荒 り|1  昇

藤 岡 二 朗

本 廣  淳 範

宮 本  和 幸

納 屋  嘉 人

入 江  吉 伸

中村 三之助

深 井  隆 三

吉 田 荘 治

福 島  和 人

小 原 明 大

三 木 常 照

石 井 啓 子

浜 野 利 夫

樋 口 重 明

正

邊

橋 本  角 市

毛 利  清 志

牧 野  武

本 郷  節 生

佐 藤  芳 朗

岡 村  英 男

藤 原  和 文

藤 原  航

平 塚  靖 規

泉  正 文

山 口 龍 城

天 羽  博 昭

藤 井  健 平

辻  浅 夫

大 前  茂

森  田  功

栢 分  次 郎

開 本  卓 男

綿 谷 正 已

進 藤 裕 之

中小路 貴 司

山 本  智

浅 輪  信 子

溝  口  烈

籾 井

大 井

小 国

勝 人

俊 博

俊 之

関 根

江 畑

杉 山

義 雄

政 彦

美 邦

銭 谷

田中

欽 治

田鶴子

高

孝

畑
　
渡

村 山

喜  朗

正 一

武

幸 雄

祐 司

克 彦

一 郎

寛 治

幹 雄

雅 明

明 美

文 生

正 和

新 一

末 夫

恒 司

歳 一

潔

秀 幸

達 也

雅 章

彩 子

真 造

賢

卓 司
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参

委 員

与  栗 原

鈴 木

磯 井

宮 川

石 川

石 田

西 野

中 尾

池  田

河 崎

田部井

山 蔭

木 戸

丸 山

奥 山

杉 山

濱 辺

前 田

清 水

野 中

棚 原

竹 田

天 寅

野津手

中 村  弘

永 井  祥 一

有 瀬  浩 一

嵯 峨  元

末 岡  熙 章

加 藤 博 司

松 浦  稔 明

里 脇  清 隆

金 城  芳 雄

坂  上  昭

民谷 千寿子

山 田 順 一 郎

阿 部  秀 夫

梅 本寸  和 イ申

長 岐  博

越  り|1  均

直 正  修 一

永 井  邦 治

竹 内  秀 夫

赤 星  隆 弘

林  俊  光

北 村  聡

滝 川  正 幸

滝 鼻  太 郎

竹 林  克 彦

手 塚  克 彦

千 葉  健 夫

中 嶋 光 司

金 森  正

成 相  安 信

中 村  時 広

坂 本  康 尚

今 井  茂 満

佐 竹  養 一

能 登  則 男

築 地  孝 彦

濱  中  勉

和 山  博 人

齋 藤  文 夫

仙洞 田 一郎

鈴 木  賢 治

柴 田 秀 治

森  岡  宏

渚  洋 行

永 井  博

福 井  真 介

石 井  保 祐

山 田  隆

鈴 木  勇 治

別  井  晃

羽 隅  弘 治

平 林  良 治

澤  長  壽

岡 峙  彬

西 森  潮 三

近 藤  稔

上 松  芳 則

芝  ス ミ 子

村 元  英 美

斉 藤  永 吉

日 野  昇

保 坂  和 也

杉 山  忠 国

大 前  繁 雄

田 村  興 造

浦  山  茂

相 澤  潔

小 野  理

高 橋  英 夫

森  田  昇

神  戸  照

角 井  弘 之

佐 藤  利 正

林  康 宏

米 谷  和 也

竹 森  淳 二

片 寄  進

徳 重  忠 彦

堂 園  弘 之

高 木  謙 一

中 村  修

永 田 広 道

草 間  浩 人

山 田

辻

進

隆 一

貞 夫

忠 和

博 義

真 敏

昌 明

昌 由

徹

正 紀

秀郎

栄

純 一

正 広

雅 信

剛 士

正 実

光 治

利 宏

通 兼

秀 則

昌 弘

修 平

重信

賢 一

道 緒

渡 邊

橋 本

三 井

橋 本

高 橋

森 島

平 田

松 井

小 倉

川 島

谷 口

小 島

三 木

森

廣 中

和 子

健 一

祥 嗣

英 彦

博 幸

孝 史

比 佐

秀 紀

裕

一二

博

男

樹

幸

昭

幸

正

大 会 委 員 長  田部井 秀郎

大会副委員長 樽 島 博 幸  小 国 久 美  村 上  昌 司励
　
二栄

浅  岡

原 田

新 木

白 倉

荒 井

'可

山島

宮 本

岡 野

水 野

木 村

武

利 雄

敬 司

一 民

和 人

四 郎

義 夫

佳 浩

修 身

敏 男

上 原

丸 山

森 田

今 井

戸 崎

立 花

岩 田

松 野

谷 上

上 田

信 彦

勝 美

真 史

良 彦

守 雄

良 明

守 弘

木  聡

和 年

敏 之

渋 井

橋 本

中 村

京 田

杉 山

瀬 川

面 原

松 井

松 岡

佐 野

敏 紀

遊 二

新 一

和 男

敏 充

欽 也

俊 治

智 治

弘 高

玲 子

工 藤

加 藤

笹 林

和  田

朝 倉

貴 田

青 木

有 田

新 里

尾 藤

峰 靖

寛 治

義 春

修

康 善

昌 史

義 和

仁 志

登

宏 治

村 上

舘 野

近 藤

小 林

平 田

岩 西

野 村

大 束

中 原

横 塚

信 夫

政 男

勇 司

孝 史

欽 也

月士行

義 徳

良 平

住 雄

一 弘
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宮 野  慎 哉

寺 田 裕 昭

宮 田 真 克

岩 田 正 巳

相 坂  賢 将

岩 井  智 幸

野 田  正 明

岸 田  吉 史

井 筒  秀 明

渡 邊  浩 司

白 石  邦 俊

田 里  一 美

谷 口 敏 広

鈴 木  信 弘

若 林  毅 文

倉 田 吉 春

辻  浩  一

小 山 登見男

尾 崎  好 秋

犬塚 加代子

徳丸 喜代志

吉 田  憲 一

大 上  典 子

野 中  昭 太

藤  井  聡

山 本  裕 幸

坂 本  勇

塩 川  拓 司

加 納  敦

竹 中  育 枝

中 川  靖 久

高 官  明 福

矢野 由美子

板 崎  員 二

笹 原  博 巳

山 本  貴 史

藤 井  昭 宏

岩 崎  盛 和

黒 石  雅 宏

阿 部  伸

久 保  佳 彦

大 本  静 代

釜  田  渉

藤 嶋  典 弘

坂 東  昭 栄

加 藤  敦

池 田  昌 隆

船  木  茂

里 村  智 彦

二 瓶  益 幸

猿 渡  末 治

菊 池  政 則

岩 城  明

向 田  茂

長 尾  隆 史

信 尾  道 孝

酒 井  一 匡

新 井  貴 雄

磯 永  省 三

樋 口 修 平

宮 崎  清 光

野 牧  喜 幸

山 崎  寛 之

土 坂  浩 也

高 向 嘉 浩

松 尾  和 哉

菅 森  岳 弥

佐 々木 陽輔

駒 中 博 一

大 槻  義 和

田 中  隆 行

安 東  光 男

松 田 真 由子

高 橋  光 雅

新 井

明 神

含  田

増 渕

坂 本

小 林

堀 越

山 本

友 澤

染 矢

木 官

大 内

野  口

賞 吉

月ヽ 7酉

久 保

辻

猪 原

濱 田

中 尾

西 川

柳 瀬

小  山

中 村

安 田

高 橋

姫 野

藤 川

村 上

中 村

山 本

中 村

梶 原

棟 居

岡 崎

牧

研 二

憲 一

敏

敦 人

紀 典

正 純

英 範

明 広

非5 日召

得

正 明

芳 孝

寛  司

龍 之

久美子

義 且

浩

憲 利

倉」

稔

睦 美

啓 二

省 吾

誠 人

幸 一

秀 哉

裕 幸

昇

浩 司

長 行

俊 子

泉

日 詰

飯 田

赤  坂

堀 越

今 村

野 口

小 田

宇 田川

吉 岡

清 水

桑 山

大 内

上 野

鈴 木

笹 岡

松 田

,「

齋 藤

伊 東

中 原

上 田

足立

若 梅

齋 藤

木 下

徳  田

若  林

西 村

上 原

村 上

中 村

井 上

東 堀

奈 佐

寺 阪

奥 野

彰 則

武 司

テ

ユロ
日

勇 二

剛 彦

隆 司

貴生

直 彦

耕 三

靖 幸

栄 幸

修 一

市 朗

俊 男

光 司

和 希

嗣 夫

正 和

正 樹

昇

覚津美

侑 加

篤 司

菊  地  亨

山 下  幸 夫

下川原 堅蔵

穐 本  哲 哉

津 田 亘 彦

高 木  直 樹

小 原  勝 則

山 根  尚

横 山  清 嗣

竹 宮  直 孝

鳴 瀬  幸 裕

川  口  淳

浅黄  喜悦

関 根  務

羽 田 春 喜

増 田 和 伯

渡 邊  健 一

河 野  義 男

篠 原  達 司

湯 川  順 治

前 田  務

西 田 鉄 平

古 田 弘 美

高 橋  清 治

河 本  孝 弘

石 田 修 三

上 田 和 彦

松 原  孝 範

北 風  卓 郎

山 口 公 洋

廣 田 貴 昭

人 田 正 隆

北 村  智 孝

岡  ヒ ロ 子

武 田 夕紀子

曽 宮  鋭 展

楢 橋  幸 仁

一
一　
士
心
　
』県
　
一人

浩

高

　

　

幹

代

進

登

徹

直

江

稔

美

和

　

　

　

　

康

　

真

一　
恵
　
一
一　
平

修

　

　

慎

哲
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競技役員

大 会 委 員 長  田部井 秀郎

大会服 副会長  小 島 博 幸

レ フ ェ リ ー  河 崎 正 紀

競技審判部長  渡 邊  励  森  豊 幸  齋 藤 篤 司

競技審判副部長  山 田 賢 一

飯 田 武 司

明 神 憲 一

競 技 委 員 嶋 田 剛

湯 本 信 洋

一 井 智 之

進 行 委 員  豆野 はるみ

村 井 俊 幸

居 藤 孝 行

渡 邊 一 郎

渡 邊 優 季

田  豊  北 岸 宏 明

川  健  長 束 伸 哉

明 子

広 子

樽 島 博 幸

日詰 彰 則

金 田 美 穂

菊 地  亨
山 下 幸 夫

岩 11商 盛 和

黒 石 雅 宏

官 野

寺 田

村 上

慎 哉

裕 昭

徹 嗣

競 技 主 任 藤 井 聡 人 田 正 隆 中 村 稔

競 技 副 主 任  村 上 幸 一  松 尾 和 哉  駒 中 博 一

渡 邊

平 松

義 和

徹 也

尚 也

川 原

和 田

正 敏

智 裕

谷 口

久 保

秀 一

俊 一

大 槻

勝 彦
田■

１
■
↑

伊 藤 正 信

中 村 秀 哉

笠井 実代子

小 谷 祐 介

玉 井 京 子

福 井  尭
伊 藤 誠 次

進 行 主 任 北 風 卓 郎 上 原 直 竹 中 育 枝

村 井

大 田

俊 幸

雅 子

記録センター主任  高 向 嘉 浩

記 録 主 任 北 村 智 孝  井 上 真 実  中 村 昇

記 録 委 員 土

相

山 田

松 浦

敏 和

誠 造

小 塩 貴 志  西 山 周 平

放 送 主 任  稲 木 昇 子  西川 佳菜子  黒 川 尚 美

放 送 委 員 飯 原

宮 本

福 井 裕 美  國 松 裕 子  大人木 宏枝  芦 田 美 幸

選手招集主任  大 槻 元 輝  大 上 直 嗣  大 塚 好 之
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選手招集委員  中 村 陽 一
亀 谷 貴 英

西 村 敦 郎 酒 井

西 尾

塚 原

都 筑 密 乗

安 田 千 尋

安 本 幸 男

小笠原 義治

川 本 公 二

荒 川 実 南

苅 野 真 悟

平 田 義 隆

望

子

平

一得
　
一浮

入 江 成 治  数 野 真 行

佐 藤 妥 至  池 内 篤 志

谷 口 昌 範

中 西 美 帆  中 野 真 澄

シ ャトル 主 任  湊  勝 仁  西 田 靖 隆  山 埜 勝 之

シ ャトル 委 員  久 我

木 村

有 生

亮 人

吉 原

崎 田

克 幸

邦 彦

得 点表示 主任  村 上 康 江  廣 田 貴 昭  佐々木 陽輔

得点表示主任  糸井 昭太郎
大 道 昭 裕

小野寺 邦晃

川西 真里香

小 松  文

谷 口 温 司

吉 村 聖 児

吉 り|1 改

山 田 拓 生

谷 出  敦
大 狩 光 貴

磯 永 省 三

橋 本 延 子

城

中

中

木

上

野

本

中井 はるみ

谷 口 直 哉

岡 田 和 也

佐 野 雄 太

尾 林  樹

梅 咲 晴 代

松 本 政 直

大辻子 了二

石 田  暁
稲 葉 兼 直

岡本 優一郎

太 田

小 林

小 尾

典 子

龍 一

圭 子

審 判 主 任 宮 本 員 代 上 田 昇 西 川 浩

審 判 副 主 任  中 川 靖 久  菅 森 岳 弥  矢野 由美子

審 判  川 上 成 彦

林 谷 理 貴

高 橋 正 治

武 田 和 也

前 田 裕 明

疋 田 聖 也

山 本  健

嵯峨根 和正

城 内 裕 太

高橋 さゆり

坂 口 圭 子

武 田 純 子

人木 さお り

松 野 優 子

嶋 田 洋 子

出 井 英 子

山田 真理子

永 野 晴 香

野 村 友 佑

天 野  治
大西 富美昭

市 り|1 佑

上 田 和 彦

吉 村 健 吾

松 岡 良 英

片 桐  毅
仙 頭 英 明

島  涼 太

行 木 靖 浩

佐々木 達哉

田 淵 義 和

牧    泉

若山 佐知子

西井 みずほ

安藤 希代美

福井 千香子

西 川 悦 子

戸 田 裕 子

降 旗 一 喜

盛 田 大 夢

楠  菜 摘

百 野 郁 子

伊 藤 義 次

梶 原 恵 子

嶋 田 圭 太

上 田  昇
今 井  修

徳 田 光 彦

常 塚  光

野 田 修 平

池 本 和 彦

苅 谷 靖 宏

山 田 雅 弘

中 川 玄 子

安達 真由美

高畑 久美子

原田 友紀子

岡本 佐津紀

臼 井 清 美

瀧 本 赳 史

内 田 遥 斗

秋 野 名 苗

下 津 康 宏

小倉 美枝子

片 岡 俊 之

杉 本 依 子

常 山 明 良

広 瀬  統
太田 智一郎

岡 野 浩 之

廣 田 顕 吾

木 村  孝
河 村 広 次

奥 平 桃 子

足 立 正 明

岡 ヒロ 子

宮 崎 千 晶

嵯峨根 敦子

永田 実都江

斉 藤 泰 子

歌津 せつ子

中 井 涼 介

伊 藤  遥
内 橋 初 音

山 本  岡1
大 和 高 成

水 舟 一 郎

工 藤 吉 哉

実

之

子

子

子

子

美

亜

弘

令

藤

洋

邦

弘

内

島

島

村

田

田

間
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奥 井 拓 史

渡 邊 直 美

井 上 寛 之

堀  功 定

植 中 豊 太

鶴 丸  武
吉 田  慎
田 中 隆 雄

掛 水 佳 子

勝部 比呂美

中 川 尚 美
坂 中 恵 巳

赤 井 佳 子

吉 田 和 美

木 村 秋 江

藤 田 圭 偉

菅 野  遥

倉 田 紫 帆

富 森 慎 一

吉 岡 寿 文

塩 田 晃 二

小 松 雅 和

柴 山  勉

高 木 洋 輔

奥 田 康 子

邑 田 智 子

今 井 聖 香

宮本 乃里子

給分 さゆき

滝 井 冴 香

辻 賀 津 美

角 田 温 子

川 合  暁

武 政 友 花

勝 田 桃 子

河 内 千 晴

内 田 真 理

山 崎 康 子

伊 藤 裕 美

小野木由紀子

横 山  舜

瀬 戸 大 地

川浪 佐知子

西 村 寛 武

山 口 大 志

平 井 優 也

土 坂 浩 也

内 藤 栄 紀

友 久 則 彦

佐々木 優華

宮 川 千 明

吹 野 麻 紀

藤 元 由 美

松 吉 亜 紀

南 村 益 代

川端 員由美

清 水 健 太

上田 優利愛

酒 井 将 史

早  香 代

物 部 秀 樹

吉 田 修 治

渡 邊 直 美

角  正 吾
立 花  武
妻 鹿 宏 明

中 川 博 仁

上 田 俊 夫

志 摩 正 人

越智 あつ子

板倉 久美子

尾方 みち代

北 川 雅 子

丹羽 アヤ子

饗 庭 良 哉

土 守 将 史

西 村 武 流

野 中 昭 太

谷 内 和 穂

上仁 美保子

新 井 貴 雄

一 瀬  晶

堤  一 仁

谷 川 隼 也

佐々木 泰彦

丸 岡  香

塚 本 知 美

谷 田 由 美

山 本 雪 江

中 川 江 美

東 め ぐ み

渡 辺 君 夫

栗 田 桂 子

野 溝 由 佳

木 村 恵 里

井 上 寛 之

堀  功 定

羽 方 満 之

ノヽ  田

松 本

川 井

高 安

吉 田

車  郁 代

竹内 永里子

安井 みゆき

藤原 嘉代子

百田 あゆみ

丸 山  聡
玉 井 瑞 希

宮 崎  亮

高村 槙之介

神 内 貴 大

谷 本 和 宏

松 本  聡

田 平 沙 彩

木 藤 智 美

福 田 博 子

長谷川早百合

村 上 仁 美

澤 井 典 子

中西 亜由美

葛 井 浩 平

濱 口 和 也

森 田 昌 代

門 倉 洋 記

宮 川 輝 徳

吉 田 修 治

山 川 勇 人

中 城 典 子

大 田 直 樹

松 本 浩 成

高 木  聡

勝 部 泰 典

上田 ひろみ

冬木 みさ子

岡 山 淑 子

植 田 千 草

櫻 井 和 子

宮 崎 七 海

渕上 小百合

北 分 尊 充

奥 田 和 彦

官原 加代美

松 本  恵

吉 田 みどり

和 田 ひとみ

粟 井 直 子

坂  口  愛

喜 多 貴 子

齊 田 桃 香

安  永  廉

木 村 友 輔

石 野

]]:方
^

F弓

`合

宮 川

中 村

末 川

行 彦

満 之

洋 記

輝 徳

里 映

香 織

健

子

子

子

英

友

令

井

ト

ヨ

・ヽ

土
ノ
　

ロ
Ｈ
　

「
‐

浅

赤

竹

大

志

宏

太

正

一

一

剛

章

雄

博

憲

恵藤一
Ｔ

一

■

ベ

涼

ん

哲

岳

進

衣

ォヽ

　

　

　

　

　

有

西
欄
田
田
田
村

仲

西

堀

上

徳

中

亮

匠

也

美

優

季

瀬

井

計

木

正円
　
―
“

廣

藤

山

松
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運営役員

総 務 部 長 寺 田 裕 昭

総 務 副 部 長  新 井 研 二

総 務 主 任 松 原 孝 範  高 橋 清 治  宮 崎 清 光

総 務 副 主 任 藤 川 誠 人  西 村 徹  西 村 元

総 務 委 員 河 村 早 苗

山 内 孝 子

田 中 秀 二

廣 崎  毅
和 氣 秀 美

渡 邊 真 子

辻  道 緒

受付案 内委員  古澤 真佐子

澤  宏 一

小 山 謙 介

宇 野 史 郎

長 澤 洋 一

接 待 主 任  金城 智晶希
小 森 智 子

接 待 委 員 市木 佐知子

鈴 木 知 恵

小 林 葉 子

芦 田 美 幸

伊藤 千佐子

小笠原 真理

迫  新 子
折 田 里 恵

環境警備 委員  谷水 久利雄
今 井 基 樹

照 田  昇
吉 田 真 人

永 田 拓 斗

天 羽 志 穂

関根 麻里子

太 田 恵 一

浅 野 有 三

婦 木 良 弘

鈴 木 享 子

中 山

音 見

坪 田

中 出

達 仁

徳 寿

理 沙

裕 子

高 矢 順 子

蔵 田 尚 子

大原 みどり

松本 由美子

板 橋 恵 美

高 島 康 子

営  明 子

長谷川 陽子

木 下 由 美

木 里 和 世

1ヒ サ風̀

田 村

成 瀬

伊 藤

神 脇 順 子

篠 田 大 輔

山 本 育 央

鈴 木  潤

中 西  イ申

吉 田 裕 之

栗 岩  秀
近 藤 賢 二

森  宏 之

熊 谷 仁 志

宇垣 久美子

小 川 和 子

宮前 るり子

岸 本 直 美

藤 原 紫 帆

河野 恵美子

小幡 久美子

水 山 嘉 子

大 井 玲 子

深 見  薫
石 丸 文 子

藤 田 亮 介

松田 佐知子

松 本 正 孝

加 納  敦
塚 越 淳 子

後藤 貴三恵

崩 場  望
後 藤 誠 司

東

局

橋 本

足立 覚津美

小合 千佐子

中 島 敦 子

本 田 尚 美

川浪 奈峰子

守田 富美子

平 野 七 恵

浦 川 和 恵

福 田 千 草

郷原 めぐみ

稲 村 玲 士

藪 内 貴 史

片 山 松 男

中 村 友 亮

馬 場 麻 由

竹 内 裕 子

小 寺 康 之

山 田 公 成

原  暁 彦

古 田

大 田

弘 美

久 代

浦  博 子
安達 かおり

小野寺 律子

森  美 日青
植 田 千 尋

杉村 千華子

渡 辺 睦 子

吉村 エステル

中 村 彩 子

甲 津 嘉 人

谷 口 恵太郎

美

志

哲

郎

ヽ

＾

　

・
〓

　

　

　

　

一

仁
洋
コ
着

ブ

リ

　

　

永

松

岩

丹

森

帆

彦

樹

樹

美

月

・■

幸

‥

　

Ⅱ

茨 木

雄
　
一　
明

行

紀

竜

弘

正
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駐 車 場 係 廣 田 恵 美

赤 木 朋 子

冨 永 典 子

吉 村 元 宏

武  裕 子
松 田 智 子

救 護 委 員 野 田 明 子

生 田 悦 子

川 本 容 子

練習会場委員  福 瀬 慶 子
塚脇 真之介

小栗 真須美

杉山 奈緒子

浅 見 満 朗

澁 谷 賢 一

柳 本 春 彦

上 田 圭 子

林 中  歩

藤 村 和 美

井上 智香子

河 合  肇

吉 田 耕 平

渡 辺 博 之

寺 本 衣 里

堀  徹 也

吉川 大三朗

石川 真理子

小 亀 真 理

北 村 裕 美

石 戸 良 江

水 上 満 暉

森  篤 子
小 西 章 文

松 村 吉 泰

光 岡 正 人

平井 五月子

井 上  花

木 坂

田 中

橋 本

神 社

多 田

俊 哉

英 歳

義 和

繁 次

律 子

洋

顕

剛

章

佳

安
　
　
　
　
　
由

石

村

林

市

澤

白

中

平

古

吉

筆  耕  者  清水 麻奈実  高 矢 順 子  坂 井 範 子

式典音楽委員  高 橋  亮  萩原 耕太郎  徳 永  彩  人 田  央

師

　

　

師

医

　

　

看

人 見 節 子

伊 吹 京 秀  奥 村 正 治  生 田 篤 也  北 條 達 也  長 島 新 吾

護 伊 藤 貢 江  田渕 陽 子  中 村 考 志  今 西 知 子  的場 エリカ

(平成27年 6月 24日 現在)
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競技補助員

コート整備補助員 貰 谷 栞 里

藤居 千菜美

小 杉  陸
面 田 琉 瑚

世 良 元 利

芦田 有里子

佐藤 帆奈美

椿原  健人
杉 森 桃 子

浅井 美由華

馬 場 望 生

力日 田  歩
鈴 木 右 京

梶 本  静
大谷 あすか

寺 石 翔 香

宮地 麻美子

小 林 直 矢

鈴 木  心

竹 下 大 豊

大 伴 真 吾

三 坂 千 波

北 角 綾 美

羽 田 京 加

浅 田  開

鳥 居 紗 乃

松 江 悠 羽

伊 藤 卓 人

小 谷 音 々

角  宏 美

中 島 歩 子

谷川 沙也花

関 本  葵
中 井 志 帆

田 端 亮 哉

金子 絵海子

山 崎 美 帆

筒 井 瑞 生

中 村 文 香

瀬 島 未 来

田中 菜々子

内 藤 杏 実

竹 内 菜 摘

品 川 紗 葉

村 上 夏 美

夏山 奈々美

長 澤 友 香

津 田 祐 衣

法所 菜々子

西 村  萌
佐 野 新 太

吉 山 英 哉

百 田 優 希

森本 明日香

谷 口 瑞 稀

田 中 杏 樹

高 根 早 来

林  采 音
佐 イ白 茜
大 上 悠 太

岩 井 智 志

片 山 桃 華

林 田  達
廣 田 晴 香

森 本 未 来

内 田 怜 那
鈴江 知佐子

福 田 みゆき

岩 本 理 沙

中 川 広 菜

和 田 彩 香

林  敬 人
山中 満美子

下 谷 朋 輝

藤 原 遥 香

希

里

望

淳

香

楓

涼

祐

愛

愛

　

朋

藤

津
　
　
，

下

一ノ　
ノー

遠

根

林

橋

木

岡

佐

進 行 補 助 員 森 菜 々 子

松 本 拓 馬

前 田  華
番場 崚太郎

松 永 奈 々

山 崎 友 菜

重 田 愛佳

記録報道補助員 中 村 理 沙

佐 藤  純
森田 穂乃佳

三 宅 桃 果

松本 ほのか

平 田 有 香

享5   潤  夕青

船 野 未 波

可世木 菜々夏

放 送 補 助 員  上中 みつき
秋 山 千 皓

東  千 夏
平 峙 麻 美

山 下 紗 佳

田村 理香子

宇都宮 迅風

塩田 有里奈

岩 下 玄 基

福 留 侑 真

平 井 怜 奈

細井  唯子

上 田 菜 美

中 妻  翔
三 井 理 沙

内 山 悠 斗

堀 口 夏 美
間屋 口 彩
木村 亜莉友

田 丸 蘭 花

大 黒 駿 太

辻  ネL 香
大 井 梨 央

但 馬 詩 乃

樋 口 廉
望 月  楓
花 村 妹 甫

湯 浅

橋 本

西 村

矢 野

萌 華

美 香

美 咲

優 夏

坂 井 智 也

佐 野 風 歩

今 村 武 文

西田 稔有里

安 井  望
今野  秋香

山 田 夕 華

松 原 麻 希

伊 藤 花 梨

佐 野 優 奈

西 田 有 希

大 塩  彩
徳 永 真 衣

二橋 真梨奈

柴 田

田 中

大 石

中 園

咲 奈

冴 果

彩 乃

美 香

西 村 由 紀

辻  晃 朗
武 村 美 咲

松 本 祐 果

細 川 実 友

志 賀 風 太

森 路 彩 菜

新 由 己 奈

大 人 木 燎

東  由 乃
足

守

」ム
Иヽ

木

冨 上  楓
小 林 桃 子

片山 菜々子

井上 美有哉

内 藤  瞳
茅 原 未 侑

央

華

子

真

実

綾

杏

和

立

重

田

村

大 島

金 森

大 泉

古 井

美 咲

千 怜

ゆ い

心 愛
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シャトル補助員

線審・得点表示員

丹尾 早由里

北口 なつめ

郡  絵 美
大 塚 唯 人

山 下 理 央

西 村 仁 花

伊 藤 綾 莉

大塚 妃奈乃

人木 沙矢可

有 原  平

員 下 莉 子

木村 寿々奈

道方穂 乃佳

梅 田  蓮
平野 由佳子

吉 野 ミオ

小 林 紫 乃

茅 嵩 渚 沙

加 藤 希 美

鎌田 一之輔

青 木 玲 奈

北 島 有 真

石 倉 公 大

小 山 雅 宏

加納 由津子

山 口 真 菜

廣 瀬 七 海

浦 菜 々 美

今 井 風 花

勝 田 利 孔

九 野 雄 志

吉 野 雅 治

古 垣 菜 央

木 崎  蓮
中 井 志 保

尾 崎 玲 奈

千田 穂乃花

西 尾 乃 亜

吉 田 茉 由

本 田 光 佑

高 田 美 佳

大 門 美 菜

保 田 夕 佳

林 隆 太 朗

山 崎 翔 太

加 藤 海 里

福 島 春 奈

安達 健太郎

平 原 亜 実

志 賀 俊 哉

坂 本 光 平

大 秦 佳 乃

島 津  茜
家 城 歩 弓

寺 西 淑 乃

平 山 絢 菜

奥 村 楓 生

内 田 志 遠

森 下  葵
母 坪 は な

藤 原  南

増 田 有 紀

石 田  澪
中 川 祐 汰

油 谷 悠 佳

田 中 楓 子

湯 本 彩 乃

高 橋 結 菜

森 脇  侑
高 科 紗 衣

宇 多 毬 乃

柳 沼 美 咲

湯 川 大 輝

北 川 凛 佳

田 渕 梨 加

北 村  遥
上 野 千 里

浜 田 佳 穂

内 田  萌

前 田 幸 宏

宇 野 颯 人

中 津 颯 人

余 田 亜 弥

山 口 想
光 藤 咲 良

中 川 怜 奈

上出 和希紗

小 谷 綾 香

山 岸 実 奈

沢 希 里 香

高 木 美 里

菅 元 璃 子

荻野 史穂里

面 岡 隼 昭

西 村  颯

片岡 ひかり

片 山 唯 夏

猪 股 由 衣

山川 明日香

吉 野 汀 紗

岩 谷 健 人

玉 城 萌 佳

島 田 美 緒

田 中 杏 奈

山 口 菜 月

柏  光 優

竹内 香穂里

池 田 智 哉

松葉 日花莉

玉 田 望 絵

杉 本  萌

西 村 勇 樹

辻 健 太 郎

奥 井 耕 気

坂 東 玲 依

田中 ももか

田 中 千 尋

井上 亜夢未

林  美 佑
岡 本 朝 香

福 原 梨 菜

尾 形 天 馬

俵 山  南
井 上 愛 菜

児 玉  唯
大 山 稜 斗

山 下 皓 大

稗 田 晴 乃

南  有 紀
荒 木 昭 伍

青 木 芙 弓

辻 本 和 貴

吉 川 陽 葵
潮  岡1 志

佐 野 杏 彩

中 川 舞 香

川 滝 菜 々

大 竹 万 希

南  香 穂
橋 本 拓 磨

田 村 千 尋

藤 木 澄 香

奥 本 歩 希

船 越  司
竹 井 康 太

鳥 井 喜 稀

小 林 罷 司

長 門 紗 由

田 中 志 歩

野 村 朋 香

平 井 聡 音

横 田 莉 奈

稲葉 ななつ

廣 田 法 子

藤 原 彩 加

高 橋 麗 名

形 山 律 紀

相 田 寛 太

廣 田 悟 実

花 咲 結 希

斎藤 明日香

阿賀野 早彩

森 里 緒 奈

松川 遼太郎

麻 田 和 暉

吉 岡 奈 保

安藤 みなみ

古 り|1 葵
田 中 朋 葉

中 本 沙 希

森岡 以呂波

戸 来 拓 人

幸 野  凛
柴  一 員
中 野 大 志

坂 本 拍 杜

遠 山 涼 平

原 田 恵 利

北 尾 絢 菜

人 見 幸 那

前 川 琴 音

安 本 愛 菜

山 下 千 晴

呂 村 優 芽

松 吉 未 空

西 村 友 里

加瀬澤 祐月

松 尾 佳 奈

山 田 雄 也

奥 村 侑 大

齊 藤 裕 奈

行 時 里 佳

池 山 梨 乃

大 橋 樹 良

森 永 美 月

高 田 祥 吾

端 野 拓 也

小 谷 実 穂

大 辻 実 穂

國領 也恵子

森 本 優 香

三 澤 幸 奈

佐崎 つかさ

飯 田 一 登

中村 紗知乃

村 田 芳 帆

横 田 周 時
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山 岡 正 樹

植 野 凪 沙

奥 道 志 音

白川 由 衣

古 川 真 矢

田 辺 涼 風

小川 莉緒菜

中川 こずえ

江 本 紘 汰

中 園 琴 葉

森  友 絃
吉 り|1 遼
加藤 友里香

小竹 晋太朗

早 瀬 麗 彩

石 井 凪 紗

柄 本 将 和

藪 田 一 斗

関 奈 津 美

久良 祐一郎

加 藤 紗 耶
出 村  凌
公 文 翔 太

川畑 友希乃

寄 本  萌
小 足 優 依

岡 市 絵 理

中 原 瑞 穂

佐々江 結衣

深 田 如 良

加 藤 真 穂

木 下 優 吾

木 村  隼
木 村 拓 也

瀧 本 優 佳

朝 田 絵 里

寺 崎  雅
中 辻 七 海

和 田 美 玖

萩 原 杏 子

角 田 純平
高 城 昌 宏

上 中 理 瑚

安 本 壮 志

菅原 みかさ

鰐渕 ほのか

新 崎 真 緒

鈴 木 美 玖

田邊 あや な

米 村 史 奈

福 田 佑 季

溝 口 直 太

青 井 裕 亮

岩田 涼太朗

堀 江 周 平

柴 原 潤 斗

松 梨  凛
中 原 唯 香

江 守  進
仲 内 拓 海

東  映 伽
川 崎 美 空

柳 田 侑 亮

山 口 純 佳

小 柳 幸 大

中 峯 大 輔

吉田 奈々子

北 村 彩 夏

小 寺 香 穂

山村 こころ

奥 西 優 香

西 野  鞠
北 田 楓 香

秋 山 幸 暉

川 村 春 好

木 村 駿 輔

井 口 裕 斗

酒 井 優 花

林  優 史
森 下 真 希

梅 田 綾 室

岸  朋 花
河 田 美 鈴

宮 田 滉平
南  智 仁
佐々木 玲哉

中 嶋  翼
関 口 七 彩

高 野 莉 来

田中 裕美香

饗 庭 涼 音

青 木 彩 花

岡 見 直 樹

西 村 彩 花

遠 藤 凌 磨

野 田 風 香

平 薮 彩 香

佐 藤 拓 弥

中 坊 友 亮

長 門 悠 香

池 田 佳 代

伊 藤  航
野 宮 隆 寛

中 林 純 渚

倉 田 大 樹

田 中 莉 子

吉 本 龍 弘

今 村 友 哉

湯 浅 彰 太

齋 藤 紗 葵

木 村 瑞 希

杉 村 さくら

古川 なる美

北 出 萌 香

後 藤 優 果

川 島 ことみ

人鳥 翔太郎

下 村 康 人

中 村  準
脇 川 大 樹

高 山 瑛 司

大 西 航 平

田 村 菜 月

中 西 絵 菜

北 尾 紗 良

矢田 恵梨華

森  茉 結
吉 田  拓
若江 みずき

青 木  馨
高 田  梓
松 本 紗 弥

大 森 涼 平

市 村  綾
藤井 麻理愛

小 笹 さくら

澤 田 和 也

松 村 篤 志

平 野 城 治

上 田 彩 加

生 鷹 幹 太

北 村 大 也

西林 紗理奈

的 場 由 莉

宇 野 隼 太

盛 田 功 輝

分 木 美 穂

片 山 裕 斗

梶 原 美 波

中 井 晃 平

阿 部  巧
小 倉 大 和

鈴 木 茉 那

浪江 菜々子

古川 さおり

吉川 茉佑佳

木 村  雛
原 田 千 捺

長 多 夏 音

高 橋  凌
堀 尾 隆 人

齋 藤 智 裕

毛鎗 理梨香

片 山 有 葉

永 井 里 奈

虎 谷 千 晶

森 井 志 保

高 畑 智 香

熊谷  優真
濱 口 葵
坂 本  凪
井 上 誉 基

横 田 千 鶴

菅 野  楓
馬 場  輝
杉 本 卓 也

川 口 愛 梨

大野 真由子

桑 田 夏 希

木 村 え り

佐 田 和 真

一 井 省 吾

角 田 奈 穂

西 岡 巴 美

澁 谷 啓 太

板金 沙夕生

中 田 有 咲

前 北  渉
福 島 佑 依

矢 部  華
奥 村 侍 門

冨 田 愛 弥

上 田 正 志

荒 居 元 希

沼 田 拓 実

人 田 瑞 穂

岡 崎  茜
大平 有依子

伊 藤 咲 倉

松 本 美 波

下 岡 柚 紀

井 本 詩 乃

長 岡 祐 紀

相 良 海 地

中 島 潤 哉

繁 村 明 音

飯 田  茜
高 田 真 衣

飯 干 沙 矢

篠 浦 亜 実

白崎 絵美子

船戸  勇一

小 山 妙 子

中 西  輝
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運営補助員

総 務 補 助 員 場 田 惇 史

白柳 郁 弥

北 脇 ま み

池 田 賢 心

神 戸 淳 喜

北 川 奈 緒

中 村 勇 登

萩 野  学
石田 亜彩美

園山 麻紗子

林 口 伸 之

田 中 千 聖

四 十 塚 彩

野口 微風子

大 谷 悠 斗

田 村 祐 一

岩 田 和 也

戸島 小百合

高 橋 研 斗

村 山 豪 宏

篠 岡 綾 菜

若林 のどか

田 中  励
篠 原  日
山 川 直 也

原 田 英 流

齋 藤 涼 太

中 川 拓 実

副 田 尚 位

大 西 晴 希

浅 野 夕 奈

佐々木 美郁

中 村 優 斗

松 本 泰 熙

岡 本 由 奈

大 矢 拓 実

岡 本 明 慶

石 丸 舞 雪

合 場 大 祐

今 井 未 悠

尾 崎 遼 平

澤 田 和 樹

北 井 佐 苗

金 久 健 人

川 島 孝 太

浜田 真由佳

長澤 里早子

山本 優希美

イレムトーガ

大 槻 美 侑

日高 健 太

田 口 恭 香

谷 口 友 紀

西 川 稜 馬

酒 井 彩 果

徳 重 和 宏

阪 田 愛 弥

鈴 木 雄 真

鈴 江 うらら

杉 谷 佳 紀

小田垣 俊輝

杉 浦 百 音

程 野 小 苗

金子 健太朗

松 田 詳 嗣

田 中 稔 季

薮 下 直 也

石 岡 伶 惟

前 田 浩 弥

小 島 弘 貴

田 中 弥 緒

山 田 奈 実

大坪 良太朗

山 本 瑞 樹

杉本 創一朗

平 岡 未 来

松 原 祥 太

佐 藤 早 紀

原田 紗也子

荒 毛 谷 隆

西 山 珠 奈

佐々木 真応

山 口 尚 輝
松 下 千 紘

小 島  怜
青 山 竜 也

上田 はるか

羽 田 莉 子

切 日 廣 太
近 藤  晃

徳 廣 晴 人

梅 田 知 也

大 下 菜 穂

仲 倉 月 都

高 山 浩 一

梅田 航太郎

安 井 敦 哉

大 西 央 樹

田 牧 英 輝

福 原 杏 奈

堤 腰 建 哉

日名田 悠生

杉 本  凛
高 本 結 耶

西 塚 将 貴

青 木 大 輝

笹 江 隆 也

中 塚 彪 太

竹 原 昇 汰

官 田 日向

山口 優里奈

岩 田 真 奈

藤 野 美 咲

坂 本 陽 紀

阿 部 将 士

前 畑 圭 佑

内 藤 花 音

山 田 楓 雅

平 家 果 純

IE垣  |まのか

加 藤 由 佳

長谷川 朝香

東 田 優 果

上 村  魁
田 中 彩 絵

北 岡 尚 樹
佐 藤 太 一

長谷川 愛菜

青 野  遥
三 島 菜 摘

田 伏 夏 海

山 田 菜 緒

岡 本 昂 大

奥 本 悠 太

今 井 圭 祐

橋 本 侑 弥

岡 田 悠 弥

岩 井 伶 介

岡 田 稜 大

平 田 龍 哉

瀬 野 勇 人

下 仲 健 太

久 保 瑞 希

瀬尾 祐里奈

小 林 寛 弥

福 北 倖 平

井 上 知 樹

新 村 大 樹

谷 口 史 弥

下 司 隆 斗

菅 野 拓 哉

岸 本 朋 美

川崎 日菜子

山口 いぶき

林 駿 之 介

小幡 虎司朗

堀  望 空
辻 村  悠
田 中 佑 佳

大 橋 春 季

久 城 実 由

大門 美咲子

辻  一 真
赤 川 舞 花

山 口 大 夢

村 瀬 李 緒

玉 田  準
高 松 俊 誓

前 田  眸
小 林 茉 衣

田 辺 麻 美

塩峙 イサム

定 方 沙 月

糀 谷 大 地

傍 嶋 薫 子

今江 彩矢佳

村 上 彩 夏

普 照 晨 生

別 所 青 志

森  瞭 太
四 方 達 也

奥 村 優 大

渡 辺 佳 成

谷 内  陽
花 輪 芽 依

小 林 優 太

面  貴 雅
長谷川 直紀

山 形 友 洸

小 山 智 輝

磯 本 大 輔

竹元 颯一郎

南  杏 奈
河 野  緑
引 口 海 音

寺 倉 啓 悟

村 山 祐 一

白 木 央 都

今 西 悠 介

星山 友梨奈

文 字 綾 花

関  夏 咲
山 本 歩 美

弘岡 翔太郎

安 田 千 夏
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警備環境補助員  大 崎
柴 田

畠 山 玲 香

中 山 文 乃

佐々木 彩乃

京 家 遥 香

岩 橋 惇 也

松 本 真 奈

兼 定 由 佳

河 原 美 香

喜 多 玲 那

岡  美 咲
三 好 啓 太

山 本 純 平

宮 島  明
本 田 貴 之

平 瀬 裕 基

高 橋  快
五 十 嵐 星

福永 ひかり

大 庭 菜 緒

國  真 輝
松 永 篤 貴

小林 美乃里

山 原 直 樹

蔵 谷 美 月

宮 川 哲 也

市 川 大 祐

長 谷 康 太

砂 川 樹 里

丸 山 愛 生

山 中  日青

澤 渡 悠 子

廣 田 藍 里

近 藤 翠 里

松 井 拓 己

畑  憲 和
岸田 知沙子

神 山 璃 子

大 溝 晴 香

岩 田 奈 緒

瀧  桃 香

谷本 万由子

西 川 千 香

大 澤 彩 花

嶋 根  早 糸己

元 山 達 登

池 原 成 望

井 原 茉 央

尾 嶋 也 実

市川 絵里加

尾 川 桃 佳

イi条 原 俊 哉

飯 島 拓 海

守 田 昴 樹

高 野 峻 矢

高垣 怜央名

畑 中 翔 真

山 口 璃 子

後 藤 佑 理

岡 本  逢
北 川 森 都

今 井 湧 希

千葉 有衣加

堀 田 匠 馬

中 辻 歩 美

杉 野 目 翼

田 中 真 大

佐 藤 和 輝

崎口 わかな

田口 菜々子

越 川 直 哉

重冨 せれな

高 松 隆 多

大 川 満 咲

野 入 友 太

山 田 風 馬

谷 口 季 穂

今 江 彩 菜

岩 城 美 友

北 村 明 咲

上ノ井 茉奈

荒川 帆乃香

三浦 菜々子

守 田 菜 乃

松 江 美 歩

堀 田 尚 輝

今 江 真 美

天 野 翔 太

中 井 華 音

横 田 香 織

田 邊 遥 花

伊 藤 正 太

大 坂 真 輝

大 橋 寿 彦

大 園 友 暉

北 ロ ー 志
松 原 有 咲

小 森 菜 七

福地 今 日子

日置 美 咲

垣 尾 颯 大

佐 野 雄 大

田 中 愛 莉

丸 山  響
田 中 瑞 帆

岡  洸 斗
池 山 睦 衛

白数 叡 司

中 島 愛 理

松 林 里 帆

小 谷 真 由

井 上 笑 瑠

柴 田 美 朝

藤 本 和 香

村 田 弘 臣

仲 間 聖 太

柳 原 未 歩

北 村 紗 莉

辻  優 月
小 林  葵
田 本す 真 刀「

井 上 璃 紗

田 村 琴 瀬

大 類 朱 莉

柳 田 里 緒

田 中 弥 生

新井 明日香

安 野 諒 大

宗 座 礼 奈

大 洞 純 平

酒 井 奈 穂

鵜澤 向日葵

山 口 実 穂

田 中 拓 光

檜 見 一 晃

川 波 優 斗

神 免 稜 平

井 元 裕 也

太 田 実 来

松 原 未 奈

美 好 莉 奈

蛭 川 美 香

池 田 優 真

高 雄 樹 生

川 口 琴 美

山 崎 克 樹

加 納 萌 子
奥 田 隼 暉

一戸 清志郎

西 村 郁 哉

西 村 志 穂

田原 ほのか

老 り|1 莉
原  百 花

森 川 風 輝

川 田 康 樹

余 田 健 紘

中 川 由 一
王 生 詩 織

寺島 佑紀子

東 村 茉 里

中 野 有 香

石 田

木 戸

靖 葉

柚 果

小 西  藍
南  百 香
員 仁 田 梓

辻  寛 人
大 西 哲 也

西 田 莉 沙

岩 井 開 誠

山 下 彩 野

田 口 由 依

山 岡 真 肇

本 井 義 信

長 東 郁 弥

藤 田 晃 平

森 本 尚 輝

平 尾 孔 一

大喜多 菜月

角 山 由 莉

峯松 万佑花

須 佐 美 葉

寺 岡 拓 人

山 本 悠 平

三田村 太郎

山 本 浩 貴

近 藤 深 友

小 林 浩 平

丸 山 心 平

森本 ひなの

中 川 恵 美

山 森 幸 穂

木 村 里 咲

日下部 由佳

久 原  萌
川 地 由 桜

寺 脇 和 希

長谷川 仁美

井永 歩乃佳

林  実 緒
大 村 由 芽

西 村 奈 津

海 渡

星 羅

西 園

善 積

怜 央

加 代

森  海 歌
鈴木 由莉香

-32-



練習会場補助員

式典音楽補助員

岡 本

岸 川

灘 井

杉 本

則 武

門 田
小 林

村 田

仲 田

赤 井

西 岡

溝 口

高見澤

拓 巳

徹 巳

英 実

拡 大

侑 磨

元

佑 輔

琳

光 希

太 一

壱 真

百 香

雅羅

坂 口 和 泉

松田 ひなた

藤井 慎太郎

原 田 啓 佑

田 渕 梨 加

土 屋 結 月

西 川 智 裕

橘  涼 太
木 野 楓 巳

奥 谷 友 茄

岡 田 駿 平

河 野 寛 太

中 西  平
増 田 憲 一

中西 諒太朗

大 野 慈 真

田 村 翔 大

甲 斐 達 也

根 本 真 紀

大 官 才 明

問 屋 口 匠

徳 永 一 馬

黒 田 安 寿

澤 井 誠 也

平 晴 太 郎

大 西 秀 幸

合 谷  彩

森 下 大 地

水 上 凛 兵

樋  口  学

柿 元 悠 馬

信 田 め い

古 家 圭 悟

宮 川 尚 樹
池 田 匠 汰

西 村 明 倫

村 島 佑 哉

須 尭 大 介

秋 山 幸 輝

室 井 花 純

大 平 悠 輝

市 橋 爽 介

河合 孝志郎

鳥 越 拓 海

西 野 成 沙

飯 田 真 生

浅 田 邊 香

友 野 員 寿

巻 覚 大 也

加納 由津子

山 口 真 菜

糸田見  早 糸己

三 木 健 正

増 田 竜 也

厚 東 大 暉

坂 口 遼
畑 中 幸 太

豊 山 裕 貴

田中 萌々子

杉 本  絃

藤 田 昭 博

辻 本 匡 輝

中 川 智 恵

宇佐美 和希

堀 田 有 紀

吉 田 早 希

藤井 修太郎

渋 谷 佳 汰

西 村 仁 花

勅使河原 理咲

吉 嶋 大 貴

竹 ノ内 楓

西  達 也
松 井 彪 雅

高 嶋 春 佳

吉 野 ミオ

土 岐  瞳

荒木 沙綾香

福 井 大 和

服 部 紗 蘭
田 中 楓 子

湯 本 彩 乃

村 山 郁 海

五十嵐 七海

奥 村 志 穂

久保田 奈菜

坂 田 友 香

谷 川 冬 馬

橋本 理々子

細 見  唯
横 堀 涼 花

今 西 楓 香

大 野 佳 奈

京田 磨璃弥

首 藤 哲 也

仲 川 莉 世

野 村 知 加

平 井 花 帆

溝 口 莉 央

石 川 美 菜

奥 村 南 月

熊 野 美 月

関  大 樹
田 村  冴
羽 野 美 和
前 園 香 純

池 田 亜 美

今 村 優 希

奥  日 向
小 島 美 菜

須永 なつみ

中 西 優 奈

橋 元 佳 那

福島 ひな子

溝 渕 志 保

伊吹 明日香

金 井 美 樹

黒 河 内 柚

高 橋 佑 奈

戸 田 絢 子

林  怜 志
南 舞 悠 羽

井 開 瑞 帆

上 坂  望

兼 松 和 音

見 玉 佳 世

高橋 あずさ

中 村 友 美

橋本 実季枝

藤 原 梨 子

村 田 千 榮

大 原  光
川 口 舞 美

小 山 亜 紀

高 山 侑 椰

中 川 綾 菜

東 野 伽 音

村 田 千 春

稲 岡 千 華

大久保 風菜

川崎 あかり

櫻 井 恵 子

高 村 春 菜

中 村 優 香

浜 田 大 輝

松 岡 そ ら

山 西 茉 耶

岡 野 睦 子

北 川 実 季

坂 田  薫
滝 田 早 世

西 野 絵 梨

普光江 和奏

森 田 彩 夏

井 上 曹 太

大 城  遥

木 原 美 優

佐 野  茜
千 葉 朱 莉

布 柴 麻 衣

林  明 澄
松 本 麻 未

吉 田 菜 穂
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平成 27年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技大会

高松宮記念杯 第 66回全国高等学校バ ドミントン選手権大会
実施要項

主  催 (公財)全国高等学校体育連盟 (公財)日 本バ ドミントン協会

京都府 京都府教育委員会 長岡京市 長岡京市教育委員会

共  催   読売新聞社

後  援 文部科学省  (公財)日 本体育協会 日本放送協会
(公財)京都府体育協会 (公財)長岡京市体育協会

主  管 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部

京都府高等学校体育連盟 京都府バ ドミントン協会

特別協賛   大塚製薬

協  賛   マイナビ JTB 久光製薬 日本郵政グループ カンコー学生服

1期
(1)

(2)

(3)

2会  場
(1)開 会 式

(2)競   技

式

技

式

△
本
　
　
　
　
　
〈
ム

開

競

閉

平成 27年 8月 6日 (木) 13時 15分～

平成 27年 8月 7日 (金)～ 11日 (火)5日 間

平成 27年 8月 11日 (火)競 技終了後

京都府長岡京記念文化会館

〒617-0824 京都府長岡京市天神 4-1-1
TEL  075-955-5711

西山公園体育館

〒617-0812 京都府長岡京市長法寺谷山 1

TEL  075-953-1161

向日市民体育館

〒617-0003 京都府向日市森本町小柳 23-1
′
「EL  075-932-5011

京都府立山城総合運動公園体育館

〒611-0031 京都府宇治市広野町人軒屋谷 1

TEL  0774-24-1313
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(3)閉 会 式 西山公園体育館

〒617-0812 京都府長岡京市長法寺谷山 1

TEL  075-953-1161

各団体戦

各個人戦 (シングルス・ダブルス)

3 競技種目

(1)学 校対抗

(2)個 人対抗

女

女

男

男

4 競技日程

5 競技規則
平成 27年度 (公財)日 本バ ドミントン協会競技規則 。同大会運営規程・同公認審判員

規程による。

6 競技方法

(1)学 校対抗 (団体戦)
ア トーナメント戦方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
イ ダブルス 2組・シングルス 3名で行い、試合順序はダブルス 1・ ダブルス 2・ シ

ングルス 1・ シングルス 2・ シングルス 3で実施する。なお、シングルス 1出場者

以外は、ダブルスとシングルスを兼ねて出場することができる。

ウ 1対抗戦は 3マ ッチ先取とする。

期   日 時   間 内 容 (種  目) △
7ヽ 場

8月 7日 (金 ) 9時 30分～
学校対抗

1回戦～ 3回戦

西山公園体育館        男子 。女子

向日市民体育館        男子 。女子

京都府立山城総合運動公園体育館 男子・女子

8月 8日 (土 ) 9時 30分～

学校対抗

準々決勝～決勝

学校対抗表彰式

西山公園体育館 男子 。女子

8月 9日 (日 ) 9時 30分～

個人対抗ダブルス

1回戦～準々決勝

西山公園体育館        男子 。女子

向日市民体育館        男子・女子

京都府立山城総合運動公園体育館 男子・女子

8月 10日 (月 ) 9時 30分～

個人対抗シングルス

1回戦～準々決勝

西山公園体育館        男子 。女子

向日市民体育館        男子 。女子

京都府立山城総合運動公園体育館 男子・女子

8月 11日 (火 ) 9 B+ 30 /rr\-

個人対抗ダブルス・

シングルス

準決勝～決勝

個人対抗表彰式

閉会式

西山公園体育館 男子・女子
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工 監督・コーチ 。マネージャーの変更は、大会事務局に所定の変更届出用紙で提出
する。ただし、追加は認めない。

オ 選手の変更は、校長及び各都道府県高等学校体育連盟会長の承認を得て、大会事

務局に所定の変更届出用紙で提出する。

力 上記工 。オについては、監督会議開始前 (監督会議受付でも可)までとする。
(2)個 人対抗 (個人戦 )
ア シングルスおよびダブルスを行 う(シングルス・ダブルスは兼ねて出場できる。)。
イ トーナメント方式による。ただし、 3位決定戦は行わない。
ウ 選手の変更は、いかなる場合も認めない。

7 引率・監督
(1)引 率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人の場合は校
長の認める学校の職員とする。

(2)監 督・コーチは、校長の認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠
償責任保険 (スポーツ安全保険等)に必ず加入することを条件とする。

8 使用器具
(公財)日 本バ ドミントン協会検定 。審査合格用器具及び平成 27年度第 1種検定合格

水鳥球を使用する。

9 大会参加資格
(1)選 手は、学校教育法第 1条に規定する高等学校 (中等教育学校後期課程を含む。)
に在籍する生徒であること。ただし、休学中、留学中の生徒を除く。

(2)選 手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、当該競技専門
部に登録し、当該競技実施要項により全国大会の参加資格を得た者に限る。ただし、

都道府県高体連に専門部が設置されていない種目については、加盟校の生徒である

こととする。

(3)監 督・コーチ 。選手 。マネージャーは、 (公財)日 本バ ドミントン協会に平成 27

年 6月 26日 (金 )ま でに会員登録を完了した者とする。

(4)選 手は、平成 8(1996)年 4月 2日 以降に生まれた者とする。ただし、出場は同一

競技 3回までとし、同一学年での出場は 1回限りとする。

(5)チ ーム編成において全国制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認
めない。

(6)統 廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を
認める。

(7)転 校後 6ヶ月未満の者は参加を認めない (外国人留学生もこれに準じる。 )。 ただ
し、一家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可が

あればこの限りではない。

(8)出 場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都
道府県高等学校体育連盟会長の承認を必要とする。
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(9)参 加資格の特例
ア 上記 (1)(2)(3)に 定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を

満たすと判断され、都道府県高等学校体育連盟会長が推薦 した生徒について、別途

に定める規定にしたがい大会参加を認める。

イ 上記 (4)のただし書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の

出場は、同一競技 3回までとする。

【大会参加資格の別途に定める規定】

1 学校教育法第 72条、115条、124条及び 134条の学校に在籍し、都道府県高等学校体
育連盟の大会に参加を認められた生徒であること。

2 以下の条件を具備すること。
(1)大 会参加資格を認める条件
ア (公財)全国高等学校体育連盟の目的を理解し、尊重すること。

イ 参加を希望する特別支援学校・高等専門学校・専修学校及び各種学校にあっては、
学齢、修学年限とも高等学校と一致していること。また、広域通信制連携校の生徒

による混成は認めない。

ウ 各学校にあつては、都道府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、全

国大会への出場条件が満たされていること。

工 各学校にあつては、部活動が教育の一環として、日常継続的に責任ある顧問教員
の指導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく均衡を

失していず、運営が適切であること。

(2)大 会参加に際し守るべき条件
ア 全国高等学校総合体育大会開催基準要項を遵守し、競技種目別大会申し合わせ事

項等にしたがうとともに、大会の円滑な運営に協力すること。

イ 大会参加に関しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故に備えて傷

害保険に加入しておくなど、万全の事故対策を講じておくこと。

ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。

10 参加制限

(1)学 校対抗 (団体戦)
ア 参加チーム数
(ア)各都道府県は男女とも、 1チームとする。

(イ)北海道は、男女とも、道南・道北より各 1チームとする。

(ウ)開催県 (京都府)は、男女とも、各 1チームを増やすことができる。

イ チーム編成
監督 1名 、コーチ 1名 、マネージャー 1名 、選手 5名以上 7名 以内とする。また、

5名 を欠いた場合はチームとして認めない (同一校で男女出場する場合は、それぞ

れに別の監督をつけること。 )。

(2)個 人対抗 (個人戦)
ア 参加数
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(ア)各都道府県は男女とも、シングルス 2名、ダブルス 2組。

(イ)北海道は、男女とも、道南 。道北より、各シングルス 2名 、ダブルス 2組。

(ウ)開催県 (京都府)は、男女とも、各シングルス 2名、ダブルス 2組を増やすこと

ができる。

イ ダブルスの編成は、同一校選手による。
ウ 監督は、1名 とする (同一校で男女出場する場合は、それぞれに別の監督をつける

こと)。

(3)外 国人留学生
ア 学校対抗 (団体戦)
申し込みは 2名 以内とし、 1対抗戦の出場は、その出場人数 (1名 または 2名 )に

関わらず、 1試合とする。

イ 個人対抗 (個人戦)
男女とも、道南 。道北 。各都道府県シングルス 1名 、ダブルス 1組までとする。

(4)マ ネージャーは当該校の職員または生徒とする。

11 参加申込

※ 個人情報の取り扱いに関して

大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に利用するものとし、これ

以外の目的に利用することはありません (詳 しくは実施要項の最終ページを参照し

てください。 )。

(1)申 込書類
ア 参加申込書      学校対抗・個人対抗とも4部

(1部は、各都道府県高等学校体育連盟で保管する。)

イ 参加料振込通知書    1枚
(2)申 込方法
所定の様式により4部作成し、各都道府県高等学校体育連盟で取りまとめ、 1部

は各都道府県高等学校体育連盟で保管し、 2部は下記申込先宛に簡易書留郵便で申

し込むこと。なお、その際に参加料の銀行振込通知書 (副 )を同封すること。

参加校は、下記要領にしたがつて、参加申込書及びそのデータを提出すること。

参加申込書は、エクセル形式ファイルを下記の (5)の ホームページから、ダウンロー ド

して作成し、プリントアウト(正 。副 。控・都道府県控の4枚 )すること (詳細に関しては、

別紙説明書あり)。

プリントアウトした参加申込書の必要箇所に押印して提出すること。

また、入力したデータは、下記の (4)の メールア ドレスに 6月 23日 (火 )ま でに送信する

こと。その際、各学校等における個人情報の電子メール送信に係る取り決め等を遵守する

こと。もし、送信が不可能な場合はデータをCD― R等に保存して、下記申込先へ送付す

ること。 (記録メディアについては参加校で用意すること)。

(3)申 込期限

平成 27年 6月 25日 (本 )必着

(入カデータは資料作成のため、 6月 23日 (火 )ま でに、下記の (4)の メールア ド
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レスに送信すること)

(4)申 込先

〒602-8570 京都府京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町

京都府教育庁指導部保健体育課内

平成 27年度全国高等学校総合体育大会

京都府実行委員会バ ドミン トン競技事務局

TEL 075-414-5814  FAX 075-414-5814

(送信先)E― mai1 27bado@kyOtO―be.ne.jp

(5) 「2015君が創る 近畿総体」京都府実行委員会ホームページ

http://kyoto― soutai2015。 jp/

12参 加 料
(1)参 加料
ア 学校対抗 (団体戦)1チ ーム   40, 000円
イ 個人対抗 (個人戦)1  名    4, 000円
(シングルス・ダブルスの重複出場者は 1名分のみとする。)

(2)納 入方法
ア 各都道府県高等学校体育連盟で取りまとめ、参加申込と同時に、所定の銀行振込
用紙を用いて、下記の口座に振り込むこと。

イ 振込先
指定銀行 京都銀行 府庁前支店
口座番号 普 通  4151285

口座名義
平成27年度全国高等学校総合体育大会

バ ドミントン競技 事務局会計 河本孝弘
(3)参加取消に伴 う納入金の取 り扱い

ア 参加申込期限日までの取消については返金する。ただ し、振込手数料を差 し引い

た額 とする。

イ 参加申込期限日後の取消については、返金 しない。

13 表  彰
(1)学 校対抗 (団体戦)
ア 男子及び女子の優勝校に、高松官記念杯を授与する。
イ 男子及び女子の優勝校に、文部科学大臣賞状及び文部科学大臣杯を授与する。
ウ 男子及び女子の優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟会長杯を授与する。
工 男子及び女子の優勝校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会優勝旗を授与する。
オ 男子及び女子の優勝校に、NHK盾 を授与する。
力 男子及び女子の優勝校に、読売新聞社杯を授与する。
キ 男子及び女子の準優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟会長盾を授与する。
ク 男子及び女子の準優勝校に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部長
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※

(2)

ア

杯を授与する。

ケ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)全国高等学校体育連盟賞状及びメダ
ルを授与する。

コ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会メダルを授与
する。

サ 男子及び女子の 3位までの入賞校に、 (公財)日 本バ ドミントン協会賞状を授与す
る。

優勝杯、優勝旗、準優勝盾、準優勝杯は、持ち回りとする。

個人対抗 (個人戦)

男子及び女子のシングルス優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟 トロフィーを

授与する。

男子及び女子のダブルス優勝者に、 (公財)日 本バ ドミントン協会会長 トロフィー

を授与する。

男子及び女子のシングルス準優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミント

ン専門部長杯を授与する。

男子及び女子のダブルス準優勝者に、 (公財)全国高等学校体育連盟 トロフィーを

授与する。

男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)全国高等

学校体育連盟賞状及びメダルを授与する。

男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)日 本バ ド

ミントン協会メダルを授与する。

男子及び女子のシングルス及びダブルスの 3位までの入賞者に、 (公財)日 本バ ド

ミントン協会賞状を授与する。

優勝杯、準優勝杯、及び トロフィーは、持ち回りとする。

監督

学校対抗 (団体戦)優勝校の監督を (公財)全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門

部が表彰する。

レプリカ

前年度の優勝校、準優勝校及び優勝者、準優勝者にレプリカを授与する。

イ

ウ

コニ

オ

カ

キ

※

(3)

(4)

14 宿

(1)

,自

宿  泊
A選手・監督及び引率責任者等 (参加申込書に記された者)並びに役員等の宿泊は、

下記の申込方法により「近畿総体2015京都府配宿センター」 (以下、 「配宿セン

ター」という。)を通じて申し込まなければならない。

なお、上記に違反があった場合は、 (公財)全国高等学校体育連盟専門部及び都
道府県高等学校体育連盟が当該校に対して指導を行 う。

(2)宿 泊料金
宿泊料金は、原則として下記のとおりとする。
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料金区分

宿泊者

宿泊料金

宿泊施設

A

宿泊施設

B

宿泊施設

C

宿泊施設

D

宿泊施設

E

宿泊施設

F

宿泊施設

G

宿泊施設

H

選手・監督

1泊 2食

又 は

1泊 夕食

13,001円

14,000円

12,001円

13,000円

11,001円

12,000円

10,001円

11,000円

9,001円

10,000円

8,001円

9,000円

7,001円

8,000円

6,000円

7,000円

役 員

1泊 2食

又は

1泊 夕食

13,801円

15,000円

12,801円

13,800円

11,801円

12,800円

10,801円

11,800円

9,801円

10,800円

8,801円

9,800円

7,801円

8,800円

6,800円

7,800円

視察員・

報道関係

者等

1泊 朝食

11,041円

12,000円

10,241円

11,040円

9,441円

10,240円

8,641円

9,440円

7,841円

8,640円

7,041円

7,840円

6,241円

7,040円

5,440円

6,240円

素 泊 り

(無料提供朝

食含む)

9,661円

10,500円

8,961円

9,660円

8,261円

8,960円

7,561円

8,260円

6,861円

7,560円

6,161円

6,860円

5,461円

6,160円

4,7601]

5,460円

※ 1

※ 2

※ 3

※ 4

※ 5

宿泊料金には奉仕料を含む。消費税は含まない。

入湯税及び宿泊税が課税される場合は、当該税額が別途加算される。

昼食弁当を申し込んだ場合、選手 。監督は 1食当たり864円 (消費税込)を

別途支払う。

1泊 2食 とは宿泊当日の夕食と翌日の朝食のことをいう。

1泊夕食とは無料提供朝食が付いている宿泊施設のことをいう。また、素泊

まり (無料提供朝食含む)と は食事提供がない (ま たは無料提供朝食が付いて

いる)宿泊施設のことをいう。

上記の料金によりがたい場合は、上記料金表の上限を超えない範囲で別途定

めることがある。

※ 6

(3)申 込方法
ア 申込責任者は、所属長の責任のもとに、配宿センターホームページ内にある宿泊
申込様式に必要事項を入力し申込登録をする。併せて、その登録内容を「宿泊申込

書」としてプリントアウトする。 (学校長印、都道府県高等学校体育連盟会長印の

押印必要)

イ 申込責任者は、プリントアウトした宿泊申込書及び参加申込書の写しを速やかに

各都道府県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部に提出する。

ウ 各都道府県高等学校体育連盟バ ドミントン専門部は、宿泊申込書を各都道府県高

等学校体育連盟会長あてに提出する。

工 各都道府県高等学校体育連盟会長は、上記書類を確認のうえ、以下の申込先へ申

込期限必着で郵送する。

(4)申 込 先
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近畿総体2015京都府配宿センター

〒520-0056滋 賀県大津市末広町 1-1 日本生命大津ビル 5階
TEL: 077-500-3079/FAX: 077-500-3082

Eメ ‐一ルア ドレしく:2015ih_kyoto@west.jtb.jp

(5)申 込期限

ア 選手・監督及び引率責任者等

イ 選手・監督及び引率責任者等以外

平成27年 6月 30日 (火 )

平成27年 6月 23日 (火 )

(6)宿 泊の変更及び取消し
ア 入宿前について

(ア)宿泊決定通知書が到着する前は、申込責任者がインターネット申込み画面に直

接変更内容を入力して変更登録するか、出力した宿泊申込書に加筆修正してファ

クシミリで上記申込み先へ送信するものとする。

(イ)宿泊決定通知書が到着した後は、申込責任者がインターネット申込み画面に直

接変更内容を入力して変更登録するか、到着した宿泊決定通知書兼変更依頼書に

加筆修正してファクシミリで上記申込み先へ送信するものとする。その効力の発

生は、インターネット上での変更申込みが完了した日時とする。また、ファク

シミリにおいては、上記申込み先に着信した日時とする。

イ 入宿後について
申込責任者が直接宿泊施設へ速やかに申し出るものとし、その効力の発生は、

申出のあつた日時とする。

ウ 宿泊取消料金について

宿泊予定日の 5日 前からの取消し及び宿泊申込み後、変更・取消しの申出がな

いまま宿泊をしなかった場合には、 「平成27年度全国高等学校総合体育大会宿泊

要項」に定める宿泊取消料金がかかるものとする。

※選手・監督の特例

競技の結果により取消しをする場合、利用予定前日の午後 8時までは取消料金

が発生しない。

(7)そ の他

詳細については、配宿センターのホームページを参照のこと。

15組 合 せ
(1)(公財)全国高等学校体育連盟バ ドミン トン専門部及び (公財 )日 本バ ドミントン
協会の責任において行 う。

(2)組 合せ抽選は、平成 27年 7月 11日 (土)に行 う。
(3)組 合せ抽選にともなう諸会議
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会 議 名 日   日寺 会   場

第 1回常任委員会 7月 9日 (木)9時
長岡京市立図書館

長岡京市天神 4-1-1
3F会議室

第 2回常任委員会 7月 10日 (金)9日寺 長岡京市立図書館 3F会議室

組 合せ抽 選会議 7月 11日 (土)9時
西山公園体育館

長岡京市長法寺谷山 1
研修室

16諸 会 議

17 連絡事項

(1)服 装
ア 競技時の服装は、色付き着衣を使用する場合、 (公財)日 本バ ドミントン協会の検

定審査合格品とする。

イ 上衣の背面中央に必ず高等学校名及び都道府県名を日本文字で明記し、文字の色

は上衣に鮮明に映えるものとする。目立たない場合には、ゼッケンをつけてもらう

場合もある。

【上段 :学校名 (やや大きく)、 下段 :都道府県名】

ゼッケンを使用する場合、自の布地で縦 15 cm、 横 30 cmの 大きさを基準とする。

(ゼ ッケンの場合の文字の色は、黒色または濃紺色とする。)

ヽ
′
|グリノ             ← __ 30 cm ――→

学 校 名
都道府県名

ウ 開会式・閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装に準じる。

(2)応 急処置
競技時の傷害、疾病等の応急処置は主催者側で行うが、その後の責任は負わない。

なお、参加者は健康保険証を持参すること。

(3)プ ログラムの無償配布
プログラムの無償配布は次のとおりとする。

ア 都道府県選手団本部               2部

イ 学校対抗 (団体戦)出場チーム (監督を含む)    3部

1

15 cm

't

会 議 名 日  時 会   場

第 3回常任委員会
8月 3日 (月 )13日寺

8月 4日 (火 )9時
長岡京市立図書館 3F会議室

専 門委員 長会議 8月 5日 (水 )10日寺
長岡京市立中央公民館

長岡京市天神 4-1-1

市民ホール

監 督 会 議 8月 5日 (水)13時 市民ホール

審 半」 会 議 8月 6日 (木)17時 西山公園体育館 研修室
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ウ 個人対抗 (個人戦)のみ出場者           1部
(4)備 考
ア 引率責任者は、 (公財)全国高等学校体育連盟 「大会参加選手心得」を精読の上、
事前に生徒指導の万全を期すとともに出場者の行動に対して責任を負 うものとす

る。

イ 部旗 。応援旗の使用については、大きくないものとする。
ウ 学校対抗 (団体戦)、 個人対抗 (個人戦)は、ア ドバイス席を設ける。
工 大会参加に際して提供される個人情報は、本大会活動に活用するものとし、これ
以外の目的に利用することはありません。

(5)来 会及び各競技会場への移動
駐車スペースが限られているので、公共交通機関を利用すること。

(6)(公財)日 本バ ドミントン協会環境委員会よりお願い
ア (開催地の)ゴ ミの分別収集に協力してください。

イ (宿泊先の)部屋から出るときは、エアコン・テレビ。ライ トのスイッチを消して

ください。

ウ マイ歯ブラシを持参して大会に参加してください。

【問い合わせ先】

平成 27年度全国高等学校総合体育大会

京都府実行委員会バ ドミントン競技事務局

〒602-8570 京都府京都市上京区下立売通新町西入藪ノ内町

京都府教育庁指導部保健体育課内

TEL 075-414-5814    FAX 075-414-5814

E―mai1  27bado@kyoto―be.ne.Jp
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バ 日

手ロ

↑王

種別 月 日 内容 場所 開始時間

大会準備

8月 4日 (火 )

8月 5日 (水 )

8月 5日 (水 )

競技会場準備
競技 。運営リハーサル

式典 。表彰リハーサル

各競技会場

京都府長岡京記念文化会館

9:○○

13:○○

△   =主
2=ヽ  5我

8月 3日 (月 )

8月 4日 (火 )

8月 5日 (水 )

8月 5日 (水 )

8月 6日 (木 )

第 3回常任委員会

専門委員長会議

監督会議

審判会議

長岡京市図書館

京都府長岡京記念文化会館

西山公園体育館

13:○○

9:○○

10:○○

13:○○

17:○○

開会式 8月 6日 (木 )
リハーサル

日 日 本 ―+
|'モリ:Zヽ 工ヽ

京都府長岡京記念文化会館
8:30

13:15

競 技 8月 7日 (金 )
学校対抗
1回戦～3回戦

9:30

競 技
表彰式

8月 8日 (土 )
学校対抗
準々決勝～決勝
学校対抗表彰式

《男子・女子》
西山公園体育館

9:30

競 技

8月 9日 (日 )

8月 10日 (月 )

個人対抗 ダブルス
1回戦～準長決勝

個人対抗 シングルス
1回戦～準反決勝

《男子・女子》
西山公園体育館

向日市民体育館

京都府立山城総合運動公園体育館

9:30

競 技
表彰式

閉会式

8月 11日 (火 )

個人対抗
ダブルス・シングルス
準決勝 。決勝
個人対抗表彰式
閉会式

《男子 。女子》
西山公園体育館

9:30
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《男子・女子》
西山公園体育館

向日市民体育館

京都府立山城総合運動公園体育館



１
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０
０ 第

訥期一　
△
本

式次

日

開 会 式 実 施 要 項

平成 27年 8月 6日 (木)受付 12:20～ 13:10 開始 13:15～

京都府長岡京記念文化会館場

No 時刻 (時間) 次  第 登 壇 者 氏  名 備 考

13:15 選手集合完了

９

コ 13:15(30) ドーピング講習会 (公財)日 本体育協会担当者

ｏ
０ 13:45(15) 休憩

′
４ 13:55 来賓 。大会役員着席 客席

ｒ
Ｏ 14:00(35) 出場校紹介 出場校紹介

わり 14:35(3) 来賓 。大会役員登壇 ステージ

７

・ 14:38(1) 開式通告 司会(放送係)

∩
ё 14:39(1) 開会宣言 大会副委員長 小島 博幸 ファンファーレ

Ｏ

υ 14:40(2) 国歌斉唱 君が代

10 14:42(2) 高体連の歌 高体連の歌

11 t4:44(t0) 優勝杯 。優勝旗返還 大会委員長 田部井 秀郎 得賞歌

12 14:54(2)
大会委員長挨拶 (公財)全国高等学校体育連盟

バ ドミントン専門部長

田部井 秀郎

13 14:56(2) 大会名誉会長挨拶 (公財)日 本バ ドミントン協会会長 銭谷 欽治

14 14:58(3) 来賓紹介 司会(放送係)

15 15:01(2) 歓迎の言葉 長岡京市長 中小路 健吾

16 15:03(2) 歓迎の言葉 京都府バ ドミントン協会会長 田中 田鶴子

17 15:05(2) 歓迎の言葉 生徒代表 (府立乙訓高等学校) 橋本 胡太郎

18 15:07(2) 選手宣誓

大会委員長

男子代表 (京都府立乙訓高等学校)

女子代表 (京都外大西高等学校)

田部井 秀郎

堀 勝太

石橋 麻美子

77177'v

19 15:09(5) 連続出場校表彰 大会委員長 田部井 秀郎 得賞歌

20 15:14(3)
感謝状贈呈 (公財)日 本バ ドミントン協会会長

長岡京市長

銭谷 欽治

中小路 健吾

得賞歌

21 15:17(1) 閉式通告 司会 (放送係 )

22 15:18(5) 来賓 。大会役員降壇 客席

23 15:23(15) 歓迎アトラクション 京都市立塔南高等学校吹奏楽部

24 15:38(3) 来賓 。大会役員退場 客席前側より

25 15:41 選手退場

4 注意事項

① 各校の選手は13:15ま でに集合 (着席)してください。
② 優勝・準優勝杯 。優勝旗を返還する生徒および連続出場表彰を受ける学校の代表選手は、
13:00に ステージ前に集合してください。
③ レプリカの箱は、開会式終了後、受付で受け取ってください。

5 役員・補助員
式典役員および生徒補助員は式場の所定の場所に9:00ま でに集合してください。
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１

２

３

日

場

期

会

学 校 対 抗 表 彰 式 実 施 要 項

平成 27年 8月 8日 (土) 競技終了後 (15:30～ 予定)
西山公園体育館

式次第

No. 時刻 (時間) 次 第 登 壇 者 氏  名
15:25 選手集合完了

９

４ 15:29 来賓 。大会役員着席
Ｑ
Ｕ 15:30 (1) 開式通告 司会者
′
４ 15:31 (3) 選手 。監督入場 行進曲

κ
υ 15:34 (2) 成績発表 レフェリ一ヽ・ 河崎 正紀
ハ
リ 15:36 (40) 表彰 大会委員長他 田部井秀郎 得賞歌
７
‘ 16:16 (1) 閉式通告 司会者
（Ｘ
） 16:17 選手 。監督退場 行進曲

4 注意事項
(1)被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
(2)優勝校 。準優勝校の表彰は男女同時に行います。
(3)3位校の表彰は男女別に 2校同時に行います。
(4)表彰はすべて表彰エリアで行います。

5 表彰式配置図

長岡京市旗

●式典表彰委員

●介添係

●進行係

●放送係

●誘導係

ロバ協会旗 全国高体連旗 京都府旗

●式典表彰委員・補助員

●介添係

読売新聞社旗

メダル・表彰状

☆総括者

●誘導係

国 旗

大会役員席

3位 （
０

来賓席

男   
→

/υ     ←

■4立  2位  3位  3位

夢
↓

子女
９

し

役員

審判員

報道員

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

プラカー ド

監   督
コ ー チ
マ ネ ー ジ ャー

選   手

優勝校に敗れた 3位

準優勝校に敗れた 3位

○

○

○

○

○

○

○

△
◎
◎
◎
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

○
○
○
○
○
０
４

補助員

演台

表彰エリア
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NO. 時刻 (時間) 次 第 登 壇 者 氏  名 備 考
13:50 選手集合完 」

´

９

″ 13:50 来賓 。大会役員着席
０
０ 14:00 (1) 開式通告 司会者
ヵ
４ 14:01 (2) 選手・監督入場 行進曲
ｒ
Ｏ 14:03 (2) 成績発表 競技役員長 河崎 正紀
ｂ^ 14:05 (40) 表彰 得賞歌
７
〓 14:45 (1) 大会委員長挨拶 大会委員長 田部井秀郎 司会者
（バ
）
14:46 (2) 開催会場地挨拶 長岡京市教育委員会教育長 山本 和紀

Ｑ

） 14:48 (2) 国旗儀礼 君が代 CD
10 14:50 (1) 閉会宣言 大会副委員長 小島 博幸
11 14:51 (1) 閉式通告 司会者

12 14152 (2) 選手・監督退場 行進曲

個 人 対 抗 表 彰 式 閉 会 式 実 施 要 項

長岡京市旗 日バ協会旗 国 旗 全国高体連旗

男

(シングルス)

△〇

△〇

△〇

△〇

京都府旗

△〇〇

△〇〇

△〇〇

△〇〇

読売新聞社旗

補助員

平成 27年 8月 11日 (火) 競技終了後 (14:00～ 予定 )
西山公園体育館

4.注意事項
① 被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
② 男子シングルス→女子シングルス→男子ダブルス→女子ダブルスの順で、優勝者、準優勝者、第 3位の
各4名 (組)を順に表彰します。

③ 表彰はすべて表彰エリアで行います。

5.表 彰式配置図

日

場

第次

期

会

式

１

　

２

　

３

●式典表彰委員

●介添係

●進行係

●放送係

●誘導係

大会役員席 来賓席

●式典表彰委員・補助員

●介添係
メダル・表彰状

☆統括者

子

(ダブルス)

●誘導係

役員

審判員

報道員

女

(ダブルス)

○○△

〇〇△

〇〇△

〇〇△

子

(シングルス)

○△

〇△

〇△

〇△

優 勝

準優勝

位

位

Ｒ
）
　

０
０

※優勝者に敗れた 3位を 3番 目に着席させる。
△―プラカー ド

表彰エリア
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競技タイムテープル (学校対抗の部)

8月 7日 (金) 第 1日 目 (1回戦～ 3回戦) 男子

8月 7日 (金) 第 1日 目 (1回戦～ 3回戦) 女子

8月 8日 (土) 第2日目 (準尺決勝～決勝) 男子 ・女子

会  場 西曲公園体育館 向日市民体育館 山城総合運動公園体育館

コート
時 間

2 3 4 5 2 3 4 1 2 3 4 5 617 8

9:30′ ′ヽ
1回戦

B丁

1

BTI BT
21 3

BT BT

4 5

BT BT BTIBT
a96   7

B丁

10

BT

ll

B丁

12

BT

13

B丁

14

B丁

15

BT  B丁

16  17

2回戦 B丁 18～ B T21 BT22～ BT25 B丁 26～ BT33

3回戦 BT34～ BT35(2コ ート使用)
B丁 36～ B丁 37
(2コ ート使用)

BT38～ BT41(2コ ート使用)

会 .場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総合運動公園ク

コート
時間

6 7: 81 9 | 10 567 | 8  9  10  11  12 9 |
|
10   11 12

9:30´ ′ヽ
1回戦

GT  GT  GI  GT  GT

12345

G丁 G丁

7
GT G丁

9
G丁

10

GT

ll

GT

12

G丁

6 13

GT
14

GT
15

G丁

16

G丁

17

2回戦 G丁 18～GT21 GT22～ GT29 G丁 30～ G丁 33

3回戦 GT34～ GT35(2コ ート使用) GT36～ G丁 39(2コート使用)
GT40～ G丁 41
(2コ ート使用)

〈
ム 場 西出公園体育館

コート
時間

1123415167 8 9 10

9:30´ ′ヽ
準々決勝

BT
42
B丁 I BTI B丁

43 1 44 1 45
IGTIG丁 IG丁

1 42 1 43 1 44

GT
45

準決勝
B丁

46

B丁

47

GT
46

GT
47

決勝
B丁

48
GT

48
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競技タイムテープル (個人対抗の部)

8月 9日 (日 ) 第 3日 目 (1回戦～準尺決勝) 男子ダブルス

8月 9日 (日 ) 第 3日 目 (1回戦～準尺決勝) 女子ダブルス

会  場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
時間

1 2 3 4 5 11213456178 1234

9:30´ ′ヽ
1回戦

BD
1

BD
2
BD  BD
31 4

BD
5
BD
lO
|
|

BD I BDI BD
ll l 12 1 13

BD
14
BD
15
BD
16
BD
17
BD
26
BD
27

Ｄ

８

Ｂ

２

BD
29

(10:10～ )
1回戦

BD6～ BD9 BD1 8′ ′ヽBD25 BD30～ BD33

(10:50～ )
1回戦・ 2回戦

BD35～ BD42 BD43～ BD58 BD3 4・ BD59～ B[)66

3回戦 BD67～ BD70 BD71′ ′ヽBD78 BD7 9～ BD82

4回戦 BD8 3、 BD84 BD85～ BD88 BD8 9～ BD90

準々決勝 BD91 BD92～ BD93 BD94

会 場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
時間

6 8 9:10 9  10  11  12 5 1 6 1 7 1 8 1 9 1 10 1 11 1 12

9130′ ′ヽ
1回戦

GD  GD  GD
1   2   3

GD  GD
4   5

GD
lO
GD
ll

GD  GD
12  13

GD
18
GD
19
GD
20
GD
21

Ｄ

３

Ｇ

２

Ｄ

２

Ｇ

２

GD
24
GD
25

(10:10～ )
1回戦

GD6′ ′ヽGD9 GD1 4′ ′ヽGD1 7 GD26～ GD33

(10:50～ )
1回戦・ 2回戦

GD35～ GD42 GD43′ ′ヽGD50 GD34・ GD51′ ′ヽGD66

3回戦 GD67～ GD70 GD71′ ′ヽGD74 GD75′ ′ヽGD8 2

4回戦 GD83′ ′ヽGD84 GD85～ GD86 GD87～ GD9 0

準々決勝 GD91 GD92 GD93～ GD9 4

-51-



競技タイムテープル (個人対抗の部)

8月 10日 (月 ) 第4日目 (1回戦～準尺決勝) 男子シングルス

8月 10日 (月 ) 第4日目 (1回戦～準反決勝) 女子シングルス

会  場 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
時間

1 2   3 4    5 2 3 4 1    2 3    4 5 6 7 8

9:30´ ′ヽ
1回戦

BS
1

BS
2
BS BSI BS
41 53

BSI BS
lO 1 11

BS
12
BS
13
BS
18
BSI BS BS‐

21 1
BS BS BS

2419 1 20 22 23

BS
25

(10:10～ )
1回戦

BS6^ン BS9 BS1 4～ BS17 BS26～ BS33

(10:50～ )
1回戦・2回戦

BS35～ BS42 BS43～ BS50 BS3 4・ BS51～ BS66

3回戦 BS67～ B S70 BS71～ BS74 BS75～ BS82

4回戦 BS83～ BS84 BS85～ BS86 BS87～ BS90

準々決勝 BS91 BS92 BS93～ BS94

会  場 西山公園体育館 向日市民体育館

コート
時間

6 7   8 9110 5 7 8 9 10 11 1 12 9 10 11 12

９

１

30～
回戦

GS
1

GS
2
GS GS
3‐ 4

GS
5
GS
lO
GS
ll

GS
12

Ｓ

３

Ｇ

「

GS GS
1514

GS
16
GS
17

Ｓ

６

Ｇ

２

GS

27

GS

28

GS
29

(10:10～ )
1回戦

GS6～GS9 GS18～ GS25 GS30～ GS33

(10:50～ )
1回戦・2回戦

GS35～ GS42 GS43～ GS58 GS3 4・ GS59～ GS66

3回戦 GS67～ GS70 GS71～ GS78 GS79´ ′ヽGS82

4回戦 GS83～ GS84 GS85′ ′ヽGS88 GS89′ ′ヽGS90

準々決勝 GS91 GS92′ ′ヽGS93 GS94
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競技タイムテープル (個人対抗の部)

8月 11日 (火) 第 5日 目 (準決勝～決勝) 男子・女子 ダブルス・シングルス

凡例
B丁・

G丁・

BD・

GD・
BS・

GS・

。男子学校対抗
・女子学校対抗
・男子個人対抗ダブルス
・女子個人対抗ダブルス
・男子個人対抗シングルス
・女子個人対抗シングルス

8月 11日 (火)練習時間
。 9:30(ダ ブルス準決勝)
。10:30(シ ングルス準決勝)

8:30～ 8
8:40～ 8

40
50

コート
開始時間

2 3 4 5 6 7 8 9 10

BD BD GD GD

準決勝

9:30´ ′ヽ

95 96 95 95

BS GS GSBS10:30～
準決勝 95 96 95 95

BD GD

97

11:30～
決勝 97

BS GS12:30～
決勝 97 97
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公式練習割当表 (学校対抗の部)

8月 7日 (金) 第 1日 目 (1回戦～ 3回戦) 男子 。女子

8月 8日 (土) 第 2日 日 (準尺決勝～決勝) 男子 。女子

会 場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
練習時間

1 1 21 3141 5 1 2 3 4 2345678

8:30～ 8:40
先番チーム

BT

1

BT

2

B丁

3

B丁

4

B丁

5

BT

6

BT

7

BT

8

B丁

9

BT

lO

BTI B丁

11 1 12

BT
13

B丁

14

BT
15

B丁

16

BT

17

8:40～ 8:50
後番チーム

BT BT BT BT BT

12345
BT BT B丁 B丁

6 7 8 9

B丁 I BTI BT
l0  11 1 12

B丁 I B丁

13 1 14
B丁

15

B丁

16

B丁

17

会 場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
練習時間

6789 10 5 6 7 8 9 10 11 12 9 101 11 | 12
8:30～ 8:40
先番チーム

GT  G丁 G丁 GT I GT
4 ‐ 52 3

GT GT  GT  GT  GT

6 71 8‐ 9 ‐ 10 1 11   12

GT

13

G丁

14

GT

15

G丁

16

GT

17

8:40～ 8:50
後番チーム

GT

」

G丁 IG丁
4152    3

G丁

6

G丁 G丁 G丁 GT G丁 :GT GT GT
14

GT GT
15  16

G丁

7 8 1 9   10  11   12 1 13 17

会 場 西山公園体育館

コート
練習時間

」 2    3 41 5 6   7 8 9 10

8:30～ 8:40
先番チーム

BT
42
BT
43
BTI BTI
44 1 45 1

G丁

42
G丁

43

G丁

44
G丁

45

8:40～ 8:50
後番チーム

BT BT
42  43

BT
44
BT
45

GT  GT I G丁
42  43  44 |

GT

45
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公式練習割当表 (個人対抗の部)

8月 9日 (日 ) 第 3日 目 (1回戦～準尺決勝) 男子ダブルス・女子ダブルス

8月 10日 (月 ) 第4日 目 (1回戦～準尺決勝) 男子シングルス・女子シングルス

8月 11日 (火) 第 5日 目 (準決勝～決勝) 男子・女子 ダブルス・シングルス

会 場 西山公園体育館

コート
練習時間

2    3   4 5 6 7 8 9 」○

8:30～ 8:40
BD

95

BD

96

GD

95

GD I

95 1

8:40～ 8:50
BS

95

BS

96

GS

95

GS

95

会  場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
練習時間

12345 1    2 3 41 5  61 7  8 1234

8:30～ 8:40 BD  BD BD
3
BD
4

Ｄ

・＞

Ｂ

ξ1 1 2
BD
lO
BD I BD  BD
ll 1 12  13

BD  BD
14  15

BD
16
BD
17
BD
26
BD
27
BD
28

Ｄ

９

Ｂ

２

8:40～ 8:50
Ｄ

，ヽ

Ｂ

く

BD  BD  BD
7   8   9

BD
18
BD
19
BD
20

Ｄ

ｌ

Ｂ

２

BD
22
BD
23

Ｄ

５

Ｂ

２

Ｄ

４

Ｂ

２

BD
30
BD
31

BD
32

Ｄ

３

Ｂ

３

8:50～ 9:OO BD
34

会  場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
練習時間

6 78910 9 10 1 11 12 5 6 7 8 9 10  11   12

8:30～ 8:40 GD
1

GD GD  GDI GD
3  41 52

GDI GD
lO 1 11

GD
12
GD
13
GD
18
GD
19

Ｄ

Ｏ

Ｇ

２

Ｄ

ｌ

Ｇ

２

GD I Ｄ

５

Ｇ

２

Ｄ

４

Ｇ

２

Ｄ

３

Ｇ

２22

8:40～ 8:50
Ｄ

，ヽ

Ｇ

Ｃ

GD  GD GD
97   8

GD  GD
14  15

GD
16
GD
17
GD GD
2726

Ｄ

９

Ｇ

２

Ｄ

８

Ｇ

２

GD
30
GD
31

Ｄ

３

Ｇ

３

Ｄ

２

Ｇ

３

8:50～ 9:00
GD I
34 1

会 場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総合運動公園体育館

コート
練習時間

1 2345 1 2 3 4 1 2 3 4 5 61 71 8

8:30～ 8:40 BS
1

BS
2
BS
3
BS
4
BS
5
BS
lO
BS
ll

BS
12
BS
13
BSI BSI BS BS I
18   19  20  21 1

BSI BS
22 1 23

BS
24
BS
25

8:40～ 8:50
Ｓ

，ヽ

Ｂ

て

BS
7
BS
8
BS
9

BS
14
BSI BS
15 1 16

BS
17
BS
26
B S BS BS BS BS

30  31
Ｓ

３

Ｂ

３

Ｓ

２

Ｂ

３27 28 29

8:50～ 9:OO
BS

34

会 場 西山公園体育館 向日市民体育館 山城総含運動公園体育館

コート
練習時間

678910 5 6 7 8 9110 11 1 12 9 1 10  11 1 12

8:30～ 8:40 GSI GS
l 1 2

GS
3
GS
4
GS
5
GS
lO
GSI GS
ll 1 12

GS‐ GS GS GS
13 ‐ 14  15 1 16

GS
17

ＧＳ

２９

Ｓ

３

Ｇ

２‐

Ｓ

７

Ｇ

２

ＧＳ

２６

8:40～ 8:50 GS
6
GS
7
GS GS
8   9

GS
18
GSI GS
19 1 20

GS
21

GS
22
GS
23
GS
24
GS
25

Ｓ

Э

Ｇ

３‐

GS
31

Ｓ

３

Ｇ

３

Ｓ

２

Ｇ

３

8:50～ 9:OO
GS
34
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競 技 上 の 注 意

競技審判上の注意

[全般的事項 ]

1.この大会は、 (公財)全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項及び平成27年度 (公財)日本バドミント
ン協会競技規則、大会運営規程並びに公認審判員規程により行います。
2.審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジャッジは、学校対抗では準々決勝、個人対抗では準
決勝より付けるものとします。その他の試合においては原則として付けません。
3.選手は試合開始予定の 1時間前までには会場に到着し、必ず「受付」を済ませてください。
4.競技の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。
5.試合の進行状況に応じて、予定された試合の開始時刻やコー トを変更することがあります。放送には十分注
意してください。
6.試合を連続して行う場合のインターバルは次のとおりです。
<学校対抗> 学校対抗が連続する場合は30分とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
7.各試合 (マ ッチ)のインターバルは次の通りです。
○すべてのゲーム中、一方のサイドのスコアが 11点になった時、60秒を超えないインターバルを認めま
す。 (選手は20秒前にはコー トに入ること)
○第 1ゲームと第2ゲームの間、第 2ゲームと第 3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めま
す。 (選手は20秒前にはコー トに入ること)

8.イ ンターバル中のア ドバイスは、監督・コーチなど同時に 2人までです。主審の「 (コ ー ト番
号)20秒 」で、コー トから離れてください。なお、コーチングシー トを設けます。
9.個人対抗単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
その際のシャ トルは、大会本部が用意 します。
10.試合 (マ ッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を得てください。なお、氷嚢の使用は、インタ
ーバル中のみとします。

○容器は倒れてもこばれないフタ付ボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れて下さい。
○氷嚢は、ベンチ、コーチングシー トで保冷バッグなどに入れ、保管してください。
11.サービスの遅延行為に関しての判定は主審が行います。
12.主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。
13.次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。 (競1寿見則第16条 )
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、又は、アドバイスを受けるためにプレーを遅らせる行為。
○主審の許可なしにコー トを離れること。

○故意にシャトルに手を加えたり破損したりする行為。
○審判員や観客に対しての横柄な振舞い、下品で無礼な態度、言動。
○見苦しい着衣でプレーをする。
○ラケットや身体でネットなどのコー ト施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振
る舞い。

14.競技中は、必ず高等学校名・都道府県名の入つたシャツを着用するか、ゼッケンをつけてください。
(背面の文字は明確に判読できるもの)

15.競技中の怪我や病気については、主審が判断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリーの判断に
従うことになります。
16.審判の判定に「抗議」や「異議」を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある場合に
は、次のサービスが為される前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、学校対抗で
は当該選手と監督、個人対抗では当該選手に限ります。 (監督は「IDカー ド」を必ずつけてください)
17.選手は試合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)と も握手をすることを心掛けてくださ

い 。

18.競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモードにしてください。また、競技フロア内での
携帯電話の使用は、一切認めません。
19.試合中にモバイル機器を使用したアドバイス・コーチングを受けることを禁止します。
20.その他は、監督会議における打ち合わせ事項に準じます。
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[学校対抗に関する事項 ]
1.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもつて最終のものとし、以後の変更は一切認められ
ません。
2.タ イムテーブル上で試合開始時刻9:30(1段 目)に出場するチームに限り、試合開始前に当該コー トで
の練習を認めます。その時間は、先番チームが8:30～ 8:40、 後番チームが8:40～ 8:50の 1

0分間とします。
3.初回戦のオーダー用紙は、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡します。
4.オーダー用紙は、5枚複写で記入し、(1)(2)(3)(4)は 提出し、(5)は自校で保存します。
5.オーダー用紙は、オーダー交換所に提出して下さい。対戦校立合いのもとでオーダー交換を行いますので、
時間厳守でお願いします。なお、競技 1巡目は8:45と します。 2巡目からのオーダー交換の時間は、放
送でお知らせします。
6.定時 (指示のあつた時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
7.エ ントリーをしている者 (監督 1名、コーチ 1名、マネージャー 1名、選手 5～ 7名 )は、試合開始 15分
前あるいは選手集合の放送により選手集合所に集まり、担当委員の指示に従ってください。
8.ベンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
9.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。
10.試合開始前の練習は、マッチ (試合)ごとにあいさつを交わした後、主審の指示で3分間行つてください。
11.マ ッチ (試合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して
試合をする場合のインターバルは 10分とします。
12.マ ッチ (試合)は、勝敗決定 (3マ ッチ先取)後、打ち切りとします。
13.勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカー ドに続いて整列し、勝利チーム
から退場をしてください。

[個人対抗に関する事項 ]
1.選手の変更は、いかなる場合でも認められません。
2.タ イムテーブル上の 1回戦で試合開始時刻9:30、 10:10お よび10:50に 出場する選手に限り、
試合開始前に当該コー トでの練習を認めます。その時間は、試合開始時刻9:30が 8:30～ 8:40、
試合開始時刻 10:10が 8:40～ 8:50、 試合開始時刻 10:50が 8:50～ 9:00の 10分間
とします。
3.選手は、試合開始 10分前あるいは選手集合の放送により、選手集合所に集まり、担当委員の指示に従って
ください。
4.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
5,試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。 (単の場合、対戦者同士
で行つてください)
6.勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカー ドに続いて整列し、勝者から退場して
ください。

[一般上の注意]
1.各競技会場の開場は、8:00です。
2.競技者は会場到着後、IDカードを着用 (首にかける)の上、「受付」を済ませてから入場してください。
3.各競技上では、担当委員の指示や会場の表示に従つて、下履きと上履きの区別を付けてください。
4.競技フロア内での飲食やクーラーボックスの持ち込みを禁止します。但し、学校対抗の際、ベンチでの水分
補給を認めます。濡れた場合は、各校の責任できれいにしてください。
5.部旗は、競技会場に男女 1枚ずつとし各競技会場受付時にお預かりいたします。お帰りの際は受付に申し出
てください。
6.応援の際、競技に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、うち
わ、メガホンなどを利用した応援は禁止します。競技に支障があるとレフェリーが判断した場合は、競技規
則に基づき厳正に対処します。
7.フラッシュ・ストロボを用いての写真撮影は禁止します。また、会場施設内の電源 (コ ンセント)の使用は
禁止します。ご協力ください。
8.ゴミは各自で責任を持つて処理し、分別収集に協力をお願いします。「来たときよりも美しく」の気持ちを
心掛けてください。
9.競技中の疾病、傷害については応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をしてください。
10.防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行つてください。
11.西山公園体育館は最前列から2列目まで、向日市体育館・山城総合運動公園体育館は最前列から3列目まで
を共通の応援席としますので、荷物等は置かないようにお願いします。 3会場とも観客席が少ないので、応
援終了後、次の対戦校の関係者に席をお譲りください。
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男子学校対抗 組合せ表 (B丁-49)
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女子学校対抗 組合せ表 (G丁-49)
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男子個人対抗ダブルス 組合せ表 (BD-98)
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・愛  媛 )25

・京  都 )26

・山  口 )27

・沖 縄 )28

・青  森 )29

・群  馬 )30

・二  重 )31

・埼  玉 )32

・和 歌 山 )33

・徳  島 )34

・長  野 )35

・秋  田 )36

・熊  本 )37

・南北海道 )38

・奈  良 )39

・山 梨 )40

・静  岡 )41

・佐  賀 )42

・岡  山 )43

・兵  庫 )“

・宮  崎 )45

・高  知 )46

・千  葉 )4?

・岩  手 )48

・富  山 )49

業

業

門

浜

谷

院

山

徳

丘

田

ヨ||

工

原

園

業

栄

館

業

業

業

東

属

和

東

南

業

業

原

業

園

井

　

田

野

郷

下

里

勝

　

涼
　

貴

　

智

相  馬  匠・三  上

田 口 裕

古  川

岡 村 洋

大 谷 晃

竹 治 宏

原  崚

森 元 寿

野 田 悠

能 戸 孔 太二 谷 優 吾

-60-



女子個人対抗ダブルス 組合せ表 (GD-98)

山  口  茜・鈴

小 野 萌 香・守

三  上  憂・岩

市 橋 実 結・榎

内 田 有 香・瀬

上 原 和 子・金

岩 田 美 咲・高

石 上 加 奈 子・横

鴨 下 希 穂・藤

岩  切  彩・肥

小 野 日 向 子・渡

川 上 紗 恵 奈・仁

奴 賀 由 佳 子・田

谷 水 亜 里 紗・齋

折 目 菜 摘・岩

有 賀 玲 奈・遠

永 田 美 樹・大

米 山 麻 美・種

武 田 莉 奈・花

池 上 英 里 奈・喜

清 水 一 希・小

村 谷 唯 菜・曽

金 子 茉 鈴・志

上 田 麻 未・西

川 島 美 南・上

石  橋  舞・松

香 川 も え 花・北

大 北 侑 奈・菊

伊 野 紫 惟・奥

畠 山 静 花 。中

徳 岡 玲 奈・畠

水 野 裕 加・遠

佐 々 木 梨 子・平

海 老 原 詩 織・大

花 野 里 沙 子・荻

落 司 実 瑠・安

藤 村 沙 妃・大

松 本 未 玖・鈴

牧  李  香・山

西 村 美 希・新

有 馬 弥 優・小

有 川 友 理 奈・小

長 谷 部 朱 里・久

堀 内 美 里・酒

庄 司 真 由・垣

磯 田 美 咲・中

木 村 佳 乃 子・遠

宮 崎 菜 々 子・中

斉 藤 ひ か り・曽

木 咲 貴 (勝

谷 仁 見 (山

佐 奈 津 美 (高

本 凪 歩 (旭

下 瑠 花 (甲

城 結 以 花 (糸

橋 李 歌 (星

山 恵 里 香 (園

田 百 合 子 (新

田木 あか り(聖

辺 真 名 (常

平 明 花 (富

中 沙 季 (高

藤  柚 (皇

崎 朱 李 (郡

山 紗 希 (淑

林 智 代 (諌

岡  遥 (富

田 菜 月 (倉

納  鈴 (乙

原 凛 々 子 (聖

我 部 幸 穂 (松

波 寿 奈 (佐

森 柚 奈 (高

杉 夏 美 (埼

山 奈

村 由

池 怜

野 里

島

中 真 奈

藤 歩

塚 結

関 令

谷 あ や

荘 美

家 夏

木 優

本 実

田 琴

林 彩

沼 み な

保 田 葉

井

迫 実

瀬 朱

田 有 寿

田 真

根 夏

山

形 市 立 商 業

陽

川  実  業

斐  清  和

満

陵

田 学  園

潟  青  陵

心 ウ ル ス ラ

総  学  院

岡ふ たば未 来

松  商  業

學   館

山

徳  巣  鴨

早  商  業

山国 際 大 付 属

敷  中 央

副||

ウル スラ英 智

徳  学  院

賀  女  子

知  中  央

玉   栄

・福  井 )1

・山 形 )2

・広  島 )3

・北北海道 )4

・山 梨 )5

・沖 縄 )6

・静  岡 )7

・兵  庫 )8

・新  潟 )9

・宮  崎 )10

・茨  城 )11

・福  島 )12

・香  川 )13

・二  重 )14

・奈  良 )15
。東 京都 )16

。長  崎 )17

・富  山 )18

・岡  山 )19

・京  都 )20

・宮  城 )21

・島 根 )22

・佐  賀 )23

・高  知 )24

・埼  玉 )25

池 内 萌 絵・三 島 由

51岩 崎 萌・向 井 琴

里 (松 徳 学 院・島 根 )

咲 (乙      訓・京  都 )

九州 国 際 大付 属・福  岡 )

鳥 取 敬 愛・鳥 取 )

鵠      沼・神 奈 川 )

新      田・愛  媛 )

花  北  青  雲・岩  手 )

四 天 王 寺・大 阪 )

県 立 岐 阜 商 業・岐  阜 )

金 足 農 業・秋 田 )

作 新 学 院・栃 木 )

耐      久・和 歌 山 )

玉 名 女 子・熊 本 )

金 沢 向 陽・石 川 )

と わ の 森十三 愛・南北海道 )

豊      川・愛  知 )

柳 井 商 工・山 口 )

鹿 児 島 女 子・鹿 児 島 )

西 武 台 千 葉・千 葉 )

乙     訓・京  都 )

松 商 学 園・長 野 )

別 府 鶴 見 丘 。大 分 )

城      東・徳  島 )

桐   生   南・群  馬 )

滋賀 短 期 大 附 属・滋  賀 )

青  森  山 田・青 森 )

52嶋 田 菜 乃・金

53仮 屋 未 来・幸 田

54仁 平 菜 月・吾 妻

55山 中 菜 乃 子・渋 谷

56貴 虎 世 奈・梶 田

57池 田 真 帆・近 藤

58玉 村 未 波・佐

59小 林 瑞 季・福

60川 村 芽 生 奈 。東

61志 田 千 陽・小

62岩 谷 果 歩・谷

63林  田  彩・三

64関 矢 夕 芽・成

65永 田 瑞 稀・岩

66村 山 可 純・岡

67重 田 美 空・田

68油 上 芽 恵・下

69天 本 彩 菜・古

70永 原 舞 子・四

71川 本 菜 美・梅

72友 水 陽 香・内

73小 野 菜 保・桃

74石 橋 麻 美 子・岩

75木 村 有 沙・村

76興 儀 美 羽・前

77藤  井  愛・金

78荒 木 萌 恵・坂

79蓮 沼 紗 季・原

80佐 々 木 百 花 。花

81黒 田 侑 子・栃

82山  田 圭 菜・小

83西 垣 美 那・中

84醍 醐 和 佳・田

85樋 口 奈 津 樹・泉

86伊 東 佑 美・高

87川  上 南 海・久

88岩 下 千 佳 子・渡

89齊 藤 香 帆・加

90辻 田 つ か さ・田

91佐 々 木 絢 子・福

92小 林 遥 華・佐

93惣 宇利明 日香・中

94谷 上 真 未・奥

95朝 倉 み な み・西

96北 瀬 晴 果・増

97山  下  玄・松

98徳 能 あ す か。保

田  恵 (鵠 沼・神 奈川 )

花 琳 (鹿 児 島 女 子・鹿 児 島 )

咲 弥 (富 岡ふ たば未 来・福  島 )

泉 美 (高 松 商 業・香 川 )

知 沙 (名 経 大 市 椰・愛 知 )

弘 美 (滋 賀 短 期 大附 属・滋  賀 )

藤  麗 (文 化 学 園 長 野 。長  野 )

田 海 璃 (大  分  西 。大 分 )

林 彩 未 (伊 勢 崎 清 明・群 馬 )

田 菜 摘 (青 森 山 田・青 森 )

澤 安 衣 (日 本 橋 女 学 館・東 京都 )

上 夏 世 (本L 幌  静  修・南北海道 )

田 亜 美 (   暁    ・三  重 )

永 鈴 (柳 井 商 工・山 口 )

田 梓 沙 (山 形 城 北・山 形 )

島 優 乃 華 (九 州 国 際 大付 属・福  岡 )

陸 ひ か る (夙  り|1 学  院・兵  庫 )

賀 菜 々 子 (佐 賀 女 子・佐 賀 )

官 菜 帆 (城      東・徳  島 )

野 い ず み (高      陽・広  島 )

田 彩 佳 (常 総 学 院・茨 城 )

井 伶 実 (金 沢 向 陽・石 川 )

崎 楓 由 (京 都 外 大 西・京 都 )

田 ひ よ り(鳥 取 敬 愛・鳥 取 )

田 志 織 (南  風  原・沖 縄 )

野 夕 香 (花 北 青 雲・岩 手 )

井 朱 里 (西 武 台 千 葉・千 葉 )

田 の ど か (新      田・愛  媛 )

田 麻 由 (深   り|1   西・北北海道 )

本 ゆ き 乃 (新 潟 青 陵・新 潟 )

野 田 菜 都 (星     陵・静  岡 )

野 真 子 (奈 良 大 附 属・奈 良 )

代 愛 妃 (作 新 学 院・栃 木 )

映 己 子 (八 代 白百合 学 園・熊  本 )

畑 祐 紀 子 (大  宮  東・埼 玉 )

保 未 奈 (高 知 中 央・高 知 )

瀬 夢 理 (長 崎 女 子・長 崎 )

藤 ネL彩 (秋      田・秋  田 )

中 美 和 (四 天 王 寺 。大 阪 )

島 里 彩 (富 山国 際 大付 属・富  山 )

藤 亜 美 (倉 敷 中 央・岡 山 )

込 瑞 希 (甲 斐 清 和・山 梨 )

瑞  稀 (聖 心 ウ ル ス ラ・宮  崎 )

江 彩 花 (勝      山・福  井 )

谷 二 葉 (高  山  西・岐 阜 )

下 羽 衣 (耐      久・和 歌 山 )

原 彩 夏 (聖 ウル スラ英 智・宮  城 )

未 (

菜 (

奈 (

乃 (

葵 (

美 (

美 (

香 (

奈 (

め (

羽 (

稀 (

香 (

咲 (

乃 (

乃 (

み (

月 (

優 (

紅 (

里 (

香 (

由 (

姫 (
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男子個人対抗シングルス 組合せ表 (BS-98)

渡 辺 勇

佐 藤 侑

宇 賀 神 光

小 野 麟 太

佐 藤 晴

山  川

能 戸 孔 太

友 金 利 玖

丸 山

真 川

魁

西 建

藤 輝

松 井 悠 一

馬 場  浩

淑  徳

星

新

西

横

星多

青  森

蘇

乙

島 )

島 )

木 )

分 )

井 )

良 )

取 )

崎 )

手 )

日 )

阜 )

馬 )

阪 )

知 )

広  島 )

青  森 )

長  野 )

京  都 )

大 (

糸己 (

茂 (

哉 (

規 (

駿 (

崇 (

哉 (

人 (

歩 (

司 (

純 (

哉 (

地 (

介 (

仁 (

匠 (

也 (

地 (

哉 (

響 (

鴻 (

弥 (

祐 (

平 (

平 (

也 (

人 (

朗 (

彦 (

連 (

郎 (

斗 (

斗 (

平 (

人 (

貴 (

孟 (

祐 (

斗 (

也 (

太 (

麻 (

平 (

人 (

慶 (

希 (

貞6 (

市 (

富

徳

宇

男11

足

奈

米

日

月11

柳

岐

伊

東

名

甲

南

新

耐

旭

只

常

松

山

九

品

水

秋

中

唐

英

金

比

八

50西

51菅

52久

53石

54山

55岩

58阿

59高

60米

61玉

62吉

63平

64佐

65大

66藤

67唐

68古

69川

70古

71中

72米

73霜

74可

75田

76工

77川

78原

79本

80谷

81藤

82久

83中

84杉

85片

86大

87岩

88尾

89森

90菊

91奥

92國

93野

94曽

95有

96伊

97伊

98ノ Jヽ

山

田

村

川

志 (

央 (

也 (

昌 (

平 (

廉 (

也 (

也 (

斗 (

海 (

句 (

季 (

仁 (

也 (

輔 (

矢 (

徳 (

駿 (

樹 (

京 (

築 (

遼 (

平 (

― (

弥 (

貴 (

光 (

武 (

平 (

人 (

祐 (

也 (

也 (

巳 (

太 (

輔 (

真 (

人 (

哉 (

冬 (

也 (

輔 (

人 (

海 (

音 (

征 (

志 (

珠 (

嵩 (

福

徳

栃

大

福

奈

来

北

南

丘

羽

属

疎
　
　
宮
見
　
　
附

た

島
　
　
鶴
　
　
大

略

都
府

良
宮

岩

山

岐

群

大

愛

園

沢

工

北

明

原

郁

圭同

柏

打

学

　

　

商

　

　

―
　
・ヽ
　
Ｔ

阜

崎

り

大

章
　
井
　
勢
瑯
経

勝

理

誠

宏

純

野

原

松

井

本

栃

佐

新

静

京

富

秋

茨

院

南

越

陵

洋

一

陽

院

健

真

柊

拓

莉

東

徳

健

橋

田

部

山

新       田

鶴 岡 工 業

佐 世 保 工 業

横       浜

耐       久

柳 井 商 工

富 岡 ふ た ば 未 来

・愛  媛 )
・ 山  形 )
。長  崎 )
・神 奈 川 )

・和 歌 山 )

・ 山  口 )

・福  島 )

作  新  学

唐   津

」ヒ

星

京  都  両

高  岡  第

能  代  松

常  総  学

札  幌  龍  谷・南北海道 )
九州 国 際 大 付 属・福  岡 )

神 戸 村 野 工 業・兵  庫 )

拓

有

裕

正

星

直

時

浩

一

友

大

勇

尚

　

真

大

達

来
一　
　
　
　
　
　
　
　
一拳

島

瀬

川

原

成

石

阪

島

高

村

藤

野

原

，

田

牧

山

ｊ

中

広

前

西

春

軽

上

矢

小

中

安

佐

上

後

山

坂

金

武

水ヽ

子  松  蔭・鳥 三
　
寺

梨

縄

山

沖

和
　
原

土目

風

斐 久 間 亮

滝 聖

田 将

津

屋

峙 右

川

崎鳥

浪  修

ネ羊

林 拓

瀬 夢 有

崎 公

園 周

地 拓

山 晃

井 颯

村 拓

根 原 和

田 泰

藤 謙

良 皆 文

倉 由

木 )

賀 )

潟 )

岡 )

都 )

山 )

田 )

城 )

東 京 都 )

滋  賀 )

北北海道 )

埼  玉 )

岐  阜 )

川 )

崎 )

手 )

山 )

川 )

城 )

野 )

島 )

葉 )

縄 )

阪 )

津  工  業・新  潟 )
久・和 歌 山 )

川  実  業・北北海道 )

都  両  洋・京  都 )
総  学  院・茨  城 )

江   北・島  根 )

州 国 際 大 付 属・福  岡 )
知  商  業・高  知 )25

島  工  業・岡  山 )

田  工  業・秋  田 )

央  学  院・千  葉 )

梨

島

重

山

徳
　
三

和

業

清

商

暁

斐

島

甲

徳

村

琢

寛

晃

恭

達

彩

々

沼

口

盛

下

口

原

野

大

川

福

山

田

菅

優

嵩

陸

航

圭

悠

達

蒼

正

涼

原

田

藤

田

川

尾

奈 良 大 附 属・奈 良 )

米 子 松 蔭・鳥 取 )本  学  園・山 形 )

人   代   東・熊  本 )
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乙      訓・京  都 )
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東 奥 学 園・青 森 )

勝      山・福  井 )

香  川  中  央・香

聖 ウル スラ英 智・宮
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広 島 城 北・広

西 武 台 千 葉・千

翔

雄

駿

佑

田

上

児

中

稜

雄

拓

勇

拓

陽

悠

間

日

本

保

家

本

桐

石

官

岩

岡

業

園

沢

業

工立

学

　

　

工

市
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島

沢金
　
日
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水

本

都一只

熊

東
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藤

賀

川

佐

香

南
　
明

津

暁    ・二  重 )

札  幌  第  一 。南北海道 )

神 戸 村 野 工 業・兵  庫 )

聖 ウル スラ英 智・宮  城 )

高 岡 第 一・富 山 )

鹿 児 島 商 業・鹿 児 島 )

埼   玉   栄・埼  玉 )

東・石  川 )

山・滋  賀 )

分

知

大

高

丘
　
業

見

商

鶴

９

府

ラ

別
　
高

田

渡

土

藤

野

工

松

中

松

樽

大

齋

中

辺

平

日本 ウェル ネ ス

比   叡   山

旭  り|1 実  業

埼   玉   栄

県 立 岐 阜 商 業院学

叡

代

沢

東

鴨

陵

田

陵

浜

徳

巣

愛  媛 )
崎

川奈

長

神

田

南
　
訓

山

沖

大

原
　
原柏ｋ
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阪大

南
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女子個人対抗シングルス 組合せ表 (GS-98)

齋  藤  栞
三 上 夏 世

肥 田 木 あ か り

川 本 菜 美

鴨 下 希 穂

有 安 沙 生

長 谷 部 朱 里

金 田 明 香 里

村 田 ひ よ り

岩 谷 果 歩

古 賀 菜 々 子

佐 藤 結 香

梶  田 知 沙

安 田 美 空

川 村 芽 生 奈

庄 司 真 由

成 田 亜 美

徳 岡 美 礼

山 中 菜 乃 子

種  岡  遥

畠 山 静 花

花 野 里 沙 子

中 静 日 向 子

(埼  玉  栄

(札 幌 静 修

(聖 心 ウ ル ス ラ

(高       陽

(新 潟 青 陵

(新     田

(乙        副||

(園  田  学  園

(鳥 取 敬 愛

(日 本 橋 女 学 館

(佐 賀 女 子

(山 形 市 立 商 業

(名 経 大 市 屯「

(青 森 山 田

(伊 勢 崎 清 明

(別 府 鶴 見 丘

(  暁

(四 天 王 寺

(高 松 商 業

(富 山 国 際 大 付 属

(花  北  青  雲

(而寸       久

(作 新 学 院

(鹿 児 島 女 子

(松 徳 学 院

(九 州 国 際 大 付 属

(聖 ウル スラ英 智

(県 立 岐 阜 商 業

(厚  木   東

(奈 良 大 附 属

(倉 敷 中 央

(富 岡 ふ た ば未 来

(諌  早  商  業

(西 武 台 千 葉

(滋 賀 短 期 大 附 属

(勝     山

(高 知 中 央

(旭  川  実  業

(柳 井 商 工

(星        陵

(人 代 白百合 学 園

(常  総  学  院

(金 沢 向 陽

(甲 斐 清 和

(秋        田

(南  風  原

(文 化 学 園 長 野

(徳   島   北

(京 都 外 大 西

埼  玉 )1

南北海道 )2

宮  崎 )3
広  島 )4

新  潟 )5

愛  媛 )6

京  都 )7

兵  庫 )8

鳥  取 )9

東 京 都 )10

佐  賀 )11

山 形 )12

愛  知 )13

青  森 )14

群  馬 )15

大  分 )16

二  重 )17

大  阪 )18

香  川 )19

富  山 )20

岩  手 )21

和 歌 山 )22

栃  木 )23

鹿 児 島 )24

島  根 )25

福  岡 )26

官  城 )27

岐  阜 )28

神 奈 川 )29

奈  良 )30

岡  山 )31

福  島 )32

長  崎 )33

千  葉 )34

滋  賀 )35

福  井 )36

高  知 )37

北北海道 )38

山  口)39

静  岡 )40

熊  本 )41

茨  :城 )42

石  川 )43

山 梨 )44

秋  田 )45

沖  縄 )46

長  野 )47

徳  島 )48

京  都 )49

口  茜

呂 恵 夢
々 木 ひ な の

恵

季

優

香

香

子

子

希

野 沙 耶

老 原 詩 織

本  茜
久 留 望

永  鈴

下   玄

野 紫 惟

崎 楓 由

田 千 陽

原 禾日 子

橋 佳 歩

井  陽

虎 世 奈

口 奈 津 樹

部 菜 美 子

崎 詩 織

原 舞 子

手 綾 花

田 つ か さ

矢 夕 芽

藤 弘 美

杉 優 里

波 寿 奈

茂 詩 歩
上 紗 恵 奈

島 朱 音

島 里 彩

屋 美 紅

島 み な み

林 瑞 季

山 未 帆

友 千 種

村 有 沙

井  愛

野 川 とうこ

野 成 美

崎 朱 李

木 萌 恵

勝      山

伊 勢 崎 清 明

新      屋

基      町

高 松 商 業

鹿 児 島 女 子

と わ の 森 三 愛

諌 早 商 業

埼   玉   栄

伊      東

聖 ウル スラ英 智

園  田 学  園

作 新 学 院

九州 国 際 大 付 属

金  沢  向  陽

柳 井 商 工

耐      久

新      田

京 都 外 大 西

青 森 山 田

糸      満

日本 ウェル ネ ス

50山

51野

52佐

53坂

54田

55有

56鈴

57成

58西

59稲

60清

61只

62海

63松

64東

65岩

66山

67伊

68岩

69志

70上

71舟

72坂

73貴

74樋

75安

76宮

77永

78大

79辻

80関

81近

82上

83志

84丸

85川

86中

87福

88守

89松

90小

91香

92大

93木

94藤

95小

96水

97岩

98荒

福  井 )

群  馬 )

秋  田 )
広  島 )

香  川 )

鹿 児 島 )

南北海道 )

長  崎 )

埼  玉 )

静  岡 )

宮  城 )

兵  庫 )

栃  木 )

福  岡 )

石  川 )

山  口 )

和 歌 山 )

愛  媛 )

京  都 )

青  森 )
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東 京 都 )

奏

沙

弥

優

遥

涼

約

一

野

中

馬

木

富

口

葉
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彩

萌

奈

彩

歩

和

美
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咲

智

林

内

山

原

藤

本

垣

山

妻

林

小

池

松

保

遠

野

西

青

吾

大

真

彩

麻

未

優

圭

己

和

夏

有

礼

志

侑

実

部

田

江

田

藤

津

田

映

咲

家

田

藤

田

橋

藤

岡

池

西

上

佐

水

山

泉

森

大

内

加

前

高

佐

乃

絵

未

夏

美

泉

男β

子

弥

代

天

帆

花

未

唯

衣

菜

子

佳

稀

香

彩

織

希

花

新  潟  青

名 経 大 市

人 代 白百合 学

長

松  徳  学

城

常  総  学

四  1天  王

暁

滋 賀 短 期 大 附 属・滋

松  商  学  園 。長

佐 賀 女 子・佐

甲 斐 清 和・山

富 岡 ふ た ば未 来・福

京 都 外 大 西・京

富 山国 際 大付 属・富

厚

局

大

倉

帯

鳥

花

新

愛

熊

山

島

徳

茨

大

陵

郁

園

井

院

東

院

寺

潟 )

知 )

本 )

形 )

根 )

島 )

城 )

阪 )

重 )

賀 )

野 )

賀 )

梨 )

島 )

都 )

山 )

東

南

西

央

谷

愛

雲

中

大

敬

青

木
　
知
　
分

敷

広

取

北

日 章 学 園

県 立 岐 阜 商 業

郡      山

西 武 台 千 葉

神 奈 川 )

高  知 )

大  分 )

岡  山 )
北北海道 )

鳥  取 )

岩  手 )

宮  崎 )

岐  阜 )

奈  良 )

千  葉 )石 橋 麻 美 子
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学校対抗 記録用紙
No. 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名 No. 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名

高校
)

高校 校

＞

音同高校

複

１

一
一
一

複

１

複

２

複

２

単

１

単

１

一
一
一

単

２

単

２

単

３

単

３

一
一
一

No. 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校 。選手名

高校
)

高校 校

＞

古
同高校

複

１

複

１

一
一
一

複

２

複

２

単

１

一
一
一

単

１

一
一
一

単

２

一
一
一

単

２

単

３

一
一
一

単

３

No. 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名 No 学校 。選手名 ス コ ア 学校 。選手名
校

＞

古同高校 校

＞

吉
回高校

複

１

一
一
一

複

１

複

２

複

２

単

１

単

１

単

２

一
一
一

単

２

単

３

単

３
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個人対抗 記録用紙
No. 選 手 名  1 学校名 1都道府県名 ス コ ア 選 手 名  1 学校名 1都道府県名

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
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★ 開会式会場

■ 競技会場

● 練習会場

<総合案内図>
長岡京記念文化会館
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<開会式会場案内図>

★ 長岡京記念文化会館
長岡京市天神 4丁 目1番 1号
1日_075‐ 955-5711
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<競技会場案内図>

□ 西山公園体育館
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<競技会場案内図>

山城総合運動公園体育館

宇治市広野町八軒屋谷1

1:L0774¨ 24-1313
c)城南菱創高

宇治中

第二岡本
総合病院

広野中文

宇治支援学校

山城総合運動

文 小倉

／
″
〃
――
――
ヽ
＼

東城陽中
文

-69-

C

81

′

′

ｌ

ヽ

、

＝

Ｆ

日

Π

＝

ゴ

″

ゲ

′

田

″
●

|

‘

′

‘

Ｈ

Ｈ
υ

≠

′

チ

メ

層
響

豪
ユニチカ

宇治工場

陸上自衛隊

大久保駐屯地



Ａ場〈〓
△
ロ
エ式
〓
〓
ロ＜ 西山公園体育館>

2階 一般入ロ

」

観
客
席

Eユ田

=F=
ヨ≡

一般 入ロ

ヨ

EV

-70-

器具庫
全国高体連菫室

来賓控室

研修室

審判員控室

事務室

トイレ

本
　
部
　
席

10

放送室 筆耕

救護室

女子

更衣室

男子

更衣室

競技役員控室

器
具
庫

弁当引換所 受付

ロビー
武道場

補助員控室

トレーニングルーム

選手集合所 オーダー
交換所

国国 国国国
窮園
ぺ多
:聰目
国国 国国蜃

選手控室

選手・関係者 入ロ

一
一
ｒ墨

F下¬
L__上_」

卜回や

「可 1LL』



<試合会場A西 山公園体育館>(8月 7日 ～11日 )
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<試合会場 B 向日市民体育館> (8月 7日・ 9日 口10日 )
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<試合会場C山城総合運動公園体育館>
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<試合会場C 山城総合運動公園体育館>(8月 7日・9日・ 10日 )
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練習会場タイムテーブル及びコート割り当て表

※¬ 8月 4日 (火 )は会場準備を行ないます。

※2大 山崎町体育館の使用時間は9:00からとします。
※38月 7日 (金)は、10時まで学校対抗出場校の練習を優先します。

※使用日時・時間は上記のとおり

※山城総合運動公園体育館付近練習会場 下記試合番号のシード校が優先的に使用する。

施設名 日程 練習時間 1コート 2コート 3コート 4コート 5コート 6コート

⑤
京都府立

城南菱創高等学校
8/7・ 8/9・ 8/10
8:30～ 12:00

8月 7日 (金 )
8:30～ 9100 BT26 BT28 BT29 GT30 GT31

9:00～ 9:30 BT30 BT31 BT32 BT33 GT32 GT33

8月 9日 (日 )
8:30～ 8:45 BD59・ 60 BD61・ 62 GD51・ 52 GD53・ 54 GD55・ 56 GD57・ 58

8:45～ 9:OO BD63・ 64 BD65・ 66 GD59・ 60 GD61・ 62 GD63・ 64 GD65・ 66

8月 10日 (月 )
8:30～ 8:45 BS51・ 52 BS53・ 54 BS55・ 56 BS57・ 58 GS59・ 60 GS61・ 62

8:45～ 9:00 BS59・ 60 BS61・ 62 BS63・ 64 BS65・ 66 GS63・ 64 GS65・ 66

※練習会場では必ず受付を行って下さい。また、練習コートは、2都道府県に1コートで割り当てています。

ただし、北海道と京都府には2コートで割り当てています。練習時間の調整は、各都道府県で行って下さい。

※大型バスの駐車はできません。

※ゴミの持ち帰りにご協力下さい。

-76-

月 日 8月 5日 8月 6日 8月 7日 8月 8日 8月 9日 8月 10日

(曜 ) (水 ) (木 ) (金 ) (土 ) (日 ) (月 )

使用時間
8:30～
15:30

8:30～
12:00

8:30～
15:30

8:30～
15:30

8:30～
15:30

8:30～
15:30

備考
開会式
前日

開会式
13時 15分～

大会初日 2日 目 3日 目 4日 目

施設名 コート番号 都道府県名 施設名 コート番号 都道府県名

①
京都府立
桂高等学校
8/6

8:30～ 12:00

8/5・ 8/7～ 3/10
8:30～ 15:30

海道 南北海道

③
大山崎町体育館
8/6

9:00´ V12:00

8/5・ 8/7～ 8/9
9:00～ 15:30

※8月 10日 (月 )
使用不可
代替施設
■■■

和 歌 山 奈   良

青   森 岩   手 鳥   取 島   根

宮   城 秋   田 岡   山 広   島

山   形 福   島 山    口 徳   島

茨   木 栃   木 香   川 愛   媛

群   馬 埼   玉 高   知 福   岡

千   葉 東 京 都 佐   賀 長   崎

神 奈 川 山   梨 熊   本 大   分

②
京都府立
乙訓高等学校
8/6

8:30～ 12:00

8/5・ 8/7～ 8/10
8:30～ 15:30

新   潟 富   山 宮   崎 鹿 児 島

石   川 福   井 10
由

‐ 縄
■

長   野 岐   阜 サ
④
京都府立
西乙訓高等学校

※ 8月 10日 (月 )
8:30～ 12:00

サ

※ 8月 10日 (月 )のみ使用可能
大山崎町体育館に割り当てら
れていた都道府県チームが
優先して使用して下さい。

静   岡 愛   知

重 滋   賀

京   都 京   都

大   阪 兵   庫

BT27
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<練習会場 ①種高校体育館> 京都市西京区川島松ノ木本町27・
T・e1 075-391-2151
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<練習会場 ③大山崎町立体育館> 大山崎町字円明寺小字一丁田50・Te1 075-956-0567
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<練習会場 ④西乙訓高校体育館>長岡京市下海印寺西明寺41T・e1 075-955-2210
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<練習会場⑤城箭菱罰嵩校体育館>留零;:見肛_配温池
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学校対抗参加校一覧 (男子)
都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出揚校 出場回数

1北北海道 旭  り|1 実  業 10年連続12回目出場

2‐ 南北海道 本し 幌  第  -33年 連縫 3回目出場

3青森県 東 奥 学 園 2年連続4回目出場

4岩手県 前 沢 12年ぶり23回 目出場

5 宮城県 聖ウルスラ学院英智 16年連続6回目出場

6 秋田県 秋 田 工  業 2年連続」○回目出場

7山 形 県 鶴  岡  工  業 2年連続11回 目出場

9 茨城県1常 総 学 院 15年連続28回目出場
十

10 栃木県
|

作 新 学 院 13年
連続24回 目出場

11 群馬県1桐  生 商 業 12年連続23回目出場

12埼 玉 県 埼   玉   :栄 17年連続17回 目出場

13千葉県 干 葉 敬 愛 3年ぶり19回目出場

14東京都 淑 徳 巣 鴨 2年ぶり3回目出場

15 神奈川県 横 浜 2年ぶり5回目出場

16山梨県 甲 斐: )青  禾□ 5年連続6回目出場

17新潟県 北 越  9年連続32回目出場

181富山 県 1高 岡 第 一 110年連続 19回目出場

19石川県 金 沢 市 立 工 業 9年連続48回目出場

20福丼県 勝 Li」 11年連続27回 目出場

21長野県 長 野 商 業 9年ぶり8回目出場

22岐阜県1県 立岐阜商業 16年連続33回目出場

23 静岡県 星 陵 3年連続 13回 目出場

24愛知県 1名古屋経済大市郁 13年連続4回目出場

4年連続11回目出場25三重県 暁

26滋賀県 比  容又  山 21年連続41回 目出場

27大阪県 東 大 阪 大 柏 原 18年連続30回目出場

28兵庫県 神 戸 村 野 工 業 16年連続16回目出場

29奈良県 奈 良 大 附 属 4年連続22回目出場

30和歌山県1而寸 久 |
■

席ま |
曝
|

2年連続4回目出場

14年ぶり2回 目出場31鳥取県 米 子 松

32島根県 松  江 」ヒ
ー
2年連続18回目出場

]二  :業 19年連続26回 目出場33岡山県 水 島

34広島県 崇 イ店il初出場

35 山□県 柳 丼

崖ヨ
圧ラ

川

商  工 13年連続34回 目出場

361徳島県 徳 商
　
中
　
　
　
商

業 13年連続16回目出場

37香川県 香

38愛媛県 新

央  初出場

[ヨ .9年連続17回目出場

39高知県1高 矢□
社曇

ヨR 2年連続21回 目出場

|

401福岡県 九州国際大学付属 5年連続 19回 目出場

41佐賀県 1書

42長崎県 項

津   南 10年連続14回 目出場

)甫 12年ぶり29回目出場

43熊 本 県 ノ  ヽ 代   東 20年連続20回 目出場

44大分県 別 府 鶴 見 丘 4年ぶり12回目出場

45宮崎県 日 章 学 園 4年連続8回目出場

46鹿児島県 月莞| り見 [謡1 商  業  2年連続33回目出場

47沖縄県 南  風  原 114年δり5回目出場

481京都 府 ア
こ」 言川 14年連続4回目出場

49京都府 2京 都 両 洋 4年′Sヾり8回目出場
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8福島県 富岡ふたば未来学園 9年連続9回目出場



学校対抗参加校一覧 (女子)
都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出場回数出場校

11北北海道

'1旦

 り|1 実  業 3年らヽり19回目出場

2南北海道 と わ の 森 三 愛 2年連続7回目出場

3 青森県 青 森 山 田 16年連続16回目出場

4 岩手県 花   」ヒ  青  雲 12年連続6回 目出場

5宮城県 聖ウルスラ学院英智 34年連続37回目出場

6秋田県 秋 田 」ヒ 3年ぶり7回目出場

７

　

　

　

８

県ンノン
Π
川
―
コ

＝
日 山形 市 立 商 業 2年ぶり10回目出場

福島県 富岡ふたば未来学園 8年連続8回目出場

9 茨城県 常 総 学 :院: 2年連続24回目出場

10栃木県 イ乍 新 学 院 10年連続12回目出場

11群馬県 伊 勢 崎 )青 明 2年ぶり9回目出場

12埼玉県 埼   玉  栄 2年連続23回目出場

千葉県 西 :武 台 千 :葉 7年連続17回目出場

14 東京都 日本 橋 女 学 館 i3年連続16回目出場

15神奈川県 告島 刀
□ 2年連続5回 目出場

16山梨県 甲 斐: 清 禾□5年連続27回目出場

17新潟県 新 潟 青 陵 8年連続54回目出場

18富山県 富山国際大付属 4年連続4回目出場

9 石

　

福

県1金 沢 向 陽 128年連続32回 目出場

20 丼県 山
　
園学

一
商

勝
　
松

5年連続22回目出場

県マ
ηＪ
印
エ
長 3年連続3回目出場

22岐阜県 県 立 岐 阜 商 業 6年連続27回目出場

23静岡県 星 :菱1 2年連続 1」 回目出場

24愛知県 名古屋経済大市屯615年ぶり15回目出場

5年ぶり18回 目出場25三重県 暁

26滋賀県 滋賀短期大附属 4年連続28回目出場

27 大阪県 四 天 王 寺 2年ぶり10回 目出場

28 兵庫県
コ
コ
ロ

ｕ
ざ勁
■,~ 5年連続29回 目出場

29奈良県 君Б Ll」 58年ぶり5回目出場

30和歌山県 而寸 ス  6年連続21回 目出場

31鳥取県 鳥 取 敬 塞:蓋 5年連続6回目出場

:躊: 11年連続 11回 目出場32島根県 松 徳
　
敷
　
　
　
丼

学

中

商

商

中

33岡山県 居 央  5年連続 10回目出場

34広島県 Fコ 陽  初出場

351山□県 柳 ヨニ14年連続11回目出場

36徳島県 城 東  12年連続24回 目出場

37香川県 高 松

38愛媛県 新

業  3年連続」1回目出場

[ヨ  13年連続15回目出場

39 高知県1高 矢□ 央 2年連続2回目出場

40 福岡県 九州国際大学付属 19年連続32回 目出場

41 佐賀県 佐 賀 女 子 43年連続43回 目出場

42長崎県 諫 早 商 業 5年連続5回目出場

43熊本県 八代白百合学園 5年ぶり6回目出場

44 大分県 大 分   西 2年連続3回目出場

45 宮崎県 聖心ウルスラ学園 3年連続3回目出場

46 鹿児島県 鹿 児 島 女 子 4年連続27回 目出場

47‐ 沖縄県 |コ ザ
'7年連続7回目出場

48京都府 1 :京 者B タト :大 西 3年連続3回目出場

491京都府21乙 副||13年ぶり3回目出場
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男子選手名簿 (1)

No.
道

県

都
府 学校名

監  督
(コーチ )

(マネージャー )

選  手

北
北
海
道

あさひかわじつぎょうこうこう

旭 川 実 業 高 校

す ず き ま さ し
鈴 木  将  士
(し もうつぼ ひでお)

(下 苧 坪 英 雄 )
(さ たけ けい ご )

(佐 竹 慧 悟 )

さか まき だ い

坂 牧  大
た か だ  し
高   田
い なが き こ う

稲 垣  康

ゆうすけ _

悠 輔
3TDS

まさひこ

真 彦
2T

き く ち ゆ う た _
菊 地 佑 太

¨

え ん ど う だ い き
^¨

遠 藤  大 輝 ・
1

ち
. .  3TDS
地

ん

親
3T

た
2T

人

かたぎ り

片  桐
えん どう

遠  藤

おびひろおおたにこうこう

帯 広 大 谷 高 校

あいざわ としあき

相  澤  俊  彰
か た は た

潟  端
し
史

ま
雅

さ 0 とヽ う たかあき

藤  孝  成
31)

齋

南

北
海
道

さっぽろだいいちこうこ

校札 幌 第 局

かわばた ともかず

川 畑  友 和
(い けだ のぶひろ)

(池 田 伸 博 )
(た かはし だいき)

(高 橋 大 輝 )

ョi 3Tl)

た
2T

太

に た に ゆ う の と こ うた ろ う

能 戸 孔 太 郎
3TDS

お か ひ さ こ うき

岡 久 倖 基
2T

ひ づ め は る き
日 詰  晴 輝
はしもと しゅんじろう
橋 本 瞬 次 郎

二 谷
だ て
館
い けだ

池  田

優
3T

lT
け  ん

賢

ゆ うす け
..    ^   lT
イスヨ  `ii｀

さっ|=ろ りゅうこくがくえんこうこう

札 幌 龍 谷 学 園 高 校

おおしま たけふみ

大 島  健  史
なかみ ち しゅ うと

中 道  脩 斗
お お た き せ いや

大 滝  聖 矢
3D 21)S

青
森

県

とうおうがくえんこうこう

東 奥 学 園 高 校

よ し ま ち ひ ろ き

由 町  弘  樹
(さ と う と もや )

(佐 藤 伴 哉 )
(み や ぎ りおん )

(宮 城 吏 応 )

そ う ま た く み _

相  馬   匠
3TD

ち ば か ず た か

千 葉  一 孝
3T

ふ く し け ん じ
福 士  賢 治

3T

ま り ょ う と

間  稜  人
3TS

か み ま さ と
^…

上  正 人
ψ・

三  上   楓
3TD

米  村   拓
ψ̀

ほん

本
む ら

村

あおもりやまだこうこう

青 森 山 田 高 校

と ま つ り じ ゅ ん

戸  祭   潤
こ ん ど う ゆ う と

近 藤  勇 人
3D
大 l,｀ ルう ゆ ういち   さ い と う て る き 。ぃ
斉 課

~結
_2D齋 藤 輝 希

6δ

岩

手
県

ま ぇ さ わ こ う こ う

前 沢 高 校

わたなべ せいいち

渡 邊  清 一
(い しかわ さとし)

(石 川  聡 )

(お おもり えつき)

(大 森 悦 生 )

ξ∴ξttli 3T富 :｀

農ら,1讐ん』3T〉とば%
璧く」
彗た113T窪

°
暑
し
豊
お
丈2TDS色
む
本「 も太

菊 地  拓 也
lTS

く み
光
い き

稀

3T

2TD

はなきたせい うんこうこう

花 北 青 雲 高 校

に た な い

似  内
た

拓

ゃ
也

た

一品

は
橋

か
藤

む
夢
ろひ
拓

じわ ら の ぞ む
原  望 夢

31)

宮
城

県
聖ウルスラ学院英智高校

せいうるすらがくいんえいちこうこう

はたや ま たつ の り

畑  山  辰  徳
(ふ かせ じゅん じ)

(深 瀬 潤 二 )
(か わはら いつき )

(河 原  樹 )

ら た く
村  拓
き  と も

木  朋
の  し げ
野  滋

海
3TDS丸

山 優 斗
3TDS

や   え び さ わ と しき
弥
3TD海

老 澤 年 幾
3T

と
、,   lT
斗

あ さは ら だいす け

浅  原  大  輔
3TD

に ら さ わ と も き

韮 澤  智 樹
2T

の

野

す

鈴
ひ

日

む

ず

秋

田
県

あきたこうぎょうこうこう

秋 田 工 業 高 校

よ た カまつ た き

松  田
(や まなか

(山 中
(ち ば

(千 葉

7青 孝
おる

徹
,

生

と )

)

)

)芙

3TI)
かわかみ たいせ い

川 上  大 征 鎌 田  優 人
3T

わた なべ た く と

渡 邊  拓 斗
lT

た ぐ ち た つ や

田  口  達  也
2TS

さ と う と も や …
佐 藤  友 哉 ''

き

日召
い

1 TD
も りもと ひ さあ

森
さと

佐

う りゅ うせ

ノし 寿

藤  龍 聖
lT

の し ろ し ょ う よ う こ

能 代 松 陽 高 校

て る い た か の ぶ
照 井  孝 宣

ひ らか わ け ん や た か ま つ と
葵

ま
正平 川 健 也

3DS高
松

山
形
県

う るお か こ うぎ ょ うこ うこ う

鶴 岡 工 業 高 校

お の か ず ゆ き

小 野  和 之
(かんばやしひでき)

(上 林 英 樹 )
(お おたき こうたろ う)

(大 瀧 晃太 郎 )

す が わ ら

菅  原  理
ご と う は
後 藤  駿
さ と う の
佐 藤  総

り お   か ね こ と も き   し ぶ や
央
3TDS金

子 智 季
3T澁

谷
や と 。で、 や ま も と ゆ う き 。T、  う め き
斗
″
山 本 祐 貴 … 梅 木

ぶ と
飛
lT

こ う き

光 希
け い た
圭  太

2TD

2T

やまもとがくえんこうこう

山 本 学 園 高 校

(い しさわ えいじ)

石 沢  英  司
3S

お お ぬ ま た くや

大 沼  琢  弥

福
島

県

とみおかふたばみらいがくえんこうこう

富岡ふたば未来学園高校

ほ ん だ ゆ う き

本 多  裕 樹
(り oさ ― くりすてぃあわん)

(リ ッキー クリスティアワン)

(く ば けいすけ )
(久 場 圭 祐 )

小

光
く |

久

し

島
た 1

3T

3T

lT

ばや し

林

な べ ゆ うた

辺  勇  大
3TDS

ざ わ な お き

澤  直 貴
2TD

み つ は し け ん や

二 橋  健  也
3TDS

ほ ん だ た い き
本  田  大 樹

2TD

だ い ご

大 吾
主  り き
理  貴

わ た

渡
や ま

山
F ゆ うのす け

保 田 友 之祐

茨
城

県

じょうそうがくいんこうこう

常 総 学 院 高 校

き う ち ひ ろ し

木 内  広 史
(や まぐち きよし)

(山 口 清 )

(き うち たかひと)

(木 内 崇 人 )

お か だ
岡  田
た か く

高 久
ふ か や
深  谷

砕

´

岳
3TD

と も や …
友 也

υ
'

祐 太
lTD

さくま りょうすけ

佐 久 間 亮 輔
3TDS

あ べ つ か さ
阿 部 つ か さ

~

う ひ び き ^_
藤  響 …

島  健 吾
2TD

む と
武
な か

中
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男子選手名簿 (2)

道

県

都
府 学校名

監  督
(コーチ )
(マネージャー )

選  手

10

栃
木
県

さくしんがくいんこうこう

作 新 学 院 高 校

む らかみ

村 幸
さい とう たつお )

齋 藤 辰 雄 )
よ しだ あつや )

吉 田 敦 哉 )

ヽち

上

(

(

(

(

わかばやし よしたか

若 林  由 孝
えづれ りょ うた

江 連  亮 太
にいづ ま て った

新 妻  哲 太

て ら だ し ん や … む ら い し ょ う ^^
寺 田  真 也 … 村  井  翔 “

落 合 庸 亮
41塩

野 圭 吾
H

3T

lT

21

うつ のみや きた こ うこ う

宇 都 宮 北 高 校

お お し ま ま ゆ み

大 島 真 由 美 月i

と
斗

ゆ
一確

ら
原

わ

１

だ

は̈

お

■
月Ｊ

し ん ま
馬

よ
龍

ぼ
保

うつ の み や こ う こ う

宇 都 宮 高 校

あ だ ち つ ね ゆ き

安 達  常 将
あおやぎ しゅうへい

青 柳 修 平
~青

柳 祥 平
~あおやぎ しょうへい

うつのみやみなみこうこう

宇 都 宮 南 高 校

む
努

と お い  つ と
遠  井

げ

一文

―
）
↓
′

つ

光

みうがじん

宇 賀 神

11

群
馬
県

き りゅ うしょうぎ ょうこうこ う

桐 生 商 業 高 校

ほんだ りょ うす け

本 田 亮 介

(た か ぎ な お )

(高 木 夏 生 )

出 岳

く ど う ひ か る  た ぐ ち ゆ う た
工   藤   光

υ'ω  田  口  裕  太 …

ば ば  こ う き   ふ じ さ わ し ゅ う
馬 場 光 輝 “ 藤 沢  秀

。
'

ほ しの りょ うた

星 野  涼 太 ''

お お
大
ひ ら

平

で が

の だ い す け

3T

lT

野  大 輔

生

ゆ ぅ
校

き
桐 一局

かぶらき ともひろ

鏑  木  智 博
う
植

おおすみ まさとし

大 隅  正 敏
すゆえヽ き

木
う
優
け
介

いせ さきせいめいこうこう

伊 勢 崎 清 明 高 校

こ

ヱ
多

ひ

、ル
´

ず

コ

）

和

ど

お
層

んご
権

み
純

カだお

．４

ず

一局

12

埼

玉
県

さい た ま さか え こ うこ

埼 玉 栄 高 校

お お や た か し
大 屋  貴 司
(や まだ ひでき )

(山 田 秀 樹 )

(ど うした ともひろ)

(堂 下 智 寛 )

3T

2TS

lS

わたなべ と しかず

渡  辺  俊  和
も りおか しゅ うと

森 岡 秀 斗
おのでら まさゆき

小 野 寺 雅 之

お が た と も や3TD 
緒 方  友 哉

3TD

さ か い け ん と3T酒
井 健 登

3T

お かむ ら ひ ろ き2TD岡
村 洋 輝

2D

お が わ け い た
小  り|1 桂  汰
わ た な べ こ う き

渡 邊  航 貴
おおばや し たくま

大 林  拓  真

13

千
葉

県

千 葉 敬 愛 高

ち ば け い あ い こ う こ
校

わ だ  し お り
和 田 し お り
(ま すだ たかあき)

(増 田 孝 明 )
(も りた じゅん )

(森 田 純 )

く ば た
久 保 田
り く́ ら

リベ ラ
わかつき

若 月

ゆ う き …
雄 貴
υ
'

ふ き お …
フ キ オ

‐̀

りょうた ¨
涼 太

。
'

ほ そ や あ き ら ^_す ど う ひ か る
^^

細 谷 昂 良
υ:須
 藤  光

°1

お が わ た く み ^_た な べ な お き _
小 川 拓 己

υ'田 辺 直 季
。・

ちゅうおうがくいんこうこう

中 央 学 院 高 校

ほ り ひ ろ た か

堀   大  孝
たか わ む ら は る き

川 村  栄 貴
か
加

す

菅
み
匠 原

う
藤

が わ ら あ

彩

と

人

や
3D

校

けいあいが くえんこうこ

敬 愛 学 園 高

うえたけ じゅんべい

植  竹  純  平
そ の だ り ょ

菌 田 諒
と

人
む
歩

ゆあと
本

もまや

一四

せいぶだいちばこうこう

西 武 台 千 葉 高 校

い な だ さ と し
稲   田  聡

けい
伊
っ
藤 謙

し

士
心

ん

東
京
都

しゅくとくすがもこうこう

淑 徳 巣 鴨 高 校

ほ りこし よしひろ

堀  越  義  広
(せ きね た だ し )

(関 根 忠 )

(な かやま こうき)

(中 山 康 輝 )

し も ぜ き げ ん __ く ど う
下  関  元

2TD工
藤

う しか わ ゆ うた ぃ. え ご し
牛 川  雄 太 ・'江 越

達

恵

や
,   2TD
也

や
..、   2TD
F,こ

や

也
lT

お お くば た つ

大 久 保 達
ば ん ど う た く

板  東  拓
うえ だ り ゅ う

上 田 竜

た  つ や

也
2TDS

伍
lT

に ほ ん う ぇ る ね す こ う こ う

日本 ウェルネス高校

た な か と も

田 中  智 明
あ き な か い え た く み

中 家 拓 巳
3S

15

神
奈

川
県

よ こ は ま こ う こ う

横 浜 高 校

え び な ま さ る

海  老 名  優
(お おしま ひでき)

(大 島 英 輝 )
(た かはし たける)

(高 橋 健 )

たか は じ ゆ うぎ 。TI)
高 橋  優 宜

ψ̀
レ

は しもと ゆ きや ¨

橋 本 友 季 也
。
'

横 田  康 輝
2TD

ね も と だ い き
根 本  大 輝
つるおか みきひろ

鶴  岡  幹 大

樽

石

る
3TD

3T

か  い

魁
こ うす

宏

と

人
3TS

し い

井

け

昌
2TDS

16

山
梨

県

か い せ い か こ う こ う

甲 斐 清 和 高 校

か き ざ き た か お

柿  崎  孝  央
(す が さわ しんや )

(菅 澤 伸 哉 )
(ま つもと たけし)

(松 本 岳 志 )

3TDS
お お た あ お と

太 田 蒼 人
さ の だ い す け

佐  野  大 輔
たかさわ いっせい

高 澤  壱 成

こ し い し ゆ う3TD輿
 石  悠

3TD

さ の ゆ う す け3TD佐
野  勇 介

3TS

3T

ふ る や い つ き
古   屋   樹
ご と う た つ き
後   藤   樹

3T

-85-



No.
都

府 学校名
一

ｖ今
「
ヽ
ノ

′
‐

窄
チ
（

監
＜コ
ネ、マ

選  手

17

新

潟
県

ぅ
校

ぅ
一局

こつ
ム及
一

えヽ

〓
た

ほ
北

ろ
弘

用
力
↓
＞

ひ
　

　

ナ
　
ス
　
２

，ヘ

す

一や

ゆ

ユ

き

　

・

，

車
４
　
　
　
　
，
レ
ン

く

　

と

卜

ょ

〓
．『

た

系

ま

マ

き

木

が

県

や

ヤ

デ

；

ま
　
ち
チ
ト
鈴

や
山

鮨
』
件
＜

と
登

と
和

―

ま

‥

ゅ

勇

　

大

し
　
　
や

や
林

ヽ
井

ま

　

　

　

し

こ
小

い
伊

た
拓

まや

，国

み
海

ぅ
優
ゆ

本

た
高

は
橋

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

‐Ｔ

ろ

大

き

輝

と

斗

ひ
　
　
い
　
　
き

，人

か

貴

た

泰

あ

ィ不

た

　

き

　

し

嵐

い
井

さ
崎

ら
ト

し
　

　

わ

　

　

か
　
．

い
石

か
川

い
五

ぅ
校

こう
一局

み
南

な

田

みた
発
まし
新

ぉ

夫

か た た カ

田  隆

な

山
‐

み

匠尾

み

宮

ご

後

ゃ

也

たや  おた

立
電

十ル

うぎょうこうこう

工 業 高 校
つ
　
拍
件

に

�
一″

し
史

ま
正
たま
又
つか
勝

ご

後
み
匠

た

一
本
（

富

山
県

高 校高 岡 第
た か お か だ い い ち こ う こ う

な か だ ま こ と

琴
詢
０
詢
↓

人
´

ヽ，

■
つ

真
¨
卜
」
凌‥

田
だヽ
田
嘘
下

〕
飯

ち
道

中

い
仙

修
∈

実

み あ ら き じ ゅ んた
拓

す
啓

ちぐ

口

た

田

た
谷

ふ
藤

と

二

い
ユ
‐
ろ

光

ひ

ィ

ヘ
．、．
ひ

シ
．

凶

徳

¨

嵩

ま

真

´
　

　

い

む‐
村

わ
川

さ
坂

よ
吉

ま
真

い
石

荒  木   約
け
裕

す．，

■
ヽ

こ
　
ノ

き

′
ｒ

さ

」暇

おお
大

た
汰

19

石
川
県

かなざわしりつこうぎょうこうこう

金 沢 市 立 工 業 高 校

し
浩

”
Ｄ

＞́
＞

ろ
　
ろ
劇
″
「
と∈

ひ

　

た

太

り

も^

ん

童
）
ス

‐

ち

勺

す

３

　

ユ樹
¨

Ｆ

Ｉ

　

の

浄

ぅ
　

の
野
い
コ

村
水
は
鰹
ぃ
ぃ

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ゃ
哉

た
太

つ
　
　
　
う

卜
し
　
　
を
ヽ

あ

．り

ゆ

４
．

ぇ

江

の

野

わ

　

　

に

か
河

た
谷

ゃ
哉

け
介

さ
　
　
す

ま
公

ん
真

き
崎

だ

田

ざ

　

　

き

お
尾

さ
崎

と
人

こ

ヽ
人

ま

．っ
．

の

野

ぎ
し
芝

け
輔

す、っ

上
ヽヽ

き
こ
子

み卜
紙

ま
真一一認

ちぐ

口

た
谷

かなざわがくいんひがしこうこう

金 沢 学 院 東 高 校 横 山  康 博
よこや ま やす ひ ろ つ ちひ ら は じめ _ ど うも と ゆ きや ^^

土  平  孟 ・
′‐
堂 本 侑 也

″

20

福

井
県

ぅ
校

こぅ

一局

こま

ｌ，コ

や

―

つか
勝

き
幸

詢
＞

初
＞

ゅ
　

ま
将

き‐
頑

も
智

螂
尚

ぁ
‐

の
野
Ｉ詢
京
い
一け

き

　

ん

千

リ

メ
羽

ま
牧

忙
＜
“
＜

ぅ
優

ぅ
凌

ゆ

　

　

ょ

まし
嶋

ヽゎ
川

ヵ
　
　
も

た
高

し
下

Ｄ
　
　
　
Ｔ
　
　
　
Ｄ

引
　
　
　
３
　
　
　
囲

き

輝

け

介

ろ

拓

し

　

　

，

　

　

ひ

よ
由
”
湧
し
利

や

ヽ
　ヽ
わ

‐
‐
　
　
´
ヽ

り

台

が

月

き

沐

き

　

　

・
・　
　
ギ

か
鍵
ョ
北
一
鈴

け
祐

こ
彦

と
士

す
　
　
ひ
　
　
幻
」ミ

¨
雄
』
朋
勧
隣

も
口
ば
葉
励
制

た
谷

く
葛

は
長

う
一局

あ

足

ぅ
校

さ か い し げ の り

坂 井  茂 則
き
規

ゆ
有

せ
‘員
漱
冊

ろひ
広

長

野
県

う

工（Ｘ

こ

ォ
”
一局

よ
業
ぎう
商

の

日
´

勧
長

こ や ま と も ゆ き

之智山′―「

(齋 藤 直 史 )
(さ いとう なおふみ )

(吉 澤 隼 弥 )
(よ しざわ じゅんや )

翌
（

，
・　

　

た

た

田

さ

　

　

ら

お

長

は

原

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

‐ＴＤ

き
希

み
実

み
巧

ゆ
宥

た
拓

た

え
　

う
　

わ
澤

う
上

ど
藤

さ

い
井

あ
安

て
寺

と
人

お‥

直

な

―

じ
寺

こ

寸
刀

ざ
座

さ
佐

き
樹

ずか
和

た

［国

こよ
横

き
章

あ「
崚

つ  ば

まつもとあがたがおかこうこう

松 本 県 ヶ 丘 高 校

ふ じ ま き か つ み

藤  巻  克 立
日千↑原根

・曽
そ ね は ら か ず ね

う

一局

ぅ
校

ん

出
用

なそ
蘇 英

なかむ ら

中  村
す ぐ る まつい ゆういちろう

松 井 悠 一 郎
3S

22

岐
阜

県

けんりつぎふしょうぎょうこうこう

県 立 岐 阜 商 業 高 校

則 武  鋭 洋
の りたけ と しひろ

浩 )

(お おは じ ひろ し)

うき )

樹 )

ゅ
優

禾
「

う

１

ど
藤

大
」
近

ゃ
也

と
人

つ
　
　
う

一
ヨ

あ

敦

む

如

せ
瀬

せ
頂

な

　

　

わ

】ψ

や
柳

い
岩

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

，こ
五
口
ぅ
師
印

ノ
　

　

ろ

真̈

′た
メ

‐
　
協
健

力ヽだ
田
「
木

た

高

た

高

姜
樹

¨
平

゛
平

ふ
房

‥ぅ
祥

¨
修

か

　

　

し

　

　

―

お
岡

ま
島

社
山

た
竹

こ
小

■
杉

お お が きひ が しこ うこ う

大 垣 東 高 校

ろ だ た く ま

田  匠 馬
く

里
ハ

ゃ
也

み

●
ヽ

，か
　
員
´

の
野

ずみ
水

と
人

や た けひ

矢  健大

お お

ぅ
校

う

一局

き
阜

たふぎ

岐 」ヒ

し

隆

か わ せ  た カ
川  瀬

じ
司生ロ

こ

、ｙ
，

ま
島

じや
矢

lS

23

静
岡
県

ぅ
校

ここ
一昌星

せ い り ょ う
陵

】

史

円

↓

冽

い

」

子

す

如^

く

‥

さ

来

，
　

た

事

ま
　
　
．】

，，
´
匿
―

　ヽ
‐
．

い氷
ち原
豊
』一

よ
吉

ｍ
＜

師
０

．輔

き
輝

ろ

・泰

ひ
大

た

一
山

し
下

〉
　

や

金

み
宮

ヽ
　
　
　
ＴＳ

３１

　

　

　

２
た
太

そ
蒼

だ
［田

つま
松

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

２Ｔ

ろ
裕

く
作

と
士

卸
匡
』
泰
ぃ
敬

ま
　

た
訪

っ

い
藤
一
諏
森
松

・に
仁

あ
阿

う
植

く
句莉

まゃ

，国

ねよ
米

か なや ま た いす け

い
伊

ぅ
校

う
一品

う

東

い

山
石 猛

わ

沢

た け し じ ん   た る い し ふ み や
迅
2D樽

石 郁 弥
2D

やよ
横 山

24

愛
知
県

なごやけいざいだいがくいちむらこうこう

名古屋経済大学市屯F高校

ご

吾

＞

＞

＞

＞

う

‐

き

暉

ぃ

大

』

翔

ば

、「

〓

肝

磋
亘

ぃ
井

ぃ
井

が

土

め

　

，
か

―

』
稲
ひ
唾
腱
罐

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

た
大

き
輝

ょ
凌

こ
航

ち
　
一

う
皓

ず
津
まし
白同

ろ
宏

し ろ

城

け
介

すの
之

ぅ

〓
Ｒ

一
一　
Ｆ
ル

力
塚

か
川

い
石

ち
地

だ
大

ど
藤
んあ
安

ゃ
弥
ひ

駿

す
康

や

し ゅ んに
児
一
木
け
瀬

か
可
す
鈴
む
村

男子選手名簿 (3)
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男子選手名簿 (4)

No.
道

県

都

府 学校名

一

Ｙ
年
「
ヽ
／

‘

筆

チ

■ヽ

一
　
゛
ン

ｒ
ユ
　
ニ
　
′
ヽ

堅

＜

材
マ

25

二
重
県

ぅ
校

あ か つ き こ
暁    高

お

二

う

す
４

よ
陵

ゃ
泰

り

耕

ち
　
一

しんか ど こ うい

と

　

　

ら

言示

門

も

本

嗽

‐

ま
　
ヨ

か

＋
十

新
∝
御
峰
ぃ

く
築

ぅ
遼

ず

　

　

よ

きゎ
川

ヽ
井

る

　

　

ら

ふ
古

ひ
平

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

ゃ
哉

と
人

お
　
　
こ

な
直

ま
慎

ち

こ
児

ぐ
口

ね
　
　
ま

か
金

や
山

３ＴＤＳ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

ん
連

ろ
裕

ぃ
晟

し
　

　

ひ

　

　

せ

ォ
　

か
貴

い
大

わ

‐

た

　

た

か

り

浸

垣

だ

田

ま

　

　

な

　

　

け

や
山

い
稲

い
池

26

滋
賀

県

ぅ
校
こう
一局

こん

，国

ざ
い
叡

ひ
比

ち

一
勢
＞
０
＞

ぃ
　

は
信

”
弥

¨
修

れ
良

ゅ
侑

れ
尾
枠
上
も
口

「

　

，
Ｌ

一拳

に

か卦

勧
仲

い
鰤

に
膨

た
太

よ
陽

なす ぎち
　
一

る や け い い

健  梧二
貝

ＦＤ

　

　

　

ＤＳ

３

　

　

　

２１

き
規

け
祐

う
　
　
す

ヽ
ヽ
　
ぃ
　
一三

）
　ヽ
ス
ェ
　
・
′

ヨ
ヨ

べ
邊

原

じわ らり け ん ごわ

た

田

ふ
藤

も
本

い
入

杉

さ
澤

３Ｔ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

ｌＴ

女
コ
　
　
■
ロ

一燿

ゆ

ネ

屋

ぇ
江

ぃ
平
ヘ
ぅ

‘́
〕

しす
宅

ふ

古

む

向

み

三

や

27

大
阪
府 東大 阪大学 柏原 高校

ひがしおおさかだいがくかしわらこうこう

ず

和

↓

＞

ヽ＞

＞

ハ
　
　
　
ー
．
卜
Ｅ
　
ｔ
　
ｉ
‥

ノ

　

ず

た

．
ナ

圭愛

ろ
浩

卜

一
―
，

。
　
　
う
　
　
■
手満

し

百

ど

藤

哺

ィ

ヽ
　

．

ん

ｒ́
一
ヵ

一局

ヵ

ｌ

こ

逆

た

‐

あ

り

＜

＜

＜

＜

ゃ
哉

き
生

も
　
　
ず

と
友

か

．

ら
　

い
井

む
村

が
日

か
　
　
す

な
中

か
春

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

っ
烈

ぅ
峰

れ

　

　

ヽ
　
´
ヽ

し

↓
ハ

だ

．
´

】藤
なヵ、中
ま

さ
佐

や
山

３ＴＤＳ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

か
嵩

み
巳
き
樹

た
　
　
く
　
　
ゆ

‐́

し
由

た
拓

お
磁

ょ
　

ら
　

な
直

ら

倉

う

浦

お

ヨ
ヨ

ぐ

　

　

つ
　

　

か

Ｆ月

お

小

ま

松

た

高

28

兵
庫

県
神 戸 村 野 工 業 高 校

こうべむらのこうぎょうこうこう

ぉ
雄

り
＞

「
↓

き

　

ひ

大

島

ス

幸̈
】泰
一師一

か
金
漏
川
「
脇

も

　

そ

鋼

と

号

と
友
は
輛
い
岬

ん
駿

ま
真

ゆ

　

　

く

一́
二

し

　

　

た

Ｆに

，

津

ナ

´́
　

の
野

ら
　
　
わ

か
唐

か
河

３ＴＤ

　

　

２Ｔ

き
輝

け
亮

い
　
　
す

た
泰

う
佑

ゆ

だ

田

ち
内

ね
　
　
う

か
金

と
戸

と
颯

き
輝

と
斗

や

　

　

ド

　

　

く

　

ヽ

■
　

・
　

一
外

は

　

か

一

り

押

と

た
ｒ
　

　

ね

禾

も

．
／
た

日

か

釜

け

　

っ

　

も

ノ
、．

た

武

ほ

堀

と

友

29

奈
良

県

「
校

う

一局

⊂

属

ぞ

冽狂

ふ

＝＝

く

学

効
大

だ

凸
民

な
奈 伸 浩 )

も き )と
友

生局

樹 )

ほ  り   た  か  し

堀

(よ しおか のぶひろ)
岡

け

池

ヒ
コ

し

ト

〓
，
　
）
ヽ
　
／
．

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

た
向

た
太

か ひ な

陽

な
市
Ｔ
だ

田

ま

　

　

な

や
山

は
花

き
輝

た
太

お

　

　

う

な
直

こ

だ

恒

ず ま

ひ
東

あ
東

ＤＳ
　
　
　
Ｔ
　
　
　
厖

３Ｔ

　

　

２

　

　

１１

ぅ
遼

ゃ
哉

，ん
駿

ょ

　

　

　

太
』
　

　

　

´‐

り
　

ま
昌

知
裕

ま
嶋

‐
　

ゅ

し

［国

じ
‐
ぅ
藤

か
　
　
と

な
中

さ
佐

す
啓

えヽ

ユ則

30

和
歌

山
県

ぅ
校

ここ
一局

ゆ

・
ヽ
力

´

きた

耐

あ
ア
ん
ン

よ

ヨ
え
　
エ

ち
チ

Zそ  糸己
や

―
コ

も

＝超

と

智

口

ヽた

田

ヵ

反

谷
“
０

た に ぐ ち ひ ろ き き
岸

ひ
飛

ゆ

‐́
ク

しやは
林

″
す

よ

′タ

み
一二

ま
真

た
拓

に
西

ふ
福

も と

ぅ
凌

ぉ
央

田

ま

えヽ

ま

や
山

や
山

う
上

真

部

し

ゃ
也

い
平

と
人

．

ペ

さ

　
　
　

ノ
　

　

ん

ま
真
粥
純
け
憲

じ

本

の
野

し ンヾ  り ょだ

ぅ
校

こう

一局

こん
館

う
央

おき
紀

ゃ
也
つ

菫

た

、ズ

ち

口

で
出

き
生

こ
晃

た
谷
おお
大

や ま

山

ん

首
バ

ふ

福

31

鳥

取
県

“
校
“
一局
喘
蔭
．”
松

ご

聟
Ｊ

なよ

―ヽ
， ４

本 道  由 幸
ほん ど う よ しゆき

(は せ がわ ひろむ )

(長 谷 川 広 夢 )

き
輝

ん
恩

お

　

　

お

な
尚

し
嗣

正

ゅだ

［田

原

な

さ

々

ぃ
平

み
海

′
　

　

お

．”
翔

な
直

じ
田
せ
瀬

詢
　

　

ろ

よ
米

ひ
廣

か

崇

ぅ

友

じ

治

だ

田

か
中

な

あ
赤

た
田

に しは ら ま さた

木  寛
き か ん

西

い
稲

さ
佐

ぅ
校

こう

一局

こた

北

きご
子
なよ
米

すぎかわ ともかず

杉 り|1 友 和
と
斗

か
海
ちぐ
口

さ
坂

た か ひ とか
由
「

なた

田
__        2D
貫  大

32

島

根
県

ぅ
校

こう
一局

た
北

きえ
江
つま
松

渡 部  賢 二

(清 水 真 人 )

(小 林 大 悟 )

わ た な べ け ん じ

(し み ず ま さ と )

(こ ばや し だい ご )

ん
舜

と
斗

ゆ
　
　
さ

し
　
　
ま
祀稚

べ
辺

ゎ

な
　

か
川

た
　
　
ず

わ
渡

み
水

３Ｔ

　

　

　

２ＴＳ

し
士
心
ぅ
涌的

よ

　

　

こ

つ
剛

ら
村

や（
宮
む
々

わ

　

　

の

い

岩

の

野

と
斗

た
太

け
祐

」大
ふ風

に
西

ぎ

か
　
　
お

佳

サ
~

ど

な
中

お
扇

か
角

う

エハＸ

こ
　
．
．

”
一局

よ
業
ぎう
商

え

、ヽ，．但

つ
　
ヽ
ヽ

ま

し僧

し
士
心

さま
真

ぅ
藤

さ
佐

く
陸

す
栖

く
栗

ぃ
生
ゅ
悠

ば，％
代

じ
上

３ＤＳ

　

　

　

２Ｄ

ぃ
平

と
人

へ　
　
　
か

う

　

た
天

よ
祥

ま

し
　
　
や

・山

原

森

も り

33

岡

山

県

う

ニハＸ

こ

　
　
．

．
４

．

”
一品

よ
業
ぎう
工

こ

は
島
ずみ

‐刀

き
記

り
＞

ｏ
∋

い
　

ル
広

す
輔

だ
大
凍
富
”
セ

わ
　
　
と
　

　

こ

＋コ十

か
＝

だ
田

上
ゞ

ヽ
り
え
」
計
″

ま
松
ｏ
＜
け
Ｇ

き
輝
おな

）同

まじ
白一ロ

い
飯

ま
真

ょ
良

け ん た   に し か わ か お る
健 太
2TD西
 り|1 薫

2TD

切
輔
゛
平
い
晟

動晃
↓恭
か泰

ま

　

　

・
‥

　

と

…

や

山

け

下

も

本

く

　

　

ま

　

　

力

・

お
奥

や
山

さ
坂

ときよ し

えヽ

吉

う
上

時

い
井

-87-
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男子選手名簿 (5)

都道

府県 学校名
〓

ｖ全
■
＞

′

虐

チ

（

よ
　
ヽ
ン

一
　

一

監
に

ネマ

選  手

34

広
島
県

ぅ
校

ぅ
一局

こと
徳

そ
喜
ホ

ご

吾

↓

＞

´
＞
＞

ん

　

「
輔

【
志

け
謙

”
公

が
和

さ
澤

口
石

な
永

る

　

っ

公

み

〓ロョ

註
古

は
Ｏ

Ｑ
輌

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

る
渉

か
貴

た
　
　
た

わ
　
　
ろ
い伶

ヽ
井

ひ

し
　

ま
島

じ
　
　
じ

つ
辻

お
小

さ
正

き
基

十

　ヽ
　
　
う

け
康
ゆ
湧
わ

ら

・
　

―

‐
‐

む
利

か
川

け

　

　

い

た
武

あ
相

か み き っ ぺ い

大

い
伊

み
三

西  建 慶
おお に し たつ よ し

藤  大 地
と う だ い ち

上  喜 平
ぅ
校

よこ

一局 陽 一尚

ゃ
也

い け だ し ん
池  田  晋

き
樹

し
　
‘
売
タ

い

内

な

・～

つ
　
一“創

く

久

ま た く み

拓  巳
な

永

し

白
一ロ

有 田 泰 征
あ り た た い せ いひろしまじょうほくこうこう

広 島 城 北 高 校 相   良 展

ひ ろさ が ら の

広

35

山

口
県

ぅ
校

ぅ

一『

こ

．
ｒ

こ
　
「Ｊ

ぅ

ケ
ヨ

し

・

い

■
カ

なや
柳

し
至

↓
＞

ｍ
＞

だ

　

妹
幸

す
佑

た
唯

で‐
秀

」
淳

つ
　

　

　

ひ

　

　

じ

夕
と

か
中

と
本

す

　

ぇ

ヨ

し

■

潤
竹

に
ぃ

に
６

と
登

か
中囲

ヵ
中
なた
】出

し
史

た
二貝

たし
下

まや

‘田

ゝ
　
　
　
Ｄ

３Ｔ‐

　

　

　

３Ｔ

ん
廉

く
ク

ι
　

　

たな
　
′
´

が
　

　

　

ト

食
水ヽ

か

】
′

″　　嚇
占甲

い

岩

お

折

上 阪  日寺 歩
う え さ か と き ほ

長 尾  佑 斗
な が お ゆ う と

も りなが ま さひ ろ

森 永  雅 弘

36

徳
島

県

徳 島 商 業 高 校

とくしましょうぎょうこうこう

み
美

”
＞

“
＞

け
　

し
亘

へ‐
平

あ
明

わ
　

一の
航

み
見

は
本

↑

口

い

　

わ

岩

よ

コ

に
新

ｏ
＜

候
＜

ぃ
平

き
紀

ヘぅ

■
千

っ
上鬼

わ
．
＝
．　
　
”い

が

‐
′
べ

．
ロ

た
谷

あ
阿

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

さ
将

き
輝

ま

　

　

さ

ろ
宏

ま
将

ひかわ さき うき

川 崎  右 竹  治
た け じ

あ け い
明  井

ぅ

京

た

太

た

太

酒 井  隆
お そ

蒼

“
校

“
一局

．”
業
だ
工
掟
南
赦
阿

こ
都
やみ
美

な ｔ

井

か

金 高 岡 怜 多
~大

持 翔 悟
″

おお もち しょ うごた か お か れ ん た

ぅ
校

こぅ

一局

こた

‘‘

き

‐．

まし
島

と
徳

し
靖

すや

多

だ
　
‥

ちう

内 一
月

ゆ

ιャ十腋
″

き

紀

さ

佐

37

香
川
県

ぅ
校

こぅ

一局

こ

．
‐

お

ュジ

ゆ

計
■

ち

‐‐

わ

け月

洵

香

「
敬

コ
↓

０
↓

ず

コ

ん
　
．．

く

井ブ

が
和

ゆ
純

た
拓

獄

宮

ヽ

居

ヽ

本

‐

　

　

し

二

け

」

の

　

・‘

ョ
Ｊ

ヽ

ユ
■

に

二

製

＜

０

＜

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ま
真

る
徹

く
　
　
お

た

拓

と

ら
　
　
ま
白島

は
日
少
し

え

　

　

け

う
上

た
竹

ＤＳ

　

　

　

ＦＤ

　

　

　

Ｔ

３１

　

　

　

２

　

　

　

１

と
人

ぃ
征

た
太

や
　
　
せ
　
　
う

は
颯
．̈
竜
ゆ
勇

り
　
　
ゎ

し
井

ビ
田

ざ
澤

―

　

　

い

　

　

な

　
　

一

く
國

お
岡

い
稲
一

伏  見  勇 真
まゆみふ

よ しお か こ うい ち

吉 岡  光

ぅ
校

ぅ
昔
同

え い め 0

英   明
おびか あ きひ と

小 比 賀 昭 仁
こ
彦

ひる
晴

う
藤

さ
佐

38

愛
媛
県

ぅ
校

う
一局

た

田

に
新

し
督

っ
＞

つ
↓

いこ
　
　
　
し
　
、
　
フ

´々
ろ

た
　
　
′
ｂ
′
よ
型付

ロ
デ
ぇ
枝
べ
賠

く

　

，

夕

一′
当

と
徳

“
＜

は
０

ＦＤ

　

　

　

ＤＳ

３
　
　
　
ａ

け

祐

ま

麻

す
　
　
ぅ

し

■
ノ
　
・
「Ｊ

だ
　
　
‐わ

か

中

魔

川

な
　
　

か

た

田

な

中

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

め
　
一　
や
ム或

・́
　
　
　
，も

‐
　
　
と

鷲̈

は
一貨
き
秋

し
　
　
あ

か
甲

つ
津

し

志

ま

磨

け

佑

ま
勝
た
拓
¨
峻

の
野

も
本

ビ
田

に
西

や
山

は
原

39

高
知

県

つヽ

工わ
人

”
一局

よ
業
ぎう
商

し

コ

ち

′カ

こ
一局 (横 田 貴 之 )

かわぞえ しゆうぞう

(よ こた たかゆき )

(坂 本 隆 一 )
(さ かもと りゅういち)

川 添  周
か

白
一”

す

モ一イ刀

あき
木■

ヽ

Ｌよ

ロ
ッ

い

伊

ぅ
成

か
団円

おたか
片

ぃ
平

ゃ
弥

〈
　
　
　
う

⇒
晃

ヽゅ
優

榔
盛
時
中

い
稽
は
畠

ゃ

也

き

基

き

貴

ぅ
勇

ゆ
有

一ヽ
公

ゅ
　
　
ぼ
ｈ床
Ｉ

ぼ
保

沢
久

〔
瀬

く
久

お
大

ひ
弘

知 南 高 校

う ち み な み こ う こ うこ
一品

ず

和

や の

矢 野 宏

ひ ろ か か わ く ぼ ひ で と

川 窪  豪 人
2Dむ

夢

ろひ
大

きざ
崎
やみ
宮

40

福

岡
県

九州 国際大学付属高校

きゅうしゅうこくさいだいがくふぞくこうこう

寿

な が い ひ さ し

(ど うもと かつ き )

(堂 本 克 樹 )
(く りやま まさつぐ)

(栗 山 将 嗣 )

永   井
き
己

き
樹

こ
幸

よ
良

つ
次

ぅ
藤

す
末

い
伊

さ
祐

ん
駿

ま
　
　
　
ゆ

ろ

吉
知
　
′

ひ

′
．
し
乙
コ

ち

―

ろ

′ｔ

ぐ

ｒ

わ

　

　

し

か
川

や
人

り
徳

と
人

ぅ
雄

の
　
　
幻
　
　
ゆ

さ
将

勁
嵩

ゝ
飛

ま

　

　

た

　

　

て

た
田
〕
本
ら
村

ふ
藤

と
鳥

こ
小

ぅ
校

う

一品

と

ｍ門

まや

∴田

み
文
ふで
秀

ひき
木

あ
書
処

ざ と  りな

占甲

む
夢

ろ の

之広 里  李ブ

「

ひあ
荒
一

41

佐
賀
県 唐 津 南 高 校

か ら つ み な み こ う こ う

メ
嗣
詢
ｍ
↓
Ｄ

”典
〔一知ゎ達́

渇

寸

む

村

せ

瀬

む

メ

‐

し

・

じ

…

し

・
　

こ

西

ｓ

藤

よ

吉

い

＜

＜
´

＜

３ＴＤ

　

　

　

ｌＴ

ゃ
也

ま
麻

ず
　
　
う

か
和

そ
颯

わ

　

　

ま

い
岩

や
山

ろ
　
　
か

く

黒

な

中

醸天
~朗
3TDS

ゃ
也

お

セ
刊

な

、Ｆ

えヽ
　
　́
´

淘

じ

の
野
お
小

ふ
藤

３ＴＤＳ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

と
斗

き
暉

ぅ
亮

ゆ
柊

こ
洸

り

し
　
　
ま
　
　
に
ハ合

蔀
”
く
能
ヽ
た

面

，

1渚

書
処

り ん た ろ うあ

も ろ

あ ら

-88-



男子選手名簿 (6)

No.
道

県

都
府 学校名

監  督
(コ ーチ )
(マネージャー )

42

長
崎
県

| |ユけ

瑣 ,甫 品 校

は や し た か あ き

林   貴  日召
(さ と う か ず し )

(佐 藤 一 司 )
(よ こや ま ひろ と )

(横 山 洋 斗 )

たかお しゆうへい

高 尾  修  平
まつばや し ゆうた

松 林  雄 太
つ じ り ょ う や
辻   凌   也

や ま し た た く み

山 下  拓 未
あしづか きいちろう

声 塚 貴 一 郎

3T

lTD

3T

2TD

lT

3T

21

ま る や ま は る き

丸 山  春 樹
む ら も と りょ うま

村 本  竜 馬

せ 0

西

ぅ
校

こ
一局

ょ
陵

お

．刈

が わ  け
慶川

まつお りょ うへい

松 尾  涼 平
ら
空
そ
広

ゃ
屋
じ
冶
か
鍛

させばこうぎょ

佐 世 保 工
ぅ
校

こう
一局

こう
業

ゆ

裕

な か が わ

中  川
じ
治

ゃ
也

せ
誠

ま
松

ひ
久

43

熊
本

県

や つ しろひ が しこ うこ う

人 代 東 高 校

ご ん ど う こ う じ

権 藤  浩 二
(し のはら みゆき)

(篠 原 美 由 紀 )
(よ しの たかあき)

(吉 野 貴 亮 )

の だ  ゆ  う
野 田  悠
ひ ら か わ と

斗
3TDS

お る
^¨

透
・・

ふ く は ら

福  原
な か が わ

中  川
や ま も と

山 元

雄 志
3T

寛 樹
…

た くま ^_
拓 摩

‐
'

3TDS
しもがみ ゆ ういち

霜 上  雄 一
は ま さき か け る

濱  崎   駿
3TD + )\

44

大
分
県

べっぶつるみがおかこうこう

別 府 鶴 見 丘 高 校

わたなべ きみ とも

渡  邊  仁  友
(え とう よしみつ )
(江 藤 義 光 )
(い けみ こういち)

(池 見 晃 一 )

3TDS

lTD

3D

宰ξキ拓1避
3TDS襟
し
果
と
易
く
オ

宇 都  聡 3T為
′̈
誰
の
重

縫
じ
農
ら
書
お
ょlT Tちど
し
ば鶴

う つ あ き ら

宇   都   彬
ふ じ わ ら れ ん
藤   原   蓮

3T

lF

45

宮

崎
県

にっしょうがくえんこうこう

日 章 学 園 高 校

た けす え ま さや

武  末  昌 也

(定 宗 隆 一 郎 )
(よ こた りょう)

(横 田 凌 )

は る な り

春 成
お さだ な

長  田
な が み ね
長  峰

せ い や

星 哉
3TDS

お ゆ き
^¨

直 之
‐
'

ぜ ん
釜1 lT

3TDS

2T

も りぞの しゅ うと

森 園  周 冬
ほそやまだ しんや

細 山 田 真 也

す ぎ た  り く
杉   田   陸
い わ き り た つ き

岩   切   樹

3T

11

さ

佐

ど わ ら こ う こ う

土 原 高 校

や ま う ち つ と む

山  内   勉
ひ だか しゆ

日 高  就
り
範

のし
佳
よど
土

そ
惣

と

斗

46

鹿
児
島

県

かごしましょうぎょうこうこう

鹿 児 島 商 業 高 校

鬼 塚  敦 義
お につ か あつ よ し

(の くお ひで とし)

(野 久尾 英俊 )

(寺 師  駿 )

(て ら し し ゅ ん )

3TD

3T

lT

た な か ゆ う き
…

田 中 佑 貴
61υじ

せ せ  り ょ う 。Tn
勢  瀬  凌 …

た な か  り く と
田  中  陸  人
よしおか こうたろう

吉 岡 弘 太 郎

まきぐち たけひろ

牧  口  武  弘
かばやま ひろゆき

樺 山 裕 之
しらかわ ゆ うや

自 り|1 湧 弥

lT

3Tl)S

47

沖
縄
県

は え ば る こ う こ う

南 風 原 高 校

あ か み ね

赤   嶺
(た なはら

(棚 原
(は まもと

(濱 元

靖
ちはる

千 春
しんご

イ申 '1吾

や す じ た か え す か い と
…

高 江 洲 快 登
°lν

い らみ な ふみ あ き …

伊 良 皆 文 珠
…

新  垣  渉 …

うえは ら なお じ

上 原  尚 仁
3TDS

しんざと ともかず

新 里  智 司
2TD

つ は こ  ゆ う ^¨
津 波 古 悠

υ
=

田 場  盛  吾
2TD

48

京
都
府

お と く に こ う こ う

乙  訓  高  校

やまぐち きみひろ

山  口  公  洋
(わ だ の ゆ うや )

(和 田 野 友 也 )
(よ うかく ひろや )

(養 覚 大 也 )

た    ば ば こ う い ち
太
3T 
馬 場  浩 市

3TDS

む   よ しも と なお き
武
3TDS 
吉 本  尚 樹

3TD

黒
2T

ほ り  し ょ う
堀   勝
か わ な み お さ

川 浪  修
い け うち あい

池 内  藍

しん ご う

新 郷
な み か わ

並  川

ょ うた
RTn

涼  太
ψ・レ

ま ひ ろ
___      2T
具  大

り

きょうとりょうようこうこう

京 都 両 洋 高 校

たかみや あ きふ く

高 宮  明 福
(か わ か み り え )

(川 上 理 恵 )
(に しや ま とお る )

(西 山 徹 )

3TDS

2TDS

lT

よ で ん し ゅ

世 博  峻
つ ね い し た

常 石  達

か な や ま た つ や

金  山  達  哉
た ま だ は る き
玉  田  東  季
ふ じい しん げ ん

藤  井  信  源

んや   ま るお り ょ うた
也
υ'丸  尾  涼  太

‐"
つ し ,Tn ま き か い し ゅ う ,T
司
…
槙  海  洲

‐̀
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選  手



女子選手名簿 (1)

No.
道

県

都
府 学校名

一

マ全
ヨ
、
ノ

′‐

嗜

チ

「ヽ

よ
　
）ン

一
　

一

監
＜コ
ネマ

選  手

北
北
海
道

う

六
Ｘ

ヽ
）
４
．

”
一品

よ

′
ヽ

ぎ

．
．フ

ぃ
実
わひ

リ

あ

一胆

しも うつぼ ひでお

雄
い
い
わ
０

英
さ
↑
な
設

ま

ナ
‐
　

Ｚ
ス

平
，
　

　

　

ら

１

き

枝

　

寸

苧

ず

．ヽ）
む

口

・

ナ

者

の

変

下

↑

ｒ
ヽ
＜

′ヽ

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

な
奈

ゅ
結

か
佳

み
実

き
木

‥

・　

は

僑

さ

力

ち

，

さ

佐

い

市

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

み

実

ほ

歩

ぇ

」月

ぎ
　
ｖ

も

．Ｆ

な

［川

木

と

き

　

　

う

」
Ｎ
‐

さ
々
い
ノ

さ
佐

え
榎

３ＴＳ

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

２Ｔ

ゅ
唯

な
那

み
実

春

つ
亜

井

の
野

き

さ
佐

ふ
藤

さ
崎

み

・
ヽ
沐

る

藤

。

ふかがわに しこ うこ う

深  り|1 西  高  校
いのうえ けんいち

井 上  健  一
ゅ

・田

ま

，
ヽ
威

だ

ヨ

な

Ｆ

は

花
か
花
も
百
もき
木

さ

々

さ
佐

おびひろおおたにこうこう

帯 広 大 谷 高 校

あいざわ としあき
相 澤 俊 彰

ｔ
千

もと
友
おお
大

さ
種

南

北
海
道

とわのもりさんあいこうこう

とわ の 森 三 愛 高 校

一
義
わ
０

い
０

さ
将
だ
忠

い
樹

た

せ お ま

(あ ベ
立
曰
可
，

妹  尾

(西 尾
(に しお

む
村

ど
藤

よ

　

　

ん

と

豊

あ

安

か
香

り
織

う
　
　
お

ゆ
優

か
佳

の
乃

き

革
〈

あ

ェ

．

だ

［田

まや

一四

あ や の

綾 乃
3T

き

一ヽオ

ずす
鈴

く
玖

み

未

も

＾
ヽ
外

つま
松

理  子
ぅ
藤

い
伊

ぇ
衣

ヽ
郁

ゃ
屋
るふ
古

さっぼろせいしゅうこうこう

札 幌 静 修 高 校

よ こや ま た くみ
横  山   匠

ょ
世
つな
夏

は や し だ あ や
林  田   彩

み
上

み

一
二

3D

青
森

県

ぅ
校

ぅ
一局

こだ

国̈

まや
‘四

も
森
おあ
土目

と

人

、

＞

＞

＞

＞

ノ
ん
‐

み
み

さ

　

　

ゆ

鷹
に

，
・
´
・

ま
真
じ
―
醍
製

‥
　

り
祭

Ｄ

ぇ
田

っ
　

戸
ｌ

じ
　

　

ま

戸

を

上か

‐
Ｅ
卜
と

　

　

に

一
一

ふ

用

＜

＜

＜

＜

こ
子

きつ
　
日
】烈

とヽ
藤
秦
崎

さ
斉

や
矢

３ＴＤＳ

　

　

　

２ＴＤ

る
陽

み
摘

は
千

っ
菜

ち
　
　
な

だ

田

だ

田

し
志

お
小

３ＴＳ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

く
空

き
姫

こ
子

み
美

っ
夏

り
莉

だ
　
　
な
　
　
い

す
田
ね
根

ま
井

や
安

そ
曽

い
今

り

広ツ

ひ

ょ
″

う

ひ

岩

手
県

ぅ
校
”
一局

ん

ま
・ヽ

・つ

ヨ
一７

れ一圭日

た

，６

き

‐ョ

は な

花

ぅ
亨

剌
↓

詢
つ

よ

　

く

＝

」

り

‐

り

　

た

啄

ｉ

ュ

ち
地

い
郊
漏
川

″

ｉ
Ｆ
せ

工比

く

　

た

度

も

一嘲

き
菊

帥
０

軋
紆

み
美

く
空

アＤ
　
　
み

，

本
Ｈ
　

」そ

ひ
　
　
ォ

懲

ヵ

＝

じ

一、′

と

リ

く
久

そ
外

３ＴＤ

　

　

２ＴＤＳ

ぃ
葵

み
愛

ぉ
　
　
な

ぁ
　
　
ま

ま
島

ヽ
井

し

　
　

　

し

か
　
　
じ

な
中

ふ
藤

ＤＳ
　
　
　
Ｔ
　
　
　
Ｄ

３Ｔ

　

　

　

３

　

　

　

２‐

い
花

ぇ
瑛

か
香

静

さ
彩

ゆ
夕

し ずはたけや ま

だ

ん

畠

の
野

き
金

―，日

宮
城
県
聖ウルスラ学院英智高校

せいうるすらがくいんえいちこうこう

か せ じ ゅ ん じ

瀬  潤
ふ
深

男

み

光

なみ
所

ベ

田

あ

た どころ みつお )

阿 部 南 海 )

か
夏

ょ
代

彩

り
毬

ま

一黒
・
　

ヨ

ナ

だ

―

ほ
保

わ
和

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

か
か

み
実

す

ヽ
　

つ

あ
っ

な
夏

う
あ

ち

の
絶

ま
町

く

子

が

と
徳

な
長

ＤＳ

　

　

　

ＴＤ

　

　

　

Ｔ

３１

　

　

　

２

　

　

　

１

き
希

こ
子

き
き

原 凛 々

ず き ゆ う
木 ゆ う

ば ら  さ やず

水

ら

し
清

お
小

す
鈴

み

秋

田
県

ぅ
校

こう

一局

こた
北

きた

田

きあ
秋

ゃ
也

⊃
＞

０
＞

ん
　
反
彦

″
美

し
慎

叡
直

に
弘

な

　

　

ｉ

ま

Ｅ

ら

浦

だ

田

じ

‥

ぅ

一
二

け

●
ヽ

，

　

　

た

Ｉ

一　

こ

〓
Ｊ

こ

小

ｃ

＜

け

＜

な
奈

み
美

と も

朋

は

春

しや
林

き
　
　
ぎ

せ
関

こ
小

り
栞

か
加

か
香

お
　
　
う

　
　
う

し
　

ふ
楓

ゆ
優

き
巻

こ
子
と
藤

の
乃

か
香

じ
　
　
る

よ
吉

は
遥

た

′′′

き

一ヽ

■

　̈
　
一
４

が
　

　

ず

お
小

す
鈴

と
豊

ま
益

さ
齋

るよ ま

ぅ
校

た

［国

う

一局

あ
秋

ふ じ た お さ む
藤  田  理

3D
と
藤

さ
齊 加 藤  ネL 彩香  帆

れ い さっ  か  ほ
lDS

かなあしのうぎょうこうこう

金 足 農 業 高 校 不日

か ずろ
広
ひみ
江

お
近

か
香

ゆ
結

つ
塚
らひ
平

こ
子
り
梨

き
木

さ

々

さ
佐

ぅ
校

う

一局

あ
新
や
屋

し
博

つ か だ ひ ろ
塚   田

さ さ き

佐 々木

ひ な の

ひなの
lS

山
形
県

山 形 市 立 商 業 高 校

やまがたしりつしょうぎょうこうこう

っ
光

＞

＞

＞

＞

，

‥

リ

ー

内

き

生
ヽ

”
′一生
ぉ
絹
さ
リ

Ｌ
著
か
花
み
実

嗜
」

き
木

た
田

Ｒ

Ｉ

デ

　

　

ハ

，ヽ
　
　
　
．　
ヘ
ロ

ー

ヽ
ヽ

減
大
け
鱒
％
に

の

日
，

お

イ

こ

ガ

３Ｔ
　
　
　
一い
　
　
　
‐Ｔ

と
里

か
香

き
姫

ち
千

ゆ
結

ゆ
優

ぅ
藤

ぅ
藤

い
石

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

み
見

か
花

と

　

　

の

二

ま

ｎ
円仙

ひ

イ
レ
ー

エ
Ｗ

ゃ
谷

む
村

り
　
　
か

も
守

な
中

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

か
香

な
奈

や

虻

あ

「
´

ず

２
・

―
業

し

“明

えヽ

お

い
伊

さ
佐

お
大

やまがたじょうほくこうこう

山 形 城 北 高 校

ゃ
也

んさ

佐 藤  新
さ
沙

ず

土
十

あ

ェ
↑

だ

【田

お
岡

み
純
すか
可

む らや ま

本寸 山
ぅ
校

う

一局

い
井

な

長 奈 緒 美田

ま だ な お みは
濱

こ
子
み
美
な
菜

べ
部
あ
安

福
島

県
富岡ふたば未来学園高校

とみおかふたばみらいがくえんこうこう

ｔ
均
”
”
勺
０

２

　

　

あ
　

ア
　

ゝ

．
ｊ

ひ）　
　
一　
・″　夕一　
一

す
　
ス
　

い

り

一嘱

リ

リ

ヵ

木

ま
り

く

ク

き

ｔ

ｌ
　
　
　
一
　

一　
　
　
ス

＝
大
し
＜り‐ソ
鮭
銘

か
花

るは
明

か
香

ナあ

Ｆ

き

［月

つな
菜
らい
平

だに
仁

さ

多ｅ

ぎ

さゞ

な

な

ら

｛艮

ゆ

工田

な
奈

ゃ
弥

ん
雰

曖
恵

さ
そ
ぶ
買

．
ｃ

　

　

　

哺

´

■
一
硼
И

み
紗

ま
　

「

か
」

づ
妻

し
井

わ

　

．
´
　

　

が

か

川

あ

吾

な

永

い

平

は

だに
仁

高 橋 明

た か
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女子選手名簿 (2)

道

県

都
府 学校名

一

Ｘ
■
＞

′，

嗜

チ

「

〓
　
゛
ン

〓
・　
コ
　
↑

竪

＜

ィマ

選  手

茨
城
県
常 総 学 院 高 校

じょうそうがくいんこうこう

磯 部  和 弘
い そ べ か ず ひ ろ

(原 田 文 雄 )
(は ら だ ふ み お )

(ふ く だ め い )

(福 田 芽 唯

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

な
名

ほ
穂

ま

　

　

じ

な
辺

ぃ
井

た
　
　
か

わ
渡

さ
酒

こ
子
か
佳

な

句

ゃ

タ

ー

あ

レ́本

ひ

ロロ

だ

ヨ

の

野

ち

‐

お
小

う
内

か
花

か
香

か
佳

き

　

　

る

結
綾

は
陽

ゎ
和

て
手

み
水
　
リ

お
大

と
友

も
森

10

栃

木
県

ぅ
校

”
一昌

んヽ
院

が

た
「

ん

Ｆ́

し
量″

さ
作

史敦藤上ヽ遷

え ん ど う あ つ し

〈あいざわ しんのすけ )

(川 島 琴 音 )
(か わ しま ことね )

(曾 澤 真 之 介 )

こ
子

ぃ
妃

は
向
あ
愛

ず

日

ろ

ン　
　
　
　
ト
、

「
静

じ
ィ

な

中

た

田

澪
　
　
　
Ｄ

２Ｔ‐

　

　

　

ｌＴ

り
織

か
佳

』
詩
ゎ
和

ら
原

ご

よ

　
　

　

　

“
明

街
老
い
西

え
海

だ
醍

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

‐Ｔ

な
奈

め
芽

ほ
穂

れ
　
　
わ
　
　
　
´

令

レ
　

‐
志

き
　

夕
優

や

ぜ
関

・
　

・
谷

お

　

　

さ

　

　

す

お
大

い
勇

ま
桝

11

群

馬
県

う

エハＸ

こ

．
．

う
一局

こい
明
ぅ
清

せ

丞
叫

き

．川

さ

勢
け
伊

て しま あ や ね )

み
美

手 嶋 彩 音 )

さ
坂 本  恵
か も と え

２Ｔ

　

　

　

‐ＴＤ

ぃ
衣

秘
未

ゅ
結

ぁ
彩

だ
　
　
ｔ

く
田
は
林

ふ
福

と
東

野 呂  恵 夢
の  ろ  え  む

川 村 芽 生 奈

か わ む ら め い な

の
乃

ぃ
依

ぃ
依

ゆ

・１
材

だ

「コ

ち

―

●
ヨ

ゆ

ξ
三

だ

一国

ち

た な べ ま
邊  真

ま
町

う
内

わ
渡

きりゅうみなみこうこう

桐 生 南 高 校 壻

た が き い わ おい
板 巌

か
香
す
寿
あ
・有
だん

［国

え
」遷

こ
子
の
乃侶十リ

む

一↑

き

木

12

埼

玉
県

ぅ
校

ここ

一月

えヽか
栄

さま

・
二

た

． ゴ

さ
埼

内   亮
た き う ち り ょ う

(山 田 秀 樹 )
(や ま だ ひ で き )

(堂 下 智 寛 )
(ど うした ともひろ)

滝

り
栞

み
南

お
　
　
な

し
　
　
み

半夭

う

一勝
一
ま

と
　
　
し

白局

い
　
　
わ

さ
齋

か
川

３Ｔ

　

　

　

３ＴＳ

ね

音

こ

子

こ
琴
」
涼

ら

む
村
も
口

み
　
　
し

か
上

に
西

Ｔ
　
　
　
Ｔ
　
　
　
Ｄ

３
　
　
　
３
　
　
　
創

ぇ

苗

な

奈

み

美

な

　
　
り
　

　

っ

か
花
　
莉

な
夏

つ
　
　
　
　
　
ぎ

ま

松

も

本

す

杉

げ
り
　
　
　
　
っ
　
　
　
、ぇ

し
重

ま
松

う
上

校

おお み や ひ が しこ うこ

大 宮 東 高

し
敏

ゆ きだ

田

・えう
上 之

■
日

ゆ

′‘

い
伊

み
美

たか は た ゆ き こ

高 畑 祐 紀 子

ぅ
藤

31,

13

千
葉
県

千 葉 高 校
【　ムロ

ぶ
武百

「

せ
　
■
路

高 瀬  秀 雄

田 勉

佳

和

ど

藤

」
ヽ

ん

」
量

月
ノ
え

．ヽ■

(お おわだ つ とむ

ともか

た か せ ひ で お

朋

の
天

み
み

ま
　

な
な

ら
　
　
み

，
　
‐　
‘
，メ

ベ
部

ま
′

３ＴＤＳ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ぇ
恵

な
奈

ゅ
友

も
萌
］
理
ま
麻

友 有 川 早 友 美

上
十

川

ら
リ

木

沼′
―

句

・
岡里

・朱井
・
坂

お  かあ

お  ぬあ り か わ さ ゆ みり か わ

あ
荒

あ
有

ひ
平

東
京
都

にほんばしじょかっかんこうこう

日本 橋 女 学 館 高 校

宏大

子

し
石

し

お お い

”
摘
な
菜

ちぐ

口

ま

ゴ

や

「ロ

ひ ろ し

の
倫

あ

(明 石
か
香

ま
桜

ヵ
一局

だひ
［ロ

ほ
歩果

た
谷
わい
山石

み
美

ゆ

き
瑛

ち
千

の
野
んた
丹

ぃ
衣

あ

優
　

安

ら
　
　
わ

は
原

ざ
澤

し

　

　

に

い
石

た
谷

か
香

ま
陽

。
井
らむ
村

み
美
おな
直

わ

‐―

え
江

淑 徳 巣 鴨 高 校

しゅくとくすがもこうこ せ き ね た だ し

関  根   忠
き
希紗

まや

∴四

おと
注返

な
奈

れ

‐ヽ
斉

り
賀

あ
有

・
・　
日
Ｈ

|ま ん う ぇ る ね す こ う こ う

本 ウェルネス高校
ゃ
也

おな
直

だ

田

まこ
駒

ほ
歩

な しは
橋

ふ
舟 佳

神
奈

川
県

ぅ
校

こぅ
一局

こま

″
ロ

ぬ

））″．

く
鵠

ょ
代

きあ
日
印

た
〔田

やみ
宮

ろ

ム

か

と

ひ

ヲ

う

ィ

ヽず

一

ふ

風

ね
根

り
取

キ
」

Ｈ
劇

ル
」

″
コ

せ

Ｓ

な

４

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

な
奈

こ
子

怜

さ
聡

池

の
野

ん

まら か わ
川

し
嶋

こ
高

む
村

ちき

菊

こ

今

な
奈

み
恵

ゆ
侑

め

たき

北

だ

お
　
　
ね

田

お
大

か
金

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

２Ｔ

の
乃

ん
蘭

い
舞

な
菜

ら

だ
　
　
げ

一Ｐ

ま

田

う

あ つ ぎ ひ が し こ う こ

青
同木厚

ぅ
校東

ろ
弘
ひか
隆

たこ
子猿

ま し
■
４

く
紅
み
美
や
二

も
守

ヽず み
 ́  ヱ_  2S
本ロ  カヽ

の
野

山
梨
県

か い せ い か こ う こ う

甲 斐 清 和 高 校

′ゃ
哉
詢
↓
”
動

ぇ

　

か

メ

る

さ表

し
伸

た
孝

は
悠

わ

　

　

き

　

　

ら

さ
澤
ざ
崎

む
村

いヾ
　

　

き

一
●

く

〓
ヨ

ヵ

　

　

ヽ

■
■
　
ヽ

坊
■

す

菅

０

＜

』

＜

さ
沙

か
香

り
里

ぅ

わ
　
　
ゆ

ヵ

”月

１

‥

↑
草
引

有

た

田

う
内

か
香

む
夢

す

日
‥
ｏ

あ

明

　

セ

‐
・
た

り

ｎ
Ｎ

　

「１

〓
ノ
　

　

嗜ロ

う
宇

き

そ
惣

わ
脇

３ＴＳ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

ほ
歩

き
希

か
花

ず

し
詩
″
瑞
る
瑠

も
　
　
み
　
　
た

る
茂
だ
込
し
下

ま
丸

な
中

せ
瀬

17

新

潟
県

ぅ
校

こ“
一局

よ
陵

い
　
圭
目

せた

ヨ
ｏ

が

、法

い
新

吉 田 亜 土 夢

よ し だ あ と む

(兵 頭 雅 之 )
(ひ ょうどうまさゆき)

(五 十 嵐 真 菜 )

(い か ら し ま な )

子

み
南

な

侑

ち
千

わ

田

ざ
沢

黒

な
中

希

り
璃

下

と
藤

こ
子
り
〈
ロ

ゆ
・百

たじ

田
ふ
藤

ほ
穂

な
奈

く ろ だ ゆ き こきたか
鴨

さ
佐

み
陽

の
乃

い
一
　
　
　
キ
ヽ
　
・

み

　

　

り

，

ヽ

井

と

―

ヵ

　

　

ち

　

，

さ

坂

と

栃
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No.
都

府 学校名
一

″今
一
ヽ
ノ

′
‘

奪
チ

鶴゙

監
＜コ
ネ、マ

選  手

富

山
県

とやまこくさいだいふぞくこうこう

富 山国際大付 属 高校

ろ

専

＞

＞

＞

＞

ゝ

―

み

た

ぉ

者

き

昭

さ

惟

ィ

答

あ

　

ま

刀
。
ゎ

一Ｚ
ノ

い
合
べ
部
「
川

れ

　

ら

安

´
＝，

か
河

Ｌ
＜

は
＜

ん
凛

か
香

り
　
　
ず

静

ま も り

森

田

ぎ た し

や
山

す
杉

∬
　
　
　
ＴＤ

３１

　

　

　

３

さ
彩

こ
子

り
　

　

や

」り

ま

　

　

ぁ

Ｌ
ト

一
島
秦
こ

ふ
福

さ
佐

Ｓ
　
　
　
Ｄ
　
　
　
Ｆ

３ＴＩ
　
　
　
３Ｔ
　
　
　
割

か
遥

み
美

か
佳

る
　
　
ま
　
　
な

は
　
　
麻

ま
愛

ま

か

一洲
．　
　
　
　
し

お
‐

ゃ
山

や
林

ね
　
　
ね
　
　
ば

た
種

よ
米

こ
小

石
川
県

ぅ
校

ぅ

」「「

っ

日
笏

よ

″Ｐ

こ

こ
ＩＨ

わざ‐
沢

なか

ハ
一並

髪
明
却
「
月
舅

鶏
　
き
副
も
認

′́
　
　
ち
′沖
，
比

ひ
浩
」
亜
も
ヵ

，
　
　
　
十
＾
Ｆ
ロ

ま

　

　

を

計
・
　

´

口
，

く

ィ

ス

ー

も
車
け
嶼
』
げ

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

き
妃

な
奈

さ
　
　
か

沙
　
加

ら

　

　

ま

む
村

し
島

じ

　

　

わ

ふ
藤

い
岩

３ＴＤ

　

　

３Ｔ

み
実

か
夏

い
　
　

ず

れ
伶

す
鈴

ら

し
井

う
浦

も

　

　

し

も

桃

よ

吉

Ｄ
　
　
　
Ｓ
　
　
　
Ｓ

３Ｔ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

２Ｔ‐

ぉ
保

み
望

き
稀

る

　

　

っ

な
菜

く
留

な
夏

の
野

し
久

い
家

ヵ
　
　
お

お
小

ひ
東

お
大

20

福
井
県

ぅ
校‘品

つ や ま こ う
山

か
勝

し

手

＞

＞

＞

＞

と
ｚ

よ
代

り
里

る
場

ち
智

か
香

―
　

な
パ
オ
あ
リ

れ
林
じ
路
だ
田

ば

ヽ

の

野

わ

和

こ

ノ‐
「
＜

＜

＜

＜

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

み
み

な
奈

れ
な
み
美

ら
み

こ

′
ヽ
　

　

　

，Ｆ

さ く

倉

ね

．
二

あ
朝

か
金

ね
茜

こ
子

か
　
　
、ぇ
士大

あ
　
　
さ

，，‐、ツ

ち

口

ら

↓
府

ぐ

　

む

寸

ま

　

　

わ

．４

や

山

か

川

３ＴＤ

　

　

　

３ＴＤＳ

　

　

　

３Ｔ

き

貴

か

花

く

空

ヽ
・　
　
や
　
　
タ

‐
咲

あ
彩

じ
望

き
　
　
　
　
　
だ

ず

木
す
鈴

に
西

さ
澤 田

21

長

野
県

まつしょうがくえんこうこう

松 商 学 園 高 校 来

ぉ
緒

未

り
梨

れ

垂

ら

　

わ

だ

‥

は

原

ざ

澤

わ
　

ス
奥

お
尾

い
岩

は
＜

に
＜

み らい

潤

じ ゅ ん ぅ
優

ゆい
井

さ
酒

と
里

み
美
ちう
内

は
橋

羽    真

か は ね  ま

え す ぎ ゆ

ほ
堀

も
本

な
菜

り
里

か
佳

えヽ

あ
赤

う
上

う
上

み
美
なか
奏

まし
占島

ずみ
水

ゅ
優

ま

真
Ｔ Ｓ

　

　

　

‐Ｔ

杉
だ

優

と

朋

ぶんかがくぇんながのこうこう

文 化 学 園 長 野 高 校 竹 内 慶 太 郎

たけうち けいたろう き
希

ゆ
侑

は
橋

た
一局

た ま む ら み な

玉 村  未
み
波

さ と う う ら ら

佐  藤  麗
lDlD

22

岐
阜

県

けんりつぎふしょうぎょうこうこう

県 立 岐 阜 商 業 高 校

浩

お お は し ひ ろ し

(各 務 なつみ )

(か が み な つ み )

(井 上 由 衣 )
(い の うえ ゆ い )

人  橋
３Ｔ

　

　

　

２ＴＳ

の
乃

み
美

り
里
』
成

ま

茉

ィの
‘
‐

せ
瀬

ず
里

く
久

み
水

み
美

き
紀

ゆ

　

　

さ

‐′

一歩
み翔

ど
藤

。
Ｆ

ん

　

　

っ

“ノ

え
土ヽ退
ま
以燃

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

か
加

き
姫

ベ
ロ

。
ｃ
　
，１、／

ゆ

ネ

　

老

ま

の
　
子
・
　
　
　
・
，

ず

　

　

―

み
水

こ
小

ほ
歩

し

―士
心

たま

田

し
柴

たかや まに しこ うこ う

高 山 西 高 校

わ きた のぶ ひ ろ

脇  田  修 宏
ば
葉

ふ たま す た にき た せ ltる か

北 瀬  日青 果
2D 
増 谷

23

静
岡
県

ぅ
校

ここ
一局

ょ
陵

せ 0

メ■

一
穂
“
↓
”
∋

み
瑞

」
子

社
緒

つ
　

ま
‐

と
美

ま
松

ひ
氷

も
ヽ

ら

　

ｔ

士
コ

ォ

＝

む
村
は
６
い
り

き
樹
ゅ
上出紗

ぎな
葉
い
稲

な
菜
拓″
上土

だ
■

ま

Ｆ

や

‐‐‐円

か
歌
もも
李

り

里

た か は
橋

っ
都
な
菜

だ

一国

の
野

お
‐刈

２ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

き
咲

き
月

さ
　
　
づ

み
美

は
葉

な
奈

き

　

　

　

　

　

ろ

‘
木

た

田

し
城

↓

　

　

ゎ

　

　

ま

す
鈴

い
岩

や
山

ぅ

校

う

一局

と う

東
い
伊

きたがわ ひ ろの り

」ヒ  リ|1   考谷  糸己
3S

な ば あ や ね
葉  絢 子

い
稲

24

愛
知
県

名古屋経済大学市郁高校

なごやけいざいだいがくいちむらこうこう

き
輝

⊃
＞

＞
＞

ず
　

う
悟

り
梨

か

一
』
翔

ゅ
友

亀  井
か め し

(稲 垣
(い ながき

(た な か

(田 中

さ
沙

ぃ
生

ち
知

め
芽

た
　
　
た

じ

［国

よ

田

か
梶

き
清

な
奈

さ
紗

ず

せ
世

力、
和

ら

　

　

わ

と
虎

さ
澤

じ

き

貴

ふ

藤

ゅ
優

な
菜

ゅ
夕

ま
　
　
か

‐
　
ま

舞

若

お

　

　

と

わ  く

お
大

か
加

し
塩

く
蔵

ぅ
藤

飽

ぅ
校

と よ か わ こ う
豊  り|1  高

り
里

おか
香

だ

［国

い
飯

き
咲
さみ
実

も
本

まや

一四

か
香

ま
牧

も
李

き

25
二
重
県

ぅ
校

あ か つ き こ
暁    高

ぉ
生

”
＞

↓
＞

ケ

　

´

証

′
〓
・１

一
泰
綺
刊
¨
眠

も
本
”
井
〓
一

‥
ヽ
　

　

ン　
ヽ
ヽ
ォ

釜^

ま

―

ま

た
ｒ
か

′
．

や

Ｌ

・
＜

＜

仁

＜

き
希

み
美

ゆ

市

あた

し
　
　
　
田

や
　
　
り

は
林

な
成

か
華

め
芽

や
　
　
，

あ
彩

‐
夕

し
　
　
や

沖
林
き
矢

こ
小

せ
関

か
香

か
香

ぃ
依

刹
里

載
円

ま
真

ま
英

に
　

だ

し
島

た
谷

つ
田

べ
　

‐
ず

な
鍋

み
水

ま
松

優

こ うが っ か ん こ う こ う

皇 學 館 高 校

まきの たか ゆ き

槙  野  貴 行
さ
齋

さ
紗制里

百
二

ず

二

み

´
ヽ

こ

４
ガ

た

谷
11)

と う ゆ ず
藤   柚

26

滋
賀

県 滋賀
短期大学附属高校

しがたんきだいがくふぞくこうこう

澁 り|1 明 里

(尾 形 広 大 )
(お がた こ うだい )

(小和田 亜由美 )

わ だ あ ゆ み )

しぶ か わ あ か り き
雪

り
り

や
∴幽

ほ
保莉

なた

い月和
＝

ちつ
土

ほ
帆

ま ね み ゆ
美

ヵ
か
ぁ
あ

■
■
っ
　
テ

ィ

と

島

真

ひ
弘

す
鈴

ナ
田
ど
藤

ぅ
藤

だ

ん

　

　

と

い
池

こ
近

さ
佐

ご
五

２ＴＤ

　

　

　

３Ｄ

ゅ
由

こ
子

な

ま

１

　ヽ
　
々

盲
ハ
な
　
′
芝
ト

た

　

　

き

、
７

い

田

ざ

〓付

．′
　
　
や

１

な

中

み

宮

み
美

な
奈

ろ
　
　
ず

女子選手名簿 (3)
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女子選手名簿 (4)

No.
道

県

都

府 学校名
一

区
ヨ
、
ノ

′
‐

嗜

チ

鶴゙

〓
・
コ
　
↑

竪

＜

ｏ
ィマ

選  手

27

大
阪
府

ぅ
校

こう
一局

して ん の う じ こ

四 天 王 寺 一
み
海

正
な
七

な

Ｌ

　

日

．
だ

Ｆ

西

わ
和

封

亮

ずヽ＞

」
良

さ

」
　
　
ま

，
　
　
タ

れ

回
幸

』゙

ヽざ

、γ

ロ

か
逢
に

和

ぃ
礼

れ

美

み
美

中

お
岡

さ

一さ

ヵ
か
つ
　
‐
．　
つ

たじ

田
つ
辻

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

み
美

か
香

勤
奈

す
珠

か
真

‘
亜

ィ

押

　

屡

た

，
　
と

一月

は

畠

い

伊

く お か れ な

岡  玲 奈
3TDと

徳

た
田
と
徳

ぐ

ハ
ヽ

め

め

みヵ

上

わな か  み わ

28

兵
庫

県

ぅ
校

こう

一局

こん

円困

えヽく
学

だ

［田

のそ

口
困

』
浩

う
↓

０

・＞

ι

　

み

光

゛

子

浸
彰

島
友

か
絢

一
町
漏
川
や
山

ツ

　

ぶ

亡

け

全
バ

０
寺
は
触

∽
岬

こ
子

り
里

ヽな
奈

か
香

ヵ

ｎ
日

ぁ

「
可

み

カ

　

リ

・ヽ
　

　

だ

開
上
ね
田

い
石

か
金

３Ｔ

　

　

　

２ＴＳ

こ
子

ゃ
耶

ま

　

　

さ

真
　
沙

り

　

　

の

か
刈

ぅ
野

さ

　

　

　

よ

く

草

き

京

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

　

　

　

一――

み
実

か
香

こ
子

ぁ
亜
刹
里
蒟
陽

か
　

ま
恵

た

‐

中

や

ゴ

し

下

な

　

　

　

，μ

こ

　

　

ま

た
田
よ
横

や
山

う

エハス

ヽ
）

．
．

“
一局

ｔ」
院

が

」
子

わ
　
．

ゆ

　

‘

し

夙

き
幸

ゆず

ヨ

ｒ

‘
引

も

‐７

じふ
藤

る

）０

ひ

ュ″

く

ひυ
ち

も

‐―

し
下

ぐ
恵

め

ｉ４牙

み

Ｌ

ゆ

涸̈

29

奈
良

県

こ お り や ま

郡   山
ぅ
校

こ
一局

ゃ
哉

た
拓

も
本
さひ
久

(畠 中 絵 梨 )

(は た な か え り )

こ
子

ほ
穂

っ
津
疎
奈

‐
奈

え
美

つ〓
ヽ
レ
」

　

ト
ユ

ｊ

，
　

の

こ
小

い
井

り
李

き
希

ゎ
朱
ぁ
明

き

　

　

だ

さ
崎

に
田

わ
　
　
　
ぇヽ

い
山石
は
偵̈

３ＴＤ

　

　

　

３Ｔ

　

　

　

２Ｔ

み
摘

ぃ
衣

み
美

づ

喜
■

真

あ
―
主
安

‐め
日
吼
下
は
賓

り
　
　
り
　
　
か

、―

お
折

も
森

な
中

な  つ

菜
た  ま

ならだいがくふぞくこうこう

奈 良 大 学 附 属 高 校

し だ ち な つに

西 田  千 夏
こ
子

ま

‥

・
真
のヽ
野

な
占甲

な
那

し が き  みに
西 垣  美

30

和
歌
山
県

っ
校

こ
一局

ゆ
　
ヽ
力
／

た
耐

也

や

あ )

と
智

んよ

た
一田

え

さ
坂

＜
′
　

き

―
・

｝ノ

・，

↑
肛

、
レ　
ひ

士
ム

ヨ

ち

・

ぐ

口

・^
　

―

バ

ヲ

た

′

め

め

ぃ
衣

や

や

ぅ

―

ぁ

‐）
　

下″一

こ
あ

た

計
谷
つ
¬

お
荻

ま
松

こ
子
さ
沙
り
里

な
野
は
花

き
咲

み
実

た
一田

な
長

山  下   玄
や ま し た ひ か る

31

鳥
取

県

´，

↓ハＸ

，
）
．
．

“
一局
加
愛
れ
敬

と

につ

つと
鳥

し
士
心

各
エ

た

けド

ず

´ヽフト
勺

みし
清

な
菜
る
晴部

ベ
　
コュ
ｒ

や
矢

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

か
花

こ
子

え

えヽ
な

々

も
　
　
な
―
・

も

′
菜

わ

　

　

だ

＝

．
　

一Ц

が

り

ま

Ｆ

か

香

は

濱

さ
沙

き
月

り
　
　
づ

あ
有

か
楓

ら
村

の
野

む
　
　
か

き
木

な
中

ヽ
　
　
　
ＴＤ
　
　
　
Ｔ

３１

　

　

　

３

　

　

　

１

り
り

な
菜

き
希

颯
ょ
ゅ
由
¨
優

て
ひ

ら
　

，

た

　

む

Ｆ

ま

塁
ロ

ら

田

た

本

じ

ｆ

む

村

き

北

こ

小

32

島
根
県

しょうとくがくいんこうこう

松 徳 学 院 高 校

こ
彦

「
＞

ず

口

２

１

が
禾

さ
智

訓
橋

ぉ
瞬

＝

　

　

る

」

ス
″

　
　
　
　
　
　

´
・
ヽ

　

一
●
´
ノ

た
高

ｏ
＜

り
織

か
花

お
　
　
い

し
詩

ゆ
唯

み や ざ きし ま  ゆ り3TD  い け うみ

一
ぇ
絵

ほ
穂

も

　

　

ち

こ
・

一明

く
Ｉ
．．

ち

・　

　

　

３

ｃ

崎

た

田

宮

藤

島  由 里   池 内
ふむ ら た に ゆ い な 3TD そ が ベ

村 谷  唯 菜  曽 我 部

33

岡
山
県

，，

工（Ｘ

こ

．
．

”

一品

お
央

ゅ
［
Ｔ

ちき

′て

し

菫
カ

ら

・

く

倉

さ
久
も

＞

＞＞
＞

ひ
　

＝
介

．ノ
い

つ
勝

う
祐

一一
′

か
　

　

ゆ

　

　

　

ヨ
・Ｊ

き
滸

お
尾

ま
Ｅ

【
尾
］
帥〕∽
一］一

き

［月

つ

芝
ヽ

な

マ
フ

だ

田

なは
花

み
美
ぁ
亜

と
藤

さ
佐

か
華

るは
遥

や
林
まこ　

ノ‐
「

ょ

代

ま

真
た
谷
おお
大

な
奈射

だす

［国

た
武

ほ
帆
み

・Ｃ沐

ま

ｈ
Ｈ

や

―

か
香

こ
子栞

まゃ

∴四

おあ
圭目

34

広
島

県

ぅ
校

こ

ユ炉

こ

日
笏

よ

″
Ｐ

こ

高

中 村  陽 祐
なかむ ら よ うす け

ほ
穂
ち
千

い
井
ど
土

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

ぅ
憂

な
奈

ゅ
　

ゅ
由

の

　

　

１

マ
ー

ー‐

ヨ
ヽ

め

里

お

．″

う
梅

お
大

み
美

な

菜

も

一
ヽ
■
４

わ

ら ま ゆ か

み

上

い ず み

い ず み
3TD

み
美
っ
津
な
奈ＬＬ

わ

′ャ

い
山石

な
奈梨

ｔ
本

さ
坂

み

三

よ

吉

お

岡麻 由 佳
3T

も と ま ち こ う こ う

基 町 高 校

てらだ りょうたろう

寺 田 亮 太 郎

ぇ
恵

の
野

さ
坂 奏

35

山

口
県

ヽ，

工（え

こ

．
．

”
一局

こ
　
一
コ

し
　
・

い

＝
刀

な

ロ

や

七ツ

(た けみつ ただ し)

田 中  秀 幸
た な か ひ で ゆ き

(内 冨 なつみ )

(う ち とみ なつみ )

(竹 光 唯 至 )

２ＴＤ

　

　

　

ｌＴ

の
乃

ゅ

ユ

こ
琴

み

／

ヽ
　

ミヽ

つた
田
噛
中

に
新

お
折

ＦＤ

　

　

　

ＤＳ

２
　
　
　
Ｈ

き
稀

ん
鈴

ず

　
　
り

み
瑞

が

た

田

な

が

　

　

わ

な
永

き
希
み
美

らむ

寸

・

しに
西

い
山石

き
咲

み
美

らは
原

ぃ
衣
ゅ
優
づヽ
津

す
水

水

36

徳
島

県

こ

高

と
東

ぅ
校

じ
城

ゆ  カ

小 寺  由 香

(お か だ

(す ぎうち くにひろ)

(杉 内 邦 弘 )
ぇ
衣●不(岡 田

３ＴＤ

　

　

２Ｔ

き
咲

の
乃

褻
美
き
・

ゆ

イ寸

だ

田

そ
　
　
り

い
磯

も
森

３Ｔ

　

　

２ＴＤ

み
美

ほ
帆

り
里

な
こ

＞

　

　

　

＋身

レ
侑

ゃ

だ
　
　
み

子
コ

ん

田

の
モ

せ
千

し
四

澪
　
　
　
Ｄ
　
　
　
Ｐ

３ＴＩ
　
　
　
２Ｔ
　
　
　
創

こ
子

り
里

な
奈

い
　
　

か
　
　
き

ま
舞

あ
朱

ゆ
如

は
原

せ
瀬

だ
田

が
　
　
か
　
　
ん

な
永

な
中

ほ
本

と く し ま き た こ う こ う

徳 島 北 高 校

し

士
心

つあ

」
員

だ

田

さ
笹

さ

佐 ナ藤

か

花

み

実

-93-



女子選手名簿 (5)

No.
都

府 学校名
一

Ｖ
全
ヨ
ヽ
ノ

イ

確

チ

行゙

監
＜コ
ネマ

選  手

37

香
川
県

う

エハＸ

こ

．
．

こ

ユ漏
れ
業

よ
読
」

しつ

八
ム

ま

ョ４

渤

高

あ や かな ベ セ
ユ
ト
＞

＞

＞

＞

Ｆ
フ

お

」

か

，い

し

腐̈
．
る

ノ

彩

と
政

は
る

ィ

　

ま

と

　

　

き

―

井

も
本

わ
協

ま

１

や

～

鍋
婢
卸
ぃ
館

こ

子

の
　
，

な

「ノ
士
Ｋ

か

せ
、２

な

１

ま

＝
＝

や
‐幽

き
季

さ

ヽ汐Ｌ
Ｉ

な

‐

た
一口

こ
子
か
佳
ゆ
上国

か
賀
ぬ
奴

こ
子
］
里
こ
侑」谷

に
西

み
美

ずヽ
泉

ゃ
谷

ぶし
渋

み
海

か
香

つ
　
　
る

な
　
　
は
経晴

き
． 夏
ら

の
　
　
は
鷹
小

す
　

　

の

く
楠

し
篠

38

愛
媛
県

に
新

，
校

っ

一月

た

［国

ひ さ え だ ゆ い
久 枝  ゆ い
(と くなが ただし)

′
ヽ
　

こ

，Ｆ

督

，
〓

ち

祥

永

さ

．
′
　

　

土
ヘ

」
ヽ
“　
”み
　
［μ
´

復

ご

五

か
か

ど

いと

の
の

だら

田
は
原

き
季紗

まぬ
沼
すは
蓮

２ＴＳ

　

　

　

‐Ｔ

き
生

ぉ
澪

さ
　
　
み

沙

ぉ
桜
み
美

べ
部
が
我
そ
由
［

の
乃
り
里
のく
野

お
奥

ぃ
隆
性

ゅ
紫
ン　

　

す

　

　

ま

＞
野

ゃ
安

ゃ

‐

σ
　
　
　
●
´
　
　
　
こ

い
伊

あ
有

よ
横

39

高
知
県

ぅ
校

こぅ

一局

こ

．
‐

お

ュジ

ゆ

計
一―

ち

―

ち

気

・

こ

一局

く
卓

↓
＞

０
＞

た
　

す
‐

助

泣
雛

ら
　

」
俊

御
；

百
小

し

　

　

わ

山
百

は

，

Ｄ

野

い

リ

じ

　

ん

彗
日

／
Ｆ
Ｅ

か

梶

ゆ

け

に

＜

３Ｔ

　

　

　

２ＴＤ

か
華

な
奈

さ
彩

み
未

し
井

ぼ
保

ふ
藤

く
久

み
未

み
海

さ
　
　
な

あ
麻

み
南

み

た
田

か
上

え
　
　
わ

う
上

か
川

に し も り ゆ な

西 森  柚 奈
3TD

か
か
す
す
ぁ
あ
だこ
田
た
谷

こ
子士ロ

ゆ

るォ

サ
水

みし
清

う ち み な み こ う こ

校

こ

一局 知  南  高
の ひ ろ かや

矢

り
｀

不日野  宏
3S

まつ しま み なみ

松 島 み な み

40

福

岡
県
九州 国際大学付属高校

きゅうしゅうこくさいだいがくふぞくこうこう

みょうじん けんいち

嗜
封

こ
子

´́
　１ォ．　ヽ
　二

か
克

ヵ
佳

と

　

　

た

も
本

わ
田

わ
堂
な
縄

明 神  憲
３ＴＤ

　

　

　

２ＴＤＳ

ぃ
舞

み
未

か
華
の
乃
ゅ
優

じ
島

た

［国

ら

りヽ

よき

よヽ

ま

き

や

―

お

，日

と

」
遷

３ＴＤ

　

　

　

３ＴＳ

　

　

　

２Ｔ

く
空

ね
茜

み
美

美

あ

田

もつ

奈

橋

し  まみた

つ や ま な
山  奈

い
石

ま
松

し
重

ま
松

き
喜 口

判

お

ｈド

な

本

か

41

佐
賀

県

ぅ
校

こう
一局

こ
子

しよ
女
じ
賀

さ
佐

き
紀
詢
う
わ
め

ゆ

コ
κ
　
，

′
４

み
美
姜
将
ば
る

流
黎

わ
―‐

だ
田
議
給

ｎ
岩

ま

べ
７
′
´
ュ
ぃ

た
多

い
０

は
Ｃ

さ
沙

ね
茜

莉

ヵ

‥
　
あ

杏

だ

園

も

一局
と

３ＴＤ

　

　

　

２ＴＤＳ

　

　

　

２Ｔ

ん
鈴

こ
子

み
美

］
茉
な
々
ま
真

ョ
　
　
な
一釆

ね

．．

が

賀

ヵ

チ篠

か
金

こ
古

は
芳

た か ぞ の あ

田
・
友

か
香

な
奈

な
菜

や

ゃ
綾

ひ
寿

あ
彩

波

わ
波

も
本

あ

ま

し

志

し

志

あ

天

42

長
崎
県

諫 早 商 業 高 校

いさはやしょうぎょうこうこう

か つ やに しや ま

也

冽
０

”
⇒

勝

る
離

や
舞

月

ま
目

あ
采

―

ち

　

き

‐ヽ

世

ぐ

口

ら

ラ

西

“
鮒

ぃ
↑

で
楓

ょ
代

え

　

　

ち

憚
コ

か

　

　

し

，
Ｆ

ヽ

井

や

し
　
　
ば
［杯

し
　
　
お

い
石

お
大

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

き

樹

こ

子

な
′　
　
　
ム
）
　

‐

‘

占
ヽ
　
　
ル
礼

、
．ラ

も

ヵ

・ヽ

中国

き ば

庭

な
永

あ
秋

３Ｔ

　

　

　

２ＴＳ

　

　

　

‐Ｔ

こ
子

か
香

ほ
穂

じ
　
　
る

よ
佳

は
遥

さ
沙

う

　
　
み
　
　
だ

ご
郷

と
富

す
田

た
う

　

　

る

と

東

な

成

う

請

ぅ
校

こう
一品

ながさきじょしこ

長 崎 女 子

おがわ りょうへい

小  川  量  平
り
理

ゆ
夢

せ
瀬
たわ
渡

こ
子

ち

“付

い わ し た

岩 下 千

.13

熊
本

県

人代 白百合 学 園 高校

やつしろしらゆりがくえんこうこう

井 村  勝 英
い む ら か つ ひ で

(村 岡 尚 実 )
(む らおか なおみ )

(北 森 麻 矢 )
(き た も り ま や )

ル
」
　

　

えヽ

ね

音

で

楓

こ
琴

か

い
　

　

き

樹

み
美

津

わ
津

奈

わ
奈

ｒ
”　
こ
　
Ｈ
″

樋

た
谷

こ
子

か
夏

の
乃

い
　
　
や
　
　
と

え
己
あ
綾

こ
琴

み
映

だ
田

の
野

ず
　
　
え
　
　
め

い
泉

う
上

う
梅

か

　

　

ろ

む
向

く
黒

ひ ぐ ち な つ き

木

校

た ま な じ ょ し こ う こ

玉 名 女 子 高

ながまつ ゆういちろう

永 松 勇 一 郎 安

と し み し ょ う み わ

荘  美 羽
3D

あ ん

実

る

瑠

お
落 司

44

大
分
県

っ
校

こぅ
一局

し

ヨ́

こ

コ
四

た
　

・

い
ハ刀

おお
大

と

十

ま す

時  睦 )

き む つ み )

き
希

ゆ
勇

と
巴升

か
遥

な
菜

る

　

　

る

習

は

　

　

ら

，

き
木

む
村

ず

　
　
か

す
鈴

な
中

２ＴＤ

　

　

２Ｔ

り
璃

ほ
穂

ふ
福

か
亀

き
季

み
み
ぁ
愛

げ

」
「

ゅ

ゆ

の

コ
〓

』

珊

ぁ

あ

う

望

。

ヽ

お

　

　

照

く

方
，
　

コ
３

‥

鹿

ま

　

き

」月

と

こ
小

さ
崎

い
伊

だ

田 海

一ロ

め

井

べっぶつるみがおかこうこう

別 府 鶴 見 丘 高 校

ち ゆ |み や う

宮   内 唯

く

紅

き さ こ み
実

か
垣

ゅ
，田

ま

真

じぅ
司

し
庄 迫

45

宮
崎
県

う

　
お
人

う

二局

魔
園
え
学

が
　
一ラ

和

ル

ん

Ｐ
′

し

いヽ

れ

聖

ん
一得

ゆじう
任

きと
時

(渡 部 真 由 )
(わ た な べ ま ゆ )

り
り

ぅ
優

か
か

ゆ

，

　

　

　

菫

ヽ

あ

あ

み

↓
一一ン

き
木

ぶ
５

‥
．　
　
立
ロ

だ

田

ん

ひ
肥

ほ
本

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

み
未

こ
子

ま
　
　
，

真

！
莉

えヽ

ま

た
谷

と
外

３ＴＤ

　

　

　

２Ｔ

　

　

　

‐Ｔ

ゃ
彩

き
稀

か
香

は る

陽

切

瑞

し

石

ぁ

　

　

ず

き  りゎ
　
　
く
　
　
も

い

岩

お

奥

し

下

山

や

ぅ

上

み

に つ し ょ うが く え ん こ う こ う

日 章 学 園 高 校

ほそみ かず ひ ろ

細 見  和 凡
こ

こ

ぅ

ス
ノ

と

・と

わ

‐

が

リ
の
野

お

，４
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No.
道

県

都
府 学校名

一

１
チ

〔゙

監
＜ェ
ネマ

選  手

46

鹿
児
島
県

ぅ
校

こう
一局
」
子
よ
女

ま
島

し

日
し

、こ

‐
シ

か

鹿

み
文

”
Ｄ

ｏ
⇒

ふ

　

　

ろ

貞

・
ル

氏
辱

ろヽ
博
に
一ヽヽ
」
祀

●
）

．
　

う
　
ん
ェ
　
‥

わ
―

一一
頼

う
Ｊ

か
月
碗
ハ
のヽ
之

る

　

さ

一許

ヵ

反

ふ
古

К
侶

継
Ｏ

３ＴＤ

　

　

　

‐Ｔ

く
来

ぎ
凪

ム
　

　

な

こ
未
き

や

屋

さ

り

　

′
ま

崎

か
仮

や
山

の
乃

み
美

や
　
　
な

あ
彩

み
南

や
林

ら
楽

ば
　
　
ん

こ
小

あ
安

ＤＳ

　

　

　

ＦＤ

　

　

　

Ｔ

３１

　

　

　

２

　

　

　

１

ゅ
優

ん
琳

で
楓

あ
有

こ
幸

ま
又

ま

馬

た
田

き

り

　

／
つ
　

　

た

木

駒(

花

み

えヽ

沖
縄

県

一品ザ

ぅ
校

ざこ
　
コ

よ

や
】
＞

＞

＞

＞

，

ィ

し

こヽ

さ

少

ち

千

け

デ

，

控

み
三
た
洲
あ
断

薇
真
村
一出
，き動

ど
取
か
高
ぅ
踊

め
目
に
６
に
に

ず
鈴

と
思

す
　
　
こ

み
未

み
美

だ
田

し
城

ぇ
　
　
お

ま

前

お

大

・菜

き
月

‐
ユ　
つ

女

み
美島

お
大

・
洲

ろ

、ス

　
　
　
　
ン

＋
χ

か
江
潤
ゥ

た
高
お
大

す ひ なか
香禾カ

ゆ

―枯

まか
間
ほ
外

袋  花 音
お や  り さ
屋  リ サ

~

しまぶ くろ かのん

う

一品ヨ
ヽ

る

．〃

ば
風
えヽは
南

ぅ
校

ど

ど

た い ら み
平 良 み

り
織

お‐〉
士
心

だ

［国

えヽま

一
則

み
美

ぎ
儀

よ
血
（

と ま ん こ う こい

糸 校満   高 純

じ ゅ ん こ
子

ヽ
嘉

ひ

比
か
花
ゆ
以
う
結金 城

こ
子

わ

ロ‘↑

ら

ヨ
本

えヽ
　
諄
″

う
上

きん じょ

48

京
都
府

“
校
”
一局
乱
西
れ
大
れ
外

う

コ
側

き

一方

カロ  納   敦
か の う あ つ し

(わ たなべ てつよし)

(福 田 春 樹 )
(ふ く だ は る き )
(渡 邊 哲 義 )

ゅ

「田

ふ

楓
きさ
崎

わい
岩

こ
子
み
望
ま
真

だ
田

き
虫員

か
香

ぃ
来

ま
遥

‐
美

み

だ

田

，

野

の
　
　
　
″

つ
角

お
小

％
　
　

　

Ｓ
　
　

　

Ｆ

３ＴＩ
　
　

　

２Ｔ

　
　
　

ｒ

こ
子

ね
音

ゅ
夢

諄
美
ぃ
朱
み
美

し
麻

ま
　

が

ば
尋

じ
島

な
永

し
婦

か
　
す

い
石

な
中

ま
増

ぅ
一局

ぅ
校

お

乙 「
副

，き
幸

詢
↓

詢
↓

り

　

ｃ

権

「
―

葉

』
裕
”
秀
姜
植

ら

費
本
０
平
罐
田

〓ヽ　
　
ヵ
一詢
‐
ミ

優
山
に
行
は
的

ＤＳ
　
　
　
Ｄ

３Ｔ

　

　

３‐

り
里

ん
鈴

ヵ
朱

り

あべ
部

う
納

せ

谷

の

は
長

き
喜

し

井

が

む

向

い

上池

３ＴＤ

　

　

　

３ＴＤ

　

　

　

ｌＴ

ぇ
萌

き
月

か
香

も
　
お
葉
け
日

き

　

　

―
　

　

　

　

口
Ｈ
「

さ
崎

た
田
比
母

わ
　
ぼ
保

河
橋

い
山石
く
な
（
た
一呂

ぇ
咲

な
奈

・
琴

え
旦

、、　
　
　
一か
、

み

↓■
ノ

女子選手名簿 (6)
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●学校対抗の部

栄 光 の あ と

回 数 開催地 種 別 参加 1 位 2位 3 位

第 1回

(1950)
横  浜  市

男
　
女

院  (神 奈川 )

東  (北海道 )

関

札

東 学

幌

横  浜  緑  ヶ 丘  (神奈川 )

津        幡  (石川 )

金

新

丘

央

沢  泉  ヶ (石川 )

潟   中 (新潟 )

第 2回

(1951)
IL 幌  市

男子
４２

一

３８

|‖

札

東  学  院  (神 奈川 )

幌    南  (北海道) 札

聖

1晃

学    院  (東京 )

星  園  (北海道 )

金

安

沢  泉  ヶ 丘

積  女  子

(石川)

(福島 )女子

第 3回

(1952)
善 通 寺 町

子

一
子

男

一
女

金

札

沢 水  (石川 )

南  (北海道)幌

沢

通

泉

寺 第

金

善

丘  (石川 )

(香川 )

北

札 幌

海  (北 海道)

東  (北海道)

第 4回

(1953)
山 形  市

男子

女子

北        海

尚 綱 女 学 院

(北海道 )

(宮城 )

関 東  学  院  (神奈川)

石  (青森 )

関 東 学 院 六 浦

若 松 女 子

(神奈川 )

(福島 )

第 5回

(1954)
金  沢  市

子

一
子

男

一
女

金

坂

沢  二  水 (石 川 )

(香川 )

松

若

江

松

商  業  (島根 )

女  子  (福島)

聖   学   院

善 通 寺 第 一

(東京 )

(香川 )

第 6同

(1955)
神  戸  市

男子
３８

一

３９

聖

山

学    院  (東京 )

陽  女  子  (岡 山 )

沢

尚 網  女  学  院  (宮城 )

金 水  (石川 ) 山 形 市 立 商 業

善 通 寺 第 一

(山形 )

(香川 )女 子

第 7回

(1956)
仙  台  市

男 子
４〇

一

４０

松  江  商

善 通 寺 第

業  (島根 )

一  (香川 )

自       石  (宮城 )

山  陽  女  子  (岡 山)

(肯森 )

(宮城 )

黒        石

尚 綱 女 学 院女 子

第 8回

(1957)
松 江 市

男 子
４‐

一

４０

(山形 )

(香川 )

山 形 市 立 商 業

善 通 寺 第

松  江  商  業  (島根 )

敬  愛  学  園  (秋 田)

聖   学   院

前 橋 市 立 女 子

(東京 )

(群馬 )女 子

第 9回

(1958)
新 潟 市

男子 山   形   南  (山形 )

善 通 寺 第 一 (香川 )

津

山  陽  女

幡

子

(石川 )

(岡 山 )

新

尚

潟

院網  女  学

(新潟 )

(宮城 )女子

第10回

(1959)
会津若松 市

男子
４

一

４

山 形 市 立 商 業

善 通 寺 第 一

(山形 )

(香川 )

帯

坂

広 条  (北海道 )

出  (香 川 )

(大阪 )

(秋 田 )

茨        木

敬 愛 学 園女子

第 11回

(1960)
久 留 米 市

男子 山 形 市 立 商 業

善 通 寺 第 一

(山形 )

(香川 )

横  浜  緑  ヶ 丘  (神 奈川 )

敬 愛 学 園 (秋 田)

神 戸 商 業

高 岡 女 子

(兵庫 )

(富 山)女子

第 12回

(1961)
弘  前  市

子

一
子

男

一
女

４２

一

４２

新 潟 商 業

敬 愛 学 園

(新潟 )

(秋 田 )

ヶ 丘  (神 奈川 )

南  (山 形 )

横  浜  緑

新    庄

松 江 商 業

真 岡 女 子

(島根 )

(栃木 )

第13回

(1962)
高 岡  市

子

一
子

男

一
女

学 (東京 )

(富 山 )岡  女

院

子

山 形 市 サ 商 業  (山形 )

敬 愛 学 園 (秋 田)

新 潟 商 業

新 潟 中 央 女 子

(新潟 )

(新潟 )

第14回

(1963)
鶴  岡  市

男 子
４４

一

４５

新  潟  商  業  (新潟 )

新 潟 女 子 工 芸  (新潟)

商  業  (富山)

南  (山形 )

富 山

新

帯  広  三  条  (北海道)

山 形 城 北 女 子  (山形 )女 子

第 15回

(1964)
京  都  市

男 子 富 山 商 業

敬 愛 学 園

(富 山 )

(秋 田 )

●:

施

新

布

商  業  (新潟 )

女  子  (大阪 )

秋 田 経 大 附 (秋 田)

善 通 寺 第 (香川 )女 了

第 16回

(1965)
熊  本  市

男子

女 子

４７

一

４５

富  山  商

真  岡  女

業  (富 山 )

子  (栃 木 )

高 岡 商 業

成 安 女 子

(富 山 )

(京都 )

北

布

越  商  業

施  女  子

(新潟 )

(大阪 )

第 17回

(1966)
弘  前  市

男子

女子

宮  城  県  工  業  (宮城 )

敬  愛  学  園  (秋 田 )

岡

陽山

商  業  (富 山)

女  子  (岡 山)

(富 山 )

(新潟 )

富 山 商 業

新 潟 青 陵

第18回

(1967)
金  沢  市

男子
４６

一

４８

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

新  潟  青  陵  (新潟 )

奈 良 市 立 一 条  (奈良)

東    大   阪  (大 阪 )

新 潟 商 業

富 田 女 子

(新潟) 高  岡  商  業  (富山)

(岐阜) 真  岡  女  子 (栃木 )女 子

第19回

(1968)
福  111 市

男子 (富 山 )高  岡  商

東 大

業

阪 (大阪 )

(石川 )

(新潟 )

金 沢 市 立 工 業

新 潟 青 陵

三  条  商  業  (新潟) 日  大  山

敬  愛  学  園  (秋 田) 成  安  女

形  (山形 )

子  (京都 )女子

第20回

(1969)
桐  生  市

子

一

男

一
女子

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

(大阪 )阪東 大

桐 生 市 立 商 業  (群馬 )

成  安  女  子  (京都 )

(富 山 )

(新潟 )

岡  商  業  (富山) 富  山  商  業

岡  女  子  (栃木) 新  潟  青  陵

第21回

(1970)
名 古 屋 市

子
　
子

男

女

富 山 商 業

真 岡 女 子

(富 山 )

(栃木 )

新  潟  商  業  (新潟 )

成  安  女  子  (京都 )

業

南

工勢 強  (奈良)

学 園  (大阪)

伊

新 庄

(二重) 正

(山形) 四 條 畷

第22回

(1971)
善 通 寺 市

子

一
子

男

一
女

正       強

四 條 畷 学 園

(奈 良 )

(大阪 )

日 本 大 学 山 形  (山形 )

成  安  女  子  (京都 )

高  松  商

鶴  鳴  女

業  (香川) 高

子  (長崎) 奈

岡  商  業  (富山)

良  一  条  (奈良)

第23回

(1972)
新  サ1: 市

子

一
子

矛

一
女． 畷  学  園

正

1川 條

」強 (奈良)

(大阪)

阜

庄

岐

新

東 (岐阜)

(山形 )南

金 沢 市 立 工 業

我 孫 子 三 階 堂

(石川)日 大 山 形 (山形 )

(奈 良)(千葉) 奈  良 条

第24同

(1973)
四 日 市 市

男子
４

一

４

(石川 )

(大阪 )

金 沢 市 立 工 業

四 條 畷 学 園

日 本 大 学 |11形  (山形 )

安 孫 子 三 階 堂  (千葉 )

;強

子安

山

(京都) 真  岡  女  子

(奈良) 勝 (福井 )

(栃木 )成 女女子

第25回

(1974)

嬉  野  町

塩  田 町

子

一
子

男

一
女

正

新

強  (奈良)

陵  (新潟 )潟

日 本 大 学 山 形  (山形 )

四 條  畷  学  園  (大阪 )

金 沢 市 立 工

藤  園  女

山| (福井 )

(香川 )

業  (石川) 勝

子  (富 山) 善  通  寺  第

第26回

(1975)
水  戸  町

子

一

男

一
女 子

４９

一

５０

金 沢 市 立 工 業

四 條 畷 学 園

(石川 )

(大阪 ) 平

強正 (奈 良 )

(香川 )琴

石 岡 第 一

成 安 女 子

(茨城) 仙  台  商  業  (宮城 )

(京都) 藤        花  (石川 )

第27回

(1976)
|: 野  市

男 子 金 沢 市 立 工 業 (石川 )

四 條 畷 学 園  (大阪)

九  州  学  院  (熊本 )

新  潟  青  陵  (新潟 )

良

岡

一  条  (奈良)

女  子  (栃木 )

延暦 寺学 園 比叡 山  (滋賀)奈

土  佐  女  子  (高知) 真女 子

第28回

(1977)
倉 敷 市

子

一
子

男

一
女

(滋賀 )

(大阪)

延暦 寺学 園比 叡 山

四 條 畷 学 園

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

新  潟  青  陵  (新潟 )

(富山) 瑣

(青森) 奈  良

浦  (長崎 )

条  (奈 良 )

高 岡 商 業

千 葉 学 園

第29回

(1978)
会津若 松 市

男子 九  州  学  院  (熊本 )

四 條 畷 学 園  (大阪)

日 本 大 学 山 形  (山 形 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

工  業  (福島)

青  陵  (新潟 )

延 暦 寺 学 園比 叡 山  (滋賀)会  津

藤  園  女  子  (富 山) 新  潟女子

第30同

(1979)
大 津  市

子

一
子

男

一
女

(栃木 )

(大阪 )

今        市

四 條 畷 学 園

延 暦 寺学 園比 叡 山  (滋賀 )

新  潟  青  陵  (新潟 ) 園

(茨城 )

(兵庫 )

九  州  学  院  (熊本)

延暦 寺学 園 比 叡 山  (滋賀 )

石  岡  第

円 学

第31回

(1980)
善 通 寺 市

男 子
４９

一

４９

延 暦 寺学 園 比叡 山  (滋賀 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 新

市  (栃木 )

潟  青  陵  (新潟 )

強九  州  学  院

高 岡 女 子

(熊本) 正 (奈良)

(青森 )(富 山) 千  葉  学  園女 子

第32回

(1981)

平 塚  市

藤 沢 市

男 子
４９

一

４９

(山梨 )

(熊本 )

11 川

熊 本 中 央 女 子

日 本 大 学 高  (神奈川)

高  岡  女  子  (富 山)

延 暦 寺学 園 比叡 山

四 條 畷 学 園

(滋賀) 奈  良  一  条  (奈良)

(大阪) 新  潟  青  陵  (新潟 )女 子
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栄 光 の あ と

回数 開催地 参 加 1位 2位 3 位

第33回

(1982)

枕 崎 市

加 世 田 市

48 延 暦 寺学 園比叡 山  (滋賀 )

熊 本 信 愛 女 学 院  (熊 本 )

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

小  山  城  南  (栃木 )

市  立  尼  崎  (兵庫) 桐 生 市 立 商 業  (群馬 )

滋  賀  女  子  (滋賀) 高  松  中  央  (香川)
第34回

(1983)
豊  橋  市

男子 奈 良 市 立 一 条  (奈 良 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

千  葉  学  園  (青森 )

日 川  (山 梨) 柳  井  工  業  (山 口)

小  山  城  南  (栃木) 四 條 畷 学 園  (大阪)女子

第35回

(1984)
大  山 市

子
　
子

男
　
女

延 暦 寺学 園 比 叡 山 (滋賀 )

(埼玉 )上 尾

上        尾  (埼 玉 )

熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 )

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

小  lli  城  南  (栃木 )

11       り||

四 條 暖 学 園

(山梨 )

(大阪 )

第36回

(1985)
金  沢  市

男子 上

新

尾  (埼 玉 )

潟  青  陵  (新潟)

延 暦 寺 学 園 比 叡 山 (滋賀)

(滋賀 )延暦 寺学 園比 叡 山

金 沢 市 立 工 業 (石川)熊 本 商 大

高  岡  女  子  (富 山) ノlヽ  山  城

付  (熊本 )

南  (栃木)女子 49

第37回

(1986)
下 関 市

男子 49 延 暦 寺学 園比 叡 山  (滋賀)

千  葉  学  園  (青森 )

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

常  総  学  院  (茨城 )

弘  前  工  業  (青森) 柏 原  (大阪 )

高  松  中  央  (香川) 四 條 畷 学 園  (大阪)女子 49

第38回

(1987)
登  男ll 市

男 子 延 暦 寺学 園比 叡 山  (滋賀 )

四 條 畷 学 園  (大阪)

熊本 商科 大 学 付 属

熊 本 中 央 女 子

(熊本 )

(熊本 )

常 総 学 院

千 葉 学 園

(茨城) 弘  前  工  業  (青森)

(青森) 常  総  学  院  (茨城 )女子

第39回

(1988)
宝  塚  市

男子 尾  (埼 玉 )

四 篠  畷  学  園  (大 阪 )

常  総  学  院  (茨城 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

金 沢 市 立 工 業 (石川)ホ L 幌  第 (北海道 )

佐  賀  女  子  (佐賀) 常  総  学  院  (茨城 )女子 49

第40回

(1989)
高  知  市

男子 49

四 條  畷  学  園  (大 阪 )

熊 本 商 科 大 学 付 属  (熊 本 ) 越    谷    南  (埼 玉 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

日 本  大 学  高  (神 奈川)本 L  幌  第 (北海道 )

佐  賀  女  子  (佐賀) 常  総  学  院  (茨城 )女 子

第41回

(1990)

塩 竃  市

松 島 町

男子 49 常  総  学  院  (茨城 )

佐  賀  女  子  (佐賀 )

金 沢 市 立 工 業

埼   玉   栄

(石川 )

(埼玉 )

熊  本  商 大  付  (熊本) 上 尾  (埼 玉 )

聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本)女子 49

第42回

(1991)
富  士  市

男子 49 常  総  学  院  (茨城 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

(石川 )

(宮城 )

金 沢 二 水

聖 ウ ル ス ラ 学 院 常  総  学  院  (茨城) 埼    玉   栄  (埼 玉)

宮 城  県 工 業  (宮城) 上 尾  (埼 玉 )

女 子 49

第43回

(1992)

昌

西

鍋

封,

田「

l常

男子 49 常  総  学  院  (茨城 )

四 條  畷  学  園  (大 阪 )

北  (熊本 )声

聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 )

関  東  第 (東京) 本L  幌  第 (北海道 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本) 常  総  学  院  (茨城)女子 49

第44回

(1993)
宇 都 宮 市

男子 49 高 松 商 業 (香川 )

四 條  畷  学  園  (大 阪 )

常  総  学  院  (茨城 )

聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 埼    玉   栄  (埼 玉 )

関  東  第 (東京 ) li 尾  (埼 玉 )

橋    東  (群馬 )女 子

第45回

(1994)
高  岡  市

男 了 尾  (埼 玉 )

四  天  王  寺  (大阪 )

上 常  総  学  院  (茨城 )

常  総  学  院  (茨城 )

熊 本 学 園 大 付  (熊本) 金 沢 市 立 工 業  (石川 )

聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城) 富  山  商  業  (富 山 )女 子

第46回

(1995)
松  ,工  市

男子 49 11 尾  (埼 玉 )

高  岡  女  子  (富 山)

奈 良 市 立 ―‐条  (奈 良)

金 沢 向 陽 (石川 )

関  東  第 (東京) 金 沢 市 立 工 業  (石川 )

精  華  女  子  (福岡) 埼    玉   栄  (埼 玉)女 子 49

第47回

(1996)

甲 府 市

竜 工 町

子
　
子

男

女

49 人   代    東  (熊 本 )

埼    玉   栄  (埼 玉)

上 尾  (埼 玉 )

金 沢 向 陽 (石川 )

本L 幌  第 (北海道)常   総  学  院  (茨城 )

熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 精  華  女  子  (福岡)49

第48回

(1997)
長 岡 京 市

男子 49 上 尾  (埼 玉 )

埼    玉   栄  (埼 玉 )

八   代    東  (熊本 )

九 州 国 際 大 付  (福岡 )

金  沢  市  工  (石川) 大  阪  学  芸  (大 阪 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本) 昭  和  女  子  (大分)女子

第49回

(1998)
高  松  市

男 子 八   代    東  (熊 本 )

九 州 国 際 大 付  (福岡 )

高 松 商 業 (香川 )

金 沢 向 陽 (石川 )

関  東  第 (東京) 11 尾  (埼 玉 )

昭  和  女  子  (大分) 香  り|1  中  央  (香川 )女子 49

第50回

(1999)
滝  沢  村

男 子 関  東  第 (東京 ) 八   代    東  (熊本 )

金 沢 向 陽 (石川 )

延 暦 寺学 園 比 叡 山  (滋賀)本 L 幌  第 (北海道)

埼    I:   栄  (埼 玉) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 )女子 49 九 州 国 際 大 付  (福岡 )

第51回

(2000)
各 務 原 市

男 子 49 (東京 )関  東

滋  賀 女  子  (滋賀 )

埼   玉   栄  (埼玉)

高   岡   西  (富山)

柏 原  (大阪)延 暦 寺学 園比 叡 山  (滋賀 )

女子 49 埼    玉   栄  (埼玉) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜)

第52回

(2001)

八  代  市
宮  原  町
竜  北  町

男 子 49 関  東

青  森

第  一  (東京)

山  田  (青森 ) 賀 女

八

滋

代 東  (熊本)

子 (滋賀 )

延 暦 寺学 園比 叡 山  (滋賀)埼   玉 (埼 玉 )

県 立 岐 阜 商 (岐阜 )金 沢 向 陽 (石川 )

栄

業女子

第53回

(2002)

つ く ば 市

牛  久  市

男子 関 東 第 (東京 )

青  森  山  田  (青森 )

延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

県 立 岐 阜 商 業  (岐阜)

埼    玉   栄  (埼玉) プヽ   代   東  (熊本)

金 沢 向 陽 (石川)九 州 国 際 大 学 付 属  (福岡 )女 子 49

第54回

(2003)

長 崎  市

大 村  市

男 子 埼    玉    栄  (埼 玉 )

青  森  山  田  (青森 )

東 第 (東京 ) 足 羽  (福 井) 柏 原  (大 阪 )

熊  本  中  央  (熊本) 星 陵  (静岡 )女子 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 )

第55回

(2004)
鳥 取 市

男 子 49 (東京 )関  東  第 埼    玉    栄  (埼 玉 )

聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 )

延 暦 寺学 園比 叡 山  (滋賀)ノ  ヽ  代   東  (熊本 )

高   岡   西  (富山) 金  沢  向  陽  (石川 )女子 49 青  森  山  田  (青森)

第56回

(2005)
野  田 市

男子 49 埼   玉   栄  (埼玉) 水  島  工  業  (岡 山 )

聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )

延 暦 寺 学 園比 叡 山  (滋賀)青  森  山  田  (青森 )

金  沢  向  陽  (石川) 埼    玉   栄  (埼玉)女子 49 青  森  山  田  (青森 )

第57回

(2006)
奈 良 市

男子 49 埼    玉

青  森

栄  (埼 玉)

山  田  (青森 )

人   代   東  (熊本 )

金 沢 向 陽 (石川 )

柏 原  (大 阪) 勝 山  (福 井 )

熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )女子 49

第58回

(2007)

男子 埼    玉   栄  (埼 玉 ) 人    代 (熊本 )

(石川 )

'lr

ltt),金  沢  向

関  東  第

高    岡   西  (富 山) 聖 ウル スラ学院英智  (官城 )

(東京) 比   叡    山  (滋賀 )

女 子 49 青  森  山  田  (青森 )

第 59回

(2008)
所  沢  市

男子 埼    玉    栄  (埼 玉 )

聖 ウル スラ学院英智  (宮城 )

人   代    東  (熊本 )

埼    玉   栄  (埼 玉)

比   叡
八 代 自

山  (滋賀) 関  東  第 (東京 )

百 合  (熊本) 越    谷    南  (埼 玉 )女 子 49

第60回

(2009)
大  阪  市

男子 玉    栄  (埼 玉 )

森  山  田  (青森 )

埼

青

代    東  (熊 本 )

沢 向 陽 (石川 )
一

人

一
金

(市北海道 )東 大 阪 大 学 柏 原  (大阪) 本L 幌  第

樟   蔭   東  (大阪) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )女子

第61回

(2010)
糸 満 市

男子 49 埼    玉   栄  (埼玉) 高  岡  第 (富 山 )

埼    玉   栄  (埼玉)

岡  (福 島 ) 関

富

東  第 (東京 )

岡  (福 島 )女子 49 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 青  森  山  田  (青森 )

第62回

(2011)
弘 前 市

男 子 49 埼    玉   栄  (埼玉) 旭  り|1  実  業  (北北海ロ 岡  (福 島) 比   叡    山  (滋賀 )

岡  (福 島) 埼    玉    栄  (埼 玉 )女子 青  森  山  田  (青森 ) 松  徳  学  院  (島根 )

第63回

(2012)

福 井 市

永 平 寺 町

男子 49 埼    玉    栄  (埼 玉 )

富 岡  (福 島 )

富

聖ウルスラ学院英智  (宮城)

岡  (福 島 ) 東  奥  学  園  (青森 )

倉  敷  中  央  (岡山)

金 沢 市 立 工 業 (石川)

県 立 岐 阜 商 業  (岐阜)女子 49

第64回

(2013)
北 九 州 市

男子 49

青  森  山  田  (青森 )
富 岡  (福 島 )

岡  (福 島 )

埼    玉    栄  (埼 玉 )

勝

東 大 阪 大 学 柏 原  (大阪) 自  由  ケ  丘  (福岡 )

山  (福井) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )女子

第65回

(2014)
千 葉 市

男子 岡  (福 島 )

岡  (福 島)

富

富

東 大 阪 大 学 柏 原  (大 阪 )

青  森  山  田  (青森 )

埼

勝

玉   栄  (埼玉) 高  岡  第

山  (福井) 金  沢  向  陽  (石川 )

(富 山 )

女 子 49

-97-

一
別

一
子

一
子

一
種

一
男

一
女



栄 光 の あ と

回数 開催地  1種別 1参加 | 1位 2位 3位

第66回

(2015)
向

男
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●個人対抗の部

栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参加 1位 2位 3 位

第 6回

(1955)

神  戸  市

男 単 74 永 井  栄 一 (聖 学 院 ) 北 島  克 英 (聖 学 院 ) 林   七  郎 (四 日 市 農 芸 )

女単 74 渡 辺  公 子 (函 館 東 ) 佐 々 木 功 子 (尚 細 女 子 ) 永 田  豊 子 (善 通 寺 第 一 )

男複 73 永 井 ・ 小 野 岡 (聖 学 院 ) 北 島 ・ 吉 野 (聖 学 院 ) 北 方   関 (金 沢 水 )

女複 74 友 野 ・ 権 田 (山 陽 女 子 ) 小 林 宅 (山 陽 女 子 ) 永 田 ・ 藤 田 (善 通 寺 第 一 )

第7回

(1956)

仙  台  市

男 単 79 板 垣  隆 房 (山 形 市 立 商 ) 吉 野  嘉 保 (聖 学 院 ) 小  宮  夕子 雄 (関 東 学 院 六 浦 )

女単 78 横 井  キ ヌ エ (善 通 寺 第 一 ) 戸 田  寿 子 (山 陽 女 子 ) 小 林  桂 子 (山 陽 女 子 )

男複 78 吉 野 ・ 稲 永 (聖 学 院 ) 星 野 ・ 小 田 (松 江 商 ) 板 垣 ・ 山 岸 (山 形 市 立 商 )

女複 78 横 井 ・ 井 上 (善 通 寺 第 一 ) 山 下 ・ 大 西 (善 通 寺 第 一 ) 小 林 ・ 戸 田 (山 陽 女 子 )

第8回

(1957)

松  江  市

男 単 81 小 宮  好 雄 (関 東 学 院 六 浦 ) 中  村  智 (関 東 学 院 ) 平  野   隆 (松 江 商 )

女単 81 田 島 外 茂 子 (善 通 寺 第 一 ) 長 田 悠 喜 子 (北 陸 学 院 ) 尾 関  紀 子 (函 館 東 )

男複 80 小 官 ・ 落 合 (関 東 学 院 六 浦 ) 中 村 。 時 田 (関 東 学 院 ) 富 田 ・ 今 村 (松 江 商 )

女複 79 田 島 ・ 山 下 (善 通 寺 第 一 ) 官 川 ・ 野 間 (善 通 寺 第 ―) 北 島 ・ 松 田 ( 金  城  )

第9回

(1958)

新  潟  市

男単 73 板 垣  善 憲 (山 形 南 ) 浦 作 (富 士 ) 森    晃 (奈 良 商 工 )

女 単 78 山 崎 紀 久 子 ( 金  城  ) 間 宮 美 紀 子 (芽 室 東 ) 伊 村  博 子 (宇 治 山 田 )

男複 73 板 垣 ・ 金 森 (山 形 南 ) 船 山 ・ 水 井 (山 形 南 ) 五 味 川 ・ 掘 田 (本L幌 ■ )

女複 77 川 山  崎 ( 金  城  ) 三 森 ・ 木 村 (敬 愛 学 園 ) 蔵 本 ・ 有 本 (善 通 寺 第 一 )

第10回

(1959)

会 津 若 松 市

男 単 84 岡 崎  恵 (緑 ヶ 丘 ) 稲  井   岡」 ( 高  松  ) 玉  井  治  之 ( 茨  木  )

女 単 83 蔵 本  文 子 (善 通 寺 第 一 ) 横 山  満 子 (敬 愛 学 園 ) 福 本  和 子 (善 通 寺 第 一 )

男複 84 永 井 ・ 北 村 (山 形 市 立 商 ) 岡 崎 ・ 山 本 (緑 ヶ 丘 ) 東 条 ・ 井 上 (高 松 商 )

女複 83 蔵 本 ・ 有 本 (善 通 寺 第 一 ) 横 山 ・ 高 橋 (敬 愛 学 園 ) 福 本 ・ 三 原 (善 通 寺 第 一 )

第11回

(1960)

久 留 米 市

男単 84 岡  崎  恵 (緑 ヶ 丘 ) 稲   井   岡」 ( 高  松  ) 近 道  利 一 (神 戸 商 )

女単 83 横 井  文 子 (善 通 寺 第 一 ) 橘  美 智 子 (高 岡 女 子 ) 高 橋  泰 子 (敬 愛 学 園 )

男複 84 岡 崎 ・ 山 本 (緑 ヶ 丘 ) 阿 部 ・ 笠 原 (新 潟 商 ) 福 島 ・ 高 見 ( 新  潟  )

女複 81 橘   酒 井 (高 岡 女 子 ) 高 橋 関   内 藤 ( 吉 原  )

第12回

(1961)

弘  前  市

男単 84 秋 山  真 男 (甲 府 商 ) 大 竹  紘 一 (新 潟 商 ) 伊  村  隆 (宇 治 山 口 )

女単 84 望 野  政 枝 (富 士 見 ) 佐 藤  弘 子 (新 庄 南 ) 小 笠 原 詔 子 (新 庄 南 )

男複 83 大 竹 ・ 安 沢 (新 潟 商 ) 森 谷 ・ 板 垣 (山 形 商 ) 中 村 。 松 浦 (帯 広 条 )

女複 84 小 笠 原 ・ 渡 辺 (新 庄 南 ) 大 門 ・ 伊 藤 (敬 愛 学 園 ) 高 木 ・ 天 野 (掛 川 西 )

第13回

(1962)

高 岡 市

男単 82 西  野 征 (聖 学 院 )

高 塚  淳 子 (山 陽 女 子 )

小  島 平 (緑 ヶ 丘 ) 斉 藤  正 勝 ( 富  士 )

女単 86 橘  妙  子 (高 岡 女 子 ) 室 崎  光 子 (高 岡 女 子 )

男複 82 西 野 ・ 須 田 (聖 学 院 ) 本 田 ・ 荒 川 (新 潟 商 ) 小 島 ・ 棚 橋 (緑 ヶ 丘 )

女複 85 高 塚 ・ 重 政 (山 陽 女 子 ) 村 松 ・ 多 田 (善 通 寺 第 一 ) 室 崎 ・ 河 村 (高 岡 女 子 )

第 14回

1963)
鶴 岡 市

男単 87 裏 田  光 夫 (新 潟 商 ) 関 誠 (聖 学 院 ) 中  村  宏 (聖 学 院 )

女 単 86 高 橋 と も 子 (山 形 城 北 女 子 ) 後 藤  和 子 (新 潟 中 央 ) 高 森  幸 子 (札 幌 北 斗 )

男複 87 星 野 ・ 裏 田 (新 潟 商 ) 鈴 木 ・ 神 田 (新 潟 商 ) 関 中 村 (聖 学 院 )

女複 85 加 藤 ・ 石 崎 (新 潟 女 工 ) 高 橋 ・ 渡 辺 (山 形 城 北 女 子 ) 後 藤 ・ 茂 沢 (新 潟 中 央 )

第15回

(1964)
京 都 市

男 単 88 森  芳  夫 (奈 良 商 工 ) 盛 野  博 之 (高 岡 商 ) 堀   幸  雄 (岐 阜 工 )

女単 90 佐 々 木 フ ミ (敬 愛 学 園 ) 竹 内  泰 子 (新 潟 女 工 ) 硲  恵 美 子 (高 岡 女 子 )

男複 88 高 林 ・ 池 田 (富 山 商 ) 立 野 ・ 盛 野 (高 岡 商 ) 森  ・ 河 村 (奈 良 商 工 )

女複 90 竹 内 ・ 石 本 (新 潟 女 工 ) 高 野 ・ 渡 辺 (新 潟 中 央 ) 植 木 。 大 島 (真 岡 女 子 )

第16回
(1965)
熊 本 市

男単 92 栂 野 尾 昌 一 (富 山 商 ) 寺 前  信 之 (富 山 商 ) 沼 沢  利 一 (日 大 山 形 )

女 単 89 近 藤  光 枝 (布 施 女 子 ) 山 本  真 江 (善 通 寺 第 一 ) 才 脇  妙 子 (布 施 女 子 )

男複 92 栂 野 尾 ・ 寺 前 (官 山 商 ) 沼 沢 。 中 村 (日 大 山 形 ) 杉  山 (岐 阜 工 )堀

女複 88 山 本 ・ 細 川 (善 通 寺 第 一 ) 上 野 ・ 石 崎 (真 岡 女 子 ) 近 藤 ・ 才 脇 (布 施 女 子 )

第17回
(1966)
弘 前 市

男単 91 本 間  順 次 (新 潟 商 ) 我  妻 郎 (宮 城 県 工 ) 市  り|1  清 (宮 城 工 )

女単 92 湯 木  博 江 (山 陽 女 子 ) 浦 口  恵 子 (山 陽 女 子 ) 遠 藤  幹 子 (新 庄 南 )

男複 90 本 間 ・ 高 橋 (新 潟 商 ) 市 川 ・ 我 妻 (官 城 県 工 ) 牛 島 ・ 藤 永 (富 山 商 )

女複 92 本 間
。 日 下 (新 潟 青 陵 ) 浦 口 ・ 湯 木 (山 陽 女 子 ) 小 山 ・ 遠 藤 (新 庄 南 )
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・ 長 崎 (敬 愛 学 園



栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参加 1位 2(|: 3 位

第 18回

(1967)
金  沢  市

男 |11

女 lll

リリ1,

女 111

92 米   田   実 ( 富 ||1 商 )

高  坂  薫 (新 潟 中 央 )

米 田 (富 山 商 )松

相

島

沢 。 金 子 (新 潟 青 陵 )

黒   田   博 ( 金  沢  )

相 沢  マ チ コ (新 潟 青 陵

笠 井 好 ・ 笠 井 教 ( 富  士

田  イ中 枝 (真 岡 女 子 )

大

沢 市
沢 市

愛

阪

植   田
生 _野__⊇L
奈 良 岡 洋

池  田  栄
高  来
山 本 。 松

岡 崎 ・ 湯
油 田 ・ 平

寛

男

強(

( 高 岡 商 )

7‐

了‐

メ:

本

弘 前 聖
東

金

金

浅
■1
(成 安 女 子 )

(東 大 阪

94

91

94

第 19回

(1968)
福  山  市

男単

女単

男複

女複

平

上 敏 博

"|

岡 1商 )

山  素  子 大 F,、 )

)草 島 ・ 布 目

早 坂 ・ 柿 崎 ( 庄 南 )

足 立  守 男 〈 岐 阜 東 )

堀 川 栄 美 子 (新 潟 青 陵 )

高  岡上 官 林 (

藤 田 (

)

清  水 )

田 げr 男 (日 大 山 形
男 (日 大 山 形二 」 壁 _

豊  田
橋 本 香

松 田 ・

遠 藤 ・

陣 内 ・

高 崎 ・

光

好

敏

代

田

村
大

子

子

野

所

田

場

)

(真 岡 女 子 )

(真 岡 女 子 )

(高 松 商 )

(日 大 山 形 )

成 安 女 子

東  大  阪
(

(

)

第20回

(1969)
桐 生 市

男単

女単

男複

女複

92

94

91

94

尾 崎  幹 雄 (富 山 商 )

柴 山

尾 崎

柴 山

き よ 子 (東 大 阪 )

中 川 (富 11,商 )

高 崎 (東 大 阪 )

船  山

石  崎

内 田

及 川

秋 日 経 大 付 )

真 岡 女 子 )

桐 生 市 立 商 )

脇 田 (富 田 女 子 )

敏 彦

茂 子

桐 生

雅

通

裕

弘 子 (東 大 阪 )

村 谷 (金 沢 市 立 工 )
渡 辺 (桐 生 市 立 商 )
坂 本 (東 大 阪 )

小  中
内  田
陣  内
高 崎
小 中
小 林

大 場
障 内 層11奇 (成 安 女 子

第21回

(1970)
名 古 屋 市

男単

女単

男複

女複

陣 内  裕 子 (

森 田 ・ 松 島 (

西 村  美 鶴 (富 山 商 )

成 安 女 子 )

富 山 商 )

成 安 女 子 )岡 崎 ・ 陣 内 (

冶 (大 聖 寺 )銭  谷   欽

秋 本 人 代

山 田 ・ 竹

秋 本 。 西

美 (四 條 畷 学 園 )

野 (新 潟 商 )

尾 (四 條 畷 学 園 )

金  田
市  村
西 尾
佐  伯
巽

日 下
清 水

谷

竜

栄

真 理

智

西
・ 曽
・ 矢

尼

造

文

子

子

天   理

(日 大 鶴 ヶ 丘 )

(四 條 畷 学 園 )

(奈 良 ― 条 )

川 (正 強 )

根 (高 松 第 一 )

日 (新 庄 南 )

崎 (成 安 女 子 )

第22回
(1971)
善 通 寺 市

男単

女単

男複

女複

92

96

92

95

下 田  春 樹 (富 山 商 )

秋 本 人 代 美 (四 條 畷 学 園 )

米 山 ・ 中 島 (日 大 山 形 )

西 尾 ・ 秋 本 (四 條 畷 学 園 ) 条 )

米 山  正 和 (日 大 山 形 )

佐 伯  智 子 (奈 良 ― 条 )

中 原 ・ 木 下 (高 松

佐 伯 ・ 古 谷 (奈 良

繁 美 (正 強 )

証 雄 (三 条 商 )

成 代 (奈 良 ― 条 )

真 理 子 (四 條 畷 学 園 )

・ 佐 野 ( 正  強  )
・ 秋 葉 (山 形 工 )

,大 矢 根 (善 通 寺 第 一 )

西  川
土  田
古  谷
西 尾

西 川

大 場

自 玖

矢 口 本 聞 (新 庄 南

第 23回

(1972)
新  庄  市

男 lit

女 |11

リリ|ヽ

女複

中 井  基  夫 ( 正  強  )

秋  本

中 井
南  田
秋  本
徳  田

幸 子 (四 條 畷 学 園 )

警 参 ( 正 強 )
義  止
華  子

裏 享 (四 條畷学園)

辻 敏 ヴ、 (添 上 )

(四 條 畷 学 園 )

〈 山 形 工 )

〈 四 條 畷 学 園 )

徳  田  敦  F

秋   葉    博
三  井   幸 嗣
諸  橋   典  

「
高  田  幹  

「

須   藤
原    敏
沼  能
本  多
渡 辺 ・

原
三 田 ・

矢 口 ・

茂 (東 奥 義 塾
夫 (金 沢 市 立 工 )

久

励

菅

子 真

千

岡

葉

女

学

了

園

( )

)

山

金 沢

形

市

東

立

子

南

(

(

( 新 庄

第24回
(1973)
四 日 市 市

男単

女単

男複

女複

９４

一

９６

一

９３

一

９５

徳  田  敦  子

西  村   正  美
梶  り|1  博  之
徳  田  敦  千
高  田  幹  子

(四 條 畷 学 園 )

西 村  正 美 (富 山 商 )

(

(四 條 暖 学 園 )

商 )

井  上

池  田
松  重
井  上
朝  日

強 )

成 安 女 子 )

正   強   )

成 安 女 子 )

f也 田 文  昭 (

昌 子 (

文  昭 ′
恵  三

｀

昌 子 ′
昌 子

｀

工  藤
辰1 己
朝  日
桜  井
平 野 ・

榎

山 田
日 向 野

彦 (東 奥 義 塾

雄 (奈 良 ― 条 )

子 (成 安 女 子 )

誠 子 (市 立 尼 崎 )

長 谷 川 ( 勝  山  )
中  谷 (日 大 鶴 ヶ 丘 )

野 中 (市 立 長 崎 商 )

・ 石 田 (真 岡 女 子 )

第25回

(1974)

嬉 野町

塩 田 田l

男単

女単

男複

女複

諏  訪   芳  博
関  根   和  子
大 塚 ソ ノ エ

長 谷 川 博 幸 ( 勝  山  )

植 野 恵 美 子 (四 條 :1晨 学 園 )

(  勝  山  )

(新 潟 青 陵 )

金 沢 市 立 工 )

奈 良 ― 条 )

金 沢 市 立 工 )

滝   川 修

邦  子

修
圭  樹
智 子
敦  子

山 本

滝   川
船  本
原 田 美
藤  原

(山 陽 女 子 )

丘 )

陵 )

子 )

)

良 条 )

′」ヽ 本ヽ   ′君
成  田  勧
大 塚  ソ ノ
原 田 美 智

福  本
塚 本 。 小

辻     貝
海 老 ・ 平

工 (新 潟

子 ( 山 陽
管 ( 理
倉

瀬

野

男 (逗 子 開
次 (国 大 鶴 ヶ

1丈

女

浦

(奈
(成
(新
安 女 子 )

潟 青 陵 )

第26回
(1975)

水  戸  i'

男単

女単

男複

女複

９ ６

　

一

９ ８

　

９ ５

　

　

９８

林 田  草

植 野 恵 美

吉 岡  イ申
冨 田  章
植 野 恵 美

樹 (几 州 学 院 )

子 (四 條 畷 学 園 )

実(正 強 )

重 (四 條畷学園)石  り|1  好

千   厩   )

藤 園 女 子 )

金 沢 市 立 工 )

子

人

弓

子

菅 原  敬

米 倉 よ し

官 森  庄
酒 井  直
佐 藤  真
雑 賀 富 士

(園 田 学 園 )

み

千

原

)

子

条

冨 森1  圧
坂 本  宏
石 田 ひ と
北 村 寿 弥
峰  。 上
小 倉 。 小
米 倉 ・ 山
山 本 ・ 桐

金 沢 市 立 工

七 尾  農
藤  花  )
四 條 畷 学 園 )

高 松 商 )

奈 良 条

山 奈 良

第 27回

(1976)
中  野  市

男単

女単

男複

女複

宍 戸 隆 夫 (塩 釜 )

石 川  好 子 (四 條 畷 学 園 )

幸1野
京
勝

'(高

松商)

早

り|1久

算
(四 條 畷 学 園 )

(四 條 畷 学 園 )

〈 伊 勢 工 )

(新 潟 青 陵 )

諸 多  博 之 〈奈 良 一 条 )

河

山
森
藤

村

西

茂 美
友 行
弘 善
良 子
息 子

井

井

木

重  山
北   橋
南  雲
柴  田
工 藤 ・

小 浜 ・

浜 田 ・

喜 多 川

成

栄

真

生

進

金 沢 市 立 工

比 叡 山 )

子 (渋 川 女 子 )

女 子 )

山 形 )

徳 水 (巣 鴨 女 了

(

(

伊

弓 (滋 賀
藤 (日 大

諸 多 (奈 良 ― 条 )

田 村 (土 佐 女 子 )

第28回

(1977)
倉 敷 市

男単

女単

男複

女複

96

98

96

98

(延 暦 寺学 園 比叡 山 )

(四 條 畷 学 園 )

西

原

山 博

口 恵

司 (延 暦寺学園比叡山)

子 (四 條 畷 学 園 )

矢  部   忠  司
西  山  博  司
平  久  美  子
河  村   茂  美

イ1こ

児
局

弓

子

(新 潟 青 陵 )

(奈 良 ― 条 )

(四 條 畷 学 園 )

和

俊

輝

真

高 野
樋 岡
吉 村
末 兼

漆  原  亨 (曰 大 鶴 ヶ丘 )

北  田 ス

日  本
喜  良
河  村
左_藤
玉 村
丹 藤
山 下
阿 部

青

院

‐園

陵

)

)

)

弘 (九 州 学
文 ( 柳 井
美 (四 條 畷 学

幸

明

茂

桂

海

子 (新
道 ( 藤   島  )
楠 美
葛 西
横 田

(東 奥 義 塾 )

(千 葉 学 園 )

(奈 良 ― 条 )

第29回
(1978)

会 津 若 松 市

男単

女単

男複

女複

(九 州 学 院 )権 藤  浩

北 田 ス ミ 子

本 石  俊 憲
権 藤  浩 二
合 り|1  裕 子
北 田 ス ミ 子

四 條 畷 学 園 )

九 州 学 院 )

四 條 畷 学 園 )

-100-

樹

夫

子

(金 沢 市 立 工
(桐 生 市 立 商
(成 安 女 子



栄 光 の あ と

回数 開催地 種 別 参加 1位 2位 3 位

第 30回

(1979)
大  津  市

単

一
単

一
複

男

要

．
男

96 権 藤  浩 二 (九 州 学 院 ) 馬  場   良 浩 ( 今  市  ) 村  本
1  幹‐ :夫 ( ヒ 尾  工 )

坂 井 外 喜 男 (金 沢 市 立 ■ )

98 北 田 ス ミ 子 (四 條 畷 学 園 ) 原 田  純 子 (園 口 学 園 )
代

美

西 村 美 千
青  山  寿

(  1ヒ   毯又  山  )
(成 安 女 子 )

96 権

村

藤

上

浩

英 芥
(九 州 学 院 )

野   佳
西

浩 ′

太
｀岡

4ヽ
高 松 商 )

伊  藤
桜 場

峰 ( 越
井 上 (大 河  原

谷  )
商 )

女複 98
北 田 ス ミ

富 田 美 千「i(四 條畷学園) 最 庁 貴 躾 承
(熊 本 中 央 女 子 )

河 原

松 田
(園 口 学 園 )原

植

田

田

第31回
(1980)

善 通 寺 市

男 単 96 井  上  哲  章 (熊 本商科大付属 ) 山  本  裕  幸 (延 暦 寺学 園 比叡 山 )
川

市

)

)

松

大

野

島

修i二 (

正  志 (

女 単 98 高 峯  和 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 陣 内 貴 美 子 (熊 本中央女子 )
野

山

満
佳
子 (新 潟 青 陵 )

子 (高 松 中 央 )

上

内

男複 96
山

馬

本

杉

幸

司

裕
武

今  市  )大

大 堀 円

島   正 高 岡 第 一 )西 本

松  野
上 田 (

宮 (

高 橋
り|1 口

湯 沢 (

佐 野 ( 川 口 女 子 )

女複 98 (熊 本 中 央 女 子 )
高 峯  和 子
陣 内 貴 美 子 季

(新 潟 青 陵 )

野

山

,商

美
li

「
'N

第32回

(1981)

平塚市
藤 沢 市

l'り |11 96 松  浦  進 (草 津 )

陣 内 貴 美 子 (熊 本 中 央 女 子 )

松  野   修  二 (  日  り|| ) 不|
豊

松

田

博 (金 沢 市 立 工 )

裕 (日 本 大 学 高 )

女単 98 山 内  佳 子 (高 松 中 央 )
永

田

井

向
明 美 (高 松 中 央 )

和 子 (高 岡 女 子 )

男複 96
松  野  修  二 ′
宮   健   次

｀ 日  りll  ) ξ(金 沢市立工)羽  田
村   松

義 片 岡 ・ 辻 田 (比 叡 山 )

佐 々 木 ・ 葛 西 (東 奥 義 塾 )

女複 98
陣

井
牲  澤 i(熊 本 中 央 女 子 )
↑丁   ロヨ :,こ 薯認咲為章(新 潟青陵)

森 山
山 内

田 (熊 本 信 愛 女 )

佃 (高 松 中 央 )

第 33回

(1982)

枕崎 市

加 世 田 市

りj lli 98 柳 谷  辰 哉 (弘 前 南 ) 辻  田   泰  昌 (延 暦 寺学 園 比叡 山 )
兄

|||

市

りこ

昌 弘 (奈 良 ― 条 )

克 則 (金 沢 市 立 工 )

女単 98 鴻 原  春 美 松 田 太 嘉 子 (四 條 畷 学 園 )
永

森
明
]1
美 (高 松 中 央 )

美 (熊 本 信 愛 女 )

井
山

男複 97 条 )

(熊 本 中 央 女 子 )

中 :谷
見  市 置
‐
:i(奈 良

高  峯   尚 子
青 木 き よ み

辻

杉

森

山 糸屯

泰

(熊 本 信 愛 女学 院 )
子

羽 田 (金 沢 市 立 工 )
川 (比 叡 山 )西  川

野 村 (弘 前 学 院 聖 愛

岡 崎 (小 山 城 南
相 馬

三 沢
)

)

女複 98

第34回

(1983)

豊  橋  市

男 単

女 単

98 江  藤   裕  樹 (延 暦寺学園比叡山 )

鴻 原  春 美 (四 條 畷 学 園 )

見 市  昌 弘 (奈 良 条 )

件|

仏:

実 (小 松 原 )

浩 (市 立 尼 崎 )

田

藤

98

勅 使 河 原 尚
藤  咲   勇 一

小 泉  陽 子 (園 田 学 園 )

(桐 生 市 立 商 業 )

青

上

木

村

き よ み (熊 本中央女子 )
美 香 (熊 本 信 愛 女 )

男複 98 謙
英 翌 (九 州学院 )川  本

林

鴻 原  春
新 木  貴

圭

拿 (四 條畷学園)

宮

加 藤

志  村 〈  日  り||
長 谷 川 (日 大 山 形

)

)

女複 98
璽:(熊

本 信 愛 女 学 院 )
上 村  美
平 井 真 由

根 本

原 田
須 藤 (小 山 城 南 )

本 田 (新 潟 青 陵 )

第35回

(1984)

大  山  市

男単 98

新 木  貴 子 (四 條 畷 学 園 )

江  藤  裕  樹 (延 暦 寺学 園 比叡 山 ) 濱 北  和 彦 (熊 本 商 科 大 付 属 )
(九 州 学 院 )

( 上  尾  )
鶴  田  直  行
生 井 沢 勝 美

女単 98 今  村   薫 (四 條 畷 学 園 )

永 須
野
実
裕
香 (名 渓 学 園 )

子 (上 尾 )

男複 98
江  藤
中   り||

裕

循:(延
暦 寺学 園比叡 山 ) 」 (口 夫鶴ヶ丘)

西  田 美 和  子
(千 葉 学 園 )

荒 木
中 條

宇 田 (金 沢 市 立 工 )

石 橋 ( 4ヽ  松 原 )

女複 98
米 澤 ゆ か

林    幸 ム(熊本信愛女学院)
徳  光
若  井

谷 地 (千 葉 学 園 )

小 池 (新 潟 青 陵 )

第36回

(1985)

金 沢 市

り)||` 98 生 井 沢 勝 美 ( 上  尾  ) 濱  北   和  彦 (熊 本 商 科 大 付 属 )

田 島  志 乃 (熊 本 中 央 女 子 )

佐

山

勝

本

輝

明

行 ( 足  羽  )
彦 (金 沢 市 立 工 )

女単 98 北  浦  道  代 (延 暦 寺学 園 比叡 山 )

生 井 沢 勝 美 ′
菊  地   修 ｀ 尾L )

今   村
横 手 智

薫 (四 條 畷 学 園 )

江 美 (千 葉 学 園 )

男複 98 Ё:(金 沢市立工)気

山
谷
本
篤
明

中 川
石 橋

西 島 (金 沢 市 立 工 )

岩 渕 (小 松 原 )

女複 98 (熊 本 中 央 女 子 )

田 島  志 乃
田 代 美 智 世 憂 (四 條畷学園)今   村

片  岡 明

小 池
北 浦

青 F
間 芝
(新 潟 青 陵 )

( 1ヒ  叡  山 )

第37回

(1986)

下  関  市

男単 98 町  田  文  彦 ( 上  尾  )

乳 井  智 秋 (千 葉 学 園 )

(上 尾 )
甲

町

川

田

敏  治
文  彦

棒 匡

小 本  義 久 (九 州 学 院 )

子 (新 潟 青 陵 )

諏
||

訪

日

隆  博 (

哲  浩 (

勝  山  )
比  叡  山 )

女 単 98
松

:首

尾

|‐

知 美 (熊 本 信 愛 女 )

彰 子 (高 松 中 央 )

男複 98
小 本  義
中 村  伸

曼蒋 脚 (夙 |1学 院)
全(九 州学院)

伊  藤
輿 石

林 (札 幌 第 一 )

岩 佐 ( 日  川| )

女複 98
安

渡
、寧 _電

=(熊
本 中 央 女 子 )

辺 暑 夫 十

道 _L
堀 尾

山 自 (高 松 中 央 )

松 長 〈 奈 良 ― 条 )

第38回

(1987)

登  別  市

男単 98

98

渡 辺  清
一 (花 北 商 業 )

宮 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 )

( 谷 南 )越

佐 賀  史 昭 (作 新 学 園 )

條

)

木 草 麻 生 (比 叡 山 )

(

(

村 井 (札 幌 第 一
南里泰 (四 條 畷 学 園 )

(熊 本 中 央 女 子 )

女 単

男複

棒  匡  子 (新 潟 青 陵 )

鈴  木
内  村

秀

岡||
(  1:  尾   )98

女複 98
中

甲

原

斐

敬

美 再|(熊本中央女子)
北 実  子

川  貴
(四 條 畷 学 園 )川

ツ

第39回

(1988)

宝  塚  市

男単 98 須 賀  隆 弘 ( 上 尾  )

水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 園 )

大  谷  知  昌 ( 上  尾  )

官 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 )

〈人 幡 大 学 付 属 )

(日 本 大 学 高 )

(熊 本 商 科 大 付 )

( 松 )

女単 98

男複 98

甲 斐  美 和
(熊 本 中 央 女 子 )

藤  本
村  井

謙

秀 薔(札 幌第一)
女複 98

藤
佐
本  暢
々 木 恵(熊 本中央女子)

近  藤
吉 田 小 泉 (園 田 学 園 )

第40回

(1989)

高  知  市

男単 98 磯 部  和 弘 (常 総 学 院 ) 霜  上  和 宏 (熊 本商科大付属 )
久 保 田 雄 三 (

小 河 原  崇 (

越

比

谷

叡

南

山

)

)

女単 98 水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 園 ) 宮 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 )

井

朽

田

木 浩

子 (埼 玉 栄 )

美 (高 岡 女 子 )

リリ複 98 儡(札 幌第一)
佐  藤
郷  路

嘉 片  山  卓  哉
久 保 田 雄 三

(越 谷 南 )

田 上
前 田

本 田 (熊 本 商 大 付 )

池 端 (熊 本 商 大 付 )

女複 98 重 (熊 本中央女子)宮

松

村   愛
田   治

阪 本  雅 子
渡 邊 真 由 美

(熊 本 信 愛 女 学 院 )
中 橋
矢 野

多 田
橋 本

(金 沢 向 陽 )

(聖 ウ ル ス ラ )

第41回

(1990)

塩竃市
松 島 町

男単 98 岸 田  明 宏 (此 花 学 院 )

莫匝豆Ⅲ亜萱互二
腹 ξ 真 毛 重

(熊 本 信 愛 女学 院 )

中 野  圭  昌 ( 勝  山  )

阪  本  雅  子 (熊 本信愛女学院 )

(千 葉 敬

(熊 本 商 大 付

女単 98
橋
寺

本

尾

得

美

子 (聖 ウ ル ス ラ )
紀 (佐 賀 女 子 )

男複 98
山

沼

||||

|ッ亡 裕 槽(常 総三二主
||| 岡 部 (熊 本 商 大 付 )

山 形 (関 東 第 一 )

本

女複 98
小 吹
堤  員

夏
由 璽:(常 総学院)

(聖 ウ ル ス ラ )
(佐 賀 女 子 )

橋 本

篠 原

山 田
寺 尾
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川
一成

一
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日

一一小

吉 雄
弘 美

田
本
一山

田

原

井

英根

耕
一美
友
√
・甲一・

橋

井

敬

晃

肇

子

(延 暦



栄 光 の あ と

回数 |サ |‖‖地 種別 参加 1位 2位 3位

第42回

(1991)

富  士  市

男単 98 片 岡 詔 市 郎 (此 花 学 院 )

水井 泰子(四 條畷学□)

蒼且____:聖_二上■二_主_■ _主
雷奮 塚重(聖 ウルスラ)

太 田  慎 二 (千 葉 敬 愛 )

大 田  貴 子 (四 天 王 寺 )

水  沢   直  哉
福  田  光  伸
佐  藤   純  子
川 崎 由 紀 子

(札 幌 第 一 )

(常 総 学 院 )

平 雄 (

(

前  橋  東

石 本
佐 藤

金 沢 市 立 工 )

福 田 ・ 片 岡 ( 芦  北  )

女単 98

男複 98

女複 98
中 山
高 村

増 茂 (旭 川 実 業 )

官 村 (熊 本 中 央 女 子 )

第 43回

(1992)

高鍋町

西  都  市

男 単 98 西  田   渉 (札 幌 第 一 )

水 井  泰 子 (四 條 畷 学 園 )

加

山

貴

賀 谷  洋 ′
内  将 人 ｀

上 尾

田
田
裕
素i(聖 ウルスラ

片  岡  直  茂 ( 芦  北  )

中 山 智 香

宏

子 (旭 川 実 業

(関 東 第 )

(精 華 女 子 )

尾

成

形

山鳥

勝

瑞

崇 (官 城 県 工 )

穂 (常 総 学 院 )

女単 98

部 (常 総 学 院 )

(  芦  北  )

水 井 ・ 市 橋 (四 條 畷 学 園 )

男複
９８

一　

９８女複

第44回

(1993)

宇 都 官 市

男単 98 中 村  祐 樹 (法 政 二 )

中 山 智 香

樋 渡  順
子 (旭 川 実 業 )

簿(常 総デニ重三二矢

増

部   正
茂 孝  枝
智 香 子 (旭

川 実 業 )F rlr

吉 川  大 助 (高 松 商 業 )

水  井   泰

山  下   大
田 口  智
水  井   泰
川  口  桐

子 (四 條 畷 学 園 )

介 (関 東 第 一 )

亀:(四 條畷学園)

女単 98

男複 98

女複 98

第45回

(1994)

高 岡 市

男単 98 山 田  英 孝 ( 上  尾  )

山 田  潤 子 (高 岡 女 子 )

下 鳥  洋
檀(常 総学院)高  嶋

市 橋
鬼  頭 添il:(四 條畷学園)

氷 山  晴 隆 (常 総 学 院 )

中山真理子(常 総学院)

層勇 霙1異 (上 尾 )

出目 冒.軍:(高 岡女子)

女単 98

男複 98

女複 98

第 46回

(1995)

松  江  市

男単
９８

　

一

９８

舛  田  :圭 太 (金 沢 市 立 I)

関 本  祥 子 (埼 玉 栄 )

冨五__■壁二主主壁
痒 f由 奄 季

(金 沢 向 陽 )

大 東  忠 司 (フヽ 代 東 )

張   薇  薇 ( 尚 志  )
司

介

子

(人 代 東 )

山  田  青  子
(高 岡 女 子 )

女単

男複 98

女複 98

第47回

(1996)

甲府 市

王  町

男単 98 田  :圭 太 (金 沢 市 立 工 )

敏  鄭 (高 岡 女 子 )

大

木

杉

永

季 脚 (人 代東)

浦   美  幸
峰   弘  子

(熊 本 信 愛 女学 院 )

大 束  忠 司 (′ヽ 代 東 )

森  か お り (九 州国際大付 )
沈    逸   文
竹  保   洋  平 尚 )

女 単
９８

一

９８男複

女複 98
古  谷
森   か

充
お 常(九州国際大付)

第48回

(1997)

長 岡 京 市

男単 98 中 西  洋  介 ( 上  尾  ) 坂  本   修 (常 総 学 院 )

張   薇  薇 ( 尚 志  )
中 西
鎌  田

洋 介
和 樹 (上 尾 )

久 家 あ す 加
大 熊  倫 子 (埼 玉 栄 )

女単 98 閻   敏  郷 (高 岡 西 )

坂  本
堆|:詈 (常 総学院  )小 島

田

舛

井 美 幸

恵
(金 沢 向 陽 )

男複 98

女複 98

第49回

(1998)

高  松  市

男 単 98 大 東  真 也 (フヽ 代 東 )

安城 美華(四 天王寺)

李各 剥 (人 代東)

李:1雪  浚::ス (昭 和女子)

平  山  政  史 ( 上  尾

赤  尾   美

平  山  政
川 崎   和

代 ( 昭 和 女 子

塞 ( 上 尾 )

黒  り|1  真  緒
佐   藤    羽

(日 本 橋 女 学 院 )

女 単 98

男複 98

女複 98

第50回

(1999)

滝 沢 村

男 単 98 佐 藤  翔 治 (関 東 第

赤 尾  美
安 村  康

代 (昭 和 女 子 )

全   仁
野 村 由
脇  坂

(関 東 第 一 )

郁
(精 華 女 子 )

佐 々 木  翔 (関 東 第 )

楊    調

佐  藤   翔
佐  々 木

琳 (青 森 山 田 )

髯|(関 東第一)
田 上
松  本

千 晴
舞 子 (熊 本 信 愛 女 学 院 )

女 単 98

男複 98

女複 98

第 51回

(2000)

各 務 原 市

男 単 98 佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 )

文|| 晶 (高 岡 龍 谷 )

関 東 第 一 )

青 森 山 口 )

佐 々 木  翔 (関 東 第 一 )

女 単

男複

98 多 谷  郁 恵 (滋 賀 女 子 )

デ|口
志

佳 界
.(高 岡 工 芸 )

票 ∬ 久 猥 隼
(四 天 王 寺 )

98 米

新
]

開 ・ イ

女複 98

第52回

(2001)

人代市

官原町

竜  北  町

男単 98 池 田  雄 ― (関 東 第 一 )

楊  議  琳 (青 森 山 田 )

鉦  佳  平 (青 森 山 田 )

夕|」

佐  イ白  浩

晶 (高 岡 龍 谷 )

麻 _生 __畳__豊_
楊   議  琳
廣 瀬  栄 理 子

(水 島 工 業 )

(青 森 山 田 )

女単 98

男複 98

女複 98

第53回

(2002)

つくば市
牛 久 市

男単 98 池  田  雄 (関 東 第 一 )

平   山

池  田

優 (聖 ウ ル ス ラ )

雄

士
(関 東 第 一 )

新 開  慎

新 開  慎 士 (関 東 第 一 )

廣 瀬  栄 理 子 (青 森 山 田 )女単 98

男複 98

女複 98 (岐 阜 商 業 )

林

脇 田

裕 佳

侑

-102-

院

′可 ロ

山 ′甫

颯li
t 宮 熊

(

中 央 女

常 総 院

一

田
一一川 松

部

武

学

一際 付

ラゥ
一

城

井 和

総

一女

学

越
一昭

常

吉

藤
・石

田
三

深
一三

中
一森
山
一松
徳
一中

( 女  子

清
一永

岩
一杉

尾
一堀

〓

一峰
松
一島
形
〓

東裕
一子一引

水
一 愛

橋

―
，
ｉ

」

本

り
戸

部
一熊

旭
一員

総
一沢

＜
一＜

束
一重

大
一山

久 保

本

か
■

人
一旭

代

一川

ル

東

一実

・名

瓶
一黒
二
石

三

松

田
一酒

安
一田

城

上 愛

金

松

金 沢

井

徳
一村

稲 垣  翔 悟 ( 比 叡 山
松 田  友 美 (長 崎 女 子

山 下 ・ 広 瀬 (

赤尾美・赤尾亜 (

美 穂 子
・ 谷 口

(九 州 国 際

( 比  叡
,、松 尾

垣 山稲

金 沢

( 本

Il召  イ:ll

藤

々
治

`

翔

本

議

面

山
一工

学
一見

叡
一森

主

岡

花
丁

榎 永
一琳

良
一一議楊

廣

比
一青一

高

比

一富

本

瀬

山

一日

岡
典 靖
路 子

聖

島

一森

賀

一森

東

一和

生

青

滋
一青

関
一昭

＜

一
＜

＜

一
＜

＜

一
＜

一　
　
二

二
子
恵
一原
浦
一満

浩
一理
郁
一長
山
百

一栄
　
一　
。
〓

一
　

　

一

．

　

一

伯
一瀬
谷
一　
藤
一部服

工

一山

比

此
一埼

化 学

栄

田
尾
一上
村

庄

一岩

松
一井

柏   原
埼  玉  栄

越

一商

コ

一ｉ

ｌ

北
一岡

森



栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参加 1位 2位 3位

第54回

(2003)

長崎市
大 村 市

男単

女単

98 数  野   健  太  (延 暦寺学園比叡 山 )

今 別 府 香 里 (青 森 山 田 )

早  り|1  賢 (延暦寺学園比叡山)
旭

上

明

(青 森 山 田 )

(柏 原 )

川  内
庄

98 平  山   優 (聖 ウ ル ス ラ )
伊

本|
東

征  美
可  奈
(熊 本 中 央 )

(金 沢 向 陽 )

男複 98
黒

中

田

尾

俊  明
祐  介

(埼 玉 栄 )
高  木
松  本

洋  平
久  雄

(関 東 第 一 )

黒 瀬
多 谷

玉 澤
早 川
(高 岡 工 芸 )

(比 叡 山 )

女複 98
金

村

森

松

裕  子
瑞  穂
(星 陵 )

平   山
村  松

優

咲  希
(聖 ウ ル ス ラ )

(金 沢 向 陽 )

(金 沢 向 陽 )

木 村 咲

伊 東
木 村 綾
今 井

第55回

(2004)

鳥  取  市

男 単 98 藤 田  真 生 (関 東 第 一 ) 早  崎   修  平  (延暦寺学園比叡山 )
編

佐

(柏 原 )

(水 島 工 業 )

窪

イ白

文  也
祐  行

女 単 98 今 別 府 香 里 (青 森 山 田 )

lili~~~1:::i~~~~~~111il~~~~::i:~~~~1~~~~:i:~~ii::『

~~~;i:::~~~'
樽  野  恵 (金 沢 向 陽 )

幸  那
と み

奥

岡

(岐 阜 商 業 )

(熊 本 中 央 )ひ

男複 98
賢  一
修  平

早

早

川
崎

(延暦寺学園比叡山)
(柏 原 )

(関 東 第 一 )

喜 多
藤 田

浦 窪
堀 川

女複 98
佐 々 木 彩 香

水  間  可  奈
(聖 ウ ル ス ラ )

松 尾  静 香
恵 良 友 里 亜

(此 花 学 院 )

(青 森 山 田 )

(熊 本 中 央 )

今 別 府
岡

藤 井

西

第 56回

(2005)

野  田 市

男 単
８

一

８

９

一

９

佐 伯  祐 行 (水 島 工 業 )

藤 井  瑞 希 (青 森 山 田 )

高 島  雅 彦 (札 幌 第 一 )

奥  幸  那 (岐 阜 商 業 )

松  川
早  崎

直  弘
修  平
(勝 山 )

(比 叡 山 )

女 単
樽
作

野 恵
智  美

(金 沢 向 陽 )

(上 尾 )ユ|

男複 98
林

|1缶 (埼 玉 栄 )
智  布
紳1 司

斉

吝
藤
藤

祐  司
宣  弓ム (足 羽 )

安  田
石 川

大 滝

平 戸

(柏 原 )

(西 武 台 千 葉 )

女複 98 (高 岡 西 )

江

金

淵

山

愛  美
友  萌

(越 谷 南 )

富  永  翔  子
秋 山 み づ ほ

松 本
り|1 西

皆 川
岸 本

(西 武 台 千 葉 )

(香 川 中 央 )

第57回

(2006)

奈 良 市

男単 98 ||| 児 賢 (埼 玉 栄 )

藤 井  瑞 希 (青 森 山 田 )

上  田  拓 馬 (埼 玉 栄 )

松  川
井  谷

直

和

弘 (

弥 (

勝

ヤl 原

)

)

女単 98 樽  野  恵 (金 沢 向 陽 )

し づ か
幸  那

事T Iヨ

奥

(岡 崎 城 西 )

(岐 阜 商 業 )

男複 98
耀
(埼 玉 栄 )

田

松

児
丸
賢 (埼 玉 栄 )

佐 木   啓
拓  馬ll 田

武 下
川 下

峠 畑

西 澤
(関 東 第 一 )

(延暦寺学園比叡山)

女複 98 (青 森 山 口 )
藤  井
垣  岩

瑞 希
令 佳

育
唯
実

衣
(伊 勢 崎 清 明 )

石  川
中 原

木 村

村 山

(金 沢 向 陽 )

(聖 ウルステ学院英智 )

樽 野
伊 藤

第58回

(2007)

武  雄  市
小  城  市
大  町  町
江  北  町

男単 98 田 児  賢 (埼 玉 栄 )

野 尻 野 匡 世 (尚 志 )

和  田  周 (埼 玉 栄 )
舅吉 不丁
園  田

健  士  (
啓 悟 (

代  東  )
代 東 )

人

女単 98 打 田 し づ か (岡 崎 城 西 )
三 木 佑 里 子

土  井   杏  奈
(越 谷 南 )

(滋 賀 女 子 )

男複 98
田 児
松  丸

賢

燎
〈 埼 玉 栄 )

野  口
山 1奇

勝
裕
ネ|」

太
(埼 玉 栄 )

三 好

嘉 村 卜|

井 (英 明 )

田 (八 代 東 )

女複 98 (金 沢 向 陽 )

村   上
桜 井 み ど

彩

り

打 田 し づ か
藤 田 理 恵 子

(岡 崎 城 西 )

米 元
加 藤

西 山
宮 内

(青 森 山 田 )

(別 府 鶴 見 丘 )

第59回

(2008)

所 沢 市

男単 98 和  田   周 (埼 玉 栄 ) 佐  藤   黎 (埼 玉 栄 )

末  松   純
平 池  淳 希

(福 岡 大 大 濠 )

(札 幌 第 一 )

女単 98 松 友 美 佐 紀 (聖ウル●学院英智) 佐 藤  冴 香 (常 磐木学園 )
橋

谷
本
美 菜 津
由 衣
(金 沢 向 陽 )

(青 森 山 田 )

男複 98 (埼 玉 栄 )
和

佐

田

藤

周

黎

星

小 林

平

晃

野   翔 (埼 玉 栄 )

(埼 玉 栄 )

(埼 玉 栄 )

滝 内 ・ 富 山

北 林 ・ 北 林

女複 98
高  橋   ネL 華
松 友 美 佐 紀

(聖 ウルスラ学院美智 )
西    友   理
久 後 あ す み

(四 天 王 寺 )
古 西
米 元
(高 岡 西 )

(青 森 山 田 )

高 橋
橋 本

第 60回

(2009)

大 阪 市

男単 98 星 野  翔 平 (埼 玉 栄 )

三 谷  美 菜 津 (金 沢 向 陽 )

長 谷 川  達 也 (埼 玉 栄 )

丸 尾 亮 太 郎 (伊 勢 崎 清 明 )
大  滝   直  人 (東 大 阪 大 学 柏 原 )

女単 98 松 友  美 佐 紀 (聖ウル″学院英智) 福
田

万

中

尚 子 ( 樟 蔭
志1 穂、 (青 森

東  )
山 田 )

男複 98
星

小 林

平

晃

野   翔 (埼 玉 栄 ) (埼 玉 栄 )

(名 経 大 市 郵 )

小 高 。 相 和

嘉 村 ・ 坂 中 (八 代 東 )

女複 98
高 橋
古 西

`′

〉 也 加
f:F ]R Iみ

(高 岡 西 )

今  野
標|万

脇  野
阪  ロ (樟 蔭 東 )

第61回

(2010)

糸 満 市

男単 98 和  田  治  久 (埼 玉 栄 )

(高 岡 西 )高 橋  沙 也 加

古  賀  輝 (埼 玉 栄 )

福 島 由 紀 (青 森 山 口 )

越   泉
賀  輝

大
埼 栄 )

)

古

高 橋
古 西

沙 也 加

佳 那 子
岡 西

小

山

高 拓  也 (東 大 阪 大 学 柏 瞑 )

容 1■ (高 岡 第 一 )

女単 98
奥
末
原
木|
希
Fi

望 (

花 (

大 富 東 )

富  岡  )

男複 98

98

竹
竹
内 宏
義

女1 (埼 玉 栄 )

部
藤 (作 新 学 院 )

高 田
飯 村

渡
仏:

女複 (青 森 山 口 )

田

市

中
丸 美

穂
iE

i青

峰

野

興

水 村

猶 (岡 崎 城 西 )

第62回

(2011)

弘  前  市

男単 98 古  賀   輝 (埼 玉 栄 ) 桃 田  賢 斗 ( 富  岡  )

福 島  由 紀 (青 森 山 田 )

古

千
賀
算

輝
常

埼 玉 栄 )

ロ

瀬

関

間 介

拳

元

直

(岡 崎 城 西 )

(関 東 第 一 )

女単 98 奥 原  希 望 (大 宮 東 )
鳥  居
星

彩  乃
千   智

(聖 ウルスラ学 院 英智 )

(金 沢 向 陽 )

男複 98 屁雷 蒼軍(富 岡 )

鸞1奮1 番黒|(青 森山口)

井
本寸

上

井

金 子
′甫

(埼 玉 栄 )

(東 奥 学 園 )

女複 98
小   橋    霞
渡 洛  あ か ね

(埼 玉 栄 )
清 水 ・ 野

有 吉 ・ 樋

(聖 ウルスラ学院英智 )

(名古屋経済大学市郎)
村
ロ

第63回

(2012)

福 井 市

永 平 寺 町

男 単 98 桃 田  賢 斗 ( 富 岡 )

奥 原  希 望 (大 宮 東 )

拿重 線撃 (埼 玉栄)

小 林  優 吾 ( 富 岡 ) 拳  太
拓  斗

西

井

本

上

(埼 玉 栄 )

(埼 玉 栄 )

単

　

複

女

一
男

98 渡 邊  あ か ね (埼 玉 栄 )

(  富   岡   )リヒ 出
松 居

賢  斗
圭 一 郎

仲 井  由 希 乃
大   堀    彩

(日 本 橋 女 学館 )

( 富  岡  )

98
細 田
三 浦

輿 石
隔ri  木寸

(関 東 第 一 )

(東 奥 学 園 )

女複 98
長 谷 川

星    千
由 季

智
(金 沢 向 陽 )

[」

ソ ヨ カ
蒼
(富 山国際大学附属 )

[」  口
松

(埼 玉 栄 )

(聖 ウルスラ学院英智 )
渡 邊
鳥 り]

瀬 川

小 池

第64回

(2013)

北 九 州 市

男 単
９８

一

９８

常  山   幹  太 (東 大 阪 大 学 柏 原 ) 保 木  卓 朗 ( 富  岡  ) 小  林   優
松  本   康 平

(富 岡 )

(埼 玉 栄 )

女 単 山  口  茜 ( 勝 山 ) 櫻  本   絢  子 (九 州国際大学付属 )
永
大

田

堀

麗

彩

(青 森 山 田 )

(富 岡 )

男複 98
保
ノ|ヽ

木
林
卓
憾
朗 (富 岡 )

走

太
(東 大 阪 大 学 柏 原 )

下

常

農

山  幹
五 十 嵐
原  ロ

中 里 (埼 玉 栄 )

成 富 (自 由 ケ 丘 )

女複 98
宮  浦   玲  奈
永 原  和 可 那

(青 森 山 田 )

I11

櫻
幸
本 絢  子
潮К  ′阜

(九 州国際大学付属 )
松 田
長 谷 川

金 浦

関 町

(富 山国際大学付属)

(作 新 学 院 )

第65回

(2014)

千 葉 市

男単 98 古  賀   穂 ( 富 岡 )

山  口  茜 ( 勝 山 )

常  山  幹  太 (東 大阪大学柏原 )

仲 井 由 希 乃 (日 本橋女学館 )

光  希
和  樹

塚

桐

本

田

(札 幌 第 一 )

(柳 井 商 工 )

女単 98
荒  木  萌
尾  崎  沙

恵

織

(西 武 台 千 葉 )

(埼 玉 栄 )

男複 98
下
常

走

太
農

山   幹
(東 大阪 大 学 柏 原 ) (富 岡 )

渡 i」

橋
勇
律
大
也

(埼 玉 栄 )

(札 幌 第 一 )

小 川

塚 本

森 川
武 石

女複 98
尾 崎

島

沙

里

織

羅
(埼 玉 栄 )

川
(大 宮 東 )

清   水  望
高 畑 祐 紀 子

(青 森 山 田 )

(勝 山 )

斉 藤
山 口

曽 根
鈴 木
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|‖ 1教 開催地 種別 参加 1位 2位 3 位

第66回

(2015)

市

市

市

一泉‥

日

湾
ロ

岡

　

‐

長

向

宇

男単

女単

98

98

男複 98

女複 98

栄 光 の あ と

-104-



バ ドミントン競技の案内

〈バドミントン競技の歴史について 〉

バ ドミントンの歴史については諸説があり、謎が多く残されていますが、幾つかの確かな事実があります。そ

れは、バ ドミントンは昔の羽根つき遊びから発展したということと、その名前が英国のグロスターシャー (現エ

イボン)にあるボーフォー ド公爵の邸宅バ ドミントンハウスから名付けられたとのことです。
1893年に競技規則が統一されると急速に発展し、イングランド・バ ドミントン協会が設立されました。続いて

アイルランド、スコットランドにも協会ができ、1899年にロンドンで第 1回全英選手権大会が開催されています。

1893年にイングランドをはじめ、カナダ、デンマーク、フランス、アイルランド、ネザーランド (オランダ)、

ニュージーランド、スコットランド、ウェールズの 9つの団体で国際バ ドミントン連盟 (htemmonal Badminton

Federation 略称 BF)を設立し、1939年には現在に近い規則を制定しました。1948年からトマスカップ争奪世
界男子選手権大会が、1956年からはユーバーカップ争奪世界女子選手権大会が、ともに 3年ごとに開催されてい

ましたが、1984年より両大会とも2年ごとの同時開催となっています。

オリンピックには、1972年 ミュンヘン大会 。1988年のソウル大会で公開競技となり、1992年のバルセロナ大

会から正式競技として認められました。わが国へ伝わったのは大正から昭和初期といわれ、1946(昭和 21)年に

日本バ ドミントン協会が設立されたことにより全国に普及され、現在ではすべての都道府県に協会がおかれ、登

録会員数も20万人を越えています。

〈国際舞台での日本の活躍 〉

男子国別対抗の トマス杯には第 3回大会 (1954年)から参加し、第 7回大会と第 11回大会でともに準優勝ま
でが最高の成績でしたが、第 28回大会 (2014年)において悲願の初優勝を成し遂げました。
一方、女子国別対抗のユーバー杯は第 4回大会 (1966年)に初参加で優勝の偉業を成し遂げ、以後第 5回、第

6回、第 8回、第 9回大会と5度の優勝国となりました。第 25回大会では、33年ぶりに決勝に進出し準優勝を

果たしました。

104回の歴史を誇る全英選手権大会での活躍は、日本人として初出場した小宮好雄が単でベス ト8以後、秋山

真男が 2位、小島一平、池田信孝・栂野尾昌一組、飯野佳孝 。土田証雄組、松野修二・松浦進二組が、ベスト4

の成績をおさめています。女子の活躍はめざましく、湯木博恵と竹中悦子がシングルスとダブルスで、高木紀子、

相沢マチ子、竹中 (栂野尾)悦子、植野恵美子、徳田敦子、高田幹子がダブルスで全英のタイ トルを獲得してい

ます。近年では、2010年の第 100回全英選手権大会において、男子シングルス田児賢一が

“

年ぶりに準優勝の

快挙を成し遂げました。2011年の第 101回全英選手権大会では、女子シングルスで廣瀬栄理子が 32年ぶりの準

優勝、女子ダブルス藤井瑞希・垣岩令佳組が 20年ぶりの準優勝を果たしました。世界で最も歴史のある全英選手

権で2種目決勝進出は 77年以来の快挙となりました。2013年の第 103回大会、2014年の第 104回大会において、

男子ダブルス早川賢一 。遠藤大由組が 2年連続準優勝を果たしています。

また、オリンピックではソウル大会 (公開競技)のシングルスで北田スミ子が銅メダルを獲得しました。バル

セロナ大会では、松野修二、松浦進二、宮康二、町田文彦、本山秀昭、陣内貴美子、森久子、鴻原春美、松尾知

美、棒匡子、水井妃佐子の 11選手が、アトランタ大会には、町田文彦、松尾知美、阪本雅子、水井妃佐子、水井

泰子、宮村愛子、宮村亜貴子の 7選手が、シドニー大会には、舛田圭太、山田英孝、井川里美、井田貴子、岩田

良子、永峰弘子、松田治子、水井泰子、米倉加奈子の 9選手が、アテネ大会には、佐藤翔治、山田英孝、舛田圭

太、大束忠、米倉加奈子、森かおり、田中美保、中山智香子、吉冨桂子、山田青子、山本静香の 11選手が出場し

ました。北京オリンピックで、女子ダブルス末綱聡子
。前田美順組がベスト4、 ロンドンオリンピックで、女子

ダブルス藤井瑞希・垣岩令佳組が初の銀メダルを獲得しています。

2014年に開催されたBWFワール ドスーパーシリーズファイナルズにおいて、高橋礼華 。松友美佐糸誅且が優勝

を果たしました。また、同大会女子シングルスでは山口茜選手 (勝山高校)が 3位に入賞を果たしています。

ジュニアでは 2006年に当時埼玉栄高校 2年の田児賢一選手 (現 N「町東日本)が 日本人で初めてアジアユース
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バ ドミントン選手権大会で優勝を飾りました。2012年には当時富岡高校の桃田賢斗選手 (現 NTT東 日本)がア

ジアユースバ ドミントン選手権大会・世界ジュニアバ ドミントン選手権大会において優勝を果たしています。2013

年・2014年の世界ジュニアバ ドミントン選手権大会において女子シングルス山口茜選手が2連覇を達成しました。

今後の日本人選手の活躍に一層期待がもたれます。

〈バドミントン競技の見方 〉

バ ドミントンはネットをはさみ、ラケットでシャトルコックを打ち合うスポーツで、シャトルは英語で左右、

往復という意味があリラリーの中で競い合う競技です。ラリーは緩急の差があり、スマッシュの初速は400bを

超えるのですが、手元では 50血ほどになります。シャトルは水鳥 (ガチョウ)でできていて軽量のため非常に風

の影響を受けやすい競技で、今でこそ空調を効かせる体育館も増えてきましたが、以前は影響があることから風

をシャットアウトしていました。

日本古来の追い羽根から連想して、軽スポーツだと考えている人が多いようですが、バ ドミントンは前後左右

に素早く動く瞬発力、長時間のゲームに耐えられる持久力、相手の動きを読む予見力が要求され、同時に相手の

予測をはずし自分のペースに引き込むインサイ ドワーク (頭脳的作戦)を必要とするハー ドなスポーツです。こ

のため十分に鍛え抜かれた選手でも、急激な反動動作による負傷や極度な体力の消耗でけいれんなどを起こすこ

とも珍しくありません。このような競技なので「より速く」「より高く」「より前で」が勝つための三原則であ

るといわれます。

試合は、単 。複 (混合もある)2種類で、 1試合 (マ ッチ)は、1ゲーム 21点 2ゲーム先取の 3ゲームマッチ
で行われます。どちらかのサイドがラリーに勝ったときに 1点を加算します。サービスは得点が0も しくは偶数

の時右サービスコー トから、奇数の時は左サービスコートから行います。なお、ダブルスでは、サーブ権のある

間に得点したときのみサービスコー トを変えてサーブします。

2006年のルール改正により、バ ドミントンにも他の球技にみられるデュースが取り入れられ、 ``延長ゲーム"

と呼ばれる制度があります。延長ゲームではスコアが 20点オールに達すると、先に2点 リー ドしたサイドが勝者

となります。なお、主審はサービングサイ ドの得点からコールするので、どちらが何点かすぐわかるようになっ

ています。

〈主なフォルト(反則)について 〉

1.サ ービスの時にサーバーやレシーバーがラインを踏んだり、またいだりしたとき。 (パー トナーは構わな
い)、 足をずらしたり床から離したとき (一部でもついていれば良い)((フ ットフォル ト》。

2.サ ービスで最初にシャトルの台を打たなかったとき。サーバーのラケットで打たれる瞬間、シャトルの一
部分でもサーバーのウエストより高かったとき 《アバブザウエスト》。サーバーの持っているラケットのシ

ャフトがシャトルを打つ瞬間に下方をさしていなかったとき 《アバブザハンド》。空振りしたとき。

3.サ ービスが始まってから故意に動作を中断したとき 《ディレイ ドサービス》。サービスの際、サーブする
のを故意に遅らせたり、レシーブ態勢を故意に遅らせたりしたとき。

4.サ ービスでもプレー中でも、シャトルがコー トの境界線の外に落ちたとき。ネットを通り抜けるか、ネッ
トの下を通ったとき、ネットを越え損なったとき。天丼や壁に触れたとき。プレーヤーの身体や着衣に触れ

たとき。

5. プレー中にシャトルの打点がネットよりも打者側でなかったとき 《オーバーザネット》。
6.プ レー中にプレーヤーのラケット・身体・着衣がネットやネットの支持物に触れたとき《タッチザネット》。
相手を妨害したとき。

7. 1回 のストロークで、シャトルをラケットでとらえ保持して振り投げたとき 《ホールディング》。同じプ
レーヤーが 2回のス トロークで 2回連続して打ったとき 《ドリブル》。ダブルスにおいて、シャトルが同一
ペアのプレーヤーによって連続して打たれたとき 《ダブルタッチ》。
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平成27年度全国高等学校総合体育大会における
個人情報及び肖像権に関わる取扱いについて

公 益 財 団 法 人 全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟

平成 27年度全国高等学校総合体育大会近畿 6府県実行委員会
(和歌山県・滋賀県 。京都府 。大阪府・兵庫県 。奈良県)

公益財団法人全国高等学校体育連盟及び平成27年度全国高等学校総合体育大会近畿6府県実行委員会 (以下「府
県実行委員会」という。)は、大会参加申込書等を通じて取得する個人情報及び肖像権の取扱いに関して以下のと
おり対応します。

1 参加申込書に記載された個人情報の取扱い
(1)大会プログラムに掲載されます。
(2)競技会場内でアナウンス等により紹介されることがあります。
(3)競技会場内外の掲示板等に掲載されることがあります。
(4)組合せ等の内容が大会関連ホームページに掲載されることがあります。
(5)氏名・学校名 。学年については、報道の正確性を期するため、大会開催前に報道機関に提供することがあ
ります。

2 競技結果 (記録)等の取扱い
(1)和歌山県実行委員会が設置する記録センターを通じて公開されます。
(2)府県実行委員会又はこれらに認められた報道機関等により、新聞・雑誌及び関連ホームページ等で公開され
ることがあります。

(3)大会プログラム掲載の個人情報とともに、府県実行委員会が作成する大会報告書 (以下「報告書」という。)
に掲載されます。

(4)新記録、優勝及び上位入賞結果 (記録)等は、次年度以降の大会プログラムに掲載されることがあります。

3 肖像権に関する取扱い
(1)府県実行委員会又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された写真が、新聞・雑誌 。報告書及び関
連ホームページ等で公開されることがあります。

(2)府県実行委員会又はこれらに認められた報道機関等によって撮影された映像が、中継・録画放映及びインタ
ーネットにより配信されることがあります。また、DVD等に編集され、配付されることがあります。
(3)この他、公益財団法人全国高等学校体育連盟及び府県実行委員会に許可を受けた写真撮影企業等によって撮

影された写真等が販売されることがあります。

4 府県実行委員会の対応
(1)取得した個人1青報を前言訴 |」用目的以外に使用することはありません。

(2)参加申込書の提出により、前記取扱いに関する御承諾をいただいたものとして、対応させていただきます。
(3)大会役員、競技役員、運営役員、その他各種委員や補助員、府県実行委員会と大会に関する契約をしている

者、大会運営関係者及び会場に来られた観客の皆様につきましては、前記取扱いに関する御承諾をいただいた

ものとして対応させていただきます。

(4)個人情報等の掲載又は公開等に関しての御質問は、以下の事務局まで御連絡くださVゝ

連絡先・問合せ先

公益財団法人全国高等学校体育連盟事務局  |
平成27年度全国高等学校総合体育大会
和歌山県実行委員会事務局        |
滋賀県実行委員会事務局       |
京都府実行委員会事務局       |
大阪府実行委員会事務局       |
兵庫県実行委員会事務局       |
奈良県実行委員会事務局       |

03-6268-0027

073-441-3301
077-528-4625
075-414-5875
06-6944-7055
078-599-8136
0744-34-0036
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<選手・一般臨時駐車場案内図>

□ 西山公園体育館付近‐‐‐
 臨時駐車場
●JA乙訓ライスセンター

長岡京市今里回向場3

●向日が丘支援学校

長岡京市井ノ内朝日寺11

西山公園体育館まで
距離 :1. 5km

□ 向日市民体育館付近
臨時駐車場

●向日町競輪場第4駐車場A
京都市西京区大原野

東野町4-53

向日市民体育館まで
距離 :2. Okm

光明寺

臨時駐車場
善峰道
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センター

文
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長岡第七小
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女

街

道

臨時駐車場 向日市役所
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体民向日
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Π
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線

-108-

A

―

―

′

チ

≠

／

／

ノ

[

場

／

輪

一

壺
ヾ



府

市 町
日時/会場

最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅・最寄明Cから会場まで タクシー(目 安)

○阪急京者「線 1長岡天神駅」 ○西へ徒歩0.6km(10分 )

OJR京都線 1長岡京駅」 ○阪急バス

長岡京駅西口より 10、 11、 20、 22番

文化センター前 下車 150円 (7分 )

730円

(7分 )
京都府
長岡京市

8月 6日 (木 )13:15～
京都府長岡京記念文化会館
長岡京市天神4-1-1
TEL075-955-5711 ○名神高速道路～京都縦貫道

長岡京IC
○府道 10号経 由 1 5km(4分 )

大会各会場 (開会式・競技会場口練習会場)一覧

府
市町

会場
最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅・最寄りICから会場まで タクシー(目 安)

○阪急京都線「長岡天神駅」 ○阪急バス
長岡天神駅より西へ徒歩2分
阪急長岡天神より 5、 6、 7番
光風台住宅前 下車 170円 (12分 )
○徒歩 北西1 9km(25分 )

730円

(8分 )

OJR京都線「長岡京駅」 ○阪急バス
長岡京駅西口より 5、 6、 7番
光風台住宅前 下車 170円 (17分 )

1,000円

(11分 )

京都府
長岡京市

長岡京市西山公園体育館
長岡京市長法寺谷山 1
TEL075-953-1161

○名神高速道路～京都縦貫道
長岡京IC

○府道10号経由2 7km(7分 )

○阪急京都線「西向日駅」
○阪急京都線「東向日駅」

○徒歩1 4km(16分 )
○徒歩1 5km(18分 )

730円

(8分 )

OJR京都線 1向 日町駅」 ○徒歩1 3km(14分 ) 730円

(7分 )

京都府
向日市

向日市民体育館
向国市森本町小柳23-1
TEL075-932-5011

○名神高速道路
大山崎IC

○国道171号経由5 7km(15分 )

○京阪宇治線1宇治駅」
OJR奈 良線「宇治駅」

○京阪バス
駅入口より 41、 44番 (太陽が丘行)
太陽が丘ゲート前 下車 210円 (15分 )

1,090円

(12分 )

〇近鉄京都線「大久保駅」
○京阪バス

駅入口より 240、 250系統
太陽が丘西ゲート前 下車 210円 (12分 )

1,540円

(16分 )

京都府
宇治市

京都府立山城総合運動公園体育館

宇治市広野町八軒屋谷 1

TEL0774-24-1313

○京滋バイパス

宇治西IC
○府道69号経由5 5km(15分 )

府
市町

会場
最寄り駅・最寄りIC 最寄り駅。最寄明Cから会場まで タクシー(目 安)

○阪急京都線「長岡天神駅」 ○南へ徒歩0 6km(10分 )

OJR京都線「長岡京駅」 ○南西へ徒歩1 4km(16分 ) 730円

(5分 )

京都府
長岡京市

京都府立乙訓高等学校
長岡京市友岡1-1-1‐
「EL075-951-1008

○名神高速道路～京都縦貫道
長岡京IC

○府道67号経由1 2km(3分 )

○阪急京都線「桂駅」 ○南へ徒歩 0 7km(10分 )

京都府
京都市

京都府立桂高等学校
京都市西京区川島松ノ木本町27
TEL075-391-2151 ○名神高速道路

京都南IC

○国道 1号経由6 5km(16分 )

○阪急京都線「西山天王山駅」
○阪急バス

駅入口より 48番

大山崎町体育館前 下車 160円 (13分 )

730円

(5分 )

OJR京都線「長岡京駅」
○阪急バス
JR長 岡京駅東口より 19番
大山崎町体育館前 下車 240円 (12分 )

910円

(9分 )

京都府
大山崎町

大山崎町体育館
大山崎町字円明寺小字1-50
TEL075-956-0567

○名神高速道路
大山崎IC

○大山崎ICおりてすぐ

〇近鉄京都線「小倉駅」 ○西へ徒歩10分

OJR奈良線「JR小倉駅」 ○西北西へ徒歩20分
730円

(7分 )

京都府
宇治市

京都府立城南菱創高等学校

宇治市小倉町南堀池
TEL0774-23-5030

○京滋バイパス
巨椋IC

○国道24号線経由3 2km(6分 )
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主要タクシー会社一覧 (各競技会場別 )

競技会場 近隣練習会場 会社名 電話暗号

西山公園体育館

乙訓高等学校
都タクシー株式会社長岡営業所 075-921-0038

西都交通株式会社 075-953-4481

大山崎町体育館
阪急タクシー 075-922-3156

競技会場 近隣練習会場 会社名 電話暗号

向日市民体育館 桂高等学校

都タクシー株式会社向日町営業所 075-921-6954

阪急タクシー 075-922-3156

競技会場 近隣練習会場 会社名 電話暗号

山城総合運動公園
体育館

城南菱創高等学校

山城ヤサカ交通株式会社 0774-55-0700

加茂タクシー株式会社 0774-43-6400

宇治第一交通株式会社 0774-22-2821

愛都交通株式会社

ワールドタクシー 0774-20-4649

宿泊施設 会社名 電話暗号

JR京都駅

阪急鳥丸駅
(京都市周辺)

ヤサカ交通株式会社 075-842-1212

MK株式会社 075-778-4141

京都相互タクシー株式会社 075-862-3000

都タクシー株式会社 075-661-6611

洛陽交通株式会社 075-691-8101
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医療・救護の案内

1 競技会場における医療救護について
。大会期間中は、各会場に救護所を設置し、原則として医師 。看護師 0救護所担当係

員が競技終了まで常駐します。 (ただし、医師・看護師が配備できない日・会場があ

ります。)
・救急の場合は、状況により医療機関の紹介及び救急車による搬送手配を行います。
・救急車の出動依頼については、救護所の指示に従ってください。

【救急車での搬送が必要な場合】

・引率責任者等は、必ず患者に同行 してください。 (患者が観客の場合も、各県及び

各チームでの対応をお願いいたします。 )

・病院まで引率 した方は、受診後速やかに処置結果等の状況を「救護本部」及び 「京

都府配宿センター」まで連絡 してください。

【緊急性はないが病院受診が必要な場合】

・医療機関の紹介を行います。病院までの移動手段は、各県・各チームで手配をお願

いいたします。

2 練習会場における医療救護について
。練習会場には、練習会場係が常駐しており、緊急時に対応します。
・医療機関の紹介及び救急車による配送手配を行った場合、病院まで引率した方は、

受診後速やかに処置結果等の状況を「京都府配宿センター」まで連絡してください。

3 宿舎における医療救護について
・宿舎で具合が悪くなったときは、状況に応 じ宿舎の責任者に医療機関の紹介、また

は、救急車の手配を要請 してください。

なお、病院まで引率した方は、受診後速やかに処置結果等の状況を 「京都府配宿セ

ンター」まで連絡 してください。

4 医療費の負担について
◆医療機関で受診する場合は、自己負担となります。「保険証」と「医療費」を御持

参ください。
・保険証がない場合は、医療費は一旦全額負担となりますので御注意ください。

救急搬送後の受診結果連絡先 時間帯 連絡先

救護本部 (京都府実行委員会本部 ) 8:00～ 19:00

24時間対応

TEL

FAX

075-414-5814

075-414-5814

京都府配宿センター 9:30ハV17:30

24時間対応

TEL  077-500-3079

FAX  077-500-3082

京都府配宿センター (緊急連絡先 ) 24時間対応 080-8514-6176
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緊急時の医療機関

★★★ 受診の際は、必ずあらかじめ電話で確認 したうえでご利用下さい ★★★

■救急告示病院

医療機関名 所在地 電話番号

医療法人社団 千春会 千春会病院 長岡京市開田 2-14-26 075-954-2175

医療法人 医修会 新川端病院 長岡京市一文橋 2-31-1 075-954-3136

済生会京都府病院 長岡京市今里南平尾 8 075-955-0111

医療法人真生会 向日回生病院 向日市物集女町中海道 92-12 075-934-6881

洛西ニュータウン病院 京都市西京区大枝東新林町 3-6 075-332-0123

西京都病院 京都市西京区御陵溝浦町 24 075-381-5166

京都桂病院 京都市西京区山田平尾町 17 075-391-5811

蘇生会総合病院 京都市伏見区下鳥羽広長町 101 075-621-3101

金井病院 京都市伏見区淀木津町 612-12 075-631-1215

京都九条病院 京都市南区唐橋羅城門町 10(九条新千本南西カ ド) 075-691-7121

京都回生病院 京都市下京区中堂寺庄ノ内町 8-1 075-311-5121

京都四条病院 京都市下京区東堀川通り四条下ル四条堀川町 272-6 075-361-5471

京都武田病院 京都市下京区西七条南衣田町 11 075-312-7001

京都民医連中央病院 京都市中京区西ノ京春日町 16-1 075-822-2777

京都第一赤十字病院 京都市東山区本町 15-749 075-561-1121

京都第二赤十字病院 京都市上京区釜座通丸太町上ル春帯町 355-5 075-231-5171

堀川病院 京都市上京区堀川通今出川上ル北舟橋町 865 075-441-8181

宇治徳洲会病院 宇治市槙島町石橋 145番地 0774-20-1111

第二岡本総合病院 宇治市神明石塚 54-14 0774-44-4511

医療機関名 所在地/電話番号 診療科目
まで)

診療時間
(受付は診療終了の30分前

小

(月 ～金)21:00～ 24:00

(」■)14:00～翌8:00
(日、祝・休)10:00～24100京都市急病診療所

中京区西ノ京東栂尾町 6
京都府医師会館 1階
075-354-6021

内・眼・耳
(土 )18:00～ 22:00

(日 、祝・休)10:00～ 22:00

乙訓休日応急診療所
長岡京市今里北ノ町39-4
075-955-3320 内・小 (日 、 祝 ・休 )9:00^´ 16:00

宇治市休日急病診療所
宇治市宇治下居13-2
0774-39-9430 内・小・歯 (日 、祝・休)10:00～ 17:00

医療機関名 所在地/電話番号 診療科目 診療時間

京都市休日急病歯科中央診療所
京都市中京区西ノ京栂尾町3-8
075-812-8493 歯

(日、祝・休日)
9:00～ 16:00

名 称 区 域 電話番号

○京都府健康医療よろずネット
http://www mfls pref kyotolg ip/ap/qq/men/pwtpmenult01 aspx 府内全域 075-694-5499
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鯰難撃鐵と位

熱中症とは、熱に中る (あたる)という意味で、暑熱環境によって生じる障害の総称です。
熱中症にはいくつかの病型がありますが、重症な病型である熱射病を起こすと、適切な措置が遅れた場合、

高体温から多臓器不全を併発し、死亡率が高くなります。

学校の管理下における熱中症死亡事故は、ほとんどが体育・スポーツ活動によるもので、それほど高くない

気温 (25～ 30°C)でも湿度が高い場合に発生しています。暑い中では、体力の消耗が激しく、トレーニングの
質も低下し、効果も上がりません。熱中症予防のための運動方法、水分補給等を工夫することは、事故防止の

観点だけでなく、効果的な トレ…ニングという点においても大変重要です。

正しく理解し、熱中症事故を予防しましょう :

鰊避又鐵鍮饉轍y》轟麟:ぶ 鸞麹弊纏が鑑こり騨すい象鰹と鑢?鶴
ヽ
|1鸞鐵:|,・ 高湿酢 急な温度上昇などには要注慧 II日 中の霧もヽ時間帯は避けて行動しよう : ―暑熱爾|1化が必要です―
気温が高いと熱中症の危険が高まりますが、それほど気温が高くなくても湿度が高い場合は発生します。また、

梅雨明けなどに急に暑くなり、体が暑さに慣れていないときに多く発生します。暑さに慣れるまでの 1週間くらいは、
短時間で軽めの運動から始め、徐々に慣らしていきましよう。発生時刻では、 10時から 16時の間に多くみられま
すが、暑い季節は、朝や夕方でも熱中症が発生することがあります。

燿茫 鷹艤 饉向の人、体力の低い人、暑さ |こ慣れてもヽなしヽ人、体調の悪しヽ人は警注翻  -7害 彗以上が濃懸満傾向の人一｀
 肥満傾向の人、体力の低い人、暑さに慣れていない人、体調の悪い人は熱中症を起こしやすいです。特に、学校
の管理下の熱中症死亡事故は、7割以上が肥満傾向の人です。

艤 ラン鼠ング、グッシュの繰り返しには気を付けて 1

学校の管理下で起きている熱中症の事故は、運動部の活動中に起きているものがほとんどです。種目は野球、ラ
グビー、サッカー、柔道、剣道など多岐にわたります。

練習内容をみると、ランニング、グッシュの繰り返しによるものが多く、特に注意が必要です。

隋難彎́鐘鰺:鬱静為鷺饉鶴ぶ

巡躙擬陪瞳難作をま籠櫂し、始筵 :こ応じた連m、 米分禰織をそ雪ぅこと

暑い時期の運動はなるべく涼しい時間帯にするようにし、休憩を頻繁に入れ、こまめに水分を補給する。
WBGT等 により環境温度の測定を行い、下記の「熱中症予防運動指針」を参考に運動を行う。汗には塩分も含まれ
ているので水分補給は0.1～0.2%程度の食塩水がよい。運動前後の体重を測定すると水分補給が適切である
かがわかる。体重の3%以上の水分が失われると体温調節に影響するといわれており、運動前後の体重減少が2%
以内におさまるように水分補給を行うのがよい。激しい運動では休憩は30分に1回はとることが望ましい。

靡輻
》鶯蓼‡通徐々薔通̀藤犠して鼈ヽ くこと

熱中症は梅雨明けなど急に暑くなった時に多く発生する傾向がある。また、夏以外でも急に暑くなると熱中症

が発生する。これは体が暑さに慣れていないためで、急に暑くなった時は運動を軽くして、1週間程度で徐々に
慣らしていく必要がある。週間予報等の気象情報を活用して気温の変化を考慮した 1週間の活動計画等を作成す
ることも大事である。

は鰤)_轡本の鬱鰹鸞覆震爾幾曇鉦
肥満傾向の者、体力の低い者、暑さに慣れていない者は運動を軽減する。特に肥満傾向の者は熱中症になりや

すいので、トレーニングの軽減、水分補給、休憩など十分な予防措置をとる必要がある。
また、運動前の体調のチェックや運動中の健康観察を行い、下痢、発熱、疲労など体調の悪い者は暑い中で無理
に運動をしない、させない。

|IL_亜塾三塁をつけること
服装は軽装とし、吸湿性や通気性のよい素材にする。直射日光は帽子で防ぐようにする。

具含が悪くなつ飽場倉るこ|ま畢め薔憑 颯覆中止し、心蓼な処uをすること

☆以上のポイントに注意して、体調が悪くなったらすぐに運動を中止し、適切な応急手当など必要な措置をとりましょう !ま た、
一方的に怠けなどと判断して放置せず、冷静に症状を観察・判断し、迅速に対応しましょう l

日本スポーツ振興センター「熱中症を予防しよう ―知つて防ごう熱中症 ―」から転載 (引用 )
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質問をして応答をみる

コ ここはどこ?
劃 名前は ?
劃 今何をしてる ?

睦國

水分塩分を補給する。
■ 0。 1～0.2%食塩水あるいはスポーツドリンク
■ 熱けいれんの場合は生理食塩水 (0.9%)など
の濃いめの食塩水を補給する

匡 四肢や腹筋のけいれん (つる)と筋肉痛が起こる。

□ 全身倦怠感、脱力感、めまい、吐き気、嘔は、頭痛

などが起こる。

匡 頻脈、顔面蒼白となる。

巨 足がもつれる。ふらつく・転倒する、突然座り込む。

立ち上がれない 等

脱衣と冷却

救急車到着までの間、積極的に体を冷やす.
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☆ 水をかけたり、

濡れタオルを

当てて扇く。
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氷やアイスパックがあれば、頚部、

脇の下、足の付け根などの大きい血警

を冷やすのもよtヽ !

※できるだけ迅速に体温を下げることが

できれば、救命率が上がります !!

熱中症を疑う症状

意識障害の有無

□ 応答が鈍い

□ 言動がおかしい

□ 意識がない 等

救急隊を要請

涼しい場所への避難

涼しい場所に運び、

症状改善の有無

取ができるか

経過観察
体を冷やしながら、設備

や治療スタッフが整つた

集中治療のできる病院ヘ

ー刻も早く搬送しましょう!!

″ ″●・

病院へ !

きない
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祝
平成27年度全国高等学校綿合体育大会バドミントン競技

選手のみなさすのご健闘を祈ιl春す

京都府バドミントン情象

京都府実業団バ ドミントン連盟

京都府社会人クラブバ ドミン トン連盟

京都府 レディースバ ドミン トン連盟

京都教職員バ ドミントン連盟

京都学生バ ドミントン連盟

京都府高等学校体育連盟バ ドミン トン部

京都府中学校体育連盟バ ドミントン部

京都府小学生バ ドミン トン連盟

舞鶴バ ドミン トン協会

福知山バ ドミン トン協会

亀岡市バ ドミン トン協会

長岡京市バ ドミントン協会

宇治市バ ドミン トン協会

向日市バ ドミン トン協会

城陽市バ ドミン トン協会



祝 平成 27年度全国高等学校総合体育大会バ ドミントン競技大会

関西大学 体育会

バドミントン部OB・ OG会

OB・ OG会会長 清水英俊 監督 植野恵美子

関西学院大学 体育会

バドミントン部OB・ OG会

OB・ OG会会長 小田忠庸  監督 大井貴夫

同志社大学 体育会

バドミントン部OB・ OG会

OB・ OG会会長 小国久美 監督 村尾 勉

立命館大学 体育会

バドミントン部OB・ OG会

RITSUM∈ IKRN
OB・ OG会会長 馬場高敏  監督 永井 博
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DeutscheAbteilung/Departamento de Estudos Luso― Brasiieiros
中文系/日本語学科/Dipartimento di ltalianistica/Depattment ofGlobal Arairs
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」UN10R COLLECE OF
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Deparlment of Eng lish Studies for Careers
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OPENCAMIPUS 2015
1推
薦入試
1対策講座

一般入試
対策講座

(日 )

時間//10:00～ 16:00
会場/本学森田記念講堂 他

事前申込不要

時間/13:00～ 16:00
会場/本学森田記念講堂他

時間/10:00～ 16:00
会場/本学森田記念講堂他

_      |

10/4(日)112/13(日 )

PIAX

PER
MUNDi

LiNGUAS Kyoto University of Foreign Studies
京都外国語大学

京都外国語短期大学
Kyoto Junior College of Foreign Languages

京都外国語大学 1外国語学部 英米語学科/スペイン語学科/フランス語学科/ドイツ語学科/ブラジルポルト
ガル語学科/中国語学科/日本語学科/イタリア語学科/国際教養学科

京都外国語短期大学 |キャリア英語科(ビジネスコース/アカデミックコース)

r

7~~
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〒615‐ 8558京都市右京区西院笠目町6 TEL.075‐ 322-6035[人試センター]nyushi@kufS.ac.jP http://WWW.kuFs.ac.jp
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全国大会出場おめでとう !

「人」としで輝く。

輝け、両洋 バドミントン部 !!KYOWO
RYOY0
100

員LL F●R ●HE

●HE F●R 」nLL

彎ooth ANN‡ V=RSA RY

京都両洋高等学校 保護者会一同

RYU●OKU

■
■
■
一

龍谷大学付属
平安高等学校
平 安 中学校

京都市下京区大宮通七条 Lル御器屋町30
郵便番号 600-8267
電話京都 (075)3614231番

“

尋
FAX(075)371‐ 1793番
http://www.heian,edjp

乙訓高校バ ドミントン部の
健闘を祈ります

がんばれ乙訓
乙高 GO!

乙訓高校バ ドミントン部 OBOG会 一同

▲
一



ようこそ京都へお越 しくださいました。
歓迎申し上げます。

平成 27年度全国高等学校バ ドミントン選手権大会
(京都インターハイ)の成功 と出場選手の健闘を祈 ります

京都教職員バ ドミントン逹盟

祝

全国高等学校総合体育大会バドミントン競技大会

選手の皆さんのご検討をお祈りいたします。

城陽市バ ドミン トン協会

会長 根岸光一郎

「
つ′Vズ[  撮影からプリントまでの総合会社  CV多 51ゝ

壇 λ″

′   各種撮影・ 学校アルバム制作
  像″鍵「

1日1躊

"|ラ

|フ先「 ジマ7冨 i万 1蒻ゴ 碧 荘
代表取締役 伊藤 正博

本  社 〒615-0093京 都市右京区山ノ内宮前町 5
スタジオ       TEL 075-811-7272代)   FAX 075-811-8008
滋賀営業所 〒525-0067草:'幸 7●やf浜町 553-4-202

TEL 077-566-4577

大阪営業所 〒618-0014三 島郡島本町 zК無じ頼1-22-10-101
TEL 075‐ 961-5888

URL:http://、ハ″w.nihoncolor.co.lp/
E―mail:info@nihoncolor.co.,p

トンfス■:―ンウェア

r/
,
I

等 OSAKA CAS EnETEE
GROUP

エネテック京都株式会社

〒60卜8033京都市南区東九条南石田町74‐2
TEL(075)693-6530 FAX(075)693-6535 O⑪ 「翻豊̈

匝
¨

大 修 館

トンポ単
=服

トンボ;ス■:ロツク
=フ

株式会社 ト ニだ

「

大阪支店

大阪市中央区徳井町2丁目1-1

TEL(06)6942-5551

URL http://www.tombow.9r.jp

¬
Ч

卜.INじ:  す″
LヽL′ :

エネ:レギート…り!bシステムから

ガス冷 E霞房システLまで、
エネラッリ京都におまかせ下さい0
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〒600-8456京都市下京区東中筋通五条上ル
8075-351-6233
EⅨ 0 7 5-351-6333

所
:「・・

lEl

宇治学生服組合

● ●

弱 は、弱電設備=音響設備や放送、防犯設備など主|こ 60V以下の電圧で使用される設備の総称

▼

●

●■D

)//剛w、 k nk onkyo c。.,p O近畿音響工業株式会社



rSuく ASヽ

イコテuF‖■甘株式会社
1階 カーテンショールームヘ

お気軽にお立ち寄り下さい !

〒606‐8111 京都市左京区高野泉町 40‐ 3
T:EIL/075‐ 711‐ 9171 http:〃ww¬″.interiortsukasaocoI11

歓 迦 京料理 。なべもの一式 各種 ご宴会ぶ ります

京 料 理 両
城陽市寺田樋尻 48-28(近鉄寺田駅前商店街)80774(52)2281

′
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一
■
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良挙料学鐵検え漱着せ類亮 〒611‐ 0025

宇治市神明富西 29‐6番地

T懸懸̀(0774)麓意13145 1=
FAX(0774)21-3150で「薇答種タケダ昔姥 E―ma■ y,1948540,a稀 o.co.lp



遊戯公園から体育施設まで

スポーツ施設をゾーイング

京都体育施設株式会社
京都市伏見区竹田中島町5-1

丁EL  075-643-6311

F`A×  075-642-0155

挑戦の舞台が今ここに

ガンバレ ::京都両洋高校

洗濯槽や風呂釜の洗浄つて大変ですよね !

それが、たつた 20分で洗浄除菌できる !

ハイスピード洗浄剤 「根 こ そ ぎ 革 命 」

今すぐスマホ検索

優しく化学をめざして !

株式会社 宮崎化学
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4 KX高精細 と

広色域 レーザーバックライトで

体が感 じる新 しい感動。

■4Kと レーザーバックライトが生み出す圧倒的な色彩美と立体感。

■心揺さぶる豊かな音を実現させるDIATONEサ ウンドシステム。

■美しい映像とサウンドを際立たせるこだわりのフォルム。

心 まで動かす、色。

三菱レーザー液晶テレビ

´

REAL 4贔
□ 匝 1麗轟 田 囲 野 ~プン価格・

LS1/PRlシ リーズ

本物にこだわる.す べての大人たちヘ

iCLU二塁EAL___二 日1田
=困

1晨CLUB REAL
三菱電機株式会社

|

⑮
回
回
回
一孟 |

嬰鵬
「

魔

|

`鷲すT‐T彎lT‐‐:二轟ぬ鰤黎懸繹

鶴

家庭から宇宙までエコチェンジ
(lli;)

Changes for the Better

暮 らしやす く。

SMART
Q UAL:TY

曖
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RACKET SHOP ●
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型ご来店あ待ちしてあります″
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点日言
餞 :

鼎 iChimu‐ kptO@mtibigiobene」 p
有ります′

0:00-1 9:00 (trtElr-1 8:00) 6) EtrEit

バドミントン競技

―ン●三井住友∫番|?建 1

は選手の皆様のご検討とご活躍を

お祈りしております

は離

小さな店な
の

||1壁いち
‐1初来店で

大山フォトスタジオ

ノヽ

そ

◎京都府 まゆまろ 15045

糀
1978年・京都

初′の′ヽドミ
ントンヽ機11111:艤菫圏圏

プロショップとしてォ
_プン以来:｀ 11111::陪は圏

′■■ントン・テニス中
心の |||::111鷺眩饉圏

トータルラタツト″
ツプとして電』躍馬日

ィチ″は今日もスポ
‐ッの楽しさを,軍艤慮i]|

が援して
ぃま夕:|:舅|
´́::||1翻■
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THE ACADEMY C)F HOSPI TALITY

笑顔の和で結ぶために。

京都栄養医療専門学校  京都調理師専門
学校  京都製菓技術専門学校

キャリエールホテル旅行専門学
校  ラ。キヤリエール クツキングスク

~ル

大和学園ホスピタリテイ産業振
興センター

TEL(075)241-0891
FAx(075)241‐ 0831
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た い わ

学麟人大和学園
〒604‐8007驚『篤爾鷺き|: 蠅
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想像 を、チカラ t ~O
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人 が想像 できることは、必ず人が実現できる。

鹿 島の都市づ くりは、100年 先 を見つめています。

100年をつくる会社
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アストラインテープ

バドミントン バレーボール バスケットボール等

体育館での コート設営に

‐硝

"‐
由ヽ⑬

京都スポーツテープ
〒604-8451京都市 中京区西ノ京御輿岡町 24

lEL 075-462-9889 fax 075-464-5366

E― Mail   hosi@fol.hi― ho.ne」 p

%

京椰府立体育館

朱ハ売店

S40 バドミントン用 1箱 4cm幅18m巻 4巻入 1030円

S040
バドミントン用

(日本バドミントン協会公認)
1箱 4cm幅18m巻 6巻入 1545円

1巻 5cm幅 66m巻 920円
K50 バレー用

1箱 5cm幅 66m巻 2巻入 1840円

ジ揮

JUICE・

LUNCH・

ロト075・ 462・ 3389



Ｅ

Ｅ
＝

は、応援してます′
あなたの街の小さな大会から、日頃の練習・指導まで

1肥ⅡIFは、バック・アップを致しております。

携帯無料金員募集 ::

Bwmeu;t
難 左記QRコードよリアクセス頂きメール会員に

こ登録をお願いします。
*バケット通信料が掛かりますので、こ了承願います。

ヨ誕員薔議警調:年会費、更新料無料で特典いつばい!

入会金 300円 +税 (1年間有効、こ購入毎に1年延長)

【特典】●会員価格にて、こ購入して頂けます。

●バースデー記念割引が有ります。

●1,000円で1ポイント、1ポイントは10円

く

窃器短際 ヽ
電器

?お  ヽ

ミ WlYFi

甲 府 店

宇 治 店

市岡公園

弁天町店

■■■■

旧
二
四
号
線

営業時間 11:00～21:0●
TEL(06)662己…6006
FAX(06)6622‐ 9009

〒545-0052
大阪市阿倍野区阿倍野筋 1-2-30

あべの店
ＮＯ

営業時間10:30～ 19:00
TEL(075)882‐ 2799
FAX(075)882‐ 2988
〒616…8317
京都府京都市右京区嵯峨野
神ノ木町36-2

日曜日/定体日 d
営業時間10130～ 19100
TEL(06)6599‐ 己000
FAX(06)6599‐ 2001
〒552‐0003
大阪市港区磯路二丁目12番磯路
公園団地 1‐ 107

大ユ 郵嵯
口
=使
峨

屋

`局

野 ○

●ユニクロ

小川病院

⑥

営業時間10100～ 20:00(土。日・祝2■00)

TEL(077Ч )2卜5850
FAX(077Ч)2卜6087
〒611-0042
宇治市小倉町神楽田25レインボー
小倉2階

営業時間10:30～ 19:00
TEL(075)95卜9955
FAX(075)95卜 9966
〒617-0826
長岡京市開田二丁目9-12ファミール
長岡京グランデュール lF

営業時間10:30～ 19:00
TEL(055)288‐8283
FAX(055)288‐ 8己8Ч
〒400‐0031
山梨県甲府市丸の内2丁目1-8
田村ビル3F

ＮＯ

ＮＯ

市役所

バンピオ

亡
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Ｌ
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太 秦 店
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決定率120%スパインレス 超真円スリムシャフト誕生。

スーパーファインスリムトルク パーフェクトリング

[

複数の素材を最適に組み合わせることで、従来比6%
スリムなシヤフトでありながら、ねじれ剛性14%アップ !

¬

」 [

DAIWAのカーボンテクノロジーが可能にした「超高品位
シャフト」。断面を真円にする技術で、インパクト時のブレ

をなくし、繊細なタッチによるコントロール性を発揮

「
―
―
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口なり輌,少ない 〔ス′(インレス,シャフト

エナジーシミュレーション

Ja%"″ z″・ ′ ―
―
―   ″

工
“
ギ~六「

、ヽ  ブレか=少
ィ イが 午

`´

.`ヽ _

・ t一 言

】■レ多′|′′aF―″4L″

“

ワ24″′″|ノE″

シャトルで決まるラケツトのブレを動画で検証
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ョリーズ 口頭亜ヨ 王者の風格を漂わせる
イリ′1'bスリリ

ーズ 国口
蹴覇ぎ称琳デザイリ v7l?.vDVl

鷹百‐副
墜」
ステンレス

ハ
「

ロドなデザイリの|ステリ o  クリt-(:/t\t,7.av jV7
lmpulse Necklace 43'OOO 円+税 ～

クリオ<)ttvjVT cHR10
群の信頼を受 tJ6t\t7r^'yrt[

gna Necklace 25,0 oO円
+税

トップァスリー卜か
ら抜

1;61,Ut#tl. 軽量化と強度
の

cHRlo Ma
くて丈夫なステン

レス
スポーツギアです

。身体
ひお役立てくださ

い。

本体のパ
_ッすべてに. GUI;<<' E

デザインは、試合 両立を実現。パ
フォーマンスアツプ

にぜ

(suS3 04)を 使用。
シンプルで力強い

を演出します。

練習・日Hl;(7au- Fの偉大なる存在感

D― SERiES
オンとオフを切り替える、デザインにこだわったアクセサリー

PERF口 RMANEE
モチベーションを上げよう

REE口 VERY
マッサージでリカバリー

TRA:NINロ
トレーニングに最適

~¬

「

~
1 1

~¬
 |~~
| |

デザインシリーズ]コロ困田医困■

マグナネックレス ステラネックレス

スワロフスキー・エレメント使用

18.000円 +税

アルフアリング
ネックレス/ブレスレット全9色 パフォーマンスジェル ミニ

プラクティスTシャツ
(半袖)

全 5色 3.000円 +税

本体のパーツ全てに

ステンレス (SuS304)を 使用

25.000円十税 | |
_」 L_

ネックレス :3.400円 十税
ブレスレット :2.000円 十税 | |

_」 l__

a700円 +3`
| |
_」 L_

(図)ICHR:C)[ク
リオ] 商品ラインナツプは.クリオ公式サイトヘ 〉

発売元 :CSE株 式会社 クリオ事業部

東京都中野区本町4-31-121F TEL:03‐ 3380■450 @ www.chrio.jp Il www.facebook.com/chriojp
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シンクロする縦と横のストリングが生み出す力!
縦糸と横糸に別々の糸を使用する画期的ストリング!

シンクロSN‐6470

,7石窃蒻り、51ハみδイアθ

B10LOG:C BL‐ 7200
バイオロジック BL‐ 7200

ハードヒツターの悩み「耐久力」を
最重要視した、
響シリーズ最強ストリング!
響く音に拘った「響」シリーズの中で、最も強靭なスト

リングで耐久力を最重要視したモデルです。高テン

ションのユーザーや、学生層の八―ドヒッタープレー

ヤーはもちろん、初心者のカド切れ等の心配も少な

く、初めての方にも使いやすいストリングです。(張り

上げテンションはラケツトの推奨テンションに合わせ

て張り上げて下さい。)

ホワイト     |
(100m)ホ ワイト

|

| 84O72O4 )r)t
a4o72OB lle-))t-

) 8407200 tv:,,
: 840720Y 1rtr-

耐久力と反発力を高次元で実現した
極細ストリング。
響く音に拘つた「響」シリーズの中で、特に反発力を重視し、

さらに0 67mmの極細ストリングながら耐久力も向上さ
せた響シリーズの「耐久」・「打感」の中間モデルです。

難覇

縦糸の楕円糸構造 (タマゴ型)ス ト

リングが、高速ショット、カット

シヨット、スピンネットなど多彩な

パフォーマンスを生み出し、横糸

の最細0 64mmス トリングが最
高の反発力を生み出しました。2
種類のストリングが高反発・高性

能+耐久性UPを可能にしました。

耐久性L■L■L■LI I
コントロール■口■■■■■ | |
反発力LL■ L■L」
スピン L由― ‐

.|

テンション維持 ~||
打球感陶暉■甲|■■■ |

価 格 :¥1,100+税
ゲージ :(横糸)0 64mm(長ざ50m)

(縦糸)0 70mm(長ざ55m)

ロール対応270m
価 格 :¥19,000+税
ゲージ :(横糸)0 64mm(長ざ125m)

(縦糸)0 70mm(長ざ145m)

品 番
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シンクロ。キャンディーカラー

縦糸と横糸の色が違う

カラフルストリング。

価 格 :

¥1,αЮ+税

ゲージ :

0 72mm(長 ざ100m)
ロール対応:

100m¥8,000+税

耐久性

コントロール

反発力

スピン

テンション維持

打球感
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642W (270m)ホ ワイト

B10LOGiC BL‐ 6500
バイオロジック BL-6500

価 格 :¥1,100+税
ゲージ :0 65mm(長 さ:100m)

ロール対応11(X)m¥8,500+税

B10LOGIC BL‐ 6800
バイオロジック BL-6800

価 ネ各:¥1,000+税

ゲージ :0 68mm(長 ざ100m)
ロール対応1100m¥8,000+税

(メイン) (ク ロス)
品番:841640P

(メイン)  (クロス)
品番:8416400

(メイン)  (ク ロス)
品番:841640Y

最高の打球感と反発力を兼ね備えた
響シリーズ最細ストリング。
響く音に拘つた「響」シリーズの中でも最高の打球感と反

発力を兼ね備えた0 65mmの最極細ストリングです。超
極細ながらも柔らかい打球感が特徴のTOALSON最高級
ストリングです。

B10LOG!C BL‐ 6700
バイオロジック BL-6700

価  格 :¥1.000+税

ゲージ :0 67mm(長 ざ100m)
ロール対応1100m¥8,000+税

B10LOGiC BL‐ 7000
バイオロジック BL-7000

価  格 |¥1,o00+税

ゲージ :0 70mm(長 ざ100m)
ロール対応:100m¥8,000+税

反

発
耐久性

コントロール

反発力

スピン

テンション維持

打球勝

品番

830650W
830651W

8306504

830650R

830650B

耐久性

コントロール

反発力

スピン

テンション維持

打球感

口由■由■」 |

ー―
申‐■ |

口 ‐ ‐ ‐ 暉

卜 ■ ■ ■ |

品番

ホワイト

(100m)ホ ワイト

ブラック

レッド

フリレー

830650G ゴールド

830650L ラベンダー

830650S シ,レ ′ヽ一

830670W
830671W

830670R

330670B

ホワイト
(1(Ю m)ホワイト

ブラック

ネイビーブルー

830670S

830670L

8306700

830670P

シルバー

イエロー

ラ́ ンヾダー

オブティックオレンジ

ピンク

耐
久
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‐
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カットプレーヤーや
スピンネットに最適な技巧ストリング。
凸凹の激しい橋円糸構造 (卵型 )の側糸を巻いたモデルで

す。クッション性の強い楕円糸がシャトルの失速を低減させ、

鋭いショットを生み出します。また引つ掛かりが良く、カット

ショット等の沈みを向上させ、スピンネットなどの回転を最大

限に引き出すことを目的に開発されたストリングです。

高耐久、柔らかめの打球感の定番品
オールラウンドストリング。
響く音に拘つた「響」シリーズの中で、耐久力を重視したモ
デルです。高耐久且つ、柔らかめの打球感が特徴の全フ
レーヤー対応のオールラウンドストリングです。

耐久性

コントロール

反発カ

スピン

テンション維持

打球感

耐久性

コントロール

反発力

スピン

テンション維持

打球感
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W (100m)ホ ワイト

8407004 ブラック

840701W (1(Ю m)ホワイト

8407000 オブティックオレンジ~~ヽ
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オーバーグリップ [上巻き用グリップ]

槻鼎湯

"り

凸凹シングル穴あきタイプ ,野腰ル|∫、リリ凸凹ツイン穴あきタイプ

リブレースメントグリップ [巻き替え用グリッ列

ASTERISK REPLACEME‖T GRIP
アスタリスク・リブレースメントグリップ
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凸凹加工を施すことにより、握り込んだ時に

手にしつかりとフィット。さらに穴あき加工を

施すことで通気性アップを実現しました。

(1本入)¥350+税   ロングサイズラケット対応
■厚み05mm(::1部 3 0mm)×幅25mmX長さ1.000mm

凸凹加工をダブルで施すことにより、握り込ん

だ時の更なるフィット感を実現しました。さら

に穴あき加工を施すことで通気性もアップ。

(1本入)¥380+税    ロングサイズラケット対応
■厚み05mm(凸部30mm)×幅25mmX長さl.000mm

高い吸収性能とウェット感を併せ

持つた巻きかえ用グリップ。ロング

サイズラケットにも対応。

(1本入)¥800+税  ロングサイズラケット対応
■厚み20mm× 幅25mm× 長さ800mm
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BL10H   ns‐ 999‖  ブラック
●日本バドミントン協会 第1種検定合格球

●中国製

¥4,400(本体価格十税/ダース)

REコ〕    nS‐980‖  レット

●日本バドミントン協会 第1種検定合格球

●中国製

¥3,900(本体価格十税/ダース)
'議 980N/RED ф

鶉「●中国製′
 ¥2,800(本体価格+税/ダース)

饉n[覆‖   nS‐960‖ グリーン

●練習球

●中国製

¥2,600(本体価格+税/ダース)

‖11UV    nS‐ 945‖  ネイビー

●練習球

●中国製

¥オープンプライス/ダース
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『すべてのプレーヤーのために』

2013年カナダから日本のバドミントン界に

進出しました。

『バドミントンラケット』『トレーニング機器』

『バッグやグリップ』『ウェア』等

多数の商品を取り揃えています。

ロゴは『騎士』をイメージしたナイトマーク

『愛』『勇気』『強さ』を示しています。

ut u) u) . blolckkntg ht-b o.dmlnton co m

Prom Canada
ブラックナイト社製品正規日本総輸入代理店

アイベックスポーツ株式会社
【本社】

神奈川県相模原市南区松が枝町 2-7

【営業本部】
神奈川県相模原市南区相南 1-22-24 アステール lF

丁EL:042-749-8885

MAIL:info@blackknight― badminton.com
facebook:www.facebookocom/bkbadminton

0
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フレーム

空力特性に優れた極薄フレームで、より鋭い振り抜きが可能に。

20× 21ストリングパターン

独自のストリングパターンで、グリップがよく効き、優れたスピン性能を発揮。

SLIM丁 スリムTジョイント(特許取得)
ジョイント部を可能な限り綱くすることで、空気抵抗を約11パーセント削減 (当社比)。

メトリックフレックス・シャフト(特許取得)
/■螂懸こ"― 一 ―

 ・ ・ ワ
:

フレックスの強弱を設定し、パワーとコントロールを同時に向上。

'カーボン量饉な機蜻;
Lvrr(ilti:lli L.*!€l{ri.:tr!n*iL*6-t.

カーボンE ll囲||
フレックス[なる|

5H^FT .S ,"7t-6.5
直径6.5mmの 極細シャフトを採用し、
空気を切り裂くような優れた操作性をさらに洗練。

SバTELITE 6.5

ESSENTIAL

聰

¥21,000+税

しなり、

VouTubeで公開中 !
badmintonbox で検索 !

テ
ク
ニ
カ
ル
な
シ

ョ
ッ
ト
も
自
在
。

軽
く
て
扱
い
や
す
い
デ

イ
フ
エ
ン
ス
モ
デ
ル
。

優
れ
た
操
作
性
が
さ
ら
に
向
上
。

幅
広
く
使
い
こ
な
せ
る
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
モ
デ
ル

パ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
冴
え
る
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
オ
フ
ェ
ン
ス
モ
デ
ル
。

圧
倒
的
な
パ

ワ
ー
を
発
揮
。

ヘ
ツ
ド
ヘ
ビ
ー
設
計
の
オ
フ
ェ
ン
ス
モ
デ
ル
。
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´
コ 叫

S′ぱTELITE 6.5

BLAS丁

S′田『ELll『E6.5

POWER

¥21,000+税

サテライト65プラスト

S′:TEL』 TE 6.5

LiTE

¥21,000+税¥21,000+税

※ここに記載されている価格は.すべてメーカー希望小売価格 輸入業者希望小売価格であり.販売価格を拘束するものではありません。 ※バボラ製品をよ
',安
全にご使用いただくため.ご使用前に必ず添付の取扱説明書及び使用上の注意をお読みください.

(ラケット・ストリングツウグ・シューズ・グリップ・アクセサリー日本畿 売瀾 株式'会社ダンロップスポ|―ツマークティング  〒103‐ 0075東 京都港区港南1-6‐ 41 TEL 03-5463-7324 www.babolat.jplbadm inton

シャフトの中空部を楕円状にすることで、

パワーアップを案】認
`:

〓

．
lr
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バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

_」

日本バドミントン専門店会加盟店
全国総店舗数 104店舗、当加盟店はバドミントンに関して熟知している

プロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ちしております。

個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界のレベルアップ

まで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店eWebショップで!! ′

■|||.・
‐
■
~■

団Eコ回口 ′

携帯へURLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

一訓
一鶴
一鰈

】
４
一【
翻

一醸
一議
一蒙

Ｆ
卜
Ｆ
Ｌ
‥

上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びください。 できます。

日本バドミントン専門店株式会社は社名をラケットクリエイテイブ株式会社通称 ラ・ク・ り に

変更しました。ネットショップでは各種メーカーラクリオリジナル商品や限定品を加盟店の協力

でアウトレット商品。廃盤品等のお買い得商品を常時掲載しております!l 又、新製品の情報。

販売も素早く対応しておりますので来店をお待ちしております。

~ヽ

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。

最寄りの加盟店、又はラクリ迄

FAXして下さい。

FAX番号

0774・ 32日 1041
||―

irvfravzTlJrill,'lalrn.or r-lzr -iass FAx.ol 1.290-1668

,.fi-r/arz lrrlotsra- trl tAx.0r55-23.9194

ir--7if-r/ lra.oreo-lI-rzmtAx.0r66'34-8898

クラウン商会 lrn.oul-+l.rooo FAx.or43-45-48s8

■|.|・■・|■ |‐

お気軽に最寄りの加盟店迄、

お問い合わせ下さい。

プロショップサイトウスポーツ TEL 025‐ 223‐ 1959 FAX 025‐ 224‐1282

ラケットショップ富山 TEL&FAX 076-493-2311

スポーツショップマツダ TEL 07● 278‐28“ 臥X076‐ 278‐2356

フレンドスポーツ商会 TEL0776‐ 25‐3385 FAX 0776‐ 22‐2995

スポーツコバヤシ TEL0770‐ 22‐0204 FAX 0770‐ 22‐7355

マスタカスポーツ佐久平店 TEL 0267‐ 66‐ 7070 FAX 0267`6‐ 7071

スポーツショップ日新 TEL.026‐ 245‐0272 FAX.026‐ 245‐2559

〈株)かぶとやスポーツ TEL0767‐ 52‐ 1182 FAX10767‐ 53-0310

藝回匹曖■国蝙 |||

イツキスポーツ TEL&FAX.088-654-0353

ブレイヤーズクラフ TEL 087‐ 835‐2033 FAX 087‐ 835‐2045

ラケットショッカ マナブ略1出店 TEL 089‐ 933-2366 FAX 089‐ 932‐2241

ラケットショップ八マナカ新居浜店 TEL 0897‐ 349191 FAX0897‐ 64‐ 9994

スポーツショップフットワーク TEL088‐ 832‐8939 FAX 088‐ 832‐8940

(有)シノハラスポーツ TEL0875‐ 2■1503 FAX 0875‐ 2● 1677

スポーツあいしん TEL.090‐ 3417‐ 2162FAX.092‐ 3283305

運 動 具 屋 T[L.093452‐ 011l FAX 093452-0112

SSSスリーエス TEL&FAX 092-671-1124

体育堂ラケットワークスWaWa TEL&FAX.096-326-8132

スポーツショップバード TEL&FAX.099-226-8778

ラケットショッププロエース鷹鵬縮 TEL&FAX.099-226-6362

ラケットショッププロエース福岡店 TEL&FAX.092-852-7250

ラケットショッププロエース長崎店 TEL&FAX.095-832-8069

グリーンスポーツ TEL 0956‐ 31● 373 FAX.0956‐ 31‐ 7288

片岡スポーツ TEL 0957‐ 54‐ 3725 FAX.0957-53‐ 6254

スポーツショップコジヨジ TEL095420‐ 7191 FAX0954‐ 20‐7192

黎
豪
屏
Ｌ Rフヘ⊂R⊂

倒鵬団憂ロロ■

ラうしトリリIイアイフ帯k≡t`a村二
(1111i:::::!:|::コ
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=r,rl-r3ya ./rh lrtL.osu.ilr-lzsz FAx.o52.74,.390'

t,/<liti-,y lrtL.oslr.zo-1ruFAx.0544.26.0045
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rrr.osro.le.oooo FAx.0596.65.6695
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B-way**tr 
lrn.ozs-eaz.:2rsFAx,075.882.2988

B-wAy+;atr lrn.ozzrrrresorAx.oTT4-21-6087

B-wAyEmHE lrn.ozs-esr-ssss FAx.075-95r-9966

B―WAY弁 天町店
I 
rn.oo-osse-zooo FAx.06-6599-200r

B‐WAY阿 倍野店
I 
rr L.oaor:z-oooo mx.066622-9009

ラケットショッフイテムラ
I 
rn.ozs.alr+ora FAx.075.8r'r.r 953

t > t< |.^r\-vffi;*! |ra.ozzao-oooa 
,+,x.on-286-6667

ir77ya7ii-:/ lrelarnx.oz++nz-rres

フタバスポーツ TEL 0859-“ -5171 FAX 0859 44-“52

ラ″ トショッフR,AB麻 子店 TEL0859‐ 38-5171 FAX.0859‐ 384852

オットショッ丼 UTABA米子店 TEL.090-6843-8481

ラケットショップほしの TEL&FAX.0852-28-5454

′プロスポーツ岡山店 TEL 086‐ 254‐ 3419 FAX.086‐ 254‐ 3491

.プ
ロスポーツ西大寺店 TEL&FAX 086-943-9002

T[L082‐ 263‐3939 FAX.082-262‐ 0790

TEL 0833‐ 41-0273 FAX.0833‐ 44-2256

`口
甲壺店 TEL 082‐ 271‐ 721l FAX 082‐ 271‐ 0888

ボーツポテト館 TEL 0866-92‐7100 FAX 0866‐ 92‐7050

リモトスポーツ TEL 0868‐ 23‐8858 FAX 0868‐ 23‐0139

０
　
一

ヽ
○

´
０

ヽ
′
〃
ヽ

０
０
０

０
０
０

０
０
０

-ryf.rTva tt+ lret.otur-lrooza FAx.ol78-45-0180

aavava v*Eu lrtt.orz'zz'ou:e t Ax.o17 -777 -0243
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ウエンブレー新百合ケ丘店 TEL“4-965-441l FAX 044-965● 224

ウエンプレー西船編店 T[L餌 7抑

“

949 FAX 047 404抑 20

ウエンブレー新宿店 TEL03‐ 5366‐ 6555 FAX 03‐ 5366-6566

ウエンプレーセンター北店 TEL 045‐ 901‐ 1171 FAX 045‐ 901‐ 1181

ミノヤスポーツ TEL03‐ 3652-1505 FAX.03‐ 3652-1506

RBTイ テムラ TEL 03‐ 3683‐ 2963 FAX 03‐ 5609-2963

TEL 042‐ 322‐5626 FAX 042-324‐ 9555

,lvl-rava2reWE TEL 0422‐ 22-8844 FAX 0422‐ 21-4617

ラケッ,ョップラジ蒜,表書 TEL&FAX.042-928-0288

ラケットシヨップラジ町日店・TEL.042‐ 723-9555 FAX.042-723-8268

ラケットショップフジ′ヽ王子店 TEL&FAX 0426-23-5191

ラケットショップフジ川崎店 TEL 044‐ 541-9555 FAX O“ -541‐ 9558

ラケットショップフジ静臓店 TEL&FAX 0559-29-9666

ラケットショップフジ1晴ξ店 TEL&FAX.049-223-7444

ラケットショップフジ立川店 TEL&FAX 042-527-9554

ラケットショップフジ赤羽店 TEL&FAX 03-3900-9554

ラケットショップフジ翔馘鮨 TEL&FAX 046-234‐ 9444

ラケットショップフジ橋本店 TEL&FAX 042-700-9554

ラケットショップフジ丼土ケ谷店 T[L.045-325-9551 FAX.045‐ 325‐ 9570

ラケットショップフジ樹躙議 TEL 045482-9510 FAX 045482‐ 9509

′ヽローダックスポーツ

フアミリースポーツ足利店 TEL&FAX 0284-72-7024

フアミリースポーツ太田店 TEL&FAX 0276-22-3822

フアミツースポーツ館林店 TEL&FAX.0276-75-0543

フアミリ■スポ|ィ
`」

,申F TEL&FAX 0285-25-5586

ラケットショップミッキー TEL 027‐ 243‐ 4267 FAX.027‐ 221‐ 7660

ラケットショップRaT03a TEL 055‐ 287‐8988 FAX.055‐ 287‐8987

B‐WAY甲 府店 TEL055‐ 288‐8283 FAX 055-288-8284

ラケットショップSWING TEL&FAX.029‐ 8240097

ラケットショップキャビン大宮店 TEL O“ -643‐ 5865 FAX 048-645-2295

ラケットショップキャビン柏店 TEL 0471667756 FAX.04‐ 7164‐ 5“ 9

ラケットハウスグリップ TEL&FAX.048-644-3115

ビークスポーツ千葉店 TEL&FAX 043-253-1103

ビークスポーツ錦糸店 TEL&FAX.03-3621-0255

ウエンブレー学芸大学本店 TEL 03-3716-2626 FAX 03-3719‐ 3377

ウエンプレー渋谷店 TEL 03‐ 3409‐ 6622 FAX 03‐ 3498‐ 2829

TEL 03‐ 5952‐ 7070 FAX 03‐ 5952-6677

う土ジ

'レ

=萩彙原店 TEL 03-3258-2626 FAX 03-3258‐ 2255

ウエンプレー藤沢店 TEL 0466‐ 26‐7272 FAX 0466‐ 26‐ 7559

ウエンプレー横浜店 TEL.045-317‐5959 FAX 045-317‐ 5958
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爆| 1発 の スピード
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軽い、強い、剛性が高い、振動減少性が優れている、疲労
強度が高い、炭素繊維・複合素材をシャフ トに採用。特に

高剛性で復元性に優れたシャフ トを搭載することにより、

打球エネルギーが増カロしシャープな打感を実現。

強靭ナノカーボンチューブと高強度、軽量化の
炭素繊維を採用することで、自在の操作性と威
力あるパワーを作り出す !

-1.(1営,囲買7
「ナノ フォーティファイ」材を使用、強靭な復元力を向
上、しつかり飛ばす反発力を引き出し、一瞬のしなりから

素早い戻 りで閃光スピー ドを実現 !

ヽだヽ日C冒●R
ジェツトスビードS10(JS-10)/¥26′ 000+税 /台湾製

www.victorsport.com
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BADMINTON ヨ涎k」
SHUTTLECOCKS・

■■■

PRO FEATHERは 1羽から14枚しか取れない羽根を厳選し、
徹底した品質管理の基に理想の飛びを追求した、専門店会こだわりのシャトルコックです。

■■■ ヽヽ _

www.badominton-psu.com
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飛 LLが亀麟 オルム
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樹幅蹴 構費●社メトロ
〒101-α鷺1市東澤千代田区外神田5-6-4驚 却略-3133-3“ ,

■

□

日本パドミントン専門遍購な鶴1鋼露革でお求め下さい.
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明日は、きつと、できる。
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卓越したグリップカ
。フイツト感・耐久性。安定性のハイエンドモデル。 ′f

WttVE FANG RX K
どんなに強い相手でも、勝ちたいという想いは変わらな

い。

打ちこまれる窮地に飛びついて、勝利をひろつて
いく。

しっかりと地面をとらえるグリップカ、足を包み込む
フイツト感、

どんなハードな動きにも壊れない耐久性
…。

■
目
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≦■|早川賢―も履くミズノの最高傑作が地面を味方
につける。キミを高く羽ばたかせる。

記載価格は、消費税抜きのメーカー希望小売価格で九  miZunO.ip覆固0120‐
320‐799
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早川賢―選手(日本ユニシス
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全てを

意のままに。
新時代を築く
コントロールプレーヤーの選択
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¥22,000(税 抜き)

蒻1本ユニシス所属
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剛を極めるため、

柔をも制す。
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ク1層モデル

PX 9000J
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ジー・トーン5   本体価格¥l′ 200+税

サーモンピンク cヽ.」オレンジ

イエ□一   Gブ ラック

{tv-
ジー・トーン9   本椰格¥1′ 000+税

く■|

/' i.- -..\, Tr:a=),

ライムグリーンく

レッド

ナチュラル

ブラック

イエ□―

アッシュブラウン

オレンジ
ヽ0.65mm

BS065

あなたの面の張人に
何でもご相腋ください。 00SENIKK
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より速くtより強靭に

巨藝ヨ

Ver-iott Z.Z,
"カ

スタムエッジバLジヨン2oタィプェックス本体価格¥23′ 000+税

』凛ロヨEヨ「 カスタムエッジバ=ジョン2oタィプゼット 本体鵬¥25′ 000+税
カスタムエッジバージョン2.0タイプエス

カスタムエッジバージョン2.0タイプブイ

本体価格¥15′ 000+税

本体価格¥23′ 000+税
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取撃力は、進化
“
。

「
口lV電重 UF糧市口1勝 liE

撃破するパワフルスマッシュに、圧倒するスピードドライブをプラス。

シーンによつて自在に変化する新たな攻撃力。

ボルトリックは最強を目指し進化を続ける。
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国際武道大学は

2015君が創る近畿総体

バドミントン競技大会を

IBU
しています
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… 科 《自由に選べる 6コース》
道専修コース、武1遣教育コース、武道国際普及 健康福祉コース、武道経営コース、安

0■‐・
ンヽ ■・¬_っ ヽ
7ヽ ヨ ハノ

´口由ヽ

=子= ◆体育学科 《自由 | 選べる 》
,レーナーコース、健康科学コース、スポーツ教育コース、スホ

°音F 、スホ
°―ツト 、 スホ

・―ツホ
・
ランティアコース)

オープンキャンパス 8/29(土 )9/26(土 )10/25(日 )11:00～ 15:00 事前予約不要

お問 い 先   入 試 フ リ-4Fイ ヤリレ :0120-654-2 n-center@budo-u. ac. )p
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熱中症を疑う症状がでたら

身体の冷却・水分補給

症状によつては救急車を…

症状を軽く見てはダメ!

@lnter High

署いとき、無理な運動は

事故のもと

急な暑さに要注意

失われる水と塩分を

取り戻そう

体調不良は事故のもと

薄着スタイルで

きわやかに

「水分補給」に適した飲料は?

1時間以上の運動をする場合は4～8%の糖質を含んだもの

吸収スピードを速めるための

糖質 (ぶどう糖+果糖)

糖  質
0.1～ 0.2%

40～80m (100mi中 )

塩  分

イオンバランスのとれた飲料は、

汗で失われた水分とイオンを

補うことができます。

吸収スピードを速めるには、

糖質 (ぶどう糖+果糖)が大切です。

補給した水分は腸管から吸収されて血管に入り

血漿 〈けつしょう)として全身に運ばれます。

カラダから失つた汗には、

ナトリウムなどのイオン(電解質)が含まれています

水分補給には適切なイオンバランスの飲料を、

補給しましょう。

ラベルの

ンバランスを

チエック口響レイォ

冽Д

ゼロ !
▲

熱中症かな?

⊃

」

―
口′

り

「L

と思つたら…

熱中症を予防しよう :

スポ…ツ活動中の

熱中症予防5ケ彙

1

2

3

4

5
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総体ウェハース 総体ゴーフレット  総体パイ  総体ラングドシャ

各種フェイスタオル

ヽ
L幽″

和歌山県

滋賀県

兵庫県

噛℃ ■
■
■
国
鵬
ヨポールベン 3色ボールベン  クリアファイル 各種キーホルダー

※全て本大会オリジナル商品です。商品の内容・デザインは変更になる場合がございます。※商品は抜‐粋です。

各種トーリ ッヽグ 各種:RЮne5カバー

オフィシャル
グッズ

販売会場
X出店に関しましては予告なく、

大阪府

陸上競技

卓球

ソフトボール (男子 )

体操 (体操競技 )

体操 (新体操 )

バレーボール (女子 )

なぎなた

紀
=丼
寺公■陸上競技場

和欧山ビッグホエール

澄貴県立体青亀

●山市民野●●

夫厳市中央体青館

大阪市中央体青館

臼劇|ア リーナ

"洲
アリーナ

,市金田公口体青

“
堺市家原大地体書館

大阪府立体青会館

兵●彙立総合体青綸

明石中央体青会館

ソフトテニス (男子 )

ソフトテニス (女子 )

柔遭

弓道

フェンシング

空手道

は文熙隆眩

京●市

京都市

宇治市

長岡京市

,●市

京丹波町

明日●村

明日香村

天理市

吉野町

経丼市

宇陀市

●凛市

■■

和欧山市

和歌山市

■■■ロロ

大津市

守山市

守山市

大阪市

大阪市

大阪市

大阪市

堺市

場市

大腋市

■■■口■

薔書市

明石市

水泳(競泳・飛込)

バスケットボール

レスリング

京都府

モバイルはこちらのQRコードからアクセス
http:′′w"w.yomiur卜 ●9.Ip′ spo● :a:′ 20 1 5interhigh′

よみうリイベントグッズ
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奈良県

変更になる場合がありますので、

あらかじめご了承下 さい。

お問合せ :t‐ shO薔hin@yOmiurL●Om

う1公益財団法人全国高等学校体育連盟
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虫口ll平成27年度 全国高等学校総合体育大会
可VL 1 2015君が創る近畿総体

菅公学生服株式会社
〒700‐0024岡山県岡山市北区駅元町15番 1号岡山リットシテイビル5F
フリーコール0120‐71 2983 FAX 086(898)2510

〈近畿地区販売拠点〉

豊国商事株式会社  菅公学生服株式会社  北近畿菅公学生服株式会社  菅公学生服株式会社
〒526‐0031        京 都 営 業 所          〒620-0057          大 阪 営業 所

滋賀県長浜市八幡東町250         〒6∞3177         京都府福知山市問屋町20‐ 13          〒5530003

TEL 0749(62)3301   京
`府

京,市下京区郎山り五条下ル大坂町396第 3キョートビル5F     T〔 t0773(23)3801      大阪府大阪市福島区福島6‐ 20‐ 12 ABC開発ビル4F
FAX 0749(63)7685    TEL 075(361)801l FAX 075(361)5148      FAX 0773(23)8956       TEL 06(4797)9771 FAX 06(4797)9773

管公学生服株式会社
神戸営業所

兵庫県神戸市中央区元町通6‐ 1-6共進ビル6F
TEL 078(367)2632 FAX 078(367)2633

フゥキョーオザキ株式会社
〒670-0936兵 庫県姫路市古二階町57番地
TEL 079(223)0802
FAX 079(28)8971

菅公学生服株式会社
大阪営業所奈良出張所

〒553‐ 0003大阪府大阪市福島区福島6‐ 20‐ 12 ABC開発ビル4F
TEL 06(4797)9771 FAX 06(4797)9773

小倉産業株式会社
〒640‐ 8153和歌山県和歌山市三木町台所町4‐2
TEL 0734(33)3434
FAX 0734(23)5111

株式会社谷上商店
〒647‐ 0004和歌山県新宮市大橋通り2‐2‐ 1
TEL 0735(22)9813
FAX 0735(21)1989

NEL(公財)全日高●学校体青連盟協賛
、ァロァ   インター八イ協賛 ンコー学生服 ]ロロhttp://kanko‐ gakuseifuku.co」 p/L

カンコー学生服

==rロ
日
■
■
口1.

L
炒 ・　

　
　
Ｊ
　
　
　
ど

雹
ゴヽ

F「~¬

∫

」

糊■曰■ 腱 1

E■

■

″

●
●

　

　

●

カ ン 生 服 はE=コ

‥
Ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ョ
ー
ー
ー
ー
ゴ

轟
インタ

応 援 して
ι

■

＝
燿
■

ヨ
■
■
■

ョ
ー
‥
―
ョ
ー
ー

‥
―
―

も

ｄ

Ｊ

■

■



バドミントン競技スナップ写夏専用

バドミントン競技バネル写真専用

627637バスワードログイン:D
(数字 5桁 )
76029

(数字 6桁 )

９２

桐

ヽ
′

５

ｒ
、
字

９

徹

７

P&P浜松 フォトストア

ログインID 627637
(数字6桁 )

バスワード
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2015君が創る 近畿総体

平成27年度全国高等学校総合体育大会
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インターハイ・オフィシャルフォトサービス

検  索

I https: /lphstSp/pph/ I

〒435‐0038静岡県浜松市南区三和町 252‐ 2回 053・ 464Ⅱ 5110躍 p53口 463Ⅱ0201 回 SOupu@pandP_h.cOm
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インターネットからお写真を 入頂けます
―

L_

掲載期限は販売サイトでご確認ください
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4lBann!

だから、いくつになつても、スポーツしたい !

だから、筋肉ケアはちゃんとしたい !

だから、スポーツ直後にエアサロも
;

筋肉痛・筋肉疲労に
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ジェット噴射で冷却力 2倍 だ!/に おい成分 30%カ ットだ !
エアーサロンパス

※1「エアサロ」は「エアーサロンパスジェットα」の愛称です。※2当社「エアーサロンパスEX」 比 この商品に関するお問い合わせは、久光製薬お客様相談室へ。日目0120‐ 133250受 付時

hisamitsu co lp燿
=コ
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…

エアーサロンパスはインターハイを応援しています。

3:00～ 17:50(上 、日、祝日を除く)

イツリーハイts六岬書だ!
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マイナピイメージキヤラクタ
ー

ブロボクサー 村田饉太選手

インタージ`イ 2002年 ライトミ
ド″級優勝

マイナビ

2003年 ミド″級優勝

ロンドンオリンピツクミド
′レ級 金メダリスト

マイナビはインター
ハィを応援 しています。
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鶯
RUGBY
WORLD Cup

20■5 不爾
回園口□回轟目J

感」動のそばに、いつも。

||||lilllllllllllllllilllll:::ll:::口
|::lli´

JTBはラグビーを
覆

辞

応援しています。
「

ヾ

世界にはばたけ !未来の代表 !!

ラグビーワールドカップ2015
イングランド大会 男6119“ 8(金)～ 10/31(土 )

観戦ツアー絶賛発売中!!
jTBは公式旅行代理店です。

JTBスポーツHP
http: / lwww.jt b. co.j p/s p o rts /

個人旅行手配も受付中!!
〈各種観戦チケット+ロンドン行き航空券等〉

JTB首都圏 海外自由旅行電話販売センター

050‐ 3381‐ 7761
http:〃wwwitb‐free.com/data/rugby2015。 Pdf
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2016 リオデジヤネイロオリンビツクセブンスラグビー正式種目
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2019 ラグビーワールドカツプ日本大会
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インターハイの熱戦を
ネットでLIVE中継 !
選手の雄姿をみんなで
応援しよう:
インターハイの試合を映像と文字情報

(競 技 速 報 )で 、 お 届 け し ま す 。 ※一部配信できなo競技量 合があります

リンハイ.TV」 WEBサイト〉www.inter‐ highⅡ school.tv
「インハイ.TV」 Twitter  )イ ンハイ.tv@Inhi_tv※デザインはイメージです。予告なく変更になる場合があります,
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汗の分だけ、キミは強い。

高体連公式 インターハイ応
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